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Ⅰ 本校の目的 
１．本校の使命 

本校は、学校教育法の定める高等専門学校として、深く専門の学芸を教授し、職業に必要な

能力を育成すること、並びにその教育及び研究の機能を活用して国際港都神戸の産業及び文化

の発展向上に寄与することを使命とする。 
 
２．本校の教育方針 

■ 人間性豊かな教育 
心身の調和のとれた，たくましく感性豊かな人間形成をめざして，教養教育の充実を

はかるとともに，スポーツ・文化クラブ等の課外活動を振興する。 
■ 基礎学力の充実と深い専門性を培う教育 

工学に関する基礎知識と専門知識を身につけ，日進月歩する科学技術に対応し，社会

に貢献できる創造性豊かな実践的技術者および開発型技術者を育成する。 
■ 国際性を育てる教育 

国際・情報都市神戸にふさわしい高専として，世界的視野を持った，国際社会で活躍

できる技術者を育成する。 
 
３．教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー） 

神戸高専の準学士課程の教育課程は、ディプロマ・ポリシーに掲げる学習・教育目標に沿って編

成しています。一般科目において自然科学に関する基礎学力、語学力、幅広い教養と思考力を養う

ための科目を、専門科目においてはそれぞれの学科の基本方針のもと実践的基礎能力を培うための

科目を用意しています。これらの知識・能力を効果的に修得するため、一般科目を低学年に多く配

置し、学年が進むにつれて専門科目が多くなるようくさび形に授業科目を編成しています。 
 
【機械工学科】 
機械工学科では、近年の科学技術の進歩に応えるべく、各種機器を開発、設計、製作するため

に必要な材料力学、熱力学、流体力学、機械力学に関する基礎知識と技術を修得し、コンピュー

タ利用、計測制御技術、電気電子技術等の分野にも即応できる能力を持った独創的なエンジニア

を育成できるように編成しています。実習系科目を通して実践的な能力を身につけるとともに、

機械工学実験や卒業研究を通して論理的な思考能力や問題解決能力を養えるように系統的に編

成しています。 
 
【電気工学科】 
  電気工学科では、現代社会の基盤となる電気エネルギーとそれにより構築された高度産業シス

テムを支えることのできる技術者を養成するため、①材料、電子デバイス、②電気エネルギー、

機器、設備、③コンピュータ、計測、制御、通信を３本柱とし、グローバルな活躍に必須の技術

英語系科目、課題解決力を育む実験実習、学外実習、卒業研究をバランス良く系統的に配置した

編成にしており、経済産業省が定める電気主任技術者の国家資格認定基準をも満たしたカリキュ

ラムとなっています。 
 
【電子工学科】 
  電子工学科では、今後もますます多様化、高度化していくであろうエレクトロニクス分野の第

一線で活躍できるように、低学年に電気電子系基礎科目を配置し、それを基礎に高学年では、物

性・デバイス系科目、計測・制御系科目、情報・通信系科目をバランスよく配置した５年間の系

統的なカリキュラムで学ぶことができるように編成しています。また、各科目に関連した実験実

習、学外実習、卒業研究などを通して、実践的で創造性豊かなエンジニアを養成できるように教

育課程を編成しています。 
 
【応用化学科】 
応用化学科では、学習教育目標に掲げている５分野（有機化学、無機化学・分析化学、物理化
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学、化学工学、生物工学）をコアとし、有機的なつながりに配慮したカリキュラムを編成してい

ます。また、５分野を学ぶにあたり必要不可欠な基礎としての情報技術に加え、先端分野として

着目されているエネルギー、新素材関連、環境問題などもバランス良く修得できるように編成し

ています。さらに、座学で学んだ内容の理解をより深めるために、実験実習や卒業研究を系統的

に編成しています。 
 

【都市工学科】 
都市工学科では、自然環境や人に優しい生活環境をデザインするための総合的な技術力、判断

力、創造性を合わせ持つ実践的技術者の養成を目指し、「教育プログラム」と「学習・教育目標」

を定め、それらに沿って教育課程を編成しています。構造力学、水理学、土質力学、材料学、計

画学、環境工学等の専門講義科目に加え、実験実習、学外実習、卒業研究などの体験的な科目を

系統性に配慮した順次性のある体系的な教育課程を編成し、いずれも専門性や学修難易度を考慮

して編成しています。 
 
４．卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー） 

本校の準学士課程では、一般科目と専門科目を通じて、健康な心身と豊かな教養のもと、 工
学に関する基礎的な知識を身につけると同時に、創造性も合わせ持つ国際性、問題解決能力を有

する実践的技術者を養成しています。そのために学生が卒業時に身につけるべき学力や資質・能

力を次の４つの学習・教育目標として設定しています。 
これらの学習・教育目標に到達するために、各学科の所定の単位を修得し、かつこれらの能力

と素養を身につけた学生に対して卒業を認定します。 
 

(A) 工学に関する基礎知識を身につける． 
(A1) 数     学  工学的諸問題に対処する際に必要な線形代数、微分方程式、ベクトル解析、

確率統計などの数学に関する知識を身につけ、問題を解くことができる。 
(A2) 自 然 科 学  工学的諸問題に対処する際に必要な力学、電磁気学、熱力学などの自然科

学に関する知識を身につけ、問題を解くことができる。 
(A3) 情 報 技 術  工学的諸問題に対処する際に必要な情報技術に関する知識を身につけ、活

用することができる。 
(A4) 専 門 分 野  各専攻分野における工学基礎と専門分野の知識・技術を身につけ、活用す

ることができる。 
 

(B) コミュニケーションの基礎的能力を身につける． 
(B1) 論理的説明  技術的な内容について、図・表を用い、文章及び口頭で論理的に説明する

ことができる。 
(B2) 質 疑 応 答  自分自身の発表に対する質疑に適切に応答することができる。 
(B3) 日 常 英 語  日常的な話題に関する英語の文章を読み、聞いて、その内容を理解するこ

とができる。 
(B4) 技 術 英 語  英語で書かれた技術的・学術的論文の内容を理解し、日本語で説明するこ

とができる。また、特別研究等の研究に関する概要を英語で記述すること

ができる。 
 

(C) 複合的な視点で問題を解決する基礎的能力や実践力を身につける． 
(C1) 応 用･解 析  工学基礎や専門分野の知識を工学的諸問題に応用して、得られた結果を的

確に解析することができる。 
(C2) 複 合･解 決  与えられた課題に対して、工学基礎や専門分野の知識を応用し、かつ情報

を収集して戦略を立てることができる。また、複合的な知識・技術・手法

を用いてデザインし工学的諸問題を解決することができる。 
(C3) 体 力･教 養  技術者として活動するために必要な体力や一般教養を身につける。 
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(C4) 協 調･報 告  特定の問題に対してグループで協議して挑み、期日内に解決して報告書を

書くことができる。 
 

(D) 地球的視点と技術者倫理を身につける． 
(D1) 技術者倫理  工学技術が社会や自然に与える影響を理解し、また、技術者が負う倫理的

責任を自覚し、自己の倫理観を説明することができる。 
(D2) 異文化理解  異文化を理解し、多面的に物事を考え、自分の意見を説明することができ

る。 
 

※ 学科別学習・教育目標（A4：専門分野細目） 

【機械工学科】 

(A4-M1) 機械工学的諸問題に対処する際に必要な材料に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 
� 機械工学的諸問題に対処する際に必要な材料および材料力学に関する基礎知識を身につけ、

活用できる。 
(A4-M2) 機械工学的諸問題に対処する際に必要な熱力学および流体力学に関する基礎知識を身に

つけ、活用できる。 
� 熱および流体の諸性質を理解し、対象とする熱流体の物性値を定めることができる。 
� 熱流体に関する諸定理を理解し、それを用いて熱流動現象を説明できる。 
� 各種熱機関や流体機械の動作原理や特徴を理解し、エネルギー・環境問題を念頭におきな

がら、目的に応じた応用技術・システムを構築できる。 
(A4-M3) 機械工学的諸問題に対処する際に必要な計測および制御に関する基礎知識を身につけ、

活用できる。 
� 設計、製造等を行う際に必要な計測の基礎知識を身につけ、活用できる。 
� 設計、製造等を行う際に必要な制御の基礎知識を身につけ、活用できる。 

(A4-M4) 機械工学的諸問題に対処する際に必要な生産に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 
� 機械工作に関連する基本作業を習得し、実用に応じた加工ができる。 
� 機械加工および塑性加工の基礎知識を習得し、設計・生産分野における技術課題に対応で

きる。 
� 生産システムに必要な基礎知識を理解し、生産管理や生産技術として活用できる。 

 
【電気工学科】 
(A4-E1) 電気電子工学分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

� 電気および磁気に関する諸現象と諸定理を理解し、それらを説明できる。 
� 電気回路や電子回路の解析ができ、基本的な回路を組み活用できる。 
� コンピュータリテラシーと基本的なプログラミング技術を身につけ、活用できる。 

(A4-E2)  電気材料や電子デバイスに関する基礎知識を身につけ、活用できる。 
� 電気電子材料における原子集合としての諸現象と諸定理を理解し、それらを説明できる。 
� 電気電子材料の特性を理解し、電気電子素子を活用できる。 

(A4-E3) 計測や制御に関する基礎知識を身に付け、活用できる。 
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� 計測機器のしくみを理解し、適切な使用ができる。 
� 計測システムを構築し、計測データの処理ができる。 
� 制御システムを解析でき、基本的なシステムを組み活用できる。 

(A4-E4) エネルギー、電気機器、設備に関する基礎知識を身に付け、活用できる。 
� 電気エネルギーの発生と輸送のしくみを理解し、環境や信頼性を考慮した電気設備の基礎

知識を身に付ける。 
� 電気機器の仕組みを理解し、用途に応じて適切な機器を使用できる。 

 
【電子工学科】 
(A4-D1) 電気材料や電子デバイスに関する基礎知識を身に付け、活用できる。 

� 電界および磁界に関する諸定理を理解し、それらによって生じる物理現象を説明できる。 
� 電気回路や電子回路の動作を理解し、基本的な回路を設計できる。 
� 工学系に必要な情報リテラシーと基本的なプログラミング技術を身につける。 

(A4-D2) 物性や電子デバイスに関する基礎知識を身につけ，活用できる。 
� 電子部品や電子素子(電子デバイス)に使用される材料の特徴を理解し、取り扱うことができ

る。 
� 電子部品や電子素子のしくみと特性を理解し、活用できる。 

(A4-D3) 計測や制御に関する基礎知識を身に付け、活用できる。 
� 計測機器のしくみを理解し、適切な使用ができる。 
� 自動計測システムを構築し、計測データの処理ができる。 
� 電子制御システムを理解し、簡単なシステムを構成できる。 

(A4-D4) 情報や通信に関するに関する基礎知識を身につけ、活用できる。 
� コンピュータおよび周辺ハードウェアのしくみを理解し、基本的な回路を設計できる。 
� コンピュータソフトウェアを利用活用でき、開発できる。 
� 情報ネットワークのしくみを理解し、小規模なネットワークを構築できる。 

 
【応用化学科】 
(A4-C1) 有機化学関連分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

� 代表的な有機化合物の構造・性質・反応性について説明できる。 
� 各種スペクトルの原理を理解し、解析に利用できる。 
� 有機化学反応を電子論や分子構造に基づいて反応機構を解説できる。 

(A4-C2) 無機化学・分析化学関連分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 
� 主な無機化合物の製法や性質を説明できる。 
� 容量分析や代表的な分析機器の使用法を習得し、その解析ができる。 

(A4-C3) 物理化学関連分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 
� 化学熱力学の基礎概念を理解し、それらの応用としての相平衡関係について説明できる。 
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� 反応速度式や量子理論の基礎を理解し、それらを用いて各種現象の説明ができる。 
(A4-C4) 化学工学関連分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

� 拡散単位操作の物理化学的基礎を理解し、各種装置の基本的な設計ができる。 
� 移動現象の基礎理論を理解し、装置設計に活用できる。 
� 反応工学の基礎理論を理解し、反応モデルや反応器の種類に応じた反応器の基本設計がで

きる。 
(A4-C5) 生物工学関連分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

� 生物を構成する生体分子の種類、構造について理解し、生合成過程を説明できる。 
� 遺伝子組み換え技術の応用例を理解し、有用性と問題点について説明できる。 

 
【都市工学科】 
(A4-S1) 設計に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

� 測量に関する理論を理解し、測量技術を身につける。 
� 設計製図に関する理論を理解し、図面作成技術を身につける。 
� 情報処理、CADに関する理論を理解し、設計に活用できる。 

(A4-S2) 力学に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 
� 応用物理に関する理論を理解し、力学の解析に活用できる。 
� 構造力学、水理学、土質力学に関する諸定理を理解し、基礎的解析ができる。 

(A4-S3) 施工に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 
� コンクリート工学、材料学に関する理論を理解し、基礎的な施行技術を身につける。 
� 施工管理学に関する理論を理解し、施工に対して活用できる。 
� 防災に関する理論を理解し、施工に対して活用できる。 

(A4-S4) 環境に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 
� 都市環境、環境水工、環境生態に関する理論を理解し、建設に対して活用できる。 
� 都市交通に関する理論を理解し、交通データの処理ができる。 
� デザイン、景観に関する理論を理解し、建設に対して活用できる。 
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Ⅱ 授業科目の履修について 

 

下記に「学生便覧」の「神戸市立工業高等専門学校履修規則(抄)」について抜粋した条文を掲載

する．それ以外の条文についても学生諸君にとって修学上関係の深い諸規則なので，別途配布され

ている「学生便覧」を必読すること． 

 

 

 （目的） 

第１条 この規則は、神戸市立工業高等専門学校（以下「本校」という。）における履修に関して

必要な事項を定めることを目的とする。 

  

（授業科目及び単位数） 

第２条 各学年に配当する授業科目及びその単位数は、別表第１及び別表第２のとおりとする。 

２ 特別活動は、別表第３のとおりとする。 

 

 （単位数の計算方法） 

第３条 授業科目の単位数の計算は、神戸市立工業高等専門学校学則（2023 年４月学則第１号）

第 12 条第４項及び第５項に規定するところによるものとする。 

２ 前項の単位数の計算において、１単位時間は、50 分とし、２単位時間は、90 分とする。 

３ 第１項において１単位につき 30 単位時間の授業を行う場合を学修単位Ⅰと、45 時間の学修を

必要とする内容について 15 単位時間の授業を行う場合を学修単位Ⅱと、45 時間の学修を必要

とする内容について 30 単位時間の授業を行う場合を学修単位Ⅲとそれぞれ称するものとする。 

 

 （試験） 

第４条 試験の種類は、定期試験、中間試験及び臨時試験とする。 

２ 定期試験及び中間試験は、期日を定めて実施するものとし、試験の開始 10 日前までに、試験

科目及び時間表を学生に発表するものとする。 

３ 臨時試験は、必要に応じて行うものとする。 

 

 （追試験） 

第５条 定期試験又は中間試験を病気、忌引その他やむを得ない理由で受験できなかった学生に対

して、教務主事が認めた場合、追試験を行うことができる。 

２ 追試験の成績は、原則として 80 点満点で評価する。 

３ 前項の規定にかかわらず、感染症による出席停止に係る追試験の成績は、100 点満点で評価す

る。 

 

 （不正行為等の対応） 

第６条 故意に試験を忌避したと認められた者は、当該試験の成績を０点とする。 
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２ 試験中に不正行為を行った者は、当該試験期間中の全科目の試験の成績を０点とする。 

 

 （履修の認定） 

第７条 年間の欠課時数が授業時数の３分の１を超えない科目について、当該科目を履修したもの

と認定する。 

２ 前条の規定により認定された科目を「履修科目」と、年間の欠課時数が授業時数の３分の１を

超える科目を「不履修科目」と称するものとする。 

 

 （学業成績の評価） 

第８条 学業成績の評価は、履修科目について行う。 

２ 前項の評価は、授業科目ごとに、試験成績及び平素の成績をシラバスに記載された評価基準に

基づき、総合して行う。 

３ 試験成績は、定期試験、中間試験及び臨時試験により評価するものとする。 

４ 平素の成績は、学習態度が良好なことを前提としてレポート及び演習等を総合して評価するも

のとする。 

５ 学年成績の評価は、各学期末の学業成績を総合して行う。ただし、前期のみ又は後期のみで修

了する科目については、学期末の学業成績を学年成績とする。 

６ 科目担当教員は、必要に応じてレポート及び演習等の成績を試験成績に代えることができる。 

７ 科目担当教員が２人以上のときの学業成績は、当該担当教員が協議してその評価を行う。 

８ 学業成績は 100 点法により評価し、60 点以上の科目について単位の修得を認定する。 

９ 卒業研究の評価は、優、良、可及び不可の区別で行う。 

10 学外実習を修得した場合の評価は、認定となる。 

11 学業成績の優、良、可及び不可の評語の区分は次のとおりとする。 

学業成績 80点以上 79点〜70点 69点〜60点 59点以下 

評  語 優 良 可 不 可 

 

（以下、省略） 
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Ⅲ 試験についての注意事項 

 

１． 受験上の注意事項（定期試験・中間試験・追試験） 

 

① 中間試験は授業時間、定期試験は学校行事として扱うものとする。 

② 試験教室では、監督者に指示された座席で受験すること。 

机は原則として６列で（専門科棟の場合、ロッカーを移動するなどの措置を行っている場

合７列も可）等間隔に真直ぐに並べ、特に指示のない場合は窓側の前から出席番号順に着

席すること。 

③ 試験開始後、30 分以上遅刻してきた者は受験できない。また、試験開始後 30 分以内は退

室できない。尚、延着証明は遅刻を免除するためのものであり、試験に関して特別に扱う

ことはない。ただし、両主事判断により特別措置を講じることもある。 

④ 教室での受験が物理的に不可能な場合、両主事の判断による別室受験を認めることもある。 

⑤ 鉛筆（シャープペンシル）・消しゴムのほか、許可されたもの以外の使用は認めない。ま

た、電卓など持ち込みを許可された物の貸し借りはしないこと。 

⑥ 机の中には何も入れないこと。持ち物は、教室の前後に置くか、または机のフックに掛け

ておくこと。また下敷などを使用する場合には、あらかじめ監督者の許可を得ておくこと。 

⑦ 試験中、いったん退室した者の再入室は認めない。試験が終了しても答案用紙の回収が済

むまで教室への再入室はできない。 

⑧ 廊下での試験の待機は他の受験者への迷惑となるので、他所（食堂・図書館等）を利用す

ること。 

⑨ 授業中と同様、携帯電話等の電源は OFFにして、カバンに入れ、身に着けないこと。 

⑩ 試験監督からの終了合図にしたがい、速やかに筆記用具を置くこと。 

⑪ 答案用紙の回収は、最後尾の学生のみが行い、その他の学生は試験監督の指示があるまで

絶対に席を立たず、静かに待機すること。 
 
 

２．試験における不正行為 

 

［I］以下の行為は不正行為（カンニング）とみなす。 

① 予め机などに書き込んだり、またはカンニングペーパーなどを用意すること。また、それ

らを参照すること。 

② 使用を許可されていないノート、テキスト、参考書、辞書などを参照すること。 

③ 許可された場合を除き、電卓に式、数値などをあらかじめ記憶させておき、参照すること。 

④ 答案を互いに交換すること。 

⑤ 他人の答案を写し取ったり、写させたりすること。 

⑥ 試験中に私語をすること。 

⑦ 他人に受験を依頼すること。 

⑧ 試験中不審な行為をし、監督の先生の指示にしたがわないこと。 

⑨ 試験に関する資料などを記録した携帯電話などの電子媒体を身に着けること。また、それ

らを参照すること。 

⑩ 以上に類する行為をすること。 

 

［II］不正行為をした場合には、以後の受験は認めない。         

当該学生は監督者の指示を受けること。なお、当該試験期間の全試験科目は 0 点となる。

更に、１週間の家庭謹慎（初回）となる。 
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３．追試験 

 

① 中間・定期試験を病気・忌引など、やむを得ない理由で欠席した試験科目の追試験を希望

する学生は、追試験受験願書（所定の用紙）にその欠席理由を証明する書類等を添え、事

務室学生係に提出すること。教務主事が可否を決定する。 

② 追試験が認められる理由は以下のような場合である。 

（イ） 病気・負傷（医師の診断書、薬袋等が必要） 

（ロ） 忌引（三親等以内） 

（ハ） 天災・交通機関等の障害（証明書を必要とする場合がある） 

（ニ） 就職・編入学受験（証明する書類等が必要） 

（ホ） 以上に相当する理由のある場合 

③ 追試験許可者には、教科担当教官宛の「追試験実施依頼書」を発行する。 

追試験の実施日・時間等については、教科担当教官から直接指示を受けること。ただし、

非常勤講師の担当科目の場合はクラス担任から指示を受けること。 

④ 追試験の成績は、原則 80 点満点で評価する。ただし、以下の場合については追試験の成績

は 100 点満点で評価する。 

ア インフルエンザなど学校保健安全法施行規則第 18 条にかかげる第 1種・第 2種・第 3

種感染症による出席停止に伴う追試験（Ⅴ．感染症による学生の出席停止期間」を参

照） 

イ 忌引（二親等以内）に伴う追試験 

ウ 気象警報により、登校を自粛し、公欠を認められた学生を対象とした追試験 

エ その他教務主事が妥当と認めた学生を対象とした追試験 

 

 

４．再評価 

 

① 進級認定会議の結果、不合格となった科目の再評価を許可された学生は、不合格科目の再

評価を受けることができる。なお選択科目については再試験の科目を指定することがある。 

② 再評価で許可された学生が再評価を受けるためには、各自所定の申請を行う必要がある。

前期修了科目の内、必修科目は後期に再評価を受けることができる。加えて、30 点未満の

科目は、後期に 59 点上限とする「特別再評価」を受けることができる場合がある。 

③ 学年末には、５年生は再評価許可となった学生氏名、科目名をクラス担任が該当学生に連

絡するので各自確認すること。試験実施期日・時間、場所等についても各自確認すること。 

再評価合格による成績の評価は、60 点となる。 
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Ⅳ 感染症による学生の出席停止について 

 

◎学校保健安全法施行規則第 18 条に定める第１種・第２種・第３種感染症下記の感染症に罹患し

たときは「出席停止届」に「登校証明書」を添えて届け出てください。様式は、本校 HP の「在校

生の方へ」⇒「手続き関係」よりダウンロードできます。新型コロナウイルスによる出席停止の取

扱いは、感染状況により随時変更になりますので本校 HPより確認してください。 

 

出席停⽌の期間の基準 (学校保健安全法施⾏令§6②，施⾏規則§19) 
病名 期間の基準 

第
１
種 

エボラ出⾎熱、クリミア・コンゴ出⾎熱、痘そう、南⽶出⾎熱、ペスト、
マールブルグ病、ラッサ熱、急性灰⽩髄炎、ジフテリア、重症急性呼吸器
症候群（病原体がベータコロナウイルス属 SARS コロナウイルスであるも
のに限る）、中東呼吸器症候群（病原体がベータコロナウイルス属 MERS
コロナウイルスであるものに限る）及び特定⿃インフルエンザ（感染症の
予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律第六条第三項第六号に規
定する⿃インフルエンザをいう） 

治癒するまで 

第
２
種 

インフルエンザ（特定⿃インフルエンザ及び新型インフルエンザ等感染症
を除く） 

発症した後 5 ⽇を経過し、かつ、解
熱した後 2 ⽇を経過するまで 
（発症、解熱を 0 ⽇とし、翌⽇から
1 ⽇と数える） 

新型コロナウイルス感染症（病原体がベータコロナウイルス属のコロナウ
イルスであるものに限る）） 

発症した後 5 ⽇を経過し、かつ、症状
が軽快した後 1 ⽇が経過するまで（発
症、解熱を 0 ⽇とし、翌⽇から 1 ⽇と
数える） 

百⽇咳 
特有の咳が消失するまで⼜は 5 ⽇間
の適正な抗菌性物質製剤による治療
が終了するまで 

⿇しん 解熱した後 3 ⽇を経過するまで 

流⾏性⽿下腺炎 
⽿下腺、顎下腺⼜は⾆下腺の腫賑が発
現した後 5 ⽇を経過し、かつ、全⾝状
態が良好になるまで 

⾵しん 発しんが消失するまで 
⽔痘 すべての発しんが痂⽪化するまで 

咽頭結膜熱 主要症状が消退した後 2 ⽇を経過す
るまで 

結核 

病状により学校医その他の医師にお
いて感染のおそれがないと認めるま
で 

髄膜炎菌性髄膜炎 

第
３
種 

コレラ、細菌性⾚痢、腸管出⾎性⼤腸菌感染症、腸チフス、パラチフス、
流⾏性⾓結膜炎、急性出⾎性結膜炎その他の感染症（感染性胃腸炎など） 

そ
の
他
の
感
染
症 

感染性胃腸炎（ノロ・ロタ・カンピロバクタ
ー・サルモネラなど）、溶連菌感染症、マイコ
プラズマ感染症、⼿⾜⼝病、伝染性紅斑、ヘ
ルパンギーナ、デング熱 

 

ただし、第２種の感染症（結核及び髄膜炎菌性髄膜炎を除く）においては病状により学校医その他

の医師において感染のおそれが無いと認められた場合は、その限りではない。
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Ⅴ 諸手続一覧 

 

種 類 
用紙の 

交付 
提 出 先 時 期 

追試験受験願 学生課 担任→学生課 病気・忌引等により中間・定期

試験を受験できなかった場合 

未修得科目再評価申

請書 
学生課 科目担当教員→担任 所定の期間 

再履修免除申請書 学生課 
科目担当教員→担任→学

生課 
所定の期間(4,5 年生のみ) 

選択科目履修申請書 学⽣課 担任  

選択科目追加履修申

請書 
学生課 

科目担当教員→担任→学

生課 
所定の期間 

公用欠席願 学生課 担任→学生課 その都度 

公用欠席願 

（課外活動関係） 
学生課 

顧問→学生主事室→学生

課 
その都度 

出席停止届 学生課 担任→学生課 その都度 
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Ⅵ 教育課程表 
 

１．一般科目（各学科共通） 

 

授業科目 単位数 
学年別配当 

備考 
1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 

必
修
科
目 

国語 6 2 2 2   

 

国語表現法 2    2  

倫理 2  2    

政治・経済 2   2   

歴史 4 2 2    

地理 2 2     

数学 I 12 4 4 4   

数学Ⅱ 6 4 2    

確率・統計 1    1  

物理 6 2 2 2   

化学 4 2(4) 2(0)    

生物 2  
2 

   
うち一科目を履修 

地学 2     

保健・体育 9 2 2 2 2 1 

 

芸術 1 1     

英語 12 4 4 4   

英語演習 5   1 2 2 

修得単位計 76 25(27) 24(22) 17 7 3 

選
択
科
目 

国際コミュニケーション 2    2  ※ 

!
選
択(

前
期) 

日本言語文化論 1     

1 いずれか一科目を選択 

哲学Ａ 1     

日本史学Ａ 1     

環境と人類の歴史 1     

地理学Ａ 1     

数学特講Ａ 1     

自然科学特講Ａ 1     

応用英語Ａ 1     

&
選
択(

前
期) 

日本の文学 1     

1 いずれか一科目を選択 

日本史学Ｂ 1     

社会と文化の歴史 1     

経済学Ⅰ 1     

数学特講Ｂ 1     

数学特講Ｃ 1     

手話言語学Ⅰ 1     

応用英語Ｂ 1     

'
選
択(

後
期)  

国文学・国語学 1     

1 いずれか一科目を選択 

哲学Ｂ 1     

経済学Ⅱ 1     

地理学Ｂ 1     

自然科学特講Ｂ 1     

手話言語学Ⅱ 1     

スポーツ科学演習Ａ 1     

スポーツ科学演習Ｂ 1     

開設単位計 26    2 24 
 

修得単位計 5    2 3 

一般科目開設単位計 102 25(27) 24(22) 17 9 27 
 

一般科目修得単位計 81 25(27) 24(22) 17 9 6 

(注)()内は，応用化学科の実施単位数である。 

  ※は，複数言語から一言語を選択する。 
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２．専門科目（電子工学科） 
 

授業科目 単位数 学年別配当 備考 
1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 

必
修
科
目 

電気数学 2   2   

 

応用数学 2    2  

応用物理 2    2  

情報基礎 2 2     

プログラミングⅠ 2  2    

プログラミングⅡ 2   2   

ソフトウェア工学 2    2  

数値解析 2    2  

電気磁気学Ⅰ 2   2   

電気磁気学Ⅱ 2    2  

電子工学序論 2 2     

電子デバイス 2   2   

半導体工学 2    2  

電気回路Ⅰ 2  2    

電気回路Ⅱ 2   2   

電気回路Ⅲ 2    2  

計測工学 2   2   

電子計測 2     2 
論理回路 2  2    

コンピュータ工学 2   2   

電子回路Ⅰ 2    2  

電子回路Ⅱ 2    2  

通信方式 2     2 
情報通信ネットワーク 2     2 
情報理論 2     2 
制御工学Ⅰ 2    2  

制御工学Ⅱ 2     2 
電子工学実験実習 18 2 4 4 4 4 
卒業研究 9     9 

   修得単位計 81 6 10 18 24 23 

選
択
科
目 

学外実習 1    1  

 

工業英語 2     2 
電子応用 2     2 
光エレクトロニクス 2     2 
画像処理 2     2 
コンピュータアーキテクチャ 2     2 
応用数学Ⅱ 2    2  
ロボット入門    ※ 1   1   

ロボット要素技術  ※ 1    1  

ロボット応用実践  ※ 1     1 
   開設単位計 14   1 2 11 
   修得単位計 5 以上   3・4・5 年で 5 以上 

専門科目開設単位合計 97 6 10 19 28 34 

 
専門科目修得単位合計 86 以上 6 10 18 以上 24 以上  

3・4・5 年で 70 以上 
一般科目修得単位合計 81 25 24 17 9 6 

一般科目との合計修得単位 167 以上 31 34 35 以上 33 以上  

3・4・5 年で 102 以上 
 (注)※を付した科目は成長産業技術者教育プログラム（ロボット分野）履修生用科目である。 
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学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 国語 武久 真士 講師 2 通年 D-1

2年 必修 国語 石原 のり子 准教授 2 通年 D-3

3年 必修 国語 土居 文人 教授 2 通年 D-5

4年 必修 国語表現法 野中 成淳 非常勤講師 2 通年 D-7

学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 歴史 町田 吉隆 教授 2 通年 D-9

1年 必修 地理 八百 俊介 教授 2 通年 D-11

2年 必修 倫理 山本 舜 講師 2 通年 D-13

2年 必修 歴史 深見 貴成 教授 2 通年 D-15

3年 必修 政治・経済 丸山 栄治 非常勤講師 2 通年 D-17

学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 数学Ⅰ 美世 佳一 非常勤講師 4 通年 D-19

1年 必修 数学Ⅱ 北村 知徳 教授 4 通年 D-21

2年 必修 数学Ⅰ 谷口 公仁彦 准教授 4 通年 D-23

2年 必修 数学Ⅱ 横山 卓司 教授 2 通年 D-25

3年 必修 数学Ⅰ 吉村 弥子 教授 4 通年 D-27

4年 必修 確率・統計 美世 佳一 非常勤講師 1 後期 D-29

学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 物理 髙見 健太郎 准教授 2 通年 D-31

1年 必修 化学 大塩 愛子 准教授 2 通年 D-33

2年 必修 物理 小倉 和幸 准教授 2 通年 D-35

2年 必修 化学 佐藤 洋俊 教授 2 通年 D-37

2年 選択 生物 大塩 愛子 准教授 2 通年 D-39

2年 選択 地学 和田 充弘 非常勤講師 2 通年 D-41

3年 必修 物理 李 庚鎬 非常勤講師 2 通年 D-43

Ⅶ. シラバス

1. 一般科目一覧

■国語

■人文社会

■数学

■理科
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学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 英語 平野 洋平 准教授 4 通年 D-45

2年 必修 英語 飯島 真之 助教 4 通年 D-47

3年 必修 英語 山本 長紀 准教授 4 通年 D-49

3年 必修 英語演習 PILEGGI MARK 教授 1 後期 D-51

4年 必修 英語演習 [前期] PILEGGI MARK 教授, [後

期] 濱口 由美乃 非常勤講師, [後

期] ミラー 非常勤講師

2 通年 D-53

5年 必修 英語演習 [前期] 飯島 真之 助教, [前期] ミ

ラー 非常勤講師, [後期] 山本 長

紀 准教授

2 通年 D-55

学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

4年 選択 国際コミュニケーション(ドイツ語) 李 明哲 非常勤講師 2 通年 D-57

4年 選択 国際コミュニケーション(中国語) 牛根 靖裕 非常勤講師 2 通年 D-59

4年 選択 国際コミュニケーション(韓国語) 高 秀美 非常勤講師 2 通年 D-61

学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 保健・体育 春名 桂 教授, 吉本 陽亮 准教授 2 通年 D-63

2年 必修 保健・体育 小森田 敏 教授, 寺田 雅裕 教授 2 通年 D-65

3年 必修 保健・体育 宮内 健嗣 非常勤講師, 寺田 雅裕

教授, 小森田 敏 教授, 春名 桂 教

授, 吉本 陽亮 准教授

2 通年 D-67

4年 必修 保健・体育 小森田 敏 教授, 寺田 雅裕 教授,

宮内 健嗣 非常勤講師, 吉本 陽亮

准教授

2 通年 D-69

5年 必修 保健・体育 吉本 陽亮 准教授, 寺田 雅裕 教

授, 小森田 敏 教授

1 前期 D-71

学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 芸術 大倉 恭子 非常勤講師 1 後期 D-73

■英語

■国際コミュニケーション

■保健・体育

■芸術
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学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

5年 選択 日本言語文化論 武久 真士 講師 1 前期 D-75

5年 選択 哲学A 李 明哲 非常勤講師 1 前期 D-77

5年 選択 日本史学A 深見 貴成 教授 1 前期 D-79

5年 選択 環境と人類の歴史 町田 吉隆 教授 1 前期 D-81

5年 選択 地理学A 八百 俊介 教授 1 前期 D-83

5年 選択 数学特講A 山路 哲史 准教授 1 前期 D-85

5年 選択 自然科学特講A 髙見 健太郎 准教授 1 前期 D-87

5年 選択 応用英語A PILEGGI MARK 教授 1 前期 D-89

5年 選択 日本の文学 石原 のり子 准教授 1 前期 D-91

5年 選択 日本史学B 深見 貴成 教授 1 前期 D-93

5年 選択 社会と文化の歴史 町田 吉隆 教授 1 前期 D-95

5年 選択 経済学Ⅰ 伊藤 国彦 非常勤講師 1 前期 D-97

5年 選択 数学特講B 横山 卓司 教授 1 前期 D-99

5年 選択 数学特講C 児玉 宏児 特任教授 1 前期 D-101

5年 選択 手話言語学Ⅰ 今里 典子 教授 1 前期 D-103

5年 選択 応用英語B PILEGGI MARK 教授 1 前期 D-105

5年 選択 国文学・国語学 土居 文人 教授 1 後期 D-107

5年 選択 哲学B 李 明哲 非常勤講師 1 後期 D-109

5年 選択 経済学II 伊藤 国彦 非常勤講師 1 後期 D-111

5年 選択 地理学B 八百 俊介 教授 1 後期 D-113

5年 選択 自然科学特講B 髙見 健太郎 准教授 1 後期 D-115

5年 選択 手話言語学II 今里 典子 教授 1 後期 D-117

5年 選択 スポーツ科学演習A 寺田 雅裕 教授, 小森田 敏 教授,

春名 桂 教授

1 後期 D-119

5年 選択 スポーツ科学演習B 吉本 陽亮 准教授, 小森田 敏 教

授, 春名 桂 教授

1 後期 D-121

■5年選択科目
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学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 情報基礎 松露 真 准教授, 藤田 政宏 講師 2 通年 D-123

1年 必修 電子工学序論 [前期] 田原 熙昻 講師, [後期] 荻

原 昭文 教授

2 通年 D-125

1年 必修 電子工学実験実習 橋本 好幸 教授, 尾山 匡浩 教授 2 通年 D-127

学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

2年 必修 プログラミングⅠ 藤本 健司 教授 2 通年 D-129

2年 必修 電気回路Ⅰ 荻原 昭文 教授, 尾山 匡浩 教授 2 前期 D-131

2年 必修 論理回路 髙田 崚介 准教授 2 通年 D-133

2年 必修 電子工学実験実習 戸崎 哲也 教授, 木場 隼介 准教

授, [前期] 髙田 崚介 准教授, [後

期] 荻原 昭文 教授, [後期] 西 敬

生 教授, [後期] 遠藤 優介 非常勤

講師

4 通年 D-135

学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

3年 必修 電気数学 藤 健太 非常勤講師 2 通年 D-137

3年 必修 プログラミングⅡ 髙田 崚介 准教授 2 通年 D-139

3年 必修 電気磁気学Ⅰ 橋本 好幸 教授 2 後期 D-141

3年 必修 電子デバイス 西 敬生 教授 2 前期 D-143

3年 必修 電気回路Ⅱ 尾山 匡浩 教授 2 通年 D-145

3年 必修 計測工学 森田 二朗 特任教授 2 前期 D-147

3年 必修 コンピュータ工学 木場 隼介 准教授 2 後期 D-149

3年 必修 電子工学実験実習 木場 隼介 准教授, [後期] 小矢 美

晴 教授, [後期] 尾山 匡浩 教授,

[前期] 佐伯 崇 非常勤講師

4 通年 D-151

3年 選択 ロボット入門 田原 熙昻 講師, 尾山 匡浩 教授,

清水 俊彦 准教授, 小澤 正宜 准

教授, 佐藤 徹哉 教授, 酒井 昌彦

准教授 【※成長産業技術者教育

プログラム(ロボット分野)開講科目】

1 通年 D-153

2. 専門科目一覧

■1年

■2年

■3年
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学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

4年 必修 応用数学Ⅰ 藤 健太 非常勤講師 2 通年 D-155

4年 必修 応用物理 小倉 和幸 准教授 2 通年 D-157

4年 必修 ソフトウェア工学 戸崎 哲也 教授 2 通年 D-159

4年 必修 電気磁気学Ⅱ 橋本 好幸 教授 2 前期 D-161

4年 必修 半導体工学 西 敬生 教授 2 通年 D-163

4年 必修 電気回路Ⅲ 荻原 昭文 教授 2 前期 D-165

4年 必修 電子回路Ⅰ 木場 隼介 准教授 【実務経験者担

当科目】

2 前期 D-167

4年 必修 電子回路Ⅱ 小矢 美晴 教授 2 後期 D-169

4年 必修 数値解析 阪下 和弘 非常勤講師 2 通年 D-171

4年 必修 制御工学Ⅰ 田原 熙昻 講師 2 通年 D-173

4年 必修 電子工学実験実習 髙田 崚介 准教授, 橋本 好幸 教

授, 藤本 健司 教授, [前期] 尾山

匡浩 教授, [後期] 佐伯 崇 非常勤

講師 【実務経験者担当科目】

4 通年 D-175

4年 選択 応用数学Ⅱ 藤 健太 非常勤講師 2 後期 D-177

4年 選択 ロボット要素技術 田原 熙昻 講師, 尾山 匡浩 教授,

清水 俊彦 准教授, 小澤 正宜 准

教授, 佐藤 徹哉 教授, 酒井 昌彦

准教授 【実務経験者担当科目】

（※成長産業技術者教育プログラ

ム(ロボット分野)開講科目）

1 通年 D-179

4年 選択 学外実習 田原 熙昻 講師 【実務経験者担当

科目】

1 通年 D-181

学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

5年 必修 電子計測 黒木 治 非常勤講師 【実務経験者

担当科目】

2 前期 D-183

5年 必修 通信方式 小矢 美晴 教授 2 前期 D-185

5年 必修 情報通信ネットワーク 藤本 健司 教授 2 通年 D-187

5年 必修 情報理論 原口 俊樹 非常勤講師 【実務経験

者担当科目】

2 通年 D-189

5年 必修 制御工学Ⅱ 田原 熙昻 講師 2 通年 D-191

5年 必修 電子工学実験実習 小矢 美晴 教授, 荻原 昭文 教授,

西 敬生 教授, 田原 熙昻 講師

【実務経験者担当科目】

4 通年 D-193

5年 必修 卒業研究 電子工学科講義科目担当教員 9 通年 D-195

5年 選択 工業英語 木場 隼介 准教授 2 前期 D-197

5年 選択 電子応用 髙田 崚介 准教授 2 前期 D-199

5年 選択 光エレクトロニクス 荻原 昭文 教授 【実務経験者担当

科目】

2 後期 D-201

5年 選択 画像処理 尾山 匡浩 教授 2 前期 D-203

5年 選択 コンピュータアーキテクチャ 佐伯 崇 非常勤講師 【実務経験者

担当科目】

2 後期 D-205

5年 選択 ロボット応用実践 田原 熙昻 講師, 清水 俊彦 准教

授, 小澤 正宜 准教授, 佐藤 徹哉

教授, 酒井 昌彦 准教授, 尾山 匡

浩 教授 【実務経験者担当科目】

（※成長産業技術者教育プログラ

ム(ロボット分野)開講科目）

1 通年 D-207

■4年

■5年
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科　目

担当教員 武久 真士 講師

対象学年等

学習・教育目標 B1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 実用��漢字表��知�について�中間・定期試$%評'する．

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年;シラバス

国語 (Japanese Language and Literature)

電子工学科・1年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

様\�文^_主体�にbみ�dじ�fえ_整iすることにより�nか�人間性�d性�思fs_tう．論i��bw_通して��
y�iwsと適{�表�s_獲}する．また�単に文^_bん%そ�内É_iwするだけ%�く�他àと�協ä_通じて自
å�り�意é_形êする能s_tうことí本授業�重ñ�目�%ある．受講öには�bむ・ùく・ûす・üくことに†する多
角��活§へ�積極�参©™´められる．

【B1】随想�評論�小説�≥�基本�bw方法�鑑賞方法_習}し�それによ
り�随想�評論�小説�≥_bw・鑑賞%きる．

随想�評論�小説�≥_�yにbw・鑑賞%きているか�レポーæおよ¿中間・定
期試$%評'する．

【B1】思f_筋道立てて表�するため�知�と方法_習}する． 思f_筋道立てて表�するため�知�と方法™√についているか�レポーæお
よ¿中間・定期試$%評'する．

【B1】日本古代語に†する知�_習}し�日本古典文学作…_正yに�
代語À%きるように�る．

古代日本語に†する知�™√についているか�日本古典文学作…_正yに
�代日本語À%きるか�中間・定期試$%評'する．

【B1】古代日本�文化�古代中国�文学に†する知�_習}し�それ_説
Õ%きる．

古代日本�文化�古代中国�文学についてiw%きているか�中間・定期試
$%評'する．

【B1】実用��漢字表�_Œいこ�せるように�る．

ê–は�試$80%　レポーæ20%　として評'する．到達目標1～5について�試$80%（前後期�中間・定期試$�平
均）�到達目標1～2に†するレポーæ20%として評'�100点満点%60点以‡_合‚とする．

『精選　言語文化』（Õ治ù院）
『精選　�代�国語』（Õ治ù院）
『漢検漢字学習ステップ3級改訂四版』（日本漢字能s検定協会）

木下是雄『i科˘�作文技術』（中公新ù）
苅谷剛彦『知�複眼思f法』（講談社＋α文庫）
倉島保美『論i™�わる�ùく技術�』（講談社ブルーバックス）
外山滋比古『思f�整i学』（ちくま文庫）
岸田一隆『科学コミュニケーショ$』（平凡社新ù）

第2�3学年�国語�．

履修:�
注意事項

『漢検3級 漢字学習ステップ 改訂四版』（漢字能s検定協会）�内Éは�中間・定期試$�出題範*に+むため�漢検3
級に合‚しているà%あってí�必-購/すること．
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授4計画（国語）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 イ$æロダクショ$ シラバスや�授業�方法についてw説する

2 小説bw 芥川龍之介�羅ö門�_bむ

3 小説bw 芥川龍之介�羅ö門�_bむ

4 小説bw 芥川龍之介�蜜柑�_bむ

5 古文/門 古文_bむにあたって�イ$æロダクショ$_<う

6 古文bw 『宇治拾遺物語』_bむ

7 古文bw 『十訓抄』_bむ

8 中間試$ 前期中間試$_実Dする．

9 中間試$�w答・w説�評論bw 中間試$�w答・w説�山崎正和�H�東西�_bむ

10 評論bw 多和田葉子��ふと�と�思わ-��_bむ

11 評論bw 平田オリザ�わかりあえ�いことから�_bむ

12 評論bw 原研哉�美意�は資T%ある�_bむ

13 古文bw 『徒然草』_bむ

14 古文bw 『徒然草』_bむ

15 前期まとめ 前期授業�総Y_<う

16 短[�鑑賞 教科ù所^�短[_bむ

17 俳`�鑑賞 教科ù所^�俳`_bむ

18 和[�鑑賞 教科ù所^�和[_bむ

19 漢文/門 漢文�bみ方について学ぶ

20 漢文bw 故事ê語_bむ

21 漢文bw 『十八史略』_bむ

22 漢文bw 『十八史略』_bむ

23 中間試$ 後期中間試$_実Dする．

24 中間試$�w答・w説．評論bw 中間試$�w答・w説�松田悠馬�未k_予mする最o�方法�_bむ

25 評論bw 西垣通�ビックデーsと人工知能�_bむ

26 評論bw 落合陽一�魔法�世紀�_bむ

27 小説bw 太宰治�{つ�_bむ

28 小説bw 太宰治�|け}み~え�_bむ

29 小説bw 太宰治�|け}み~え�_bむ

30 まとめ 一年間�総Y_<う

前期�後期とíに中間試$およ¿定期試$_実Dする．I
考
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科　目

担当教員 石原�の�子�准教授

対象学年等

学習・教育目標 B1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校�2025年 シラバス

国語�(Japanese�Language�and�Literature)

電子工学科・2年・通年・必修・2単位【講義】�(�学修単位I�)

授4�
概6�方針

様BC文EF主体IJKみMNじMPえF整SすることJよ�MYかC人間性MN性M思P_F`うb論SICKdF通してMI
gCSd_と適iC表現_F獲mするb現代文はMエッセイM小説MvのKdwと鑑賞wF学zするb古文はM日本古典文
学・古代日本語J�する基礎知ÉのzmおよÖ古典文学作áの現代語àJ基づきM日本語と日本文ãJついてのSd
Féめるbまë漢文の訓KF通じてMわï国の文ãïñきC影òFôけë古代中国の思想・文学Jùれるb

【B1】随想M評論M小説Mvの基本IKd方wM鑑賞方wFzmしMそれJよ
�M随想M評論M小説MvFKd・鑑賞できるb

随想M評論M小説MvFIgJKd・鑑賞できているかM中間・定期試ßで評価
するb

【B1】思PF筋道立てて表現するëめの知Éと方wFzmするb 思PF筋道立てて表現するëめの知Éと方wï´JついているかMレポーØお
よÖ中間・定期試ßで評価するb

【B1】日本古代語J�する知ÉFzmしM日本古典文学作áF正gJ現
代語àできるようJCるb

古代日本語J�する知Éï´JついているかM日本古典文学作áF正gJ
現代日本語àできるかMレポーØおよÖ中間・定期試ßで評価するb

【B1】古代日本の文ãM古代中国の思想と文学J�する知ÉFzmしMそ
れF説±できるb

古代日本の文ãM古代中国の思想と文学JついてSdできているかMレポーØ
およÖ中間・定期試ßで評価するb

【B1】実用IC漢字表現FµいこCせるようJCるb 実用IC漢字表現の知ÉJついてMレポーØおよÖ中間・定期試ßで評価す
るb

成∏はM試ß80%　レポーØ20%　として評価するb到達目標1～5Jついての試ß80%（前後期の中間・定期試ßの平
均）M到達目標2～5J�するレポーØ20%として評価M100点満点で60点以…F合ÀとするbCおM各試ßJおいて再試ß
F実Œする場合はM70点以…で合ÀとしM当該試ßの点”F60点とするb

『高等学校現代の国語』M『高等学校言語文ã』（第一学z社）
『論S国語』（”研出版）
『漢検準2級�漢字学zステップ�改訂三版』（漢字能_検定協会）

福澤一吉『文EF論SでKみdくëめのクリティカル・リーディンÛ』（NHK出版新書）
村…慎一『C˚国語F学ぶのか』（岩˛ジュニ�新書）
山口仲美『日本語の歴史』（岩˛新書）
定延利之編・森篤嗣・茂木俊伸・金田純平『�ëちの日本語』（朝倉書店）
二通信子・門倉正美・佐藤広子編『日本語_Fつける文EK本』（東京ñ学出版会）

第1M3学年「国語」b

履修:�
注意事項

『漢検準2級�漢字学zステップ�改訂三版』（漢字能_検定協会）の内(はM中間・定期試ßの出題範+J,むbまëM夏
季・冬季休業中の課題として3利用するbそのëめM漢検準2級J合Àしている4であって3M必7購9することb
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授4計画（国語）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 ガイダンスM国語F学ぶ意義JついてM評論の精K ガイダンスM（現代文）「>いつCï�」（東浩紀）F精Kするb

2 評論の精K （現代文）「>いつCï�」（東浩紀）F精Kするb

3 評論の精K （現代文）「>いつCï�」（東浩紀）F精Kするb

4 評論の精K・古代の随AFKむ （現代文）「>いつCï�」（東浩紀）F精Kするb／（古文）『枕草子』FKむb

5 古代の随AFKむ （古文）『枕草子』FKむb

6 古代の随AFKむ （古文）『枕草子』FKむb

7 古代の随AFKむ （古文）『枕草子』FKむb

8 中間試ß 前期中間試ßF実Œするb

9 中間試ßのd答・d説b評論のKd／評論の精K

10 評論の精K

11 評論の精K

12 評論の精K／中世軍記物語FKむ

13 中世軍記物語FKむ （古文）『平家物語』FKむ

14 中世軍記物語FKむ （古文）『平家物語』FKむ

15 中世軍記物語FKむ （古文）『平家物語』FKむ

16 俳LJついてb俳LのdMと鑑賞 （現代文）俳LJついて学ぶb教科書所Oの俳LFdM・鑑賞するb

17 俳LのdMと鑑賞 （現代文）教科書所Oの俳LFdM・鑑賞するb

18 俳LのdMと鑑賞 （現代文）教科書所Oの俳LFdM・鑑賞する

19 近世の俳諧紀行文FKむ （古文）『Sの細道』FKむb

20 近世の俳諧紀行文FKむ （古文）『Sの細道』FKむb

21 近世の俳諧紀行文FKむ （古文）『Sの細道』FKむb

22 近世の俳諧紀行文FKむ （古文）『Sの細道』FKむb

23 中間試ß 後期中間試ßF実Œするb

24 中間試ßのd答・d説b評論のKd 中間試ßのd答・d説b（現代文）「フェ�C競争」（内田樹）F精Kするb

25 評論のKd （現代文）「フェ�C競争」（内田樹）F精Kするb

26 評論のKd （現代文）「フェ�C競争」（内田樹）F精Kするb

27 漢vのdMと鑑賞 （現代文）「フェ�C競争」（内田樹）F精Kするb

28 漢vJついてb漢vのdMと鑑賞 （漢文）漢vJついて教科書所Oの漢vF鑑賞するb

29 漢vのdMと鑑賞 （漢文）教科書所Oの漢vF鑑賞するb

30 漢vのdMと鑑賞 （漢文）教科書所Oの漢vF鑑賞するb

前期M後期と3J中間試ßおよÖ定期試ßF実Œするb

中間試ßのd答・d説b（現代文）「未来世代への責任」（岩井克人）F精Kする.

（現代文）「未来世代への責任」（岩井克人）F精Kする.

（現代文）「未来世代への責任」（岩井克人）F精Kする.

（現代文）「未来世代への責任」（岩井克人）F精Kする.／（古文）『平家物語』FKむ

I
考
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科　目

担当教員 土居 文人 教授

対象学年等

学習・教育目標 B1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2025年�シラバス

国語 (Japanese Language and Literature)

電子工学科・3年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

第1，2学年CDっF一般教IとしてM国語C学んだことQ確Sし，そM発展的・実践的学ZQDう\エッセイ・小説・詩・短
歌・俳gなどについて学Zし，エッセイM執筆，短歌・俳gM作成qそM解説Qsむ），志望動機・自己PRM作成q4年�M
Äに参ÇすÑインターンシッàMエントリーシート作成MFめM準çとして）QDう\

【B1】エッセイ・小説・詩・短歌・俳gM読解方êおよì鑑賞方êQZñし，
そM方êによってエッセイ・小説・詩・短歌・俳gQ鑑賞CきÑ\

エッセイ・小説・詩・短歌・俳gQ的確に読解・鑑賞CきていÑか，定期試úC
評ûすÑ\

【B1】文üM明°な文¢Q£くFめM知¶と方ê，短歌・俳gなどM簡単
な文学作®M作成êQZñし，文üM明°な文¢Q£き，簡単な文学作
®Q作ÑことがCきÑ\

明°な文¢Q£くFめM知¶と方ê，簡単な文学作®M作成êQ™につけ，そ
れQ実践すÑことがCきていÑか，レポートと提出±C評ûすÑ\

【B1】実用的な漢字能力q漢検2級程�）およì語彙力Q™につけÑ\ 実用的な漢字能力，語彙力が™についていÑか，年2回実ºM漢字小テストと
定期試úC評ûすÑ\

成æは，試ú60%　レポート14%　小テスト20%　提出±q俳g・短歌）6%　として評ûすÑ\試úは到達目標1，3につ
いてM定期試úM平均«M60%C評ûすÑ\到達目標2についてMレポートと提出±20%，到達目標3についてM小テス
ト20%C評ûすÑ\試ú・レポート・小テストM合計100点満点C，60点以ÕQ合ŒとすÑ\

「論理国語」q筑摩£房），「文学国語」q筑摩£房）
「漢検2級漢字学Zステッà　改訂四版」q漢字能力検定協会）
àリント教材

1，2年国語\4年国語表現ê\

履修:�
注意事項
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授4計画（国語）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 ガイダンス\さまざまな文体\漢字M練Zq原則，毎週）\

2 エッセイM読解 教科£MエッセイQ通読し，読解すÑ\

3 エッセイM読解 教科£MエッセイQ読解すÑ\

4 エッセイM読解 教科£所ÎMエッセイQ読解すÑ\

5 エッセイM読解 教科£所ÎMエッセイQ読解すÑ\

6 前期レポート課題qエッセイM執筆）M作成êについて 前期レポート課題qエッセイM執筆）M作成êについて解説すÑ\

7 俳gM作成ê\俳gM解Ôと鑑賞\漢字小テストq予定） 俳gM作成êについて簡単にÒす\教科£M俳gQ通読し，解Ô・鑑賞すÑ\漢字小テストQ実ºすÑq予定）\

8 俳gM解Ôと鑑賞 教科£M俳gQ解Ôし，鑑賞すÑ\

9 俳gM解Ôと鑑賞\俳gM作成q提出課題） 教科£M俳gQ解Ôし，鑑賞すÑ\俳gQ作り，そM解説Q£くq提出課題）\

10 俳gM解Ôと鑑賞 教科£M俳gQ解Ôし，鑑賞すÑ\

11 小説Q読むことMü義\教科£M小説Q読む 小説Q読むことMü義について，解説すÑ\教科£M小説Q通読すÑ\

12 小説Q読む 教科£M小説Q読解すÑ\

13 小説Q読む 教科£M小説Q読解すÑ\

14 小説Q読む\ 教科£M小説Q読解すÑ\

15 前期Mまとめ 前期MまとめQDう\

16

17 エントリーシートM£き方について エントリーエントリーシートM£き方について解説すÑqàリント教材）\

18 短歌M作成ê\短歌M解Ôと鑑賞 短歌M作成êについて簡単にÒす\教科£M短歌Q通読し，解Ô・鑑賞すÑ\

19 短歌M解Ôと鑑賞 教科£M短歌Q解Ôし，鑑賞すÑ\

20 短歌M解Ôと鑑賞 教科£M短歌Q解Ôし，鑑賞すÑ\

21 短歌M解Ôと鑑賞\短歌M作成q提出課題） 教科£M短歌Q解Ôし，鑑賞すÑ\短歌Q作り，そM解説Q£くq提出課題）\

22 詩M本Ùについて\詩M解Ôと鑑賞\漢字小テストq予定） 詩M本Ùについて解説すÑ\教科£M詩Q通読し，解Ô・鑑賞すÑ\漢字小テストQ実ºすÑq予定）\

23 詩M解Ôと鑑賞 教科£M詩Q解Ôし，鑑賞すÑ\

24 詩M解Ôと鑑賞 教科£M詩Q解Ôし，鑑賞すÑ\

25 日本文ˆM特¯について 日本文ˆM特¯について簡単に解説すÑqàリント教材）\

26 エッセイM通読と読解 教科£MエッセイQ通読し，読解すÑ\

27 エッセイM読解 教科£MエッセイQ読解すÑ\

28 エッセイM読解 教科£MエッセイQ読解すÑ\

29 エッセイM読解\ 教科£MエッセイQ読解すÑ\

30 後期Mまとめ 後期MまとめQDう\

前期定期試úおよì後期定期試úQ実ºすÑ\

さまざまな文体について，具体˚Q¸げて解説すÑqàリント教材）\漢字M練ZQDうq以下，漢字M練Zは原則毎週実º\漢字
小テストは年2回実º\詳�は授業C連�すÑ）\

後期レポート課題M作成êについて\エントリーシートM£き方につい
て\

後期レポート課題q志望動機・自己PRQ£く）M作成êについて，解説すÑ\エントリーシートM£き方について解説すÑqàリント
教材）

I
考
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科　目

担当教員 野中 成淳 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 B1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

事前学���め�発��質疑応 !意欲$!%&'み�国語�+!必-.知0�技2�確4!�5するよ9:がけるこ�．

神戸市立工業高等専門学校 2025年Mシラバス

国語�+法 (Japanese Expression)

電子工学科・4年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

日本語�使nする様p.場rでt諸問w�%&xげ�日本語t�+�日本zt発{t特}!ついて�知0t整理�自発
$.考察�適á.4à!よ&�5するこ��目äす．テキスçt設問!èっë学ít発���それ!ïする質疑応 �中:
!授業�óめる．

【B1】文章�+t基õ��5する． úしこ�ば�üきこ�ばt°い�原稿n§t使い方�文章�+・構成t注意点
が©!ついているか�定期試Æおよ∞レポーç!よ&評µする．

【B1】論理$文章t基õ��5する． 文∑が統πされë論理$.文章がüけるか�定期試Æおよ∞レポーç!よ&
評µする．

【B1】レポーçtüき方��5する． 資料・文献等t根ø!基づき�自¡t意¬�筋ƒ�立てて≈べるこ�ができる
か�定期試Æ�レポーç!よ&評µする．

【B1】就職活 Àビジネスt場でœめられる文ütüき方��5する． 日常í活Àビジネスt場!適しëこ�ば—いが理“できているか�定期試Æ
およ∞レポーç!よ&評µする．

【B1】日常í活Àビジネスt場!おける”しいこ�ば—い��5する． 適á.こ�ば�nいë口’でt自¡�+ができるか�定期試Æ�レポーçおよ
∞演�発�!よ&評µする．

【B1】口’発�!おける自¡�+t方法��5する． わか&Àすく�興⁄t€てる口’発�tëめt知0・技2が�5できëか�授
業中t演�発��定期試Æおよ∞レポーç!よ&評µする．

成‹は�試Æ60%　レポーç10%　プレゼンテーション30%　�して評µする．到達目標1～6!Ëする定期試Æt平均
Î�60%�到達目標1～6!Ëするレポーç10%�到達目標5�6!Ëするプレゼンテーション30%�して評µ．100点満点で
60点以x�合Ô�する．

野田尚史・森口稔『日本語�úすçレーニン˜』˘ひつ˚ü房）
『〔三訂版〕国語t常0plus』˘明治ü院）
そtほか�適
プリンç�配
する．

野田尚史『.��わら.い�そt日本語』˘岩波ü店�2005）
定延利之・茂木俊伸・金田純平・森篤嗣『�ëちt日本語』˘朝倉ü店 �2012)
石黒圭『論文・レポーçt基本』˘日本4業出版社�2012）
石黒圭『文章は接続)で*まる』˘光文社�2008）
河野哲也『レポーç・論文tüき方入門』˘慶應義塾大学出版会�2002）

第3学年「国語」

履修:�
注意事項
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授4計画（国語表現�）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 ガイダンス．

2 発�t仕方t説明

3 問い合わせ�する

4 お@い�する

5 お@い�する

6 A9�Bる�Cる

7 受講E!ËFtGい事例研究

8 受講E!ËFtGい事例研究

9 受講E!ËFtGい事例研究

10 ƒÀ交通t案M�する

11 インタビュー�する

12 スピーQ�する

13 スピーQ�する

14 会Rで発S�する

15 受講E!ËFtGい事例研究

16 受講E!ËFtGい事例研究

17 会Rで発S�する

18 手U�説明する

19 Àさしい日本語�úす

20 Àさしい日本語�úす

21 受講E!ËFtGい事例研究

22 受講E!ËFtGい事例研究

23 受講E!ËFtGい事例研究

24 プレゼンテーション�する

25 プレゼンテーション�する

26 研究�発�する

27 研究�発�する

28 r接�受ける

29 r接�受ける

30 受講E!ËFtGい事例研究

前期定期試Æおよ∞後期定期試Æ�4Wする．

授業t目$・成‹評µt方法・授業計Y!ついてガイタンス�Z9˘注意：初]から教科ü�nいるtで必_€`するこ�）.発
�予定t立案

分野別課w研究1

çレーニン˜1「問い合わせ�する」t発��質疑応 ．問w点t考察�“説

çレーニン˜3「お@い�する」t発��質疑応 ．問w点t考察�“説

çレーニン˜3「お@い�する」t発��質疑応 ．問w点t考察�“説

çレーニン˜5「A9�Bる�Cる」t発��質疑応 ．問w点t考察�“説

分野別課w研究2

分野別課w研究3

分野別課w研究4

çレーニン˜6「ƒÀ交通t案M�する」t発��質疑応 ．問w点t考察�“説

çレーニン˜7「インタビュー�する」t発��質疑応 ．問w点t考察�“説

çレーニン˜8「スピーQ�する」t発��質疑応 ．問w点t考察�“説

çレーニン˜8「スピーQ�する」t発��質疑応 ．問w点t考察�“説

çレーニン˜10「会Rで発S�する」t発��質疑応 ．問w点t考察�“説

分野別課w研究4

分野別課w研究5

çレーニン˜10「会Rで発S�する」t発��質疑応 ．問w点t考察�“説

çレーニン˜11「手U�説明する」t発��質疑応 ．問w点t考察�“説

çレーニン˜12「Àさしい日本語�úす」t発��質疑応 ．問w点t考察�“説

çレーニン˜12「Àさしい日本語�úす」t発��質疑応 ．問w点t考察�“説

分野別課w研究6

分野別課w研究7

分野別課w研究8

çレーニン˜13「プレゼンテーション�する」t発��質疑応 ．問w点t考察�“説

çレーニン˜13「プレゼンテーション�する」t発��質疑応 ．問w点t考察�“説

çレーニン˜14「研究�発�する」t発��質疑応 ．問w点t考察�“説

çレーニン˜14「研究�発�する」t発��質疑応 ．問w点t考察�“説

çレーニン˜15「r接�受ける」t発��質疑応 ．問w点t考察�“説

çレーニン˜15「r接�受ける」t発��質疑応 ．問w点t考察�“説

分野別課w研究9

K
考
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科　目

担当教員 町田 吉隆 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年�シラバス

歴史 (Histor,)

電子工学科・1年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

日本列>?社AB対外関係，具体JにL外交・貿易・文QなSテーVとするZ古\か^近\?開aまでBdうが，通史でL
ないZ日本列>?歴史B世界史?動kと関lさせopえることBめざすZ

【C3】日本列>?社Au文Q?変wについo原zか^近\に{るまで?
概}B理�することができるZ

日本列>?社Au文Q?変wについo原zか^近\に{るまで?概}につ
いo?理�B中間試Ñおよá定期試Ñで評ãするZ

【C3】具体Jな史åu歴史叙éにèづいo，歴史J事íu事ì?内wと
因果関係B説òすることができるZ

授業でdっö歴史J事íu事ì?内wと因果関係についo?理�B，中間
試Ñおよá定期試Ñで評ãするZ

【C3】歴史J事íu事ì?内wと因果関係B，正úかつ丁ûに�説，表現
することができるZ

授業でdっö歴史J事íu事ì?内wと因果関係についo?理�B，歴史
プリン§およáノー§検ßで評ãするZ

【C3】史®u文Q©およá近\Q遺´についo，実≠に調ßしo，そ?作
成過¥B説òすることができるZ歴史J事íu歴史µ?人∑についo調
べるとともに客観Jに評ãすることができるZ

各Ωが興øB¿つテーVにしöがっo，史®u文Q©およá近\Q遺´につ
いo，まö歴史J事íu歴史µ?人∑についo，作成するレポー§?内wで評
ãするZ

成√L，試Ñ70%　レポー§14%　歴史プリン§、ノー§16%　としo評ãするZ到達目標1，2，3についoL中間およá定
期試Ñ4Ã?平均œで評ãするZまö到達目標3についoL歴史プリン§作成およáノー§検ßで評ãするZ目標4につい
oLレポー§で評ãするZこれ^B総“しo100œ満œで60œ以µB“’とするZ

『詳説日本史　改訂版』:石井進・五ø文彦・笹山晴生・高埜利彦ほか著（山川出版社）
『最新日本史図表　四訂版』外園豊è編集\表（第一学習社）

『日本史B用語集』（山川出版社）
『角川日本史辞典』（角川書店）

歴史（2年）・日本史学A（5年）・日本史学B（5年）・環�と人�?歴史（5年）・社Aと文Q?歴史（5年）

履修:�
注意事項

中学校までで学ん�知	にèづ
内w�が，教科書B授業�に�んでお
ことB期
するZ授業に参�する姿�?�しい
�についoL個�に注�するZ
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授4計画（歴史）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 導入－日本?歴史B学��øとL�か 日本列>?�≠��Jな多様"についoú#し，そ?歴史Jな形成についopえるZ

2 照葉樹林文Q)と弥生文Q，中国王-?興.と弥生時\?日本列>?社AについopえるZ

3 律令制導入期?日本社Aと-鮮半>?動kB関lづけopえるZ

4 奈良時\およá平安時\初期?政;と文Q?動きB理�するZ

5 遣唐使廃止�A?ユーラシC東方≠�?政;J情�と，いわゆる�国風文Q�?成立B関lづけopえるZ

6

7 平安時\A期?日本社A?社AJ・経済Jな変wと�日宋貿易�?実MについopえるZ

8 �期中間試Ñ

9 中間試Ñ?�Nとまとめ

10 元寇�A?東CジC世界?動kと日本社A?変wB理�するZ

11 元寇A?貿易と��期倭寇�?出現についo理�するZ

12 òおよá-鮮?成立と室町aT?外交・通商政Vについo理�するZ

13 �勘“貿易�?変wと琉球王国Bめぐる国際関係B関lづけo理�するZ

14 蝦夷≠?動kと�A期倭寇�?出現BユーラシC東方≠�?動kと関lづけo理�するZ

15 中世か^近世にかけo?転換期?社AB国際関係B経済史?`か^pえるZ

16

17 大航海時\と戦国時\?日本社A?動kB関lづけo理�するZ

18 豊臣政f?外交と-鮮出gB東CジC?国際関係と関lづけo理�するZ

19 徳川家j?外交・通商政VBa藩体制形成と?関lか^学�Z

20 いわゆる�鎖国�体制?成立BユーラシC東方≠�?動kと関lづけo理�するZ

21 新井白石と徳川吉n?対外#	，外交政VB比pしなが^，江戸時\?経済と社AについopえるZ

22 -鮮通信使Bめぐる外交政Vとオランt東インvA社?通商戦w?変wについo理�するZ

23 A期中間試Ñ　

24 中間試Ñ?�Nとまとめ

25 �漂流民�と�漂着民�?存}か^江戸時\?社AについopえるZ

26

27

28 a末期?日本外交B世界情�?変wと関lづけo理�するZ

29 ò;初期における日本外交B世界情�?変wと関lづけo理�するZ

30 日本列>?歴史B，世界史?視œでÄえること?�義についopえるZ

�期，A期ともに中間試Ñおよá定期試ÑB実ÅするZ

古\?日本とユーラシC東方≠�（1）

古\?日本とユーラシC東方≠�（2）

古\?日本とユーラシC東方≠�（3）

古\?日本とユーラシC東方≠�（4）

中世?日本とユーラシC東方≠�（1） 10-12世ÉにおけるユーラシC東方≠�?経済J・社AJ変動についopえるZ

中世?日本とユーラシC東方≠�（2）

第1Ñか^第7Ñまで?内wについo試ÑBÖうZ

中間試Ñ?内wについo�説するZÉ元�10世Éか^12世Éまで?日本社A?動きB，世界?動きと?関lか^理�するZ

中世?日本とユーラシC東方≠�（3）

中世?日本とユーラシC東方≠�（4）

中世?日本とユーラシC東方≠�（5）

中世?日本とユーラシC東方≠�（6）

中世?日本とユーラシC東方≠�（7）

中世?日本とユーラシC東方≠�（8）

近世?日本と世界?動き（1） �期?学習内wBú#するZ15，16世É?�世界?一体Q�?概観B理�するZ

近世?日本と世界?動き（2）

近世?日本と世界?動き（3）

近世?日本と世界?動き（4）

近世?日本と世界?動き（5）

近世?日本と世界?動き（6）

近世?日本と世界?動き（7）

第16Ñか^第22Ñまで?内wについo試ÑBÖうZ

中間試Ñ?内wについo�説するZ16世Éか^18世É�半まで?日本社A?動きB，世界?動きと?関lか^理�するZ

日本と世界?近\へ?動き（1）

日本と世界?近\へ?動き（2） 田沼�âと松平定信?通商・国防政Vと18世ÉA半か^19世É初めにかけo?ロシC?動kB理�するZ

日本と世界?近\へ?動き（3） 18世ÉA半か^19世É初めにかけo?イギリス?動kB太平洋・インv洋≠�?変wB関lづけopえるZ

日本と世界?近\へ?動き（4）

日本と世界?近\へ?動き（5）

日本と世界?近\へ?動き（6）

I
考
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科　目

担当教員 八百 俊介 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目 なし

　

神戸市立工業高等専門学校 2025年!シラバス

地理 (Geograph0)

電子工学科・1年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

人@A活CD自FDA関係，自F相互@A因果関係，社会的・経済的状TD人口構成・人@A諸活CA関係Y地形図・
統]か_`abc学dYすc

【C3】人@A活CD自FDA関係，自F相互@A因果関係，社会的・経済
的状TD人口構成・人@A諸活CA関係f理gできc

人@A活CD自FDA関係，自F相互@A因果関係，社会的・経済的状TD
人口構成・人@A諸活CA関係f理gできcかY中@試験・定期試験・課題
で評rすc

【C3】地形図・各種統]Y活uすcこDfできc 地形図・各種統]Y活uすcこDfできcかY中@試験・定期試験・課題で
評rすc

成wは，試験80%　レポート20%　Dし~評rすc．100ÄY満ÄDし，60Ä以ÑY合ÜDすc．試験成wは中@試験，定
期試験A平均ÄDすc．

âä崎典隆他「新詳地理探求」：帝国書院
荒井良雄他「新詳高等地図」：帝国書院

履修:�
注意事項
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授4計画（地理）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 地球規†A大地形A分£D成因

2 内的営¶A影響

3 地形図A基本

4 地形図か_小地形Y判≠し，災Ø∞集≤DA関係YD_えc．

5 地形図か_小地形Y判≠し，災Ø∞集≤DA関係YD_えc．

6 地形図か_村≤なµ歴∑Y`abc．

7 地形図か_村≤なµ歴∑Y`abc．

8 中@試験

9

10 気候分£A形成要因Y学dし，デーºか_特æY`abり，地ÄY特定すc手¡Y学dすc．

11 気候ごDA土壌・植∆A特«D形成要因Y学dすc．

12 気候ごDA土壌・植∆A特«D形成要因Y学dすc．

13 自F条…Y背ÀDしÃ農業A分£・成立Y学dすc．

14 自F条…Y背ÀDしÃ農業A分£・成立Y学dすc．

15 自F環œD文化 自F環œD衣食‘なµ文化A関係

16

17

18 人口構成D地域特æA関係Y学dすc．人口移CD人口構成

19 人口構成D地域特æA関係Y学dすc．経済D人口構成

20 工業立地A類ÿY学dすc．

21 工業立地A類ÿY学dすc．

22 工業D地域 工業D地域・経済発⁄A関係

23 中@試験

24 中@試験A返却・g›YfiうDDも·市街地A発⁄過‰·つい~学dすc

25 郊ËA発⁄過‰·つい~学dすc

26 都市·おけc問題DそA対Ô·つい~学dすc

27 都市·おけc問題DそA対Ô·つい~学dすc

28 都市圏 都市D周辺地域

29 人@A活CD環œA関係·つい~学dすc

30 人@A活CD環œA関係·つい~学dすc

内的営¶·よc地形1

内的営¶·よc地形2

地形図A判`1

地形図A判`2

地形図A判`3

地形図A利u1

地形図A利u2

第1週˜か_第7週˜A範˙で試験Yfiう

気候要˚D特æ1な_び·中@試験Ag答g› 中@試験A返却・g答Ag›YfiうDDも·気候分£A形成要因Y学dし，デーºか_特æY`abり，地ÄY特定すc手¡Y
学dすc．

気候要˚D特æ2

気候D土壌・植∆1

気候D土壌・植∆2

自FD農業1

自FD農業2

人口A変化D要因1 人口変化A社会的・経済的要因Y学dすc．人口転換論1期D2期

人口A変化D要因2 人口変化A社会的・経済的要因Y学dすc．人口転換論3期D4期

人口構成D地域1

人口構成D地域2

工業立地1

工業立地2

第16週˜か_第22週˜A範˙で試験Yfiなう

中@試験Ag›および都市A内部構造1

都市A内部構造2

都市問題1

都市問題2

環œ問題1

環œ問題2

I
考

前期，後期Dも·中@試験および定期試験Y実	すc．
学年
·再試験YfiうこDfあc．
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科　目

担当教員 山本 舜 講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(20%), D1(80%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年!シラバス

倫理 (Ethic-)

電子工学科・2年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

我<はな?@きているのか，どI@きるべきなのか，自LはこれからどIなっていくのかR我<のSのTりにはこIしX素Zで
哲学]な疑_があふれているRこの授業では先eの思gh哲学i歴史]に学びつつ，現oのさまざまな倫理]諸_tに
uれることで，wでもない自L自Sがこれから先どI@きていくべきなのかiyえていくR

【C3】倫理h哲学といっX思g]な_t{があることi理|し，自L自S
の_tとして}き~けてyえることができるR

倫理h哲学，思g一Åについての理|!と，自L自Sの_tとして}き~け
てyえることができているかi授業内課th定期試áで評âするR

【C3】東åの源流思gièしく理|できているR ギリシí思g，ユダヤ・キリスó教，イスラーム，仏教，中国思gの理|!i授業
内課th定期試áで評âするR

【C3】å洋近現o哲学の展¢と日本思gから日本哲学への進展，現o社
ßにおける諸課tと倫理の関™ièしく理|できているR

近o以¨のå洋哲学および日本思gの史]展¢の理|!，現o技Øh@命
倫理，環境倫理といっX応用倫理学の諸_tについての理|!i授業内課
th定期試áで評âするR

【C3】思gの表現∂である文章πテクスóºièしく読|し，æかれている内
øhその真¬の条ƒiè≈に判定できるR

文章のè≈な読|«と文»i判定する思y«i授業内課th定期試áで
評âするR

【D1】現o社ßにおける倫理]_tについて自Lの意 i矛Ãなく展¢
できるR

現o社ßにおける倫理]_tについて自Lの意 i矛Ãなく展¢できるかi
授業内課th定期試áで評âするR

成Œは，試á70%　授業内課t30%　として評âするR100点満点で60点以”i合’とするR

『高等学校倫理』：越智貢・w 著π第一学習社º
『íプロー·倫理資料PLUS』：長島隆行・w 編著π東京法令º

『倫理用語集』：濱井修 監修，小寺聡 編π山川出版社º
適宜，補助資料としてプリンói配�するR

哲学A，哲学B

履修:�
注意事項

授業では�くの思g�h哲学�の名	が出てきますが，それらは単なる記�ではなく，歴史]に@きX実
のe�ですR
実�に�らのæいXものi読むことで，みなさんの中にそれが�ることになりますR興�i�っX思g�・哲学�の文章に，
積極]にuれるよIにしてくださいR
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授4計画（倫理）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 ガイダンス：�倫理�で学�思gと哲学 哲学i導 に，倫理といIL!の位"づけi$IR授業の進%&なども説(するR

2 青年期の特+i学び，自L自Sの,のあり&と-らし合わせてyえるR

3 欲1h葛3といっXe4の根源]な6みと7き合い，どIいI時oに@きているかi把:するR

4 初期自然哲学hソフィスóといっXソクラテス以	のギリシí思gについて学�R

5 ソクラテス・プラóン・íリスóテレスi概Bし，ギリシí哲学の枠Dみi理|するR

6 プラóンとíリスóテレスの思gにEみFみ，Gかい用語hyえ&などの理|iH%るR

7 その¨のギリシí思gの展¢i学び，ギリシí思g全∂の総Ki行なIR

8 	期中4試á 	期のそれまでの内øについて中4試ái実LするR

9 旧約聖æとユダヤ教について学び，イエス登Rの経TiUさえるR

10 新約聖æとキリスó教について学び，その¨の発展i理|するR

11 	XiEまえてスコラ哲学への進展i検[しX¨，イスラームについて学�R

12 仏教の成立とガウタマ＝シッダールタの思gi学び，原始仏教の基本i理|するR

13 部fと大hへのLiについて学び，大h仏教の展¢iUさえるR

14 孔孟，老mといっX諸子百�の思gについて学�R

15 	XiEまえて中国思gの内øiH%X¨，	期最終Tとして源流思giqりrるR

16 日本思gのルーsとしての古神uと仏教伝wi学び，神uと鎌倉仏教への展¢iUさえるR

17 近世日本思gとして江戸時oの儒学h国学i学び，近o化以	の日本思gの特+i理|するR

18 �近o�の成立 å洋における近oの成立i宗教改革，近o科学の成立i通して学�R

19 近o哲学i特+づけるイギリス経áÅと大陸合理Åの概Éi学�R

20 カンóの理Å理Öに関するyえi学び，カンó認識Åの基本iUさえるR

21 カンóの実践理Öに関するyえi学び，カンó倫理学のÉ点iUさえるR

22 カンó以¨，ヘーゲルi中ãにドイsB念Åへの展¢i学�R

23 ¨期中4試á ¨期のそれまでの内øについて中4試ái実LするR

24 マルクス，フロイó，ニー·èio表に，戦¨構造主義の土ïとなっX哲学・思gi学�R

25

26 日本の近o化と個eの自覚，日本哲学の成立について学�R

27 京都学fの成立i概Bしつつ，å田幾�õの哲学について学�R

28 京都学fの哲学i概Bし，和辻哲õの倫理学について学�R

29 @命倫理h環境倫理の諸_tについて学び，現oi@きる”で留意しておくべき課ti認識するR

30

	期，¨期ともに中4試áおよび定期試ái実LするR

青年期の課tπ1º

青年期の課tπ2º

ギリシí思gπ1º

ギリシí思gπ2º

ギリシí思gπ3º

ギリシí思gπ4º

ユダヤ・キリスó・イスラームπ1º

ユダヤ・キリスó・イスラームπ2º

ユダヤ・キリスó・イスラームπ3º

仏教π1º

仏教π2º

中国思gπ1º

中国思gπ2º

日本思gπ1º

日本思gπ2º

å洋近o哲学π1º

å洋近o哲学π2º

å洋近o哲学π3º

å洋近o哲学π4º

ヘーゲル以¨の哲学思gπ1º

ヘーゲル以¨の哲学思gπ2º 	Xの†きとして内øi補°しつつ，適宜19世£から20世£にかけての哲学]諸思§i•り”げるR

近o日本哲学π1º

近o日本哲学π2º

近o日本哲学π3º

現oの諸課tと倫理π1º

現oの諸課tと倫理π2º 情報倫理h技Ø�倫理について学び，AIなどの科学技Øのあり&についてyえるR

I
考
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科　目

担当教員 深見 貴成 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

教科�をよ��み�内�を理�できるようにすること．

神戸市立工業高等専門学校 2025年4シラバス

歴史 (HistorA)

電子工学科・2年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

現PQ日本社UにVきる人Xにとって�[Q社UとQコミュニケーショcd必要不可hであり�そQ基mとなるQo歴史に
ついてQ知sである．本授業でd�近P社UQ成立かv現PにwるまでQ世zQ歴史を{市民革~」{帝国主義」{戦Ñ」を
中Üとして学んでい�．

【C3】16世äかv現ãまでQ世zQ歴史Qåれを理�できる． 16世äかv現ãまでQ世zQ歴史QåれQ理�4を�中X試èおよë定期
試èで評ïする．

【C3】基本ñな世zQ歴史ñ事òを理�する． 基本ñな世zQ歴史ñ事òQ理�4を�中X試èおよë定期試èとレポート
・提出ûで評ïする．

【C3】16世äかv現PまでQ世zQ社U問†°文£に§して理�できる
．

16世äかv現PまでQ世zQ社U問†°文£に§してQ理�4を�中X試
èおよë定期試èで評ïする．

【C3】現PQ社Uにおける事¶を世zQ歴史に§ßさせて思´できる． 現PQ社Uにおける事¶を世zQ歴史に§ßさせて思´できているか�レポ
ート・提出ûで評ïする．

成¨d�試è70%　レポート・提出û30%　として評ïする．到達目標1・2・3についてd�中Xおよë定期試è4≥Q平
均∂で評ïする．ま∑到達目標2についてd�レポート・提出ûで∏評ïする．到達目標4についてd�レポート・提出ûで評
ïする．これvを総∫して�100∂満∂で60∂以Ωを∫æとする．

木村靖二[『詳説世z史』（山川出版社）
第一学習社編集部編『グローバルワイ◊最新世z史図表』（第一学習社）

全国歴史教育研究協議U編『世z史用語集』（山川出版社）
西川正雄[編『角川世z史辞典』（角川�店）

歴史（1年）�日本史学A（5年）�日本史学B（5年）�環Óと人ÔQ歴史（5年）�社Uと文£Q歴史（5年）

履修:�
注意事項
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授4計画（歴史）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 導入・主権国家体ıとd 世z史を学ˆΩでQ基m概¯とヨーロッ˚Q主権国家体ıについて理�する．

2 絶対王ˇと市民革~ イギリス・フラcスでQ王ˇと革~について理�する．

3 産業革~とアメリ�独立革~ イギリスかv	まっ∑産業革~およëアメリ�o独立する情�を理�する．

4 アcシャc＝レジー�とd�かを理�し�フラcス革~Q意義について理�する．

5 フラcス革~Q経�とナポレオcQ動�について理�する．

6 七月革~と二月革~Q意義について知る．ま∑�イギリス・フラcスを中Üとし∑ヨーロッ˚情�を理�する．

7 前�に�じ．

8 中X試è

9 ヨーロッ˚Q再編 中X試èQ内�について�答・�説し�イタリアと◊イ!o統一する情�を理�する．

10 アメリ�Q発展 アメリ�∫衆国o発展・拡'し�南北戦Ño*こる経�を理�する．

11 オスマc帝国と�ガル帝国 オスマc帝国と�ガル帝国o�列.Q圧0によって衰退・滅4する経�を理�する．

12 東南アジア諸国と清朝 東南アジア諸国o植民地£され�清朝∏アヘc戦Ñ以<に半植民地£してい�経�を理�する．

13 帝国主義Q展>と植民地 帝国主義o全面ñに展>し�列.Q植民地Ñ@Q情�について理�する．

14 アジア諸国Q改革 清朝Q滅4と辛亥革~Q経�について理�する．ま∑�アジア各地でQ民族運動について´える．

15

16 アジアQ革~と運動 清朝o滅4する過Iを理�する．ま∑アジア諸国でQ民族運動Q高まりを知る．

17 第一次世z'戦Q勃発かv終戦までQ経�を知る．ま∑ロシア革~について理�する．

18

19 前�に�じ．

20 戦X期Qアジアとヨーロッ˚ アジアにおける民族運動Q高まりとヨーロッ˚Q協調体ıを理�する．

21 世z恐Oo世zにPえ∑影Rについて´える．ま∑�ファシズ�諸国Q動�o意Uする∏Qを理�する．

22 前�に�じ．

23 中X試è

24 中X試èQ�答・�説をおこなう．ま∑�第二次世z'戦o*こり�それo世zにどQような影RをPえ∑かを理�する．

25 前�に�じ．

26 冷戦構Yと第三世zとQ§[について理�する．ま∑各地Q戦Ñ・紛ÑQ経�とそQ意Uを´える．

27 前�に�じ．

28 戦]Qベトナ�と中東 紛Ñ・戦Ño_い∑地`Q状bについて理�する．

29 冷戦Q終結 deQ対立o終わり�新∑な紛ÑQ時Pへと移jすることを理�する．

30 まとめl歴史を学ˆこととd�か

前期�]期と∏に中X試èおよë定期試èを実nする．

フラcス革~とナポレオc（1）

フラcス革~とナポレオc（2）

ウィーc体ıとそQ崩壊(1)

ウィーc体ıとそQ崩壊(2)

第1�かv第7�までQ内�について試èをjう．

19世äQ歴史を´える 19世äQ世zQ歴史について´える．

第一次世z'戦(1)

ヴェルサイw体ıとワシcトc体ı（1） 国際協調Q時PとしてQ1920年Pをヨーロッ˚・アジアを中Üにして学ˆ．ま∑�各地`Q民族運動について理�する．

ヴェルサイw体ıとワシcトc体ı（2）

世z恐Oとファシズ�(1)

世z恐Oとファシズ�(2)

第16�かv第22�までQ内�について試èをjう．

第二次世z'戦(1)

第二次世z'戦(2)

冷戦Q構Y(1)

冷戦Q構Y(2)

これまで学んでき∑世zQ歴史と現P社UとQつなoりについて理�し�今]Q世zについて´える．ま∑�歴史を学ˆことoど
Qような意UをzつQかを´える．

I
考
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科　目

担当教員 丸山 栄治 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 適宜紹�する．

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年)シラバス

政治・経済 (Political Science and Economic?)

電子工学科・3年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

現代社OにおいSTたちW直YしSいる様\]問_`根bにc政治d経済`問_Wあります．こ`授業でck政治d経済
`基bm]仕oみq理sしk現代社O`具体m]問_についSwえSいy姿{q|につけます．

【C3】憲�`基bm]性Åd基bm人É`内ÖについS理sする． 憲�`基bm]性Åd基bm人É`内ÖについS理sできSいるかどうか
qk授業でäすä_d試åで評éする．

【C3】日b`政治機ëd政治参加kそしSk戦ñd平òにôする日b`政
治問_についS`基bm]事õq理sする．

日b`政治機ëd政治参加kそしSk戦ñd平òにôする日b`政治m問_
についSk基bm]事õW理sできSいるかどうかq授業でäすä_d試å
で評éする．

【C3】経済`基bm]仕oみdk日b`経済情{`概ûq理sする． 経済`基bm]仕oみdk現代日b`経済情{`概ûW理sできSいるか
どうかqk授業でäすä_d試åで評éする.

【C3】社O保障k労働問_k地球環ß`問_についS®W論™dされSい
るかq理sする．

社O保障k労働問_k食料問_についS`論™W理sできSいるかqk授業で
äすä_d試åで評éする．

成∞ck試å70%　ä_30%　dしS評éする．100™満™で60™以µq合Ådする．

『高等学校　政治・経済』（清水書院）
『政治・経済資料2025』（東京�令出版）

経済学Ik経済学II(5年選択）

履修:�
注意事項

授業でck教科書`内Ö»ô…する時事問_についSwえる時ÀÃÕけます．質問»意–Wあれ—気”に発’しSyださ
い．
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授4計画（政治・経済）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 Tたちd政治 現代日b`諸ä_についSwえk政治q学ÿ意義q確⁄する．

2 社O契約›についS理sする．またk障fi`ある人d人ÉについSwえる．

3 議院内閣·d大統領·`ÂいについS理sする．またk旧優生保護�qめぐる問_についSwえる．

4 日b国憲�`成立d基b原理 大日b帝国憲�d日b国憲�`Âいd日b国憲�`三大原理q理sする．

5 精神`自由 信教`自由qô…するいyつか`判ıq通しSwえる．

6 日b`政治機ë 国Od内閣`ÃつÉˆについS理sする．またk司�É`独立d日b`裁判·)についS理sする．

7 人|`自由 人|`自由`意義d基b原˙q理sしk冤¸d死刑·)についSwえる．

8 前期中À試å 前期中À試åq実�する．

9 政党政治d選挙·) 日b`政党政治d選挙·)`特�q理sする．

10 政治参加dメディア・地方自治 政治参加`ä_qメディア`あり方ddÃにwえる．またk地方自治`b�についS理sする．

11 国際社O`成立d国際�についS理sする．またk難民問_についSwえる．

12 民族差別kヘイトスピー�についSwえる．

13 平ò主義 日b国憲�`原˙である平ò主義dk自衛隊発�`経�q理sする．

14 日b`安全保障 日b`安全保障d沖#`基地問_についSwえる．

15 戦後日b`外交政策 戦後`日b`外交政策k特に戦後補)`問_についSwえる．またk前期`内Öq*り+る．

16 Tたちd経済 現代日b`諸ä_についSwえk経済q学ÿ意義q確⁄する．

17 市場経済`機-dˆ界 市場による経済`調1dk市場W失3するケースq事ıddÃに理sする．

18 経済体·`変Öd経済思想

19 社O保障·) 日b`社O保障·)`内Öq理sする．またk生活保護qめぐる問_についSwえる．

20 国民経済d景気変動 経済規<qcかる指>q理sしk経済成?についSwえる．

21 物édそ`変動 インフC»デフCdc®かk物é`変動WTたち`生活にど`よう]影EqFえるかq理sする．

22 財政`しyみdcたらき 財政`機-q理sする．またk日b`租税体Kq把Mしk個\`税`特�q理sする．

23 後期中À試å 後期中À試åq実�する．

24 金P`しyみdcたらき 金Pdc®かk日b銀R`金P政策W物éにFえる影Eq理sする．

25 国政収Td為替 為替Cート`変動ûWq理sする．またk国際通貨体·`変Öq理sする．

26 企業`活動d役割 日b`いyつか`企業形]q理sしk企業に^められる社Om責`についSwえる．

27 労働問_d労働環ß`変化 日b`労働運動`歴史k労働基bÉd労働三�`内Ödそ`意義q理sする．

28 労働問_dジェンダー ジェンダー`観™から労働問_についSwえる．

29 農業d食糧問_ 日b`農業政策`変kq理sしk食料自給mについSwえる．

30 日b経済`あゆみ 戦後`日b経済`あゆみについS復pするddÃにk一年À`授業全体q*り+る．

前期k後期dÃに中À試åおよr定期試åq実�する．

現代民主政治へ`あゆみd基b原理／基bm人É1

議O·民主主義d世界`政治体·／基bm人É2

国際化d人É1

国際化d人É2

18世紀以y`経済思想`変kqk資b主義`諸問_ddÃに理sする．

K
考
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科　目

担当教員 美世 佳一 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 試験�レポー��評�する．

2 試験�レポー��評�する．

3 試験�レポー��評�する．

4 試験�レポー��評�する．

5 試験�レポー��評�する．

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年.シラバス

数学Ⅰ (Mathematics I)

電子工学科・1年・通年・必修・4単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

高等専門学校における数学O基Qとなる事UV丁Xに講義する．さらに�演\V]うことにより�内cO定eと応用hO養
jVはかる．

【A1】整no分数nO計rが�きる．

【A1】方程n・不等nVxいたり�利用したり�きる．

【A1】簡単な等n・不等nO証�が�きる．

【A1】2次関数o分数関数などOグラÑV理xし応用�きる．

【A1】三角比・三角関数に関する定理�公nV理xし活用�きる．

jãは�試験80%　レポー�20%　としç評�する．試験jãは中間試験と定期試験O平均ìとする．100ì満ì�60
ì以óV合ôとする．

「新基Q数学 改訂版」：高遠節夫 他 著 (大日本図書)
「新基Q数学問題集 改訂版」：高遠節夫 他 著 (大日本図書)
「新課程 チャー�n 基Qと演\ 数学I+A�数学II+B+C」：チャー�研究所 編著（数研出版）

「新版 基Q数学 改訂版」：岡本和夫 著（実教出版）
「LIBRARY 工学基Q＆高専TEXT 基Q数学［第2版»」：佐々木良勝 他 著 (数理工学社)
「高専テキス�シリーズ 基Q数学（第2版）」：ó野健爾 監修（森北出版）
「新版 基Q数学演\ 改訂版」：岡本和夫 著（実教出版）
「LIBRARY 工学基Q＆高専TEXT 基Q数学問題集［第2版»」：佐々木良勝 他 著 (数理工学社)

1年O数学II�2年O数学I・数学II

履修:�
注意事項

・時間に余€がある場合には�発展‡な話題V‚うこともある．・レポー�は夏季休業前・冬季休業前等に課す．・参考書に
Îげた書Ìは全部える必Úはない．・4ÛOオリエンテーションO中��入学前に課した課題についçO実h試験V実施
する．こO試験O結¸は1年数学IOjãとは関˝がない．
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授4計画（数学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 整nO加法・減法�整nO乗法 整nO加法・減法�乗法についçx�し�演\V]う．

2 因数分x 因数分xO公nおよびそO�い方についçx�し�演\V]う．

3 整nO除法�剰余O定理と因数定理 整nO除法および剰余O定理と因数定理についçx�し�演\V]う．

4 分数nO計r 分数nO計rについçx�し�演\V]う．

5

6 いろいろな方程n 連立方程no高次方程nなど�いろいろな方程nについçx�し�演\V]う．

7 演\

8 中間試験 前期中間試験V]う．

9 中間試験Ox答・x��恒等n�等nO証� 前期中間試験O答�V返�し�x答Vx�する．また�恒等nおよび等nO証�についçx�し�演\V]う．

10

11 いろいろな不等n

12 不等nO証� 不等nO証�についçx�し�演\V]う．

13 関数とグラÑ 関数に関する用�o座標平�についçx�し�グラÑVか�準�Vする．

14

15

16

17 べき関数�分数関数 べき関数�分数関数についçx�し�演\V]う．

18 無理関数 無理関数についçx�し�演\V]う．

19 逆関数 逆関数についçx�し�演\V]う．

20 鋭角O三角比 三角比O定義・性�とそO利用についçx�し�演\V]う．

21 鈍角O三角比 三角比V鈍角に拡!Oó�そO相互関˝についçx�し�演\V]う．

22 三角$へO応用 正弦定理・余弦定理など三角比O三角$へO応用についçx�し�演\V]う．

23 中間試験 後期中間試験V]う．

24 中間試験Ox答・x��一般角と三角関数 後期中間試験O答�V返�し�x答Vx�する．また�一般角および一般角O三角関数についçx�し�演\V]う．

25 弧.法�三角関数O性� 弧.法�三角関数O性�についçx�し�演\V]う．

26 三角関数OグラÑ�グラÑO拡大・縮小 三角関数OグラÑ�グラÑO拡大・縮小についçx�し�演\V]う．

27 三角関数O方程nと不等n 三角関数V-.方程n・不等nについçx�し�演\V]う．

28

29 /V和・差（和・差V/）に1す公n�三角関数O合jについçx�し�演\V]う．

30 演\ 三角関数に関する総合‡な演\V]う．

前期�後期ともに中間試験および定期試験V実施する．

2次方程n�xと˝数O関˝ 2次方程nOx法�判別n�およびxと˝数O関˝についçx�し�演\V]う．

65ま�O内cについç演\V]う．

不等nO性��1次不等nOx法 不等nとそOxO性��1次不等nOx法についçx�し�演\V]う．

連立不等n�2次以óO不等nなどOx法についçx�し�演\V]う．

2次関数OグラÑ�2次関数O最大・最小 2次関数OグラÑとそO最大値・最小値についçx�し�演\V]う．

2次関数と2次方程n 2次関数と2次方程nについçx�し�演\V]う．

2次関数と2次不等n 2次関数と2次不等nについçx�し�演\V]う．

加法定理�加法定理O応用(1) 加法定理および2倍角O公n�半角O公nについçx�し�演\V]う．

加法定理O応用(2)

I
考
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科　目

担当教員 北村 知徳 教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 試験�レポート��テスト�評�する．

2 試験�レポート��テスト�評�する．

3 試験�レポート��テスト�評�する．

4 試験�レポート��テスト�評�する．

5 試験�レポート��テスト�評�する．

6 試験�レポート��テスト�評�する．

7 試験�レポート��テスト�評�する．

8 試験�レポート��テスト�評�する．

9 試験�レポート��テスト�評�する．

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年.シラバス

数学Ⅱ (Mathematics II)

電子工学科・1年・通年・必修・4単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

高等専門学校における数学O基Qとなる事UV丁Xに講義する．さらに�演\V]うことにより�内cO定eと応用hO養
jVはかる．

【A1】実数�複素数O計qが�きる．

【A1】集uO概wV理yz応用�きる．

【A1】順|と組uせV�っÅ場uO数O計qが�きる．また�二項定理が
�える．

【A1】さまざまな確äO計qが�きる．

【A1】命åOçえéV理yz�証êが�きる．

【A1】座標平面ï��ñと直線�2次曲線�領úなどOûüéV理y�きる．

【A1】指数法則�指数関数V理yz�計qおよ§応用が�きる．

【A1】対数O定義�対数関数V理yz�計qおよ§応用が�きる．

【A1】数|とそOßに関する事項およ§数学的帰納法OçえéV理y�
きる．

j´は�試験70%　レポート20%　�テスト10%　とzÅ評�する．試験j´は中間試験と定期試験O平均ñとす
る．100ñ満ñ�60ñ以ïVu¥とする．

「新基Q数学 改訂版」：高遠節夫 他 著 (大日本図書)
「新基Q数学問å集 改訂版」：高遠節夫 他 著 (大日本図書)
「新課程 チャート式 基Qと演\ 数学I+A�数学II+B+C」：チャート研究所 編著（数研出版）

「新版 基Q数学 改訂版」：岡本ß夫 著 (実教出版)
「新編 高専O数学1 [第2版・新装版]」：田代嘉宏・難波完爾 編 (森北出版)
「高専テキストシリーズ 基Q数学 (第2版)」：高専O数学教材研究会 編 (森北出版)
「新版 基Q数学演\ 改訂版」：岡本ß夫 著 (実教出版)
「新編 高専O数学1 問å集 (第2版)」：田代嘉宏 編 (森北出版)

1年O数学I�2年O数学I・数学II

履修:�
注意事項

・時間に余Îがある場uには�発展的な話åVûうこともある．・レポートは夏季休業前・冬季休業前等に課す．・参ç書に
˜げた書˘は全部¸える必˝はなü．・確äにつüÅはチャートまたは配�プリントV利用する．
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授4計画（数学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 実数�平é根 実数�絶対値�平é根につüÅy�z�演\V]う．また�分
O有理�につüÅy�z�演\V]う．

2 複素数 複素数O定義およ§計qé法につüÅy�z�演\V]う．

3 集u�集uO˝素O個数 集uO概wにつüÅy�z�演\V]う．また�集uO˝素O個数につüÅy�z�演\V]う．

4 場uO数�順| ßO法則��O法則につüÅy�z�演\V]う．また�順|およ§重複順|につüÅy�z�演\V]う．

5 組uせ��じもOV��順| 組uせO計qとそO応用につüÅy�z�演\V]う．また��じもOV��順|につüÅy�z�演\V]う．

6 円順|�二項定理 円順|�二項定理につüÅy�z�演\V]う．

7 演\ 順|と組uせにつüÅO総u的な演\V]う．

8 中間試験 前期中間試験V]う．

9 中間試験Oy答・y��命å

10 事�と確ä�確äO基本性質 事�と確äO概wおよ§確äO基本性質につüÅy�z�演\V]う．

11 独立な試]と確ä�条件�き確ä 独立な試]O確ä�反復試]O確ä�条件�き確äにつüÅy�z�演\V]う．

12

13

14 円Oé程式 座標平面ïO円Oé程式につüÅy�z�演\V]う．

15 楕円�双曲線 座標平面ïO楕円�双曲線につüÅy�z�演\V]う．

16

17 不等式と領ú 座標平面ï�不等式O#す領úにつüÅy�z�演\V]う．

18 演\

19 累乗根�指数O拡張 累乗根とそO性質�指数O整数・有理数へO拡張と指数法則につüÅy�z�演\V]う．

20 指数関数 指数関数とそOグラフ�指数é程式・不等式につüÅy�z�演\V]う．

21 対数 対数O定義・性質�,O変換公式につüÅy�z�演\V]う．

22 演\ 指数関数およ§対数O計qにつüÅ演\V]う．

23 中間試験 後期中間試験V]う．

24 中間試験Oy答・y��対数関数 後期中間試験O答1V返3z�y答・y�V]う．また�対数関数とそOグラフ�対数é程式・不等式につüÅy�z�演\V]う．

25 常用対数 常用対数につüÅy�z�演\V]う．

26 数|�等差数| 数|O基本事項�等差数|とそOßにつüÅy�z�演\V]う．

27

28 さまざまな数|OßO計qé法につüÅy�z�演\V]う．また�漸�式につüÅy�z�演\V]う．

29 数学的帰納法 数学的帰納法につüÅy�z�演\V]う．

30 演\

前期�後期ともに中間試験およ§定期試験V実7する．

前期中間試験O答1V返3z�y答・y�V]う．また�命åOçえéと必˝条件・十分条件�命åO逆・裏・対;と証êé法につ
üÅy�z�演\V]う．

2ñ間O距=と内分ñ 座標平面ïO2ñ間O距=�線分O内分ñ�三角@O重AにつüÅy�z�演\V]う．

直線Oé程式�2直線O関係 座標平面ïO直線Oé程式�2直線O平]・垂直条件につüÅy�z�演\V]う．

放物線�2次曲線O接線 座標平面ïO放物線につüÅy�z�演\V]う．また�座標平面ïO2次曲線O接線につüÅy�z�演\V]う．

2次曲線およ§不等式O#す領úにつüÅ演\V]う．

等比数|�üろüろな数|Oß(1) 等比数|とそOßにつüÅy�z�演\V]う．また�ßO記号ΣO性質につüÅy�z�演\V]う．

üろüろな数|Oß(2)�漸�式

24～29NO総u的な演\V]う．

I
考
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科　目

担当教員 谷口 公仁彦 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

理工学��基�とな�微分・積分学�講 す�"概$�理%&重(�)き+豊-な演/�0じ2運用能6�7め�"

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 無限数<とそ�>&つい2�計Bができ�か�試験+レポーKLで評Nす�"

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業7L専門学校 2025年[シラバス

数学Ⅰ (Mathematics I)

電子工学科・2年・0年・必修・4単位【講 】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

【A1】無限数<とそ�>&つい2�計Bができ�"

【A1】関数�極限・連続yなど�概$�理%し+ 極限�計Bでき�"
関数�極限・連続yなど�概$�理%し+ 極限�計Bでき�か�試験+レ ポー

KLで評Nす�"

【A1】様}な関数�微分係数・導関数・第2次導関数�計Bでき+グラフ �

概形+接線+速[・加速[など&応用でき�"

様}な関数�微分係数・導関数・第2次導関数�計Bでき+グラフ�概形+ 接

線+速[・加速[など&応用でき�か�試験+レポーKLで評Nす�"

【A1】様}な関数�不定積分・定積分�計Bでき+積分�面積・体積など 

&応用でき�"

様}な関数�不定積分・定積分�計Bでき+積分�面積・体積など&応用 で

き�か�試験+レポーKLで評Nす�"

成èは+試験85%　レポーKL13%　ì�実6試験2%　とし2評Nす�"試験成èは中間試験と定期試験�平均(と

す�"100(満(で60(以ù�合üとす�"

「新版 微分積分 I 改訂版」 : 岡本 >夫 編 (実教出版)

「新版 微分積分 I演/ 改訂版」 : 岡本 >夫 編 (実教出版)

「新課程 チャーK式 基�と演/ 数学II+B+C+数学III」 : チャーK研究所編著 (数研出版)

「新編 7専�数学2(第2版・新装版)」：田代嘉宏 他 編（森北出版）

「新 微分積分I 改訂版」 : 7遠節夫 他 著 (大日本図書)

「新編 7専�数学 2 問題集（第2版）」：田代 嘉宏 著 (森北出版)

「新 微分積分I 問題集 改訂版」 : 7遠節夫 他 著 (大日本図書)

「大学・7専Ã�ため� %法演/ 微分積分I」：糸岐宣昭・”‘廣孝 著 (森北出版）

1年�数学I・数学II

履修:�
注意事項

・時間&余Ÿがあ�場合&は+発展fiな話題�‡うこともあ�"・参考書&Êげた書Ëは全部Îえ�必Ìはない"・4Ó�最

�授業時&+1年時�数学�内Ú&関す�実6試験�実Ûし+成è& 加Ùす�"・前年[�学年末休業前&課された課

題�成è�レポーK�成è&加Ùす�"
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授4計画（数学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 無限数<�極限 無限数<�極限&つい2%˙し+演/�˚う"

2 無限L比数< 無限L比数<&つい2%˙し+演/�˚う"

3 無限L比級数 無限L比級数&つい2%˙し+演/�˚う"

4 関数�極限値 関数�極限値&つい2%˙し+演/�˚う"

5 関数�いろいろな極限 関数�いろいろな極限&つい2%˙し+演/�˚う"

6 いろいろな関数�極限 いろいろな関数�極限&つい2%˙し+演/�˚う"

7 連続関数 連続関数&つい2%˙し+演/�˚う"

8 中間試験 中間試験�˚う"

9 中間試験�%答・%˙+平均変化�と微分係数+導関数 中間試験�返�し+%答・%˙�˚う"平均変化�と微分係数+導関数&つい2%˙し+演/�˚う"

10 関数�積・��微分法+合成関数�微分法&つい2%˙し+演/�˚う"

11 逆関数�微分法+”角関数�導関数&つい2%˙し+演/�˚う"

12 対数関数と指数関数�導関数 対数関数と指数関数�導関数&つい2%˙し+演/�˚う"

13 7次導関数+接線�方程式&つい2%˙し+演/�˚う"

14 平均値�定理+関数�増�&つい2%˙し+演/�˚う"

15 関数�グラフ&つい2%˙し+演/�˚う"

16 曲線�凹�とグラフ&つい2%˙し+演/�˚う"

17 いろいろな応用 関数�グラフ�概形�方程式�不L式などへ�利用&つい2%˙し+演/�˚う"

18 近似式+速[と加速[ 近似式+速[と加速[&つい2%˙し+演/�˚う"

19 不定積分 不定積分&つい2%˙し+演/�˚う"

20 )換積分法と部分積分法 )換積分法と部分積分法&つい2%˙し+演/�˚う"

21 いろいろな関数�不定積分 いろいろな関数�不定積分&つい2%˙し+演/�˚う"

22 演/

23 中間試験 中間試験�˚う"

24 中間試験�%答・%˙+定積分 中間試験�返�し+%答・%˙�˚う"定積分&つい2%˙し+演/�˚う"

25 定積分�)換積分法 定積分�)換積分法&つい2%˙し+演/�˚う"

26 定積分�部分積分法+微分積分学�基本定理 定積分&よ�面積�計B法&つい2%˙し+演/�˚う"

27 いろいろな図形�面積 定積分�面積へ�応用&つい2%˙し+演/�˚う"

28 体積 定積分�体積へ�応用&つい2%˙し+演/�˚う"

29 区分求積法 区分求積法&つい2%˙し+演/�˚う"

30 定積分と不L式 定積分と不L式&つい2%˙し+演/�˚う"

前期+後期とも&中間試験およ�定期試験�実Ûす�"

関数�微分法（1）

関数�微分法（2）+”角関数�導関数

7次導関数+導関数と関数�増�（1）

導関数と関数�増�（2）

関数�グラフ（1）

関数�グラフ（2）

16～21��総合fiな演/�˚う"

I
考
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科　目

担当教員 横山 卓司 教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 行列�つい�理�し， 実��計�ができるか"試験，レポー(で評*する．

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年=シラバス

数学Ⅱ (Mathematics II)

電子工学科・2年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

工学，自然科学，社会学な`幅bい分dで利fされる線形代数学l基n�つい�講義し，演p"行う. 発展uな事wx適
宜{う予}である.

【A1】ベク(Ål意Éおよびそl性â"理�し，基本uな計�ができる． ベク(Ål意Éおよびそl性â"理�し， 基本uな計�ができるか"試験，レ
ポー(で評*する．

【A1】ベク(Ålãåç"利fし�， 平èê空íl図形"îåる． ベク(Ålãåç"利fし�， 平èおよび空íl図形"îåるか"試験，レポ
ー(で評*する．

【A1】行列およびそl演�çï"理�し， 基本uな計�ができる． 行列およびそl演�çï"理�し， 基本uな計�ができるか"試験，レポー(
で評*する．

【A1】連立1次ç程�l�ï�つい�理�し， 実��計�ができる. 連立1次ç程�l�ï�つい�理�し， 実��計�ができるか"試験，レポー
(で評*する．

【A1】行列��つい�理�し， 実��計�ができる.

成öは，試験80%　レポー(20%　とし�評*する．100点満点で60点以¢"合§とする．試験成öは中í試験と}期試
験l平ßとする．

「改訂版 新版 線形代数」：岡本 和夫 監修（実教出版）
「改訂版 新版 線形代数演p」：岡本 和夫 監修（実教出版）
「新課程　チャー(�　基nと演p　数学II+B+C」：チャー(研究所編著 (数研出版)

「新 線形代数 改訂版」：高遠 節夫 監修（大日本図書）
「高専テキス(シリーズ 線形代数 第2版」：¢d 健爾 監修（森北出版）
「線形代数学　初–か—ジョÅダ’標準形ÿ」：三宅 敏恒 著(培風館)
「線形代数学l演p」：三宅 敏恒 著(培風館)
「キーポイ’( 線形代数」：薩摩 順吉・ÂÊ谷 晶二 著 (岩波書店)

1年l数学I， 数学II

履修:�
注意事項

・レポー(は4Ól試験l��課す．・参ã書�げÚ書Ûは全部ˆい˜åる必¯はない.
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授4計画（数学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 平èベク(Å

2 平èベク(Ål成分表˙と大きさ

3 ベク(Ål内積

4 位˝ベク(Å

5 直線lベク(Åç程�

6 ˇlベク(Åç程�

7 演p

8 中í試験

9 試験返却，空í座標

10 空íベク(Å

11 空íベク(Ål内積

12

13

14

15 演p

16

17 行列l累乗，逆行列�つい�学ぶ．

18 転˝行列，対称行列，交代行列，直交行列な`�つい�学ぶ．これまでl演p"行う．

19 �き出しï�つい�学ぶ．

20 逆行列l��ç，行列l階数�つい�学ぶ．

21

22 演p 行列�つい�l総合演p"行う．

23 中í試験

24 試験返却，行列�l}義 中í試験l答�"返却し，�答"��する．行列�l}義�つい�学ぶ．

25 行列�l性â 行列�l性â�つい�学ぶ．

26 行列�l展開 行列�l余因子展開�つい�学ぶ．

27 文�"�ん�行列� 文�"�ん�行列�lîいç�つい�学ぶ．

28 行列�と逆行列 行列�"fいÚ逆行列l表しç�つい�学ぶ．

29

30 演p

ベク(Ål基本uな概念・f および加ï・減ï・実数#な`l演�とそl基本ï$�つい�学ぶ.

ベク(Ål成分表˙，大きさ，平行�つい�学ぶ.

ベク(Ål内積，成分計�， 基本性â�つい�学ぶ.

位˝ベク(Ål利fï�つい�学ぶ.

直線lベク(Åç程��つい�学ぶ.

ˇlベク(Åç程��つい�学ぶ.

平èベク(Å�つい�l総合演p"行う.

中í試験"行う.

中í試験l答�"返却し，�答"��する．空í座標l基本uなîいçとf �つい�学ぶ.

空íベク(Åとそl成分�つい�学ぶ.

空íベク(Ål内積�つい�学ぶ.

空íベク(Ål応f(1) 空í�おける位˝ベク(Ålîいçと直線lç程��つい�学ぶ.

空íベク(Ål応f(2) 空í�おける平èlç程�と球èlç程��つい�学ぶ.

空íベク(Ål応f(3) 点と平èl距離，およびベク(Ål外積�つい�学ぶ.

空íベク(Å�つい�l総合演p"行う.

行列(1) 行列l概念とf および和，差，スカラー#，積な`l行列l基本uな演��つい�学ぶ.

行列(2)

行列(3)

連立1次ç程�と行列（1）

連立1次ç程�と行列(2)

連立1次ç程�と行列(3) 正$でない連立1次ç程��つい�，そl�きç"学ぶ．

中í試験"行う.

行列�と連立1次ç程� 連立1次ç程��/するクラメÅl公��つい�学ぶ．正$でない連立1次ç程��つい�復pする．

行列��つい�l総合演p"行う.

I
考

前期，後期とx�中í試験および}期試験"実5する．
必¯�応じ�，再試験"実5することがある．
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科　目

担当教員 吉村 弥子 教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 重積��計�ができるか�試験�レポート�!テストで評%する．

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年8シラバス

数学Ⅰ (Mathematics I)

電子工学科・3年・通年・必修・4単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

理工学W�基Yとなるテイラー展開�偏微��重積��微�方程cについg講義する．概i�理jに重k�おき�基本問題
�応用問題�演sで基Y�tめ�さらに応用x�つけg運用能x�高める．

【A1】ロピタ��定理�テイラー�定理など�Çっg�関数�極限値�近似
値など�計�ができる．

ロピタ��定理�テイラー�定理など�Çっg�関数�極限値�近似値など�計
�ができるか�試験�レポート�!テストで評%する．

【A1】�数関数�三角関数など�様çな関数�不定積��èめることがで
きる．

�数関数�三角関数など�様çな関数�不定積��èめることができるか�
試験�レポート�!テストで評%する．

【A1】定積��Çっg�面積�体積�曲î�ïさが計�できる． 定積��Çっg�面積�体積�曲î�ïさが計�できるか�試験�レポート�!テ
ストで評%する．

【A1】偏導関数�計�ができ�偏導関数�応用し�極値ò条件õき極値�
èめることができる．

偏導関数�計�ができ�偏導関数�応用し�極値ò条件õき極値�èめるこ
とができるか�試験�レポート�!テストで評%する．

【A1】重積��計�ができる．

【A1】微�方程cとそ�jについg理jし�1階微�方程c�2階微�方程
cがjける．

微�方程cとそ�jについg理jし�1階微�方程c�2階微�方程cがjけ
るか�試験�レポート�!テストで評%する．

成üは�試験85%　レポート2%　!テスト10%　実x試験3%　としg評%する．試験成üは中間試験と定期試験�平
ßとする．100k満kで60k以´�合≠とする．

「新編 高専�数学3 [第2版・新装版]」：田代 嘉宏 他 編（森北出版）
「改訂版 新版微�積�II演s」：岡本 和夫 監修（実教出版）

「改訂版 チャートc 基Yと演s 数学III」：チャート研究所 編著（数研出版）
「改訂版 新版微�積�II」：岡本 和夫 監修（実教出版）
「数研講Œシリーズ 大学教養 微�積�」：加藤 文元 著（数研出版）
「大学・高専◊�ため�j法演s 微�積�II」：糸岐 宣昭 他 著（森北出版）
「高専テキストシリーズ 微�積�2 問題集」： ´野 健爾 監修（森北出版）

1�2年�数学I�数学II

履修:�
注意事項

・時間に余Âがある場合には発展Èな話題�Îうこともある．・レポートは夏季休業前�冬季休業前等�適宜ıす．・参考書
に˘げた書˚は全部˛える必�はない．・4��最��授業時に2年時まで�数学�内�に関する実x試験�実�し�k
数�成üに加	する．・前年8�学年末休業前にıされたı題�成ü�レポート�成üに加	する．
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授4計画（数学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 曲î�媒介変数方程c�極Œ�と曲î 媒介変数で表�された曲î�概���べる方法�学sする．

2 不定��極限値

3 べき級数�高次導関数

4 テイラー�定理

5 無理関数など�不定積�

6 �数関数�不定積�

7

8 中間試験 中間試験��う．

9 試験返却�和�極限としg�定積�

10 面積・体積

11 曲î�ïさ

12 広義積�

13

14 偏導関数�合成関数�偏導関数

15

16

17 陰関数定理

18 条件õき極大・極!

19 重積�

20 積��順序変更 積�順序�変更�理jし�計��する．

21 体積

22 極Œ�による重積�

23 中間試験 中間試験��う．

24 試験返却�微�方程cとj

25 変数�離�

26 同次�

27 î�微�方程c�完全微��

28

29

30 演s

前期�後期ともに中間試験およ%定期試験�実�する．

ロピタ��定理�用いg不定��極限�èめる.

べき級数�高次導関数�Îいについg学sする.

テイラー展開�マクローリ)展開�Çっg関数�近似c�èめる.

無理関数など�不定積�についg学sする.

�数関数�不定積�についg学sする.

sin x�cos x ��数関数�不定積� sin x�cos x �-.�数関数�不定積�についg学sする.

中間試験�答0�返却し�j答�j1する．和�極限としg�定積��理jし�和�極限�定積�に2しg計�する.

定積��Çっg面積ò体積�計�する.

定積��Çっg曲î�ïさ�計�する.

広義積�についg理jし�広義積��計�する.

2変数関数 2変数関数�概i�理jし�極限値ò連続5��べる.

偏導関数についg理jし�様çな偏導関数�計��する.

2変数関数�平ß値�定理 2変数関数�平ß値�定理�理jし�誤7�評%に利用する.

2変数関数�極大・極! 偏導関数�Çっg極値�計��する.

陰関数定理についg理jし�極値ò特異k�èめる.

条件õき�関数�極値についg理jし�極値�èめる.

重積�についg理jし�計��する.

重積��Çっg体積�èめる.

極Œ��Çっg重積��èめる.

中間試験�答0�返却し�j答�j1する．微�方程cと一般j�特殊j�特異jについg理jする.

変数�離��微�方程c�jく.

同次��微�方程c�jく.

î�微�方程c�完全微���微�方程c�jく.

2階微�方程c 2階微�方程c�1階微�方程cに2しgjく.

定数係数2階î�微�方程c 定数係数2階î�微�方程c�jく.

微�方程c�jく演s�する.

I
考
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科　目

担当教員 美世 佳一 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年!シラバス

確率・統計 (Probability and Statistics)

電子工学科・4年・後期・必修・1単位【講義・演習】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

1年IJ学んL確率M基OPQまえてU確率V統計MWえXP必Yとす\場^J直^したときU必Yc基O的知fP講義
す\．

【A1】デーjP解lす\ときM統計MWえXP理解す\． 中間試験・定期試験Uレポーuv評xす\.

【A1】確率変{と確率分}M概�P理解す\． 中間試験・定期試験Uレポーuv評xす\.

【A1】二項分}U正規分}P理解しU具体ÜM確率cどP計àvき\． 中間試験・定期試験Uレポーuv評xす\.

【A1】推定・検定MWえXP理解しU具体ÜPãえ\． 中間試験・定期試験Uレポーuv評xす\.

成çはU試験80%　レポーu20%　として評xす\．試験成çは中間試験と定期試験M平均íとす\．100í満ív60
í以ñP合òとす\．

「LIBRARY 工学基O&高専TEXT 確率統計」£河東泰之 監修（{理工学社）
「LIBRARY 工学基O&高専TEXT 確率統計 問題Æ」£河東泰之 監修（{理工学社）

「新 確率統計改訂版」「新確率統計問題Æ改訂版」£高遠 節夫 他 著（大日本図書）
「新版 確率統計」「新版 確率統計演習」£岡本 和夫 監修（実教出版）
「キーポインu 確率・統計」£和達 三樹・十河 清 著 (岩波書店)
「これLけは知っておこう! 統計学」£東北大学統計グループ 著 (有斐⁄ブックス)
「Rvfiしfl統計」£奥村 晴彦 著（共立出版）

1年{学IUIIU2年{学IUIIU3年{学I

履修:�
注意事項

・授業中J電ÁË必Yc場合Ëあ\．・時間J余ÏËあ\場合JはU 発展的c話題Pãうこともあ\.・参W書JÚげた書
Ùは全部˜え\必Yはcい.
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授4計画（確率・統計）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1

2

3

4

5 確率分}M基本的c概�V性˙P学習す\．

6 二項分}Uポアソン分}MWえXと計àX˝P学習す\．

7 連続型確率分} 連続型確率分}と確率密!関{M概�P学習す\．

8 中間試験 中間試験P�う．

9 中間試験M解答・解�P�う．またU正規分}M基OP学習しU関連した確率M計àX˝P学習す\．

10 標準正規分}JついてUまたそM応�として二項分}M正規分}Jよ\近�Jついて学習す\．

11 母Æ�と標本 母Æ�と標本M関係UさらJ標本平均M分}と中心極限定理cどJついて学習す\．

12 í推定U区間推定MWえXU信頼係{V信頼区間Jついて学習す\．

13 母平均と母比率M区間推定Jついて学習す\．

14 仮�検定MWえXU��Jついて学習す\．

15 母平均と母比率M検定Jついて学習す\．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期中間試験およ�後期定期試験P実�す\．

1I デーj(1) 1I MデーjM整理とそれJ関す\基O的c��P学習す\．平均cどM代表$Jついて学習す\.

1I デーj(2) 1I MデーjJおけ\散}!（分散U標準偏差）M意)P理解しUそM計àX˝P学習す\．

2I デーj(1) 2I MデーjM整理とそれJ関す\基O的c��P学習す\.共分散と相関係{Jついて学習す\.

2I デーj(2) 最小2乗˝U回帰直0Jついて学習す\．

離散型確率分}(1)

離散型確率分}(2)

中間試験M解答・解�U正規分}(1)

正規分}(2)

母{M推定(1)

母{M推定(2)

統計的検定(1)

統計的検定(2)

J
考
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科　目

担当教員 髙見 健太郎 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年 シラバス

物理 (Physics)

電子工学科・1年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

物理;<事物・現?についてD観察・考察<どI通してK物理学;に探MすO能QR態 ITてO.さらに基本;<概[や
原理・法_D理`IaめKそれI活fすO能QITgすOh第一学年ではKmに物理D基礎部pであOQ学I学ぶh

【A2】等加速 直線運xDy速 R時{」Ky位}R時{」Ky速 R変位」
D関係ÅI理`しK活fできOh

本校ÉÑめÖ期áにàâ試ãR適時àâレポーêでK授業内íD理` I評
îすOh

【A2】運xD第1法_K第2法_K第3法_I理`しK活fできOh 本校ÉÑめÖ期áにàâ試ãR適時àâレポーêでK授業内íD理` I評
îすOh

【A2】運x量保òD法_I理`しK活fできOh 本校ÉÑめÖ期áにàâ試ãR適時àâレポーêでK授業内íD理` I評
îすOh

【A2】Q学;エネルギー保òD法_I理`しK活fできOh 本校ÉÑめÖ期áにàâ試ãR適時àâレポーêでK授業内íD理` I評
îすOh

【A2】つùûいD条†I理`しK活fできOh 本校ÉÑめÖ期áにàâ試ãR適時àâレポーêでK授業内íD理` I評
îすOh

【A2】圧QR浮Qについて理`しK活fできOh 本校ÉÑめÖ期áにàâ試ãR適時àâレポーêでK授業内íD理` I評
îすOh

g£はK試ã70%　レポーê30%　Rして評îすOh<おK試ãg£はK中á試ãRÑ期試ãD平均©RすOh100©満©
で60©以≠IûÆRすOh

y高専テキスêシリーズ 物理(≠) Q学・波x」 潮秀樹監修（森北出版）
y高専テキスêシリーズ 物理(下) 熱・電磁気・原子」 潮秀樹監修（森北出版）
y物理（1年生）～授業ノーê≈演習問題～」 髙見健太郎（神戸高専）

yセミナー 物理基礎＋物理」 （第一学習社）
yフォêサイエンス 物理図’」 （数研出版）
y高専D物理問題集[第3版]」 田中冨士男編著（森北出版）
y理科年表」 国立天文台編集（丸善）
y理化学辞典」 長倉三郎他編集（岩波書店）

国語K数学IK数学II

履修:�
注意事項

(i)授業計ÙRテキスêにıいK必ˆ予習IすOこRh学んだこRIÑ˚させOÖめK必ˆ復習や問題演習等D自習学習Ià
âこRh (ii)物理I理`すOÖめには数学;知�は必�R<ODでK数学IしっかùR勉�すOこR. まÖK考えD伝達・享受
D能Q
必�<DでK国語
勉�すOこRh (iii)授業中におけO携帯電�やゲー��D使fK<らびに授業妨�につ<É
O言xIàっÖ�はK原_Rして教�よù退�させ欠席!いRすO.

- D–31 -



授4計画（物理）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 物理学導入

2

3

4

5

6

7

8 中á試ã

9 中á試ãD`説 中á試ãD%えûわせR`説Iàâh

10

11

12

13

14

15 復習R演習 これまでD内íD復習R演習によù理`IaめOh

16

17 仕事R運x・位}エネルギーについて考察すOh

18 摩)<どÉ*い条†でD運xエネルギーR位}エネルギーD関係について考察すOh

19 Q学;エネルギーについてDまRめIàâh

20

21

22 平面運xでD運x方程ÅR仕事について考察すOh

23 中á試ã

24 中á試ãD`説 中á試ãD%えûわせR`説Iàâh

25

26

27

28

29

30 復習R演習 これまでD内íD復習R演習によù理`IaめOh

前期K後期R
に中á試ãおよびÑ期試ãI実1すOh

1・2・3年2D物理で学ぶKQ学K熱K波xK電磁気K原子I概観すOh

直線運x1(平均D速 ・加速 ) 直線運xでD速 R加速 D平均3について考察すO.

直線運x2(x-tKv-tKa-tグラフ) 位}R時{K速 R時{K加速 R時{D関係IグラフI使って考察すO.

直線運x3(瞬áD速 ・加速 ) 平均D速 R瞬áD速 について考察すO.

直線運x4(まRめ) 等加速 直線運xI数ÅIfいて理`すO.

運xD法_1(QK第一法_) QD種=Rxかし>さ・?さについて考察すO.

運xD法_2(第二法_K第三法_) QR加速 D関係（運x方程Å）K2つD物ADáにはÖらBQD関係（作f反作fD法_）について考察すO.

習熟 IみOÖめに中á試ãIàâ.

運xD法_3(まRめ) 慣HD法_K運x方程ÅK作f反作fD法_についてDまRめIàâ.

いろいろ<直線運x1(方程Å作g) これまで学習してきÖこRIいろいろ<直線運xに応fすO.

いろいろ<直線運x2(自由落下) これまで学習してきÖこRIいろいろ<直線運xに応fすO.

いろいろ<直線運x3(摩)R斜面) これまで学習してきÖこRIいろいろ<直線運xに応fすO.

運x量(QNR運x量・運x量保òD法_) yQRそDQÉはÖらいÖ時áDN」Ry物AD質量R速 DN」について考察すO.作f反作fD法_から運x量保òD法_
I導出すOh

Q学;エネルギー1(仕事) 物理におけO仕事について理`すO.

Q学;エネルギー2(運xK位})

Q学;エネルギー3(保ò法_)

Q学;エネルギー4(まRめ)

平面・空á運x1(ベクêルRスカラー) TきさRUきIVつ量RTきさだけIVつ量についてKそD表記方法R数学;Xù!いI理`すO.

平面・空á運x2(速 R運x量KQ) 直線運xで学んだ速 や運x量<どD知�I平面や空á運xD場ûに拡[すO.

平面・空á運x3(運x方程ÅK仕事)

習熟 IみOÖめに中á試ãIàâ.

いろいろ<空á運x4(等速円運x) 等速円運xにおけO速さや加速 について理`すO.

いろいろ<空á運x5(惑^D運x) ケプラーD3法_R万有引Qについて考察すO.

いろいろ<空á運x6(単振x) バネ振ù子D運xについて考察すO.

剛AにfBQ(モーメンêKつùあい) 剛AにfBQDつùあいやモーメンêI理`すO.

流AにfBQ(圧QK浮Q) 圧QR浮Qについて考察すO.

I
考
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科　目

担当教員 大塩 愛子 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 試験�レポート��テスト�評�する．

2 試験�レポート��テスト�評�する．

3 試験��テスト�評�する．

4 試験��テスト�評�する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 物理，数学，生物， 地学

神戸市立工業高等専門学校 2025年5シラバス

化学 (ChemistrB)

電子工学科�1年�通年�必修�2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

我PQ生RSTくQ化学物VWXえられている．しかし，化学物VS便a�あるcdW，有f�危hi影klmぼすもQも
存qする．専門ri研t�S，こQ影kv特xW配zしiければiらず，そQ�WS物VQ基Åciる化学Q知識�視点
Ü必áciる．Å科à�S，化学Wâする基Åriäえãc応用élèうため，身îi物Vv専門ri器具�薬òl用い
た学ôlöい，学生õらÜäえる授業l展ùする．

【A2】試薬�器具l適üW†°¢い，安§W実験löうこcÜ�きる．

【A2】実験からßられた結©l整理し，ä´löうこcÜ�きる．

【A2】化学Q基Å法≠l理Æし，化学反応∞l±W計≥lするこcÜ�き
る．

【A2】化学rW探µする態5l身W∑け，社πcQ∫Ü°l理Æしている．

成ºS，試験70%　レポート15%　�テスト15%　cして評�する．試験成ºS，中間試験c定期試験Q平均点cする．ま
た，指∆W«わず危hiö�löう…S特別課ÃQ提Œlµめる．100点満点�60点以“l合‘cする．再試験l実÷す
る場合S70点以“�合‘cし，該Ÿする試験Q点数l60点cする．

「Professional Engineer LibrarB  化学」(実教Œ版)
「フォトサイエンス化学図録（新課程用Ú」（数研Œ版Ú
「改訂版　リードα化学基礎＋化学」（数研Œ版Ú

「化学I�IIQ新研t」　卜部吉庸　著（三省堂Ú

履修:�
注意事項

講義S化学実験室(一般科棟B棟5階)�öう．教室変
Q�SそQ都5指∆lする．問Ã�v化学図録S適宜使用する
Q�，毎回持�するこc．
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授4計画（化学）

テーマ 内容（目標・準Hなど）

1 導入，純物Vc混合物 授業Q概á�評�Qã法Q説明．身Q回°WS，様Pi化学物VÜあふれているこcl学ぶ．

2 混合物Q分 c精製 混合物W様Pi処理löうこc�，純物Vl†°ŒすこcÜ�きる．そQ手法Wついて学び，実�W実験�確(する．

3 ±)c単体�化合物 物VÜ+Q物VW変,されるcき，一定Q規≠xW«う．また，化学変化c物理変化Q/いiどそQ規≠xWついて学ぶ．

4 原子Q構3c電子配置

5 ±)Q周期6cイオンQ形成

6 イオンQ生成cエネルギー，化学結合（イオン結合Ú イオンQ生成W<わるエネルギーWついてäえ，イオン結合cS=かl学ぶ．

7 d有結合v金属結合Wついて学び，それぞれQ結合Q特Al比Cする．

8 教科書，ノートQ持FGみS不可．計≥KQ持FGみS事MW指∆する．

9 中間試験QÆ説，原子量�分子量�∞量 中間試験QÆ説löう．原子�分子�イオンiどQ非PW�さi粒子QV量Q¢いWついて学ぶ．

10 物V量Qäえã

11 物V量c気体Q体積 反応∞Q係数および物V量c気体Q体積Q<係Wついて学ぶ．

12 化学反応∞QW°ãl学ぶ．

13 化学反応∞から反応比läえ，必ái物V量Q計≥法l学ぶ．

14 化学Q基礎法≠ これま�Q内YlZ°[°iÜら，化学Q基礎ri法≠lù\する．

15 物VQ三態cそQ変化 物VQ三態Q/い，状態変化Q^びã，状態図Wついて学ぶ．

16 ボイルQ法≠，シャルルQ法≠

17 ボイル�シャルルQ法≠ ボイル�シャルルQ法≠l用いるこc�，一定量Q気体Q圧é�温5�体積Q<係l計≥するã法Wついて学ぶ．

18 気体Q状態ã程∞ 気体Q状態ã程∞l用いるこc�，分子量l導くこcÜ�きるこcl学ぶ．

19 沸点“dc凝固点降下 純ii液体W，物Vlkかすこc�沸点“d，凝固点降下Ülこる．これらQ現nWついて学ぶ．

20 kÆck液，kÆ5，濃5

21 pc塩基Q特A p�塩基Q定義WSいくつかあ°，そQ種rc特Al学ぶ．

22

23 教科書，ノートQ持FGみS不可．計≥KQ持FGみS事MW指∆する．

24 中間試験QÆ説，p�塩基Q反応 中間試験QÆ説löう．pc塩基Ü反応するc塩WsえてtÜ生じる．こQ反応l中vc^び，そQ特Al学ぶ．

25 中v反応∞c塩Q分r 中v反応Wよって生じた塩Wもそれぞれ特AÜある．これらQ特Al学ぶ．

26 中v滴定 中v滴定実験l通して，p�塩基Q濃5決定ã法v実験手法Wついて学ぶ．

27 p化c還± p化�還±WもいつかQ定義法Üあ°，そQ特Ac理{l学ぶ．

28 p化数cp化還±反応 p化�還±�重áip化数Wついて学び，p化還±反応Wついて理Æする．

29 金属Qイオン化傾~c金属Q反応 金属原子WS，そQ種rWよってイオンWi°vすさÜ�iる．そQ傾~l学ぶ．

30 イオン化傾~Q応用 電ÄS±)Qイオン化傾~la用したもQ�あ°，そQ原理Wついて学ぶ．

物VQ単位�ある原子S，さらW�さい粒子から構成されているこcl学ぶ．さらW，原子ÅQまわ°Q電子SいくつかQÇWわ
かれて運Ñしてお°，そQ構3Wついて学ぶ．

また，±)l±)原子番号áWàべるc，周期6Üäられる．こQ周期6Wついて，様Pi角5から議{löう．さらW，çイオン，陰
イオンÜどQようW生成するQかläえ，イオンQèしãiどl学ぶ．

化学結合(d有結合�金属結合)

中間試験(M期)

分子Q個数läえるcき，物V量cいう概ël導入する．そQÆ説ca用法Qôßlöう．反応∞Q係数から，反応する物VQ量
r<係l学ぶ．

化学反応∞Qäえã（1Ú

化学反応∞Qäえã（2Ú

物VQ状態Q一つ�ある気体状態�S，圧é�体積�温5W相<Üäられる．気体Q体積c圧éQ<係(ボイルQ法≠)c気体Q
体積c温5Q<係(シャルルQ法≠)Wついて学ぶ．

液体Ü+Q物Vlkかして均一i混合物lつくるこclkÆc^ぶ．kÆQしくみWついて学ぶ．また，温5WよるkVQ析Œ量
Q/いv飽vk液Q濃5Wついて学ぶ．さらWk液濃5Qè記法WS様PiもQÜあるため，そQ種rcè記法Wついて学ぶ．

t)イオン濃5cpH t)イオン濃5からpHl決定する．これSpx5Q指ò�あ°，そQxVl学ぶ．

中間試験(後期)

H
考

M期，後期cもW中間試験および定期試験l実÷する．
各試験cも，電õQ持FGみS可cする（必áiúSùめ周知するÚ．
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科　目

担当教員 小倉 和幸 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年�シラバス

物理 (Physics)

電子工学科・2年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

物理:;事物・現>についてC観察・考察;どH通してJ物理学:に探LすN能PQ態�HSてN.さらに基本:;概Zや
原理・法^C理_H`めJそれH活eすN能PHSfすNg第2学年ではJ熱P学J電磁気学J波oC基pH学ぶg

【A2】温�Q熱について理_しJ活eができNg 本校がuめv期xにyz試|Q適時yzレポーÇでJ授業内ÑC理_�H評
ÜすNg

【A2】電磁気について理_しJ活eができNg 本校がuめv期xにyz試|Q適時yzレポーÇでJ授業内ÑC理_�H評
ÜすNg

【A2】波oC基本:;性àH理_しJ活eできNよzにすNg 本校がuめv期xにyz試|Q適時yzレポーÇでJ授業内ÑC理_�H評
ÜすNg

fäはJ試|70%　レポーÇ30%　Qして評ÜすNg;おJ試|fäはJ中x試|Qu期試|C平均ëQすNg100ë満ë
で60ë以ïH合óQすNg

「高専テキスÇシリーズ 物理(ï) P学・波o」潮秀樹監修（森北出版）
「高専テキスÇシリーズ 物理(下) 熱・電磁気・原子」潮秀樹監修（森北出版）

「セミナー 物理基p＋物理」 （第一学習社）
「フォÇサイエンス 物理図∑」（数研出版）
「高専C物理問題集[第3版]」田中冨士男編著（森北出版）
「理科年表」国立天文台編集（丸善）
「理化学辞典」長倉三郎他編集（岩波書店）

国語J数学IJ数学II

履修:�
注意事項

(i)授業計ÿQテキスÇにŸいJ必⁄予習HすNこQg学んだこQHuflさせNvめJ必⁄復習や問題演習等C自習学習Hy
zこQg (ii)物理H理_すNvめには数学:知Âは必ÊQ;NCでJ数学HしっかりQ勉ÎすNこQ. まvJ考えC伝達・享受
C能PÚ必Û;CでJ国語Ú勉ÎすNこQg (iii)授業中におけN携帯電˜やゲー˘˙C使eJ;らびに授業妨˛につ;が
N言oHyっv�はJ原^Qして教�より退�させ欠席�いQすN.
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授4計画（物理）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 温�Q熱 絶対温�J熱J内	エネルギー;どC概ZH理_すNg

2 熱量 熱P学に特�;熱量J熱Ñ量J比熱C概ZH理_すNg

3 比熱C測u 物体xC熱量C出�りからJ比熱について考察すNg

4 理想気体

5 気体C分子運o論 P学C概ZHeいてJ気体C分子運o論H理_すNg

6 熱P学第一法^ 熱P学第一法^H理_しJそC応eH考えNg

7 熱P学第二法^ 熱P学第二法^H理_しJそC応eH考えNg

8 中x試|

9 中x試|C_説 中x試|C�え合わせQ_説Hyzg

10 静電気P 電�C性àや電�Cxに� PH理_すNg

11 電!Q電位 電!・電気P線・電位;どH考察すNgさらにガウスC法^C使い%H理_すNg

12 コンデンサー コンデンサーC仕)みH理_しJそC応eH考えNg

13 直流 電流Q電�C速�C関係Jオー˘C法^J抵抗3について理_すNg

14 キルヒホッフC法^ 回8において起電PC代数和が電圧降下に等しいこQH理_しJキルヒホッフC法^H適eして回8H流れN電流H考察すNg

15 復習Q演習 これまでC内ÑC復習Q演習により理_H`めNg

16 ジュール熱 抵抗によって発@すNジュール熱について理_すNgまvJ電PQ電P量C関係H考えNg

17 電流がつ N磁! 電流が磁!Hつ NこQH理_しJ直線電流・円形電流・ソレノイEC場合;どについて考察すNg

18 電流が磁!から受けNP 磁!J磁束密�J磁束C関係H理_しJ磁!中C電流が受けNPCIきさやそC%JH考察すNg

19 ローレンLP 磁!中H運oすN�電粒子が受けNPであNローレンLPH理_すNgまvJそC応eH考えNg

20 電磁誘導 導体HQ 磁束C変化によって@じN誘導起電Pについて理_すNgまvJ直流におけN自己誘導・相互誘導C現>H考察すNg

21 交流 交流C性àH学びJ実y値J誘導リアクタンスJÑ量リアクタンスJインピーダンスC概ZH理_すNg

22 電気振oQ電磁波

23 中x試|

24 中x試|C_説 中x試|C�え合わせQ_説Hyzg

25 正弦波

26 干cQde合わせC原理 波oに特�;現>QしてJ干cH起こしJde合わせC原理により波C振fが決uされNこQH理_すNg

27 自由端・固u端反射

28 u常波 互いに逆Jきでoじ波長C進y波からJu常波が@じNこQH理_すNg

29 波C干c・回折・反射・屈折 ホイヘンスC原理HeいNこQでJ波に特�;現>であN干c・回折・反射・屈折C現>H理_すNg

30 復習Q演習 これまでC内ÑC復習Q演習により理_H`めNg

前期J後期QÚに中x試|およびu期試|H実vすNg

理想気体についてfり立つJボイルC法^JシャルルC法^Jボイル・シャルルC法^H確zしJ理想気体C状態%程}H理_す
Ng

習熟�HみNvめに中x試|Hyz.

コイルQコンデンサーC)み合わせにより電気振oが起きNこQH理_すNgさらにJそれが電磁波C送受Äに関ÅしていNこQH
理_すNg

習熟�HみNvめに中x試|Hyz.

周期J角振o数J振o数J波長;どC基本:;概ZQJ波oC基本C形であN正弦波C表}H理_しJ自Ñに変形できNよzにす
Ng

固u端Q自由端でそれぞれで反射すNQきにJ位相がどz⁄れNかH理_すNgまvJそれによって@じN合f波について考察す
Ng

I
考
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科　目

担当教員 佐藤 洋俊 教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 試験・実験レポート・�テスト�評�する．

2 試験・実験レポート・�テスト�評�する．

3 試験・実験レポート・�テスト�評�する．

4 試験・実験レポート・�テスト�評�する．

5 試験・実験レポート・�テスト�評�する．

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 物理，数学

神戸市立工業高等専門学校 2025年3シラバス

化学 (Chemistr@)

電子工学科・2年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

高学年N専門OP研R�S様UP物VWXうため，化学O視]^_かせPい．化学物Vcdする情fWgcつけ，特kW
lかしn研Rc応pし，危険kW認tしn安vc配xしPければPらPい．本科}�Sg~P物V�専門O器具・薬ÉW
使pし，実験題ÜW数áà利pしn学äし，基本OPåçéWèいそれらW応p�きるよう学lìらåçる授業W展ïしn
いà．

【A2】試薬・溶óN特òc注öし，器具W適úc使pしn，安vc実験W行
うこと^�きる．

【A2】実験から†られた結¢cついnå£し，化学反応N量Od¶W理解
�きる．

【A2】化学N基本法©W理解し，化学反応™W´c計≠Wすること^�き
る

【A2】無機物Vcついn，基本OPkV�反応W理解�きる．

【A2】有機化合物N構造™W¥àこと^�きる．また，化学物Vと社∑Nd
わりW理解�きる．

成ªS，試験70%　レポート15%　�テスト15%　としn評�する．試験成ªS，中æと定¿N平¬とする．班・個≈Nレ
ポート��テスト�合計30%�評�する．指»c…わ 危険P行ÀW行った場合S特別指œW行う．100]満]�60]
以”W合‘とする．再試験W実÷する場合S60]以”�合‘とし，当該試験N]数W60]とする．

Professional Engineer Librar@化学（実教出版）
新課程版　リードα化学基礎＋化学（数研出版）
一般化学　（神戸高専）

化学I・IIN新研R（三省堂）
新課程版　フォトサイエンス化学図録（数研出版）

履修:�
注意事項

化学実験室（一般科棟5階B棟）cおいn行う．ï始時�c�れPいこと．1年化学�学んだこと^必�とPるN�，よà復
äしnおàこと.
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授4計画（化学）

テーマ 内容（目標・準Hなど）

1 酸化数，電気分解 酸化・還´N}安とPる酸化数W学ぶ．そN応pとしn電気分解N実験W行う．

2 反応熱 溶解熱PどN反応熱cついn実験W通じn学ぶ．

3

4

5

6 窒素，窒素化合物 窒素化合物Nうち，アンモニアS無色，刺激�N気��あり，水溶óS アルカリk�ある．実験W通じn学ぶ．

7 アンモニアN実験 アンモニアW利pした実験W通じn，そNkVW学ぶ．

8 中æ試験（前¿） 教科¥，ノートN%ち&みS不可，計≠機N%ち&みS事前c指»する．

9 中æ試験N解答・解説，アルミニウ/N単�とイオン，鉛

10 炭素とケイ素 ダイヤモンドと黒鉛N7い，一酸化炭素と二酸化炭素N7いcついn学ぶ．

11

12 9N化合物，:N化合物

13 ;とそN化合物，金，白金 ;S電気>?熱伝œ3^Aきà，日常lD�よà利pされnいる．そNイオンS反応cよっn様UP色WFする．

14 遷移金属´素 遷移金属´素cついn，班ごとc調Lしまとめ，発NW行う．

15 遷移金属´素cついn，班ごとc調Lしまとめ，発NW行う．

16 有機化合物 炭素WOP化合物W有機化合物という．構成´素SQPà，化合物N種SS非常cáい．

17 アルコール アルコールSヒドロキシル基Wもつ．数種Nアルコールcついn，kVW調べ，構造とNdわりWåçる．実験W通じn学ぶ．

18 アルコールN分解

19 ケトン・エステル化

20 炭化水素，分子モデルと構造異k�，化学™N決定 アルコールN構造，kVW´c炭化水素cついnåçる．構造™N¥きéW学?，異k�cついnåçる．

21 構造異k� 分子™W基c構造異k�N構造™W¥àé法W学ぶ．

22 油_とけん化 油_S_肪酸とグリセリンNエステル�ある．水酸化ナトリウ/Wpいnけん化実験W行う．

23 中æ試験（後¿） 教科¥，ノートN%ち&みS不可，計≠機N%ち&みS事前c指»する．

24 中æ試験N解答・解説，´素分析 中æ試験N解答・解説W行う．´素分析計≠W行い，組成™，分子™，構造™Wœàé法W学ぶ．

25 立�異k� シス－トランス異k�と光学異k�cついn学ぶ．

26 芳香族化合物 ベンゼンnWもつ化合物W芳香族化合物という．芳香族炭化水素cSベンゼン�トルエンPど^ある．実験W通じn学ぶ．

27 高分子化合物 高分子化合物^lDN中�どNようc利pされnいるかW実験W通じn学ぶ．

28 有機化合物^社∑cどNようclかされnきたか，班ごとN実験・発NPどW通じn学ぶ．

29 有機化合物^社∑cどNようclかされnきたか，班ごとN実験・発NPどW通じn学ぶ．

30 有機化合物^社∑cどNようclかされnきたか，班ごとN実験・発NPどW通じn学ぶ．

前¿，後¿ともc中æ試験およ?定¿試験W実÷する．

18族´素と水素 水素S宇qcrもáà存tし，水PどN化合物としnも存tしnいる．uガスSそN電子配wNため，化合物Wつàりcàい．実験
W通じn学ぶ．

17族´素(ハロゲン) ハロゲンN単�S二原子分子�，酸化{^|い．塩素S反応k^Aきà，刺激�Wもつ黄緑色N有ÄP気��ある．実験W通じ
n学ぶ．

16族´素(酸素，硫黄)とそN化合物 硫酸S|い酸kW»し，金属と反応する硫黄N化合物�ある．酸素S地Écrもáà存tし，酸素分子�オゾンN同素�^ある
．実験W通じn学ぶ．

中æ試験N解答・解説W行う．アルミニウ/イオンNkVW9(III)イオンと比áしP^ら，実験W通じn学ぶ．

アルカリ金属と2族´素 アルカリ金属S1�NàイオンcPり�すい．単�S密3^�さà，äめn反応kcãん�いる．マグネシウ/S反応kcãP．そ
N化合物S日常lDN中�Dpされnいる．実験W通じn学ぶ．

9Sイオン化傾è^Aきà，2種SNイオン^存tする．それぞれ^特有N反応W»す．実験W通じn学ぶ．

遷移金属´素(2)

アルコールS数3酸化された後，二酸化炭素と水c分解される．アルデヒドS分子中cアルデヒド基Wもち，還´k^ある．実験W
通じn学ぶ．

酢酸Pどカルボキシル基Wもつ化合物Wカルボン酸という．カルボン酸とアルコールW縮合するとエステル^l成する．実験W通
じn学ぶ．

gNîりN化学物Vと≈æとNdわり(1)

gNîりN化学物Vと≈æとNdわり(2)

gNîりN化学物Vと≈æとNdわり(3)

H
考
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科　目

担当教員 大塩 愛子 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 細��構��機�について�理解��試!によ#評%する．

2 呼*+光合.�仕0みについて�理解��試!によ#評%する．

3

4 生殖細��形.過6+受8�しくみについて�理解��試!;評%する．

5

6

7

8 生<�進>について�理解��試!;評%する．

9

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 授業A;随時紹Eする

関連科目 >学，地学

Iになし

神戸市立工業高等専門学校 2025年�シラバス

生< (Biolog`)

電子工学科・2年・通年・選択・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

近年，ニュースなs身近な+ころ;iPS細�・遺伝子治療・生<多様�なs+いÄ生<学に関Çする言Ñ�Öく機Üáàえ
た．さらに，も�づく#�現êにおいても生<áもつ機��模ìした製ïá開óされるなsバイオテクノロジー�活°áめざ
ましい．本科¶;は，最先™�研究A≠なsも紹Eしなáら，生<について�基礎∞な知≤�習¥する．

【A2】細��構�+細�小器∑�機��理解する．

【A2】呼*+光合.�仕0みについて理解する．

【A2】DNA�構�+タンパク質合.について理解する． DNA�構�+タンパク質合.について�理解��試!;評%する．

【A2】生殖細��形.過6+受8�しくみ�理解する．

【A2】遺伝�法ø+様¿な遺伝現象，Ç¬�0√えについて理解する． 遺伝�法ø+様¿な遺伝現象，Ç¬�0√えについて�理解��試!;評
%する．

【A2】生<�環境応«について理解する． 動<�刺 にÀする反応+行動，植<�環境応«について�理解��試!
;評%する．

【A2】植生�多様�+様¿なêœ;�植<�分—について理解する． 植生�多様�+様¿なêœ;�植<�分—について�理解��試!;評%
する．

【A2】生<�進>について理解する．

【A2】実!�¶∞�理解し，¥られた結‘�整理・考◊するこ+á;きる． 実!�¶∞�理解し，¥られた結‘�整理・考◊するこ+á;きているŸレポ
ー‹によ#評%する．

.›は，試!80%　レポー‹20%　+して評%する．レポー‹には授業flに作.する作·も‚む．試!.›はfl‰+定期
�平均È+する．指ÎにÏわÓ危な行Ò�行ÄÚはI別課ı�提˜�¯める．最終.›は100È満È;60È以˝�合
˛+する．再試!�実�するê合は70È以˝;合˛+し，該�する試!�È��60È+する．

「理解し�すい生<」（·英堂）
「フォ‹サイエンス生<図�」（�研˜版）

履修:�
注意事項
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授4計画（生物）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 生��単位：細�

2 細��機�+構� 細��構.する細�小器∑�構�+機�について学ぶ．

3

4 呼*+光合.

5

6

7

8 fl‰試!（前期） fl‰試!�行Ä．教科書・ノー‹・プリン‹�����みは不�+する．

9 fl‰試!�解説，作· fl‰試!�解説�行Ä．!えられたテー"について作·�行Ä．

10 無�生殖+有�生殖

11 減�分裂 生殖細�は体細��染色体�á半分になる減�分裂によ#形.される．半分になる理++分裂過6�学ぶ．

12 遺伝�法ø+遺伝子‰�相互作用

13 遺伝子�Ç¬+0√え

14 �+遺伝

15 演習 これま;�A≠について演習�行Ä．

16 動<�生殖細��形.+受8について学ぶ．

17 ウニ�ó生�1に，動<�ó生�過6+胚Ñ�形.，器∑形.について学ぶ．

18 カエ4�ó生�1に，動<�ó生�過6+胚Ñ�形.，器∑形.について学ぶ．

19 植<�配偶子形.+受878胚ó生�過6について学ぶ．

20 被子植<�器∑�分>�過6について学ぶ．さらに，植<�ó:+.;�調節，>�分>について学ぶ．

21 刺 にÀする動<�反応+行動 動<á刺 �受けてŸら行動するま;�過6�学ぶ．

22 演習 これま;�A≠について�演習�行Ä．

23 fl‰試!（後期） fl‰試!�行Ä．教科書・ノー‹・プリン‹�����みは不�+する．

24 fl‰試!�解説，作· fl‰試!�解説�行Ä．!えられたテー"について作·�行Ä．

25 個体Bについて理解し，これら�変動について学ぶ．

26 個体B+生<BD�関E�理解し，個体BA�相互作用について学ぶ．

27 生態G�保全 生態Gにおける生<多様�に影K�!える要M�学ぶ．

28 生��起O+進> 生��起Oについて理解し，生<進>�道Q�学ぶ．

29 生<�分�+G統 生<áたsってきた進>�道Qに基づいて生<�分�する方法�学ぶ．

30 演習 これま;�A≠について�演習�行Ä．

全て�生<は細��単位+して;きている．生<�構.単位;ある細��óV+細�説�確立についてXべ，細��基本∞な
つく#について学ぶ.

代\+ATP 細�は^#�ん`<質�分解して>学エネ4ギー（ATP）�^#˜し，これ�cって有機<�合.する．こ�よÄな合.�分解+い
った生体A;�>学反応について学ぶ．

呼*+光合.もエネ4ギー�ATP+して¥る反応;ある．それぞれ�仕0みについて学ぶ．

遺伝子+DNA 遺伝子+DNA�関Eについて学ぶ．

DNA�構�+タンパク質合. 遺伝子�本体;あるDNA�構�+複製について学ぶ．さらに，タンパク質�合.は，遺伝情h�転j+翻lによっておこなわれ
るしくみについて学ぶ．

実!：DNA抽˜+演習 実nに野p�細��c用し，DNA�抽˜して観◊する．また，r#�時‰;これま;�A≠について演習�行Ä．

生殖は大きく無�生殖+有�生殖に分けられるá，これらsなる2t�生殖方法�uいについて学ぶ．

生<はそれぞれ，Ivある形質�もってお#，こ�形質áwŸら子に伝わる現象�遺伝+いÄ．メンデ4�法ø，様¿な遺伝様zに
ついて学ぶ．

遺伝子�Ç¬，さらに減�分裂時に染色体�部分∞な交√によって生じる遺伝子�0√えについて学ぶ．また，0√え�起こ#
�すさ�指~;ある0√え%�計Äも行Ä．

�染色体+常染色体�uい�理解し，s�よÄに�決定á行われるŸ�理解する．さらに�染色体にある遺伝子による伴�遺伝
について学ぶ．

動<�生殖+ó生(1)

動<�生殖+ó生(2)

動<�生殖+ó生(3)

植<�生殖+ó生(1)

植<�生殖+ó生(2)+植<�反応+調節

個体B+生<BD(1)

個体B+生<BD(2)

I
考

前期，後期+もにfl‰試!およ8定期試!�実�する．
電Ö���á必要なnは，áめ周知する．
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科　目

担当教員 和田 充弘 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 物理，化学，生物，地理，高専生のための防災・減災入門

神戸市立工業高等専門学校 2025年/シラバス

地学 (Earth and Planetary Science)

電子工学科・2年・通年・選択・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

宇PQ地RのST立ちとその構Sについて，]太陽`と惑b」，]地Rの構d」，]地Rの歴f」，]大hと海j」，]地R環境問
n」，]宇P」oキーワーsとして，幅vい内xについて学yする|関~する分ÄÅ物理，化学，生物，地理と多Éにわたる学際
Üá分Äであることoãみて，網羅Üに学yするのではáく，地RのëみÅ相ìに関îしていることo体`Üに学ぶ|また，
人ôÅ直õしている具体Ü問noùTûげ，社会人Q技術§Å•えているべ®教™の涵™o目≠す|

【A2】地Rの内部構dとプレー±Q地≤の運¥について理µする| 本校Å∑めた期πに∫ª試Ωと適時∫ªレポー±で，授業内xの理µ/o評
√する|

【A2】地Rの火山活¥と鉱物，火S»と堆積»，地Àの変S作Œについて
理µする|

本校Å∑めた期πに∫ª試Ωと適時∫ªレポー±で，授業内xの理µ/o評
√する|

【A2】大hの構dと運¥，œの形SQ降水過程，h象予◊のしくみについ
て理µする|　

本校Å∑めた期πに∫ª試Ωと適時∫ªレポー±で，授業内xの理µ/o評
√する|

【A2】海jの構dと運¥，ÿと潮汐，エルニーニfiQラニーニflについて理
µする|

本校Å∑めた期πに∫ª試Ωと適時∫ªレポー±で，授業内xの理µ/o評
√する|

【A2】地R環境問nと自然災‚のメカニズÊについて理µする| 本校Å∑めた期πに∫ª試Ωと適時∫ªレポー±で，授業内xの理µ/o評
√する|

【A2】太陽`と太陽`の惑b，地Rの自Áと公Áについて理µする| 本校Å∑めた期πに∫ª試Ωと適時∫ªレポー±で，授業内xの理µ/o評
√する|

【A2】太陽oÈÍ恒bの構dと活¥，宇Pの構dと進化について理µする
|

本校Å∑めた期πに∫ª試Ωと適時∫ªレポー±で，授業内xの理µ/o評
√する|

SÌは，試Ω70%　レポー±30%　として評√する|áお，試ΩSÌは，中π試Ωと∑期試Ωの平均Ùとする|100Ù満Ù
で60Ù以ûo合˘とする|

]地学基礎」（啓林館），]地学」（啓林館）
]センサー地学」（啓林館）
]スクエ�最新図説地学」（第一学y社）

]はじめての地質学 日本の地�と»�o�べる」日本地質学会編著（ペレ出版）
]�と地の理oさぐる　地R学と宇P学」福江 純，他（プレ�デス出版）
]一般h象学・第2版補訂版」 小倉 義光著（東京大学出版会）

履修:�
注意事項

(i)授業計)とテキス±に+い，予yoすること|学んだことo∑.させるため，01復yQ問n演y等の自y学yo∫ªこ
と| (ii)地学o理µするためには，他の理科科目（4に物理Q化学）の知6708とáTます|他の理科科目7しっかTと勉
<すること.  (iii)授業中における携帯電AQゲーÊCの使Œ，áらびに授業妨‚につáÅる言¥o∫った§は，原Jとして
教KよT退Kさせ欠席Pいとする.
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授4計画（地学）

テーマ 内容（目標・準Hなど）

1 地学・授業のオリエンテーシfiン|S地Rの形と大®さについて学ぶ|

2 地Rの内部構dについて�べTo学び，理µする|

3 重Vと地磁hについて学ぶ|大陸移¥説の誕生について知る|

4 大陸移¥説からプレー±テク±ニクスへの進\o知る|プレー±テク±ニクスの理]でみる地Rの^o学ぶ|

5 地_の基本o学び，実yáどo通して地_とその発生のメカニズÊocえる|

6 地_とその災‚o知T，緊急地_速◊áどo理µする|火山の基礎としてマグマの発生，火山の構do学ぶ|

7 火山とその災‚，火山噴出物と火S»について学ぶ|

8 中π試Ω これまでに学んだ範lについて出nする|

9 試Ω返nとµ説|S　変S作Œ 試Ω返nと問nのµ答・µ説o∫ª|S　変S作Œと変S»について学ぶ|

10 堆積作Œと堆積» 風化・侵食・運搬・堆積と堆積作Œ・堆積»，堆積地形について学ぶ|

11 地�と地質図 地�の形S，地質図について演yo通して理µする|

12 地質図の演yで地質構do理µする|化�について学び，地Rの歴fo�べるTto知る|

13 絶対年代・相対年代o知る|地Rの誕生からxカンブリ�時代（冥王代・太古代・原生代）o学ぶ|

14 古生代から新生代までの生物の進化と環境の変化o学ぶ|

15 大量絶滅，人ôの進化，�び日本列Åの形Sと歴fについて理µする|

16 実ΩQ実yo通して，大h圧・大hの組Sáどh象の基礎と大hの�構do学ぶ|

17 大h中の水蒸hの変化áどからœの形Sと降水のしくみ，大hの安∑・不安∑について学ぶ|

18 h圧と風の関î，高h圧・低h圧，台風について実yáどo通して理µoâめる|

19 大hの大循環o学ぶ|日本の四åとh象災‚について理µする|

20 h象観測，�h予◊の仕組みについて知る|海jの構dと海水の運¥，海水の大循環o学ぶ|

21 海êQ潮汐o学ぶ|エルニーニfiとラニーニfláど，大hと海jの相ì作Œついて理µする|

22 h候変¥Q物íの循環o知T，様îá地R環境問n（地R温暖化áど）について理µする|

23 中π試Ω これまでに学んだ範lについて出nする|

24 試Ω返nとµ説|S�文分Äの導入 試Ω返nと問nのµ答・µ説o∫ª|S　宇P開発の歴fo知る|宇Pの構dと太陽`の誕生について学ぶ|

25 太陽`の惑bについて知T，惑bの視運¥Qチチウス・ボーデのtJ，ケプラーのtJo学ぶ|

26 地Rの自Á・公Áについて学び，�R座†と°について理µする|`外惑bに関して最新情◊o知る|

27

28

29 恒bの進化，銀河`・銀河，b¶Qbπœについて学ぶ|

30 銀河の分ô，宇Pの大規模構d，宇Pの膨™と進化についてハッブル・ルメー±ルのtJoÈめ学ぶ|

前期，後期と7に中π試Ωおよび∑期試Ωo実Øする|

地学とは∞かS地Rの概観と構d1

地Rの概観と構d2

地Rの概観と構d3

地R概観と構d4

地Rの活¥1

地Rの活¥2

地Rの活¥3

地質図の演yS地Rの歴f1

地Rの歴f2

地Rの歴f3

地Rの歴f4

大hの構dと運¥1

大hの構dと運¥2

大hの構dと運¥3

大hの構dと運¥4

大hの構dと運¥5S海jの構dと運¥1

海jの構dと運¥2S大h海j相ì作Œ1

大h海j相ì作Œ2S地R環境問n

太陽`1

太陽`2

太陽`3S地_と災‚ b座早見µについて知る|太陽といª恒bについて学ぶ|S　（1月17日o意6して）地_災‚について学ぶ|

恒bと宇P1 太陽の構dと活¥について理µoâめる|恒bの∏るさと距∫について学ぶ|HR図について知る|

恒bと宇P2

恒bと宇P3

H
考
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科　目

担当教員 李 庚鎬 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 中間・定期試��レポー��評�する．

2 中間・定期試��レポー��評�する．

3 中間・定期試��レポー��評�する．

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

自%�問'()くこ�,大.なの�1自宅学4(5らないこ�．

神戸市立工業高等専門学校 2025年Eシラバス

物理 (Physics)

電子工学科・3年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

第二学年ま�bcbつけf物理学の知識・思考方l(も�bして1音波・光波およu初等wな原子物理(理)し1自ら考え
応{し1探}する~(cbつける．各%Äの基礎wな事Ñ(よく理)し1工学wな応{(視ÄbÜれて1自ら探}する契機
(提ãする．

【A2】波åの基礎wな概é��もb1音波�光波の具体wな性í(理)す
る

【A2】前期量子ï�原子・原子核・素粒子物理の初等wな知識(1科学史
wな視ö��もb理)する．

【A2】演4(通して1基礎wな問'(自ら考え1)く~(cbつける．

成ùは1試�85%　レポー�15%　�して評�する．試�成ùは1中間試��定期試�の平均ö�する．最終成ùは1100
ö満ö�60ö以ß(合©�する．™状¨bよっては1再試�(Øう．）

「高専テキス�シリーズ 物理(ß) ~学・波å」潮秀樹監修™森北出版）
「高専テキス�シリーズ 物理(下) 熱・電磁気・原子」潮秀樹監修™森北出版）
「セミナー 物理基礎＋物理」 ™第一学4社）

「フォ�サイエンス 物理図—」™数研出版）
「高専の応{物理[第2版]」小暮陽三監修™森北出版）
「理化学辞典」長倉三郎他編集™岩波書店）
「理科年表」国立天文台編集™丸善）
「高専の物理問'集[第3版]」田中冨士男編著™森北出版）

国語1数学I1数学II1応{物理ほかの専門科目

履修:�
注意事項
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授4計画（物理）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 シラバス�授業の˜¯方の説明後1音の発˝�伝ˇおよu音の三要素bついて)説する．

2 音の発˝�伝ˇおよu音の三要素bついて)説する．

3 これま�b学ん�波性íから1うなり�共�bついて考える．

4 これま�b学ん�波性íから1うなり�共�bついて考える．

5 緊急車
,サイレン(�らして�づく�き��ざかる�き�は1音の高さ,�なる．このこ�bついて考える．

6 緊急車
,サイレン(�らして�づく�き��ざかる�き�は1音の高さ,�なる．このこ�bついて考える．

7

8 中間試�

9 中間試�の)説 中間試�の�え合わせ�)説(Øう．

10

11 シャボン�b�,�くのはなぜか．薄�bよる干�(考える．

12 シャボン�b�,�くのはなぜか．薄�bよる干�(考える．

13

14 鏡1¯,ね1光ファイバー1レーザーなどの光学機$bついて)説する．

15 鏡1¯,ね1光ファイバー1レーザーなどの光学機$bついて)説する．

16 電子の電%�í量,どのようb&られfか1�ムソンの実�1ミリカンの油滴実�(通じて)説する．

17 電子の電%�í量,どのようb&られfか1�ムソンの実�1ミリカンの油滴実�(通じて)説する．

18 原子�原子核 原子の構/bついて1科学史wな視ö(ふまえて)説する．

19 原子核の崩2�半減期1放射7bついて)説する．

20 原子核の崩2�半減期1放射7bついて)説する．

21 核融合�核%裂1核エネルギーbついて)説する．

22 核融合�核%裂1核エネルギーbついて)説する．

23 中間試� 中間試�(Øう．

24 中間試�の)説 中間試�の�え合わせ�)説(Øう．

25 光の粒子性�電子の波å性bついてbついて)説する．

26 光の粒子性�電子の波å性bついてbついて)説する．

27

28

29 素粒子bついて1クォーク模?の概要()説する．

30 素粒子bついて1クォーク模?の概要()説する．

前期1後期�もb中間試�およu定期試�(実@する．

音波1{音の発˝1音のBさ1音の三要素}

音波2{音の発˝1音のBさ1音の三要素}

音波3{うなり1共�}

音波4{うなり1共�}

音波5{ドップラー効果}

音波6{ドップラー効果}

光波1{反射�屈折1回折�干�} 光波の反射�屈折12Nのスリッ�bよる光の回折�干�(考える．

1～7Qの範S�試�(Øう．

光波2{反射�屈折1回折�干�} 光波の反射�屈折12Nのスリッ�bよる光の回折�干�(考える．

光波3{薄�bよる光の干�}

光波4{薄�bよる光の干�}

光波5{偏光1%散1散乱} 光は横波�ある,1自然光は˜Ø方Zb垂\な]�あらゆる方Zb振åしている．一つの方Zb振å,偏っf光(つくる�どの
ようなこ�,`きる�ろうか．まf1夕cはdく1eはなぜfいのか．これらbついて)説する．

光学機$1{レンズ1レーザー}

光学機$2{レンズ1レーザー}

電子1

電子2

原子核の崩2�放射能1

原子核の崩2�放射能2

原子核の崩2�放射能3

原子核の崩2�放射能4

波å性�粒子性1

波å性�粒子性2

原子の構/1 原子の7スペク�ル1ボーiの原子模?1X7の波長bついて)説する．

原子の構/2 原子の7スペク�ル1ボーiの原子模?1X7の波長bついて)説する．

素粒子1

素粒子2

I
考
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科　目

担当教員 平野 洋平 准教授

対象学年等

学習・教育目標 B3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 �し���英��スラスラ��沢山�むことができるか�演)で評+する．

6 異�/0諸事3につ�6理8でき6�るか�9演)で評+する．

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 本科=はこ?以A0英語科が開DするE60科=に関Gする

電子辞書9または英和辞書�持Pすること

神戸市立工業高等専門学校 2025年_シラバス

英語 (English)

電子工学科・1年・通年・必修・4単位【D義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

4技v0バランスに配yしながら9第1学年とし6必}な英語~�総合ÅにÇにつける．演)科=でもある0で9授業Üに
指àさ?る方ãで予)・復)�必éèうこと9授業に積極ÅにPìすること9発ïすること9英語音ó�利ôした演)�èう
ことがö�õめら?る．

【B3】1年ùレベ†0語彙・ï¢�)£する． 1年ùレベ†0語彙・ï¢�)£でき6�るか�9Ü間・期末試験©™演)で
評+する．

【B3】1年ùレベ†0�ã項=�)£する． 1年ùレベ†0�ã項=�理8し6�るか�9Ü間・期末試験©™演)で評
+する．

【B3】1年ùレベ†0英語���¨し�8≠できる． 1年ùレベ†0英語���¨し�8≠でき6�るか�9Ü間・期末試験©™演
)で評+する．

【B3】1年ùレベ†0英語�Æ�6¨し�理8したり9リピー≥したりできる． 1年ùレベ†0英語�Æ�6¨し�理8したり9リピー≥したりできるか�9Ü間
・定期試験または演)で評+する．

【B3】�し���英����沢山�むことができる．

【D2】英��通し69異�/にµする人∑0�/9生活様式9º0見方が理
8できる．

成øは9試験70%　演)30%　とし6評+する．ただし9必}に¬じ6再試験�èう場合がある．授業Ü0演)が十«に
èわ?な�場合9原 とし6年間総合評+は不Ãとなる．

「MY WAY English Communication I」⁄森住›ほか15名（三省堂）
「Vision Quest English Grammar 24 For 3rd Edition」⁄高校英語研究会・啓林館編集部（啓林館）

「Vision Quest 総合英語 3rd Edition」⁄野村恵造編著（啓林館）
「理工系学生0ため0必修英単語2600」⁄亀山太一監修（成美堂）

履修:�
注意事項
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授4計画（英語）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 Introduction 英語学)0心�え．予)復)0仕方0説明9~試し等

2 Lesson 1 Proverbs Around the World

3 Lesson 1 Proverbs Around the World

4 Lesson 2 Iwago Mitsuaki: An Animal Photographer

5 Lesson 2 Iwago Mitsuaki: An Animal Photographer

6 Lesson 3 Sending Canned Mackerel to Space

7 Lesson 3 Sending Canned Mackerel to Space

8 Ü間試験08答・8説 Ü間試験08答・8説�èう

9 Lesson 4 Messages from Winnie-the-Pooh

10 Lesson 4 Messages from Winnie-the-Pooh

11 Lesson 5 Endangered Languages

12 Lesson 5 Endangered Languages

13 Lesson 6 A Wheelchair Traveler

14 Lesson 6 A Wheelchair Traveler

15 学)内�0復) ここまで0学)内���り�る

16 Lesson 7 The Fugees

17 Lesson 7 The Fugees

18 Lesson 7 From Landmines to Herbs

19 Lesson 8 Avatar Robots

20 Lesson 8 Avatar Robots

21 Lesson 8 Avatar Robots

22 学)内�0復) ここまで0学)内���り�る

23 Ü間試験．Ü間試験08答・8説 そ?までに学)したことにつ�6試験�èう・Ü間試験08答・8説�èう

24 Lesson 9 Kadono Eiko and the Power of Imagination

25 Lesson 9 Kadono Eiko and the Power of Imagination

26 Lesson 9 Kadono Eiko and the Power of Imagination

27 Lesson 10 SDGs

28 Lesson 10 SDGs

29 Lesson 10 SDGs

30 学)内�0復) ここまで0学)内���り�る

前期9後期ともにÜ間試験およ™定期試験�実"する．

・世$0ことわざ9&わ?るï¢0'�(共通*など�,る．・¢在形 / 過去形 / 進è形 /SVO(O=that節)�理8し9ï¢する

第26と7じ

・写真家 岩合光=さんが写真�通し6つたえた�こと．・助動詞 / BけÇ / 助動詞0つ�たBけÇ�理8し9ï¢する

第46と7じ

・高校生がCった鯖Fが宇HIJ™立った．・動名詞 / to不定詞0名詞Åôã・副詞Åôã・形�詞Åôã�理8し9ï¢する

第66と7じ

・世$Üで�LMが?るNクP0プーさん』にSめら?たメッセージ．・¢在完了形 / ¢在完了進è形 / 過去完了形�理8し9ï
¢する

第96と7じ

・消[0危]にある世$0言語とそ0�/．・関係代名詞 / It is ... to不定詞�理8し9ï¢する

第116と7じ

・b�すで世$一cした三代達eさん0ブログ．・¢在«詞・過去«詞0形�詞Åôã / «詞�� / It is ... that �理8し9ï
¢する

第136と7じ

・難j0子kたち0ため0サッカーチーpが未r�sり開�きっかけに．・関係副詞 / 比較級・最上級�理8し9ï¢する

第166と7じ

第166と7じ

・y?た場zに�6もコミュニケーション�Ãvにする«Çロボッ≥．・条É�ïすif節 / 仮定ã過去 / I wish ～ / as if ～ �理
8し9ï¢する

第196と7じ

第196と7じ

・児童�学C家・角野栄子さん0Cä0魅~と9想像~0世$．・SVO1O2 (O2=how to ＝) / SVO＋to 不定詞 / SVOC (=動
詞0原形9¢在«詞） �理8し9ï¢する

第246と7じ

第246と7じ

・SDGsに関する課ëにつ�6プレゼンテーション形式でîえる．・プレゼンテーション0基礎　�理8し9ï¢する．

第276と7じ

第276と7じ

I
考
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科　目

担当教員 飯島 真之 助教

対象学年等

学習・教育目標 B3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 異文��諸事�につい�理�でき�いるかを$演&で評(する．

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 本科.はこ1以3�英語科6開8する9��科.に関;する

電子辞書$または英和辞書を持Dすること

神戸市立工業高等専門学校 2025年Tシラバス

英語 (Englis_)

電子工学科・2年・通年・必修・4単位【8義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

4技l�バランスに配oしな6ら$第2学年とし�必tな英語uを総合xにyにつける．演&科.でもある�で$授業~に
指Äさ1る方Éで予&・復&を必Üáうこと$授業に積極xにDãすること$発çすること$英語音èを利ëした演&をáう
こと6íìîめら1る．

【B3】2年ñレベô�語彙・çõを&úする． 2年ñレベô�語彙・çõを&úでき�いるかを$~間・定期試験¢£演&で
評(する．

【B3】2年ñレベô�文É項.を&úする． 2年ñレベô�文É項.を理�し�いるかを$~間・定期試験¢£演&で評
(する．

【B3】2年ñレベô�英語長文を¶しì�ßできる． 2年ñレベô�英語長文を¶しì�ßでき�いるかを$~間・定期試験¢£演
&で評(する．

【B3】2年ñレベô�英語を®い�¶しì理�したり$リピー≠したりできる． 2年ñレベô�英語を®い�¶しì理�したり$リピー≠したりできるかを演&
で評(する．

【D2】英文を通し�$異文�にÆする人∞�文�$生活様式$µ�見方6理
�できる．

成∏は$試験70%　演&30%　とし�評(する．ただし$必tにªじ�再試験をáう場合6ある．授業~�演&6十¿に
áわ1ない場合$原√とし�年間総合評(は不≈となる．

「Grove Englis_ Communication II」”笹島’など◊文英堂）

「Vision Quest 3rd Edition」”野村恵造編著◊啓林館）
「Vision Quest Englis_ Grammar 24 For 3rd Edition / Ultimate 2nd」”高校英語研究会・啓林館編集部◊啓林館）
「理工系学生�ため�必修英単語2600」”亀山太一監修◊成美堂）

履修:�
注意事項
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授4計画（英語）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 Introduction 英語学&�心˜え．予&復&�仕方�説明$u試し等

2 Lesson 1 Breakfast Around t_e World

3 Lesson 1 Breakfast Around t_e World

4 Lesson 2 W_at Makes You a Good Street Dancer?

5 Lesson 2 W_at Makes You a Good Street Dancer?

6 Lesson 3 Volunteering and Music Bring Us Toget_er

7 Lesson 3 Volunteering and Music Bring Us Toget_er

8 ~間試験．~間試験��答・�説 そ1までに学&したことについ�試験をáう・~間試験��答・�説をáう

9 Lesson 4 Zoos ― Roles and C_allenges

10 Lesson 4 Zoos ― Roles and C_allenges

11 Lesson 5 Paper Can C_ange t_e Future

12 Lesson 5 Paper Can C_ange t_e Future

13 Lesson 6 Our Advanced Network Society

14 Lesson 6 Our Advanced Network Society

15 学&内��復& ここまで�学&内�を�り�る

16 Lesson 7 Connecting wit_ People

17 Lesson 7 Connecting wit_ People

18 Lesson 7 Connecting wit_ People

19 Lesson 8 Practice Makes Perfect ・大�さん6国際�パンコンテス≠に むまで�経#を理�し�$$えを%める．・関係副(とそ�ëÉ$¿(˜文

20 Lesson 8 Practice Makes Perfect

21 Lesson 8 Practice Makes Perfect

22 学&内��復& ここまで�学&内�を�り�る

23 ~間試験．~間試験��答・�説 そ1までに学&したことについ�試験をáう・~間試験��答・�説をáう

24 Lesson 9 T_e World Wit_out Honeybees

25 Lesson 9 T_e World Wit_out Honeybees

26 Lesson 9 T_e World Wit_out Honeybees

27 Lesson 10 T_e Fort_ Bridge

28 Lesson 10 T_e Fort_ Bridge

29 Lesson 10 T_e Fort_ Bridge

30 学&内��復& ここまで�学&内�を�り�る

前期$後期ともに~間試験およ£定期試験を実1する．

・国2地4で5う朝7�特9につい�理�し�$$えを%める.・「S+V」「S+V+C」「S+V+O」「S+V+O1+O2」「S+V+O+C」�文
型$動名(

第2?と@じ

・ス≠リー≠ダンスについ�理�し�$$えを%める.・完了形$進á形$完了進á形

第4?と@じ

・若GをボランティJにDãさせるロックコープス�活動につい�理�し�$$えを%める.・助動($助動(+完了形$to不定(�
ëÉ

第6?と@じ

・動µP�役Rについ�理�し�$$えを%める.・Sけy◊「S+V+O1+O2」「S+V+O+C」$助動(をTむ$進á形など）

第9?と@じ

・U�消W6必Üしも森林破Zにつな6らないことについ�理�し�$$えを%める.・名(を修[する¿(／¿(�形�(xë
É$「S+V+(O+)O (=t_at節・S+V+C(=t_at節))」「S+V+(=seem[appearなど])+to不定(」

第11?と@じ

・ネッ≠ワーク社会�利便eと危険eについ�理�し�$$えを%める.・「S+V+O+(to不定(・¿(・原形不定()」「S+V+
(=seem[appearなど])+to不定(」

第13?と@じ

・社会xなつな6り6人にhえる影jについ�理�し�$$えを%める．・比較(as～as/not as～as)$関係代名(�ëÉ

第16?と@じ

第16?と@じ

第19?と@じ

第19?と@じ

・ミツバq�有益eについ�理�し�$$えを%める．・仮定É過去・過去完了$if �ない仮定É$仮定ÉをTむçõ

第24?と@じ

第24?と@じ

・スコッ≠ランw�フォースz6ど�ようなzかについ�理�し�$$えを%める．・倒置$省略$@��t_at$付帯状É�wit_

第27?と@じ

第27?と@じ

I
考
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科　目

担当教員 山本 長紀 准教授

対象学年等

学習・教育目標 B3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 外��諸事�につい�知�� かになったかを&演()評+する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 本科1は&こ4以外�英語科�開9するすべ��科1に関<する．

電子辞@または英和辞@を持Dすること．

神戸市立工業高等専門学校 2025年Tシラバス

英語 (Englis_)

電子工学科・3年・通年・必修・4単位【9義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

1&2学年)学(した内nを確pにしたq)&さらに4技u�バランスにw配yしな�ら&zにリーディン�Ä�充pをÇる．
演(科1)wある�)&授業Ñに指Üさ4る方à)予(・復(を必ãåい&また授業に積極èにDêし&発íすること&英
語音îを利ñした練(をåうこと�ôöõめら4る．

【B3】3年ùレベ†�語彙&í¢を(£する． 3年ùレベ†�語彙&í¢を(£)き�いるかを&Ñ間&定期試©およ¨演(
)評+する．

【B3】3年ùレベ†�文à項1を(£する． 3年ùレベ†�文à項1を(£し�いるかを&Ñ間&定期試©およ¨演()評
+する．

【B3】さまざまなReading Skillを把∑し�&3年ùレベ†�英語長文を正
しö解∫)きる．

さまざまなReading Skillを把∑し�&3年ùレベ†�英語長文を正しö解∫)
きるかを&Ñ間&定期試©およ¨演()評+する．

【D2】英文を通し�&外��人º�文化&生活様式&¬�見方�理解)きる
．

成∆は&試©70%　演(30%　とし�評+する．100点満点)60点以qを合Ãとする．再試©をpŒする場合�ある．授
業Ñ�演(�十—にåわ4ない場合&原‘とし�年間総合評+は不◊となる．

「BIG DIPPER Englis_ Communication III」‚石川慎一郎・ÑË�りこほか7名（数研出版）

「Vision Quest 総合英語 3rd Edition」‚野村恵造編監修（啓林館）
「理工系学生�ため�必修英単語2600」‚亀山太一監修（成美堂）

履修:�
注意事項
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授4計画（英語）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 Introduction / Lesson 1

2 Lesson 2 「健康」に関する英語を題	に&概���点を把∑するÄ／自—�意見を�す・@öÄを�う．

3 Lesson 3 「討論」に関する英語を題	に&概���点を把∑するÄ／自—�意見を�す・@öÄを�う．

4 Lesson 4 「食文化・歴史」に関する英語を題	に&概���点を把∑するÄ／自—�意見を�す・@öÄを�う．

5 Lesson 5 「コミュニケーション」に関する英語を題	に&概���点を把∑するÄ／クラスメー�と会�を!けるÄを�う．

6 Lesson 6 「娯楽・歴史」に関する英語を題	に&概���点を把∑するÄ／自—�意見を�す・@öÄを�う．

7 Lesson 7 「ウェブサイ�」に関する英語を題	に&概���点を把∑するÄ／z定�*を人に+めるÄを�う．

8 Ñ間試©&Ñ間試©�解答・解説 Ñ間試©�解答・解説をおこなう．

9 Lesson 8 「自然」に関する英語を題	に&概���点を把∑するÄ／自—�意見を@öÄを�う．

10 Lesson 9 「異文化理解」に関する英語を題	に&概���点を把∑するÄ／自—�意見を�す・@öÄを�う．

11 Lesson 10 「芸術」に関する英語を題	に&概���点を把∑するÄ／自—�意見を�す・@öÄを�う．

12 Lesson 11 「リーフレッ�」に関する英語を題	に&概���点を把∑するÄ／自—�5え�計8を�す・@öÄを�う．

13 Lesson 12 「心理」に関する英語を題	に&概���点を把∑するÄ／自—�意見を�す・@öÄを�う．

14 Lesson 13 「経済」に関する英語を題	に&概���点を把∑するÄ／自—�意見を�す・@öÄを�う．

15 Lesson 14 「新聞記事」に関する英語を題	に&概���点を把∑するÄ／関<した写@につい�描写するÄを�う．

16 Lesson 15 「スポーツ」に関する英語を題	に&概���点を把∑するÄ／パラ�ラフ構成を把∑するÄを�う．

17 Lesson 16 「言語・文化」に関する英語を題	に&概���点を把∑するÄ／パラ�ラフ構成を把∑するÄを�う．

18 Lesson 17 「環境」に関する英語を題	に&概���点を把∑するÄ／パラ�ラフ構成を把∑するÄを�う．

19 Lesson 21 「技術・社会」に関する英語を題	に&概���点を把∑するÄ／�約文を完成させるÄを�う．

20 Lesson 21

21 Lesson 22 「歴史・人権」に関する英語を題	に&概���点を把∑するÄ／内nをまとめたポスターを完成させるÄを�う．

22 Lesson 22

23 Ñ間試©&Ñ間試©�解答・解説 Ñ間試©�解答・解説をおこなう．

24 Lesson 18 「教育・社会問題」に関する英語を題	に&概���点を把∑するÄ／パラ�ラフ構成を把∑するÄを�う．

25 Lesson 19 「メディア・倫理」に関する英語を題	に&概���点を把∑するÄ／パラ�ラフ構成を把∑するÄを�う．

26 Lesson 20 「健康・歴史」に関する英語を題	に&概���点を把∑するÄ／パラ�ラフ構成を把∑するÄを�う．

27 Lesson 23 「防災」に関する英語を題	に&概���点を把∑するÄを�う．

28 Lesson 23

29 Lesson 24 「科学・倫理」に関する英語を題	に&概���点を把∑するÄ／内nをリテリン�するÄを�う．

30 Lesson 24

シラバス解説&英語学(�心構え&予(復(�仕方等．「食文化・環境」に関する英語を題	に&概���点を把∑するÄ／自—
�意見を�す・@öÄを�う．

19週1とXじ

21週1とXじ

27週1とXじ

29週1とXじ

I
考

前期&後期とwにÑ間試©およ¨定期試©をpŒする．
学生�英語(熟T・状況等によっ�授業計8を変`すること�ある．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 B3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 英
によ�基本��コミュニケーショ�ができ�かどうか$演&で評(す�．

2 授業-.質疑・応3$4して7学9.リスニ�<能>$評(す�．

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目 本科Aは7こD以F.英
科が開Hす�すべて.科Aに関Kす�．

神戸市立工業高等専門学校 2025年Xシラバス

英
演& (The Practice of English)

PILEGGI MARK 教授

電子工学科・3年・後期・必修・1単位【H義・演&】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

This class is the first time for students to have English class focusing on communication skills of 
speaking and listening. TOEIC study tips will also be introduced for the first time in this class.

【B3】英
によ�基本��コミュニケーショ�ができ�．

【B3】さまざま�コミュニケーショ�場è.7英
話ë.発ì$îきï�こ
とができ�．

【B3】TOEIC試験対ö.基õ$演&し7úにつけ�． TOEIC対ö.基õがúについてい�かどうか$7-間試験・定期試験7演&
で評(す�．

【D2】アメリ§.文化�内®について英
で©かDたも.$理≠でき�． アメリ§.文化�内®について英
で©かDたも.$理≠でき�か7-間試
験・定期試験7およØレポー≤で評(す�．

成¥は7試験70%　演&30%　として評(す�．

Comprehensive Practice for the TOEIC L&R Test: Lynch7 Shitori (Seibido)
プリ�≤

履修:�
注意事項

英和・和英辞©（電子辞©$Ωむ）$準¡す�こと．�お7テキス≤$紙媒∆で購入（入手）してい�い場合7成¥$評(し�
い．
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授4計画（英語演習）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 Introduction to the Course

2 TOEIC Test Info and TOEIC Textbook Introduction

3 English Conversation and American Culture(1)

4 TOEIC Unit 2 Meetings & Seminars

5 English Conversation and American Culture(2)

6 English Conversation and American Culture(3) Conversation strategies – Confirmation questions - Giving directions to draw a picture.

7 Mostly reviewing for the exam Finish up with any leftover TOEIC or Conversation practice and review for midterm test.

8 -間試験 Midterm test and assessment.

9 TOEIC Unit 3 Restaurants

10 English Conversation and American Culture(4)

11 English Conversation and American Culture(5) Video about American lifestyle and holidays.

12 TOEIC Unit 4 Company Recruitment

13 English Conversation and American Culture(6)

14 Overall TOEIC review and conversation

15 Complete term review for the final exam

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

Overview of the course ー Assessment of students' English proficiency.

Basic info about the test7 the 7 different parts. Start textbook Unit 1 Travel (未来表現).

Self-introductions7 Conversation Strategies - Rejoinders. American greeting styles and language.

Textbook grammar point: (現在分詞・過去分詞).

American trivia and information exchange. Conversation Strategies – Follow up Questions. What? Where? 
Why? When? With who? How...?

Go over midterm. Start a new TOEIC Unit. Textbook grammar point(代名詞).

Discussion about family and travel. Conversation Strategies – Clarification Questions. Also finishing TOEIC if 
not done unit 3.

Textbook grammar point:(不定詞・動名詞) .

Conversation Strategies – Keeping or killing the conversation. Overall review of English communication skills 
learned so far.

Taking time to review and clarify any TOEIC study points7 as well as continuing to practice all conversation 
skills learned so far.

Focusing on test content and confirming student's English communication progress. Also introducing self-
study apps for spring break.

J
考

後期-間試験およØ後期定期試験$実Ëす�．
Midterm and final tests created from about 1/3 homework7 1/3 TOEIC7 1/3 Conversation Strategies. I use Google Classroom a lot! (For submitting 
homework and sharing class data).
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 B3(90%), B4(10%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2 授業��質疑・応���して�各学��コミュニケーショ%能'�評)する．

3

4 授業��質疑・応���して�各学��リスニ%/能'�評)する．

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目 本科3はこ6以8�英語科;開=する>て�科3?関Aする．

神戸市立工業高等専門学校 2025年Oシラバス

英語演習 (The Practice of English)

[前期] PILEGGI MARK 教授, [後期] 濱口 由美乃 非常勤=師, [後期] ミラー 非常勤=師

電子工学科・4年・�年・必修・2単位【=義・演習】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

前期：Class alternates between English conversation skills and TOEIC test taking skills. American Culture 
and Global topics also introduced.後期：クラス�2つ?ëけ�前ìî後ìï学�;ñ6óわる．8国人=師�授業ï
は英語ï�自己表現技†��日本人教師?よる授業ïは�TOEIC問§�解¶�学習する．

【B4】TOEIC試験対™�基¨�演習し≠?つける． TOEIC対™�基¨;≠?ついているかどうか���間試験・定期試験�演習
ï評)する．

【B3】英語?よる基本¥µコミュニケーショ%;ïきる．

【B3】∑しい英語�発π;ïきる． 授業��質疑・応���して�各学�;∑しい発π;ïきるかどうか�評)す
る．

【B3】さまざまµコミュニケーショ%場æ��英語話¿�発π�¡き¬るこ
î;ïきる．

【B3】コミュニケーショ%?必√µ英語�語彙�文¶�理解ïきる． 授業�?¬«»っ 重√語彙�文¶項3?ついて�知Œ��間試験・定期試
験�演習ï評)する．

成–は�試験70%　演習30%　îして評)する．前期は�到達3標1�5��間・定期試験40%�演習10%ï評)する． 後
期は到達3標2～4�演習20%�到達3標1�5��間・定期試験30%ï評)する． だし�必√?応じて再試験�Ÿう場合
;ある．

Climb High to the TOEIC L&R Test: Yasumaru�Watanabe�Totoki�Zitzmann�Hama (Kinseido)
Science for Tomorrow: Hattori� Yamashita� Hasegawa� Perkins (Kinseido)
プリ%ト

履修:�
注意事項

英和・和英辞書（電子辞書�Íむ）�準Óするこî．µお�テキスト�紙媒Ùï購ñ（ñ手）していµい場合�成–�評)しµ
い．
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授4計画（英語演習）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 Introduction to the course Overview of the course - Assessment of students' English proficiency. Also TOEIC Information revisited

2 English Conversation (1)

3

4

5

6

7

8 Midterm assessment Midterm test and assessment

9

10

11 English Conversation (6) Asking about and describing routines and exercise (2)

12

13

14

15 Skill strengthening Strengthen weak points through various exercises

16 English Conversation (1) Overview of the course - International Introductions

17 English Conversation (2) Jobs and routines

18 English Conversation (3) Describing routines using adverbs of frequency

19 English Conversation (4)

20 English Conversation (5) Describing where classmates live using prepositions of space

21 English Conversation (6) Asking about life experiences (Have you ever...)

22 English Conversation (7)

23 Midterm Test Midterm test and assessment

24

25 Science for Tomorrow: Unit 1

26

27 Science for Tomorrow:: Unit 2

28

29 Science for Tomorrow: Unit 3

30

前期�後期îも?�間試験およ�定期試験�実�する．

Introducing yourself; introducing others; checking information� exchanging personal information

English Conversation (2)� TOEIC演習(1) Describing school and daily schedules� Unit 5 Traffic & Travel �過去形・過去進Ÿ形］

TOEIC演習(2) Finish Unit 5 Unit 5 Traffic & Travel �過去形・過去進Ÿ形］

English Conversation (3)� TOEIC演習(3) Talking about likes and dislikes� Start Unit 6 News�未来表現］

TOEIC演習(4) Finish Unit 6  Unit 6 News�未来表現］

English Conversation (4)� (Review) Talking and describing about families� review for midterm test

English Conversation (5)� TOEIC演習(5) Return test. Asking about and describing routines and exercise (1)� Start Unit 7 Job Offers & Employment [現
在完了形]

TOEIC演習(6) Finish Unit 7 Job Offers & Employment [現在完了形]

English Conversation (7)� TOEIC演習(7) Talking about past events�Start Unit 8 Office Work & Meetings [受動態]

TOEIC演習(8) Finish Unit 8 Office Work & Meetings [受動態]

English Conversation (8)� (Review) Giving opinions about past experiences; talking about vacations� give final test data overview

Shopping� numbers and prices

Writing a postcard� simple past

TOEIC演習（9） 後期?おけるTOEIC学習�説�およ�Unit 9 Buisiness [接続詞]

Recyclable Glue that Sticks and Unsticks on Demand 変幻自在�エコ接着剤

TOEIC演習（10） Finish Unit 9 Buisiness [接続詞]

Bumble Bees Like to Play with Toys too! 昆#も$�;%き？

TOEIC演習（11） Unit 10 Announcements & Advertisements�前置詞］

Lab-Grown Chicken Approved for Sale in the US («);る代ó肉市場

TOEIC演習（12）îまîめ Finish Unit 10 Announcements & Advertisements�前置詞］ and review 後期TOEIC学習内.�まîめ

J
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 B3(70%), B4(30%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 本科�は，こ�以��英語科�開�するすべて�科��関!する．

神戸市立工業高等専門学校 2025年2シラバス

英語演習 (The Practice of English)

[前期] 飯島 真之 助教, [前期] ミラー 非常勤�師, [後期] 山本 長紀 准教授

電子工学科・5年・通年・必修・2単位【�義・演習】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

前期は，クラスを2つ�nけ，少人数教sを実uする．授業計w�2回～8回と9回～15回�セッÄ�なっており，学ÖはÜ�
áわること�なる．前期授業�半nは，英語ä発åäきる技術êを�ëし，自n�îえを英語ä発ñするため�技術�基
本を学習する．前期授業�半nと後期�授業äは，科学技術やそ�ú�テーûをüった英†とTOEICテスÄを演習形式
ä学習する．また，プレゼンテーション・コンテスÄ�¨けた演習≠実uする．

【B3】英語�論理展開を理±し，プレゼンテーション用原稿作∂�利用ä
きる．

英語�論理展開を理±し，プレゼンテーション用原稿作∂�利用äきている
かどうか，原稿チェックæ�評¿する．

【B3】プレゼンテーション�ため�態2や提√�基本ƒな方∆を理±し実
«äきる．

プレゼンテーション�ため�態2や提√�基本ƒ方∆を実«äきているかど
うか，発ñ»ä評¿する．

【B4】科学技術やそ�ú�テーû�関する英†を…み，正Ã�英†を…み
Õること�äきる．

科学技術やそ�ú�テーû�関する英†�…±Œは，演習と中間試“および
定期試“ä評¿する．

【B4】科学技術やそ�ú�テーû�関する語÷を増ÿさせる． 科学技術やそ�ú�テーû�関する語÷Œは，演習と中間試“および定期
試“ä評¿する．

【B3】TOEICテスÄ�演習を数€くこなすこと�より，TOEIC�スコ›を¨
fiさせること�äきる． TOEICテスÄ�関しては，演習と中間試“および定期試“ä評¿する．

∂flは，試“70%　プレゼンテーション25%　演習5%　として評¿する．100点満点ä60点以fiを合‰とする．必Â�応
じて再試“をÈうこと�ある．�標1，2をプレゼンテーションä評¿する．到達�標3，4，5を中間試“・定期試“および演習
ä評¿する．なお，プレゼンテーションをÈわない場合は不合‰とする．

Best Practice for the TOEIC L&R Test :Yoshizuka， Skerritt， Schauerte (Seibido)
Science Bridge :Nozaki， Matsumoto， Graham-Marr (Kinseido)

「理科��ため�Ü門英語プレゼンテーション」：廣岡美彦著（朝倉書店）
「はじめて�英語プレゼンテーション」：飯泉恵美子，T. J. Oba著（ジャパンタイムズ）
「理工�大学Ö�ため�英語ハンドブック」：東京工業大学�国語研究教sセンター編（三省堂）

履修:�
注意事項

電子辞書，*�英和・和英辞典，または辞書›プ-等�Üった携帯端1を持3すること．また，ë√さ�た課5や，予習・復
習をÃ実�Èうこと．なお，テキスÄを*媒:ä購Ü（Ü手）していない場合，∂flを評¿しない．
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授4計画（英語演習）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 インÄロダクション 教員紹介，少人数授業�ため�グループnけ，授業�Dめ方・内F�ついて�ガイダンスをÈう．

2

3

4

5 書き言IとJし言I�K�注Mを喚Oし，準Qしている原稿�英†を洗Sさせる．発ñæ�態2�ついて≠再2ëTする．

6

7

8 中間試“�±答・±説 中間試“�±答と±説をÈう．

9

10

11

12

13

14

15 こ�まä�復習 こ�まä学習してきた内Fを復習する．

16 プレゼンテーション�準Q プレゼンテーション�原稿作∂．

17

18

19

20

21 プレゼンテーション�発ñ»を実uする．

22 プレゼンテーション�発ñ»を実uし，校内�コンテスÄ�出場する代ñを決定する．

23 中間試“�±答・±説 中間試“�±答と±説をÈう．

24

25

26

27

28

29

30 授業�Zり[り

前期，後期と≠�中間試“および定期試“を実uする．

プレゼンテーションn析(1) こ�回から15回�まäは2グループ�nか�て，グループごと�授業．プレゼンテーション�実«_�`�，英†�構∂，ñ現，図
�提√，発ñ態2など�ついてn析し理±する．

プレゼンテーションn析(2) 2回�とdじ．

原稿作∂実«(1) 自n�発ñしたい5�をeび，プレゼンテーション�ため�原稿を作∂する．そ�際，2～3回�ä学習した内Fを反hさせるよう
�ëTする．

原稿作∂実«(2)

発ñ»(1) 授業をiける20j�学Ö�うk半数�10j�，準Qした原稿や図を≠と�プレゼンテーションをÈう．学Ö�相互評¿≠Èう．

発ñ»(2) 前回とdn�oり�10j�，プレゼンテーションをÈう．学Ö�相互評¿≠Èう．

科学技術英語…±演習:テキスÄ Unit 5 (前半)と TOEIC 演習(1) 試科学技術英語…±演習(Unit 5 :Pareidolia — Imaginary Faces)とTOEIC演習をÈう．

科学技術英語…±演習:テキスÄ Unit 5 (後半）と TOEIC 演習(2) 科学技術英語…±演習(Unit 5 :Pareidolia — Imaginary Faces)とTOEIC演習をÈう．

科学技術英語…±演習:テキスÄUnit 6 (前半)と TOEIC 演習(3) 科学技術英語…±演習(Unit 6 :Robotic Finger)とTOEIC演習をÈう．

科学技術英語…±演習:テキスUnit 6 (後半)と TOEIC 演習(4) 科学技術英語…±演習(Unit 6 :Robotic Finger)とTOEIC演習をÈう．

科学技術英語…±演習:テキスÄUnit 7 (前半)と TOEIC 演習(5) 科学技術英語…±演習(Unit 7 :Delicious Insect Food)とTOEIC演習をÈう．

科学技術英語…±演習:テキスÄUnit 7 (後半)とTOEIC 演習(6) 科学技術英語…±演習(Unit 7 :Delicious Insect Food) とTOEIC演習をÈう．

科学技術英語…±演習:テキスÄUnit 9 (前半)と TOEIC 演習(7) 科学技術英語…±演習(Unit 9:Wildfire and Air Pollution)とTOEIC演習をÈう．

科学技術英語…±演習:テキスÄUnit 9 (後半)と TOEIC 演習(8) 科学技術英語…±演習(Unit 9 :Wildfire and Air Pollution)とTOEIC演習をÈう．

科学技術英語…±演習:テキスÄUnit 11 (前半)と TOEIC 演習(9) 科学技術英語…±演習(Unit 11 :Might Toothpaste Cure Allergiesx)とTOEIC演習をÈう．

科学技術英語…±演習:テキスÄUnit 11(後半)と TOEIC 演習(10) 科学技術英語…±演習(Unit 11 :Might Toothpaste Cure Allergiesx)とTOEIC演習をÈう．

プレゼンテーション�発ñ»1

プレゼンテーション�発ñ»2

科学技術英語…±演習：テキスÄUnit 12 (前半)と TOEIC 演習(11) 科学技術英語…±演習(Unit 12 :NASA's DART Spacecraft)とTOEIC演習をÈう．

科学技術英語…±演習:テキスÄUnit 12 (後半)と TOEIC 演習(12) 科学技術英語…±演習(Unit 12 :NASA's DART Spacecraft)とTOEIC演習をÈう．

科学技術英語…±演習:テキスÄUnit 14 (前半)と TOEIC 演習(13) 科学技術英語…±演習(Unit 14 :The Doppler Effect)とTOEIC演習をÈう．

科学技術英語…±演習:テキスÄUnit 14 (後半)と TOEIC 演習(14) 科学技術英語…±演習(Unit 14 :The Doppler Effect)とTOEIC演習をÈう．

科学技術英語…±演習:テキスÄUnit 15 (前半)と TOEIC 演習(15) 科学技術英語…±演習(Unit 15 :Surviving a Trip to Mars)とTOEIC演習をÈう．

科学技術英語…±演習:テキスÄUnit 15 (後半)と TOEIC 演習(16) 科学技術英語…±演習(テキスÄUnit 15 :Surviving a Trip to Mars)とTOEIC演習をÈう．

科学技術英語�…±，英語プレゼンテーション，TOEIC対策，そ�ぞ��Â点をおさらいする．

J
考
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科　目

担当教員 李 明哲 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 D2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 試��演��評�する．

2 演��評�する．

3 演��評�する．

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「新�アクティヴ・ドイ(語」清水薫（同学社）

参考書

関連科目 なし

　

神戸市立工業高等専門学校 2025年Bシラバス

国Hコミュニケーション(ドイ(語) (German for International Communication)

電子工学科・4年・通年・選択・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

日常生o�必qな表st題vにしながらzドイ(語{初歩的知Ä�文Çt�Éする．第二言語�しáドイ(語t学ぶこ��z
ネイティã�しá{日本語z義務教è�学ん�きí英語t相対ñしáóられるようにする．外国語学�はzそ{地域・国{文
ñt理°するこ�につながるこ�t知る．

【D2】ドイ(語{基礎的な語彙z表sz文Ç知Ät¶にßける．

【D2】ドイ(語{学�t通しá日本語z英語t相対ñしáóるこ�が�きる
ようになる．

【D2】言語t文ñ�しá理°する．

成™はz試�70%　演�（レポートØ∞テストØ課題発表など）30%　�しá評�する．試�成™はz中間試��定期試�{
平均ª�する．100ª満ª�60ª以øt合¡�する

『óるだけ�ƒし≈学べる「«らし」�「文ñ」ドイ({こ�»図鑑』野口真南（KADOKAWA）2019年
『標÷ドイ(語』常木実（郁文堂）1990年
「こ�»�文ñ」 鈴木孝夫 （岩波新書）2004年

履修:�
注意事項
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 イントロダクション ドイ(語についáz学�{仕方z「外国語学�{意義」についá（一年t通しá学びながらÈえáÎしいこ�）．

2 英語�Ïい「つづÓ通Ó」に発Ôする練�z短母Ôz複母Ôz重母Ô{発Ô．

3 子Ô{発Ô変ñ{ルールt練�．

4 挨拶 表s練�z基数詞 簡単なあいさつ表st˛えzˇっáみる．数詞{練�．

5 名前z出¶地など自己紹介．動詞{一人称z二人称
{練�．「あなíはどこから�ましíか�」など．

6 語�が規則的に変ñする動詞（＝規則動詞）{人称変ñ{練�．次�に暗�テスト．

7 ここま�{ま�め 母Ôz子Ô{変ñzあいさつz数詞{復�．自己紹介{文における規則動詞{復�．

8 中間試� ここま�{範��中間試�t実施．

9 前期中間試�{°答・°説．自分以外{家${紹介．動詞{三人称
{練�．「あなí{父'{趣)はなん�すか�」など．

10

11

12 商+{値-.特0tíずねるz店4�5{会話場面．「すみませんzプリン=はどこ�すか�」など．

13

14

15 >き?Ó練�zドイ({文ñ紹介 ここま�{>き?Ó問題に挑Bする．ドイ({文ñt表すおもしろい表sなどt紹介．

16 家$構成.z所Gしáいるも{tíずねる．「あなíはHtIっáいますか�こ{HはJ{も{�すか�」など．

17

18

19 「ど{商+がおKみ�すか�」.「Lは母'{手Nいtしáいます」など．

20

21

22 ここま�{ま�め おもに「定冠詞・不定冠詞・所G冠詞{¡変ñ」�z「不規則動詞{人称変ñ」t復�．

23 中間試� ここま�{範��中間試�t実施．

24 「誕生日はzお父さんにRtプレゼントしましíか�」など．〜にz〜tzなど目的語が二つある表s．

25

26

27 「どこにV≈{�」「どこにいる{�」など{表s．（場所か方Wか）

28

29 前置詞tYいí熟語・慣Y表sなど．ここま�{文Çポイント{ま�め．

30 >き?Ó練�zドイ({文ñ紹介 ここま�{>き?Ó問題．ここま�{ドイ(語学�t\まえz「外国語学�{意義」t]めá確認．

授4計画（国Kコミュニケーション(ドイW語)）

アルファベート�発Ô（1）

アルファベート�発Ô（2）

LEKTION1g名前z住所z出¶地

LEKTION1g文Ç{ポイント

LEKTION2g年齢z趣)z職業z家$

LEKTION2g文Ç{ポイント 文{kÓ方zsein（〜�あるz存nする）{sn人称変ñ．

LEKTION2g文Ç{ポイント 疑問詞z所G冠詞（L{／あなí{／彼r{ etc.）zr性
{接�語などについá学�．

LEKTION3:wいxする場面�{表s

LEKTION3:文Ç{ポイント 名詞{性�¡（1¡／4¡）t学�．不定冠詞（＝一つ{）z定冠詞（＝そ{）z指示代名詞（それ）{ˇい方�z「¡変ñ」{練�．次
�暗�テスト．

LEKTION3:文Ç{ポイントzここま�{ま�め 願}t表す助動詞möchte（〜しíい）{ˇい方．人称代名詞（彼z彼rzそれ）{練�．ここま�{規則動詞{変ñz文{kÓ方z
冠詞{¡変ñz指示代名詞z人称代名詞などt復�．

LEKTION4gIÅxについáíずねる

LEKTION4:文Ç{ポイント haben（Iつ）{sn人称変ñz定冠詞・不定冠詞・所G冠詞{¡変ñ．次�暗�テスト．

LEKTION4:文Ç{ポイント 2¡（所G）{YÇ．否定冠詞kein（＝ひ�つも〜ない）{ˇい方．否定疑問文に対する答え方．

LEKTION5:Kみ{表sz生o�ˇう表s

LEKTION5:文Ç{ポイント 3¡支á{動詞{練�．不規則動詞{人称変ñ．次�に暗�テスト．

LEKTION5:文Ç{ポイント 定冠詞類z人称代名詞{3¡z男性弱変ñ名詞など．

LEKTION6:プレゼント{表s

LEKTION6:文Ç{ポイント 目的語が二つある文ã{練�z3¡・4¡支á{動詞．命令
{練�．

LEKTION6:文Ç{ポイント 名詞複数
{語�変ñ�¡変ñz人称代名詞（1〜4¡）{導入．

LEKTION7:外出にêする表s

LEKTION7:文Ç{ポイント 前置詞{各支á．3¡支áz4¡支á{前置詞．

LEKTION7:文Ç{ポイントzここま�{ま�め

D
考

前期z後期�もに中間試�および定期試�t実施する．
達成B{îいïにはz暗ñt課する．
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科　目

担当教員 牛根 靖裕 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 D2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 ドイ�語，韓国語

神戸市立工業高等専門学校 2025年(シラバス

国-コミュニケーション(中国語) (Chinese for International Communication)

電子工学科・4年・通年・選択・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

現代中国語（標準語Z[発]^基礎的文cを，発]・読解・作文[演iを通じk学iするn受講p[教授内tuvする理
解をはかる評価v|^しk，中間・定期試ÇuÉえ，随時áすáà[áâをäã演iで[çéèみë重ìするn

【D2】現代中国語[発]^そ[ピンインuよる表記cをiôするn 現代中国語[発]^そ[ピンインuよる表記cを講義中[演i（発]練iZ
uよっk評価するn

【D2】現代中国語[漢字（簡体字Z[中でë，比較的使用頻([高いë[
[¶ß®をiôするn

現代中国語[漢字（簡体字Z[¶ß®を演i（短文読解・作文・™テスト・á
âZuよっk評価するn

【D2】現代中国語[簡単≠文c知Øをiôするn 現代中国語[簡単≠文c知Øを演i（短文読解・作文・™テスト・áâ・口頭
発表Zおよ≥中間試Ç，定期試Çuよっk評価するn

成µは，試Ç60%　演i（発]、読解、作文、™テスト、áâ、口頭発表Z40%　^しk評価するn試Ç成µは中間試Ç，定
期試Ç[平均点n演iでは授業内で[暗ºおよ≥™テストëáす（複数回Znコミュニケーション能¡[養成を重ìするた
め，試Ç以à[評価を40%^するn試Ç・演i[評価を総«し，100点満点60点以…を« ^するn

おëk≠し中国語教材開発研Œチーム—著］『初級中国語でおëk≠し　改訂版』（金星堂， 2024年Z

相原茂—編著］『新装版　はじめk[中国語学i辞典』（朝日出版社 ，2021年Z
相原茂・石田知子・戸沼市子〔著〕『WhyÒuこたえるはじめk[中国語[文c¶』（同学社，2016年再版Z
相原茂・喜多山幸子・魯暁琨〔著〕『大˝≠こ^はみん≠やさしい中国語で�える』（朝日出版社，2001年Z

履修:�
注意事項

現代中国語[学iを通じ，中国[文化・社�uvする関�を�めるn受講puは講義[予i・演i・復iへ[自主的≠ç
éèみ
�められるn辞¶を購�する場«は，講師からは『新装版　はじめk[中国語学i辞典』（相原茂[編著]，朝日出
版社，2021年Zを推�するn
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1

2

3

4

5 基本構文を用いた短文[読み解ßを�≠い，練i問âuçéèãn

6

7 副�や動�を用いた基本構文を用いた短文[読み解ßを�≠い，練i問âuçéèãn

8 中間試Ç

9

10 動��を べる連動文，現代中国語で[時を表わすさまざま≠語�・表現[を学ぶnまた短文を講読し，練i問âuçéèãn

11

12 家族構成を)べる短文を読み解ß，練i問âuçéèãn

13

14 年*≠どを)べる短文を読み解ß，練i問âuçéèãn前期u-った現代中国語[基本語cuついk，復i・確0を�うn

15 総«復i 中間試Ç以2[講義で[学i内tuついk，復i・確0を�うn

16 前期学i内t[復i 動�)語構文，助動�≠ど前期学i内tuついk，復i・確0を�うn

17

18 物˝[所6を表現する短文を読み解ß，練i問âuçéèãn

19

20 存6を)べる短文を読み解ß，練i問âuçéèãn

21

22 復i

23 中間試Ç

24 中間試Ç[問â，解8[確0を�い，内tuついk解9するn状;[持=を表わす動;助�“着@を学ぶn

25 推量・確0を表わす語�助�“吧@，)語C
主語＋)語^≠っkいる主))語文を学≥，短文を読み解ß，練i問âuçéèãn

26

27 短文を読み解ß，練i問âuçéèãn

28

29

30 総«復i 中間試Ç以2[文c，語cuついk，復i・確0を�うn

前期，後期^ëu中間試Çおよ≥定期試Çを実Gするn

授4計画（国Kコミュニケーション(中国語)）

講義概I[9明，発]練i(1) 本講義[®針・目標・内t・評価®c[9明，およ≥同9明u関する質疑応8≠ど[後，中国語[声調・母]（単母]，複母
]，n/ngをUう母]Z，発]記号（ピンインZ[表記cを学iするn

発]練i(2) 中国語[複母]，子][発声c，表記cを学iするn現代中国（中華人民共和国Zで公用文字^されkいる簡略字「簡体字_u
ついkë`れるn

発]練i(3) 中国語[子]，鼻母][発声c，声調変化，r化]を学iするnまた発]練i[おさらいを�≠うn

第1á　人称代名�，動�“是@，疑問文(1) “…... @，疑問文� (2) - 疑
問�疑問文

中国語で常用する人称代名�，動�“是@を用いた基本構文を学iするn語気助�“ @を用いた当否疑問文，「什么_（何Z・「� 谁
_（誰Zを用いた疑問�疑問文を学iするn

第1á　短文講読，発展練i問â

第2á　指示代名�，動�)語文，疑問文(3) “…...呢@，副� “也/不
/都@

現代中国語で用いる指示代名�，動作動�[基本構文を学ぶnまた語気助�“…...呢@を用いた省略疑問文，常用する副�[用
cuついkë学iするn

第2á　短文講読，発展練i問â

第1zから第7zまで[内tuついk試Çを�うn

中間試Ç[解8^ま^め第3á　助動�“想@，助�“吧@(1) 中間試Ç[内tuついk解9するn中国語短文暗ºáâ[9明náâ用短文は受講p[I}を~ん�…で告知するn中国語
uおける助動�[語c，提案・Ñい命Üを表わす語気助�“吧@[用cを学ぶn

第3á　連動文(1)，時点表現，短文講読，発展練i問â

第4á　構造助�“的@(1)，疑問文(4) - 選択疑問文，形t�)語文，
名�)語文(1)

連体修â[語�（定語Zをäã構造助�“的@，選択åから[選択を�める疑問文，形t�を用いた表現，日付・天候・身長・体重
≠どを表現する^ßu用いられる名�)語文uついk学ぶn

第4á　短文講読，発展練i問â

第5á　名�)語文(2)，比較文，常用量� 月日・曜日・時間・年*・値ï≠ど数を)べる名�)語文，形t�[程(を)べる比較表現，名�[数量表現u用いる量�を学
ぶn

第5á　短文講読，発展練i問â　　文c[ま^め

第6á　介�(1)，時点^時量，連動文(2)，存6動�“6@ 動�[�òu関わる場所・v|≠どをäã介�，動�[発ôする時間（時点Zや動作[持=時間（時量Z，動作�ò[®cや手
ïを示す連動文，存6[所6を表わす動�“6@[用cを学ぶn

第6á　短文講読，発展練i問â

第7á　介�(2)，存現文(1)，助動�“�/能@，®位� 動作[場所を示す介�“6@，存6動�“有@^“6@をëちいた存現文，可能[助動�“�@^“能@[用c，位ûを表わす中国語
[®位�を学ぶn

第7á　短文講読，発展練i問â

第8á　動作[進�表現，構造助�“的@(2)，完了表現 動作[進�を表現する“6/正6/正…...(呢)@，動��を連体修â�化する構造助�“的@[用c，動作[完了を表わす動;助
�“了@，状§[変化[完了・発ôを表わす語気助�“了@を学ぶn

第8á短文を読み解ß，練i問âuçéèãn第17回講義以2[学i内tuついk復iするn

第17回から第22回まで[講義で[学i内t[iô状§を，筆記試Çuよé確0するn

中間試Ç[解9第9á　状;[持=表現

第9á　助�“吧@(2)，主))語文，短文講読，発展練i問â

第10á　®向補語，数量補語，“是…...的@構文 人や物[移動[®向を表わす®向補語，動作[持=時間や回数を表わす数量補語，場所・時間・®™≠どをçé立kk)べる“
是…...的@構文を学ぶn

第10á　短文講読，発展練i問â

第11á　結果補語，経Ç表現，可能補語 動作・�ò[結果を具体的u)べる結果補語，動作・�ò[経Çを)べる“过(過)@[用c，結果補語^®向補語[可能表現で
ある可能補語を学ぶn

第12á　二重目的語，使役表現，様;補語 目的語を2種çっk物˝[授与・çôを表わす動�[二重目的語表現，動�“让(讓)@を用いた使役表現，動作およ≥そ[結果
uvする評価や主体・v|[状;を)べる様;補語を学ぶn

D
考
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科　目

担当教員 高 秀美 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 D2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 『みんな���韓国語（文法編 』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社

参考書

関連科目 ドイ4語，中国語

課題，9テス<=準?をしBC�，授EF参HすることをMNOみます．

神戸市立工E高等専門�校 2025年]シラバス

国aコミュニケーション(韓国語) (Korean for International Communication)

電子工�科・4年・通年・選択・2単位【講義】 ( �修単位I )

授4�
概6�方針

韓国語(ハングル =文à=仕äみを理åしながé単語と文è=êみëきìîきïり=練òをしながé�òする．文法事
öを理åしながé挨úì自己紹†など=基礎§な会話表®を�òする．韓国=社会ì生活文´などが理å�きる映画
ìドラÆを選Øし，語�能±を≤≥文´=理åを¥める．

【D2】ハングル文à構∑を理åし，日常生活�∏π∫Nªわれる基礎§な
短文表®をøFつける.

文à�ò=段ƒ�は，9テス<を∆なNとπ2«F1»�実 し，文à=ò得状
Õを把œしながé，–ëN」ことFついては9テス<およ÷前期，後期とπ中間試
‹とØ期試‹�評fiする．

【D2】簡単な挨úì自己紹†かéはじめ，�ò内„を基礎Fして場面Ê=
会話表®をò得する．

会話表®は，それぞれ=表®を個ÊF発Îìイン<ネーションを指導Ô÷チェ
ッÛを授E中FÙい，後期Fおいては会話Fついて口ˆ�=発表Fより評fi
する．

【D2】韓国・朝˜=文´=理åを¥め，コミュニケーション能±Ô÷国a
感˘をøFつける．

韓国語=基礎§な知˚ì会話�òと同˝F会話=背ˇFある文´をついて
å�をÙい，そ=理å]を前期，後期とπ中間試‹とØ期試‹�評fiする．

∑�は，試‹50%　9テス<20%　演ò30%　として評fiする．∑�Fおいて，9テス<と演ò（課題Ô÷授E中=暗唱・
発表など を重	する理
は初歩§なコミュニケーション能±を確�するBめ�ある．100点満点�60点以Cを合�とす
る．

『ポケッ<プログレッシ�韓日・日韓辞�』  油谷幸利　他編著　9�館，2004年
『パスポー<朝˜語9事�』  塚本勲　監修・熊谷明泰編集　白水社，2011年
『基礎かé��韓国語講座　初級』木内　明著，国ë刊Ù会，2004年

履修:�
注意事項
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1

2

3 韓国語=基本子Îを復ò後，激Îと濃Îを��．

4 韓国語=子Îを復ò後，基本母Îà=äみ合わせ�7éれB複合母Îを勉Mする．

5

6 韓国文´ì韓国:=生活を映;を通じて��．

7

8 中間試‹

9

10

11

12

13 漢数à：日本語=いち，F，さんF相Aする年，月，日，値段，電話番号，何:前，�年，ƒ，»，号GなどFªう．漢数àを�ò．

14 Review 2

15 前期=まとめ Ø期試‹FLけB課題演òをÙう．まB，これま�=�ò内„を再確�するととπF，口ˆ�質疑応Qする．

16 復òÔ÷数à=活用 前期=�ò内„を9テス<�再確�する．数àì数詞，数TUFついて�òする．

17

18 動詞ì形„詞=否Ø表®と˘TておきBい動詞を文èを7りながé�òする．

19 接続語尾\して，\Nて，\�あり，\が，\けれどFついて�òする．

20 Review 3

21 韓国文´ì韓国:=生活を映;を通じて��．

22 用]=『�す・ます形』，『\ヘ_`』\と不可能=表®Fついて�òする．

23 中間試‹

24 中間試‹=内„Fついてå�する．用]=『�す・ます形』，『\ヘ_`』を復òし，縮約形=『\ヘ_`』を�òする．

25 固有数à：日本語=gつ，hつFABる数à，\歳，˝間，個，名，枚，lなどFªう，固有数àを�òする．

26 Review 4

27 動詞=過去形を�òする．oは\かé\ま�と手段を表す助詞を��．

28 さまざまな尊t=表®を�òする．

29 おuい表®，丁wな命令形Fついて�òする．

30

前期，後期とπF中間試‹およ÷Ø期試‹を実 する．

授4計画（国Kコミュニケーション(韓国語)）

授Eガイダンス・文àと発Î(1)基本母Î 授E=ガイダンスととπF，簡単F韓国文´，韓国語=歴}ì文àFついて�明する．そして，韓国語=基本母Î（10個 Fつい
て�明する．

文àと発Î(2)子Î（平Î 韓国語=基本母Îを復ò後，基本子Î（10個 を��．

文àと発Î(3)子Î（激Î・濃Î 

文àと発Î(4)h重母Î

文àと発Î(5)子Î（終声子Î ・êみU=法則 子Îと母Î=äみ合わせを単語をªって練ò後，パッチム(子Î＋母Î=後FÖる子Î，ÜTると意味 Fついて勉Mする．

文´ö目（1 ：韓国=映画感想

第1課　åは吉田ひかる�す． \�す・�すか（ハムニダ` ，\は(助詞 ついて�òする．

第1«かé第7«ま�=内„Fついて試‹をÙう．

中間試‹=åQとまとめ，第2課　お名前は何�すか 中間試‹=内„Fついてå�する．\�す・�すか=（ヘ_` ，\が(助詞 Fついて�òする．

第3課　ここは出口�はありません． \�はありません（名詞文=否Ø ，\π(助詞)Fついて�òする．自己紹†=練òをÙう．

Review 1，第4課　êNF地下ì=îありますか． 第1課かé第3課ま�=内„を復òする．\います・\ありますoは\いません・ありません，\F(助詞)Fついて�òする．

第5課　�校=図ë館�アルバイ<をします． \をしますoは\�(場所＋�)を�òする．

第6課　å=誕生日は10月9日�す．

第4課かé第6課ま�=内„を復ò，練ò問題を通じて確�する．

第7課　友úとランチをùべます． 用]=『�す・ます形』　『\ハムニダ`』，\と(助詞 ついて�òする．

第8課　日本=†はあまり°Nありません．

第9課　キムチは£いけどおいしい�す．

第7課かé第9課ま�=内„を復ò，練ò問題を通じて確�する．

文´ö目（2 ：韓国=映画を通して=文´理å

第10課　今日は天¶がとてπ∫い�す．

第16«かé第22«ま�=内„Fついて試‹をÙう．

中間試‹=åQとまとめ，第11課　公®�友úを©ちます．

第12課　合コンは今日=夕U6˝�す．

第10課かé第12課ま�=内„を復ò，練ò問題を通じて確�する．

第13課　KTX�3˝間かかりましB．

第14課　韓国=映画は≠き�すか．

第15課　ÆをØTてNださい．

Review 5，後期=まとめ 第13課かé第15課ま�=内„を復ò，練ò問題を通じて確�する．これま�=�ò内„を再確�するととπF，口ˆ�質疑応Q
する．

D
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7 新体
テス
�得��評�する．

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 なし

神戸市立工業高等専門学校 2025年*シラバス

保健・体育 (Health and Physical Education)

春名 桂 教授, 吉本 陽亮 准教授

電子工学科・1年・通年・必修・2単位【実技】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

自主\なスポー_活ab通してd生fにわたって心l�健mb保持増pしdqかなスポー_ライtb継vするため�資質・
能
b{�通|育}することb目Åす．1Ç各Ñ�運a�特áà社会生活における健m・安éについて理íするとともにd
技能blにîけるようにする．2Ç生fにわたって継vして運aにóしò習öb育てる．3Ç健m�保持増pと体
�向úb
目Åしdqか�活
ある社会生活bûò能
büう．

【C3】ソt
テニス�特áb理íしdサービスàス
ロー•など�安ßしたラ
ケッ
操´blにける．またdルールà審判法dスコ≤�îけ方等b学びdグ
ルー∂∑�自主\に簡πゲーªº運û�きる．

ソt
テニス�特á�理í・ルール・審判法・ゲーª�pめ方などb理íして
いるかについてd学習記øb通じて評�する．またdラケッ
操´技能b修得し
ているかについてd実技試¬�評�する．

【C3】バドミン
ン�特áb理íしdサービスàス
ロー•など�安ßしたラ
ケッ
操´blにける．またdルールà審判法dスコ≤�îけ方等b学びdグ
ルー∂∑�自主\に簡πゲーªº運û�きる．

バドミン
ン�特á�理í・ルール・審判法・ゲーª�pめ方などb理íしてい
るかについてd学習記øb通じて評�する．またdラケッ
操´技能b修得して
いるかについてd実技試¬�評�する．

【C3】∆�特áà«ぎ�メカニズªb理íしd基本«法b学ぶ．またd∆中
��自己防衛技“として総合\な∆«能
�向úb’る．

∆�特áà«ぎ�メカニズª・«法・自己防衛技“・救急法などb理íしd∆
«技能b修得しているか実技試¬�評�する．

【C3】剣Ÿ�基本理⁄b学びd基本a´à打突・›じ技・得意技b修得す
る．またd対人技能�基本b学びd試合º�きる技能・態*b修得する．

基本a´à打突・›じ技・得意技b修得しているかについてd実技試¬�評�
する．またd›用技能à試合技能・態*b修得しているかについてd相互試合b
通じて評�する．

【C3】卓Ê�特áb理íしdサービスàス
ロー•など�安ßしたラケッ

操´blにけることº�きる．またdルールà審判法dスコ≤�îけ方等b
学びdグルー∂∑�自主\に簡πゲーªº運û�きる．

卓Ê�特á�理í・ルール・審判法・ゲーª�pめ方などb理íしているかに
ついて学習記øb通じて評�する．

【C3】毎時È�ス
レッÎàサーキッ

レーニングbÌうことによ|d継v
\な体
向ú・健m増p・傷害予防にÒする知Ûと技能b修得する．また
d各Ñ目�練習方法b学びd段階\な技能習˜b’ることº�きる．

体
向ú・健m増p・傷害予防・技能習˜にÒしてd毎時È�技能習˜*b
Ò心・意欲・思考・技能・知Û�観�か¸学習記øb通じて評�する．

【C3】新体
テス
b通じてd自˝�体
・運a能
�状態b総合評�基
ˇと�¸し合わせて評�する．またd自˝�l体・運a能
�変�b把握
してd適�な生活様
�実�à運a能
�向úb’ることº�きる．

前
�到達目標毎1＝20%d2＝20%d3＝20%d6＝40%�割合�評�する．後
�到達目標毎4＝50%d6＝40%d7＝
10%�割合�評�する．前
と後
bそれぞれ50�ずつとしd100�満��60�以úb合�とする．

ステッ∂≤ッ∂高校スポー_�大修館書店
改訂新版「保健体育概論」�近畿地区高等専門学校体育研究会編 晃洋書房

目�みるaき�í剖学�大修館書店
最新体育・スポー_科学研究法�大修館書店
スポー_マンな¸9�も知っておきたい「か¸だ」�こと�大修館書店

レーニングÅ導<テキス
理論編�ベースボールマガジン社

レーニングÅ導<テキス
実�編�ベースボールマガジン社

履修:�
注意事項

1Ç前
授業において実技試¬º未実B�<�d9月末Fま�(後
�2月末F)に再試¬bHけることº�きる．それ以降
�再試¬�JしK�Hけîけない．Lしd診断書º提Kされた病状à整形外科\な疾V�場合�d担当教Zと相[�úd
対›する．2Ç診断書º提Kされた場合においてd実技試¬bHけることº困]な場合�レポー
�代_することºある．
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授4計画（保健・体育）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1

2

3

4

5 グルー∂活ab通してd前`�学習∑abßbさせる．またdダブルス�リーグfb通してdルールà試合�運û方法b学ぶ．

6

7

8

9 グルー∂活ab通してd前`�学習∑abßbさせる．またdシングルス�リーグfb通してdルールà試合�運û方法b学ぶ．

10 グルー∂活ab通してd前`�学習∑abßbさせる．またdダブルス�リーグfb通してdルールà試合�運û方法b学ぶ．

11

12

13 基本«法にÎャレンジしd前`�学習∑abßbさせる．個人�能
に›じてd«
b高める．

14

15 ∆«技能b修得しているかについて実技試¬�評�する．

16

17 剣Ÿ�基本理⁄・基本姿勢・kえなどb学ぶ．

18 基本技能d足nき・素p|などbÌう．

19 新体
テス


20 基本技能d左右面素p|・tみuみ足a´��連v面打ちなどbÌう．

21 基本技能d跳躍素p|d残心について学ぶ．

22

23 ›用技能d垂d小手d~bbけて打ちuみ稽ÄbÌう．

24 ›用技能d剣Ÿ具一
bbけて仕Ñけ技�稽ÄbÌう．

25 ›用技能d剣Ÿ具一
bbけて›じ技�稽ÄbÌう．

26 ›用技能d互角稽Äd試合練習bÌう．

27

28 ›用a´�実技試¬bÌう．

29 剣ŸÜき勝àによる試合�評�bÌう．

30

保健講義1 改ß新版「保健体育概論」b用いて「人Èとスポー_　ースポー_�科学ー」�学習bÌいd自˝�興å�あるテーマについて
探éする．またテーマにèったレポー
b´}する．

ソt
テニス1 安éに留意するためdëしい用具íボール・ラケッ
Ç�ìい方bîえる．壁打ちà対人ボレーb通してd様ñなラケッ
操´�方法
b学ぶ．またdラリーºvくような簡πゲーªにò|ôò．

ソt
テニス2 対人ラリーà壁打ちb通してd前`�学習∑abßbさせる．またdス
ロー•練習àサーブ練習b通してdöいボールb打てるよう
になる．またd簡πゲーªb通してdルールà試合�運û方法b学ぶ．

ソt
テニス3 テニスコー
�利用方法àネッ
�設置(撤去)方法b学ぶ．グルー∂活ab通してd前`�学習∑abßbさせる．またdダブルス
�リーグfb通してdルールà試合�運û方法b学ぶ．

ソt
テニス4

ソt
テニス5 これま��学習b生かしてdë
なルールに°|dグルー∂ごとに試合b運ûする．またdラケッ
操´技能b修得しているかについ
てd実技試¬�評�する．

バドミン
ン1 安éに留意するためdëしい用具íシャ
ル・支§�運び方・ネッ
�設置方法・ラケッ
Ç�ìい方bîえる．壁打ちà対人ラリー
b通してd様ñなラケッ
操´�方法b学ぶ．またdラリーºvくような簡πゲーªにò|ôò．

バドミン
ン2 対人ラリーà壁打ちb通してd前`�学習∑abßbさせる．またdス
ロー•練習àサーブ練習b通してd色ñなÊÑb打てるよう
になる．またd簡πゲーªb通してdルールà試合�運û方法b学ぶ．

バドミン
ン3

バドミン
ン4

バドミン
ン5 これま��学習b生かしてdë
なルールに°|dグルー∂ごとに試合b運ûすることº�きる．またdラケッ
操´技能b修得して
いるかについてd実技試¬�評�する．

∆«1 ∆�特áb理íしd¶き方・ßみ方などb学ぶ．またd«ぎ�メカニズªíス
リーªライン・ローリング・息継ぎ・ス
ロー•Çb学びd
基本«法にÎャレンジしd個人�能
に›じて«
b高める．

∆«2

∆«3 ∆にÒする事™とそ�原¨b知|d自己防衛方法bb衣∆«à¶きlb通して学ぶ．様ñなリレーÑ目bÌいd«ぐことだけ�なく
dØい合う∞しみbåわう．

∆«4

保健講義2 改ß新版「保健体育概論」b用いて「か¸だとこころ　ー健mと現代社会・心と健mー」�学習bÌいd自˝�興å�あるテーマ
について探éする．またテーマにèったレポー
b´}する．

剣Ÿ1

剣Ÿ2

反復µとび・20mシャ
ルラン・立ち幅跳び・ú体∏こし・長座体前屈・ハンドボールΩげ・50m走・l長・体重・握
b測ßする．
Åß�用¬に記øb記√する．

剣Ÿ3

剣Ÿ4

剣Ÿ5 基本a´�実技試¬bÌう.

剣Ÿ6

剣Ÿ7

剣Ÿ8

剣Ÿ9

剣Ÿ10 ›用技能d気剣体に基づいて技�判ßbÌう.

剣Ÿ11

剣Ÿ12

卓Ê1 安éに留意しdëしい用具íボール・ラケッ
・卓Ê台・ネッ
Ç�ìい方bîえる．対人ラリーb通してd様ñなラケッ
操´�方法b
学ぶ．またdラリーºvくような簡πゲーªにò|ôò．

J
考

中È試¬およびß
試¬�実Bしない．
中È試¬およびß
試¬�実Bしない．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7 新体
テス
�得��評�する．

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 なし

神戸市立工業高等専門学校 2025年*シラバス

保健・体育 (Health and Physical Education)

小森田 敏 教授, 寺田 雅裕 教授

電子工学科・2年・通年・必修・2単位【実技】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

自主[なスポー^活`a通してc生eにわたって心k�健la保持増oしcpかなスポー^ライsa継uするため�資質・
能
az�通{育|することa目Äす．1）　各É�運`�特Üá社会生活における健l・安çについて理ëするとともに
c技能akにìけるようにする．2）　生eにわたって継uして運`にñしó習ôa育てる．3）  健l�保持増oと体
�向
õa目Äしcpか�活
ある社会生活aùó能
aûう．

【C3】ソs
ボー°�特Üa理ëしc状£に§じたバッ
操®と走塁c安´し
た捕≠á送≠akにつける．またcチー±�特≤に§じた®≥a立ててc勝
µa∂う∑しさáπびaªわいc自主[にゲー±a展æ�きる．

ソs
ボー°�特Ü�理ë・°ー°・審判法・ゲー±�oめ√などa理ëして
いるかについてc学習記∆a通じて評�する．またcボー°操®・バッ
操®技
能a修得しているかについてc実技試»�評�する．

【C3】バレーボー°�特Üa理ëしc状£に§じたボー°操®と三段攻撃
とそ�œ{等�連—した`きakにつける．またcチー±�特≤に§じた®
≥a立ててc勝µa∂う∑しさáπびaªわいc自主[にゲー±a展æ�き
る．

バレーボー°�特Ü�理ë・°ー°・審判法・ゲー±�oめ√などa理ëして
いるかについてc学習記∆a通じて評�する．またcボー°操®技能a修得して
いるかについてc実技試»�評�する．

【C3】“�特Üá”ぎ�メカニズ±a理ëしc基本”法a学ぶ．またc“中
��自己防衛技‡として総合[な“”能
�向õa„る．

“�特Üá”ぎ�メカニズ±・”法・自己防衛技‡・救急法などa理ëしc“
”技能a修得しているか実技試»�評�する．

【C3】バスケッ
ボー°�特Üa理ëしc状£に§じたボー°操®と攻撃と
そ�œ{等�連—した`きakにつける．またcチー±�特≤に§じた®≥
a立ててc勝µa∂う∑しさáπびaªわいc自主[にゲー±a展æ�きる
．

バスケッ
ボー°�特Ü�理ë・°ー°・審判法・ゲー±�oめ√などa理ë
しているかについてc学習記∆a通じて評�する．またcボー°操®技能a修得
しているかについてc実技試»�評�する．

【C3】サッカー�特Üa理ëしc状£に§じたボー°操®と攻撃とそ�œ{
等�連—した`きakにつける．またcチー±�特≤に§じた®≥a立てて
c勝µa∂う∑しさáπびaªわいc自主[にゲー±a展æ�きる．

サッカー�特Ü�理ë・°ー°・審判法・ゲー±�oめ√などa理ëしている
かについてc学習記∆a通じて評�する．またcボー°操®技能a修得している
かについてc実技試»�評�する．

【C3】毎時Í�ス
レッチáサーキッ

レーニンÌaÓうことによ{c継u
[な体
向õ・健l増o・傷害予防にÚする知Ùと技能a修得する．また
c各É目�練習√法a学びc段階[な技能習˜a„ることが�きる．

体
向õ・健l増o・傷害予防・技能習˜にÚしてc毎時Í�技能習˜*a
Ú心・意欲・思考・技能・知Ù�観�か˛学習記∆a通じて評�する．

【C3】新体
テス
a通じてc自ˇ�体
・運`能
�状�a総合評�基
�と�˛し合わせて評�する．またc自ˇ�k体・運`能
�変�a把握
してc適
な生活様��実
á運`能
�向õa„ることが�きる．

前��到達目標毎1＝20%c2＝20%c3＝20%c6＝40%�割合�評�する．後��到達目標毎4＝25%c5＝25%c6＝
40%c7＝10%�割合�評�する．前�と後�aそれぞれ50�ずつとしc100�満��60�以õa合�とする．

ステップアップ高校スポー^"大修館書店
改´新版「保健体育概論」"近畿地区高等専門学校体育研究会編 晃洋書房

目�みる`き�ë剖学"大修館書店
最新体育・スポー^科学研究法"大修館書店
スポー^マンな˛;�も知っておきたい「か˛だ」�こと"大修館書店

レーニンÌÄ導>テキス
理論編"ベースボー°マガジン社

レーニンÌÄ導>テキス
実
編"ベースボー°マガジン社

履修:�
注意事項

1）前�授業において実技試»が未実C�>�c9月末Gま�(後��2月末G)に再試»aIけることが�きる．それ以降
�再試»�KしL�Iけìけない．Mしc診断書が提Lされた病状á整形外科[な疾V�場合�c担当教Zと相\�õc
対§する．2）診断書が提Lされた場合においてc実技試»aIけることが困_な場合�レポー
�代aすることがある．3)
天cによる授業変da考eしc屋外É目と屋内É目a隔i�実Cする．
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授4計画（保健・体育）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13 基本”法にチャレンジしc前k�学習内la´mさせる．個o�能
に§じてc”
a高める．

14

15 “”技能a修得しているかについて実技試»�評�する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

保健講義3
改´新版「保健体育概論」arいて「oÍとスポー^　ー運`�ˇ析ー」�学習aÓいc自ˇ�興ª�あるテーマについて探求
する．またテーマにwったレポー
a®|する．

バレーボー°1
安çに留意するためcyしいr具{バレーボー°・支柱・ネッ
）��い√aÄえる．壁Éちá対oパスa通してc様Üなボー°操®
�√法a学ぶ．またcラリーがuくような簡äゲー±にã{åó．

ソs
ボー°1
安çに留意するためcyしいr具{バッ
・Ìローブ・ベース・ソs
ボー°・マスク）��い√aÄえる．キャッチボー°a通してc様
Üな送≠{ピッチンÌaëó）と捕≠�√法a学ぶ．
スバッティンÌa通してcバッ
操®�√法a学ぶ．

バレーボー°2
Ì°ープ活`a通してc前k�学習内la´mさせcスパイク練習áサーブ練習a通してc攻撃�√法a学ぶ．またc簡äゲー±a
通してc°ー°á運ù√法a学ぶ．

ソs
ボー°2
キャッチボー°・
スバッティンÌ・シー
ノックa通してc前k�学習内la´mさせる．またc簡äゲー±a通してc°ー°á試合
�運ù√法a学ぶ．

バレーボー°3
Ì°ープ活`a通してc前k�学習内la´mさせる．またc簡äゲー±a通してc三段攻撃áそ�œîなど�連ïプレイc°ー°
á試合�運ù√法a学ぶ．

ソs
ボー°3
Ì°ープ活`a通してc前k�学習内la´mさせる．またc簡äゲー±a通してc状£に§じたバッ
操®と走塁c安´した捕≠
á送≠と状£に§じたœîなど�`きa高める．

バレーボー°4
Ì°ープ活`a通してc前k�学習内la´mさせる．またcy�ゲー±a通してcチー±�特≤に§じた®≥a立ててc勝µa∂
う∑しさáπびaªわいc自主[にゲー±a展æ�きるようになる．

ソs
ボー°4
Ì°ープ活`a通してc前k�学習内la´mさせる．またcy�ゲー±a通してcチー±�特≤に§じた®≥a立ててc勝µa∂
う∑しさáπびaªわいc自主[にゲー±a展æ�きるようになる．

バレーボー°5
これま��学習a生かしてcy�な°ー°にñ{cÌ°ープごとに試合a運ùする．またcボー°操®技能a修得しているかについ
てc実技試»�評�する．

ソs
ボー°5
これま��学習a生かしてcy�な°ー°にñ{cÌ°ープごとに試合a運ùする．またcボー°操®・バッ
操®技能a修得してい
るかについてc実技試»�評�する．

“”1
“�特Üa理ëしcòき√・ôみ√などa学ぶ．またc”ぎ�メカニズ±{ス
リー±ライン・ローリンÌ・息継ぎ・ス
ローク）a学びc
基本”法にチャレンジしc個o�能
に§じて”
a高める．

“”2

“”3
“にÚする事úとそ�原ûa知{c自己防衛√法am衣“”áòきka通して学ぶ．様ÜなリレーÉ目aÓいc”ぐことだけ�なく
c∂い合う∑しみaªわう．

“”4

保健講義4
改´新版「保健体育概論」arいて「か˛だとこころ　ー疾病とそ�予防・大¢�仕åみと§きー」�学習aÓいc自ˇ�興ª�
あるテーマについて探求する．またテーマにwったレポー
a®|する．

バスケッ
ボー°1
安çに留意するためcyしいr具{ボー°・ゼッケン・タイマー）��い√aÄえる．シューティンÌáボー°ハンドリンÌa通してc
様Üなボー°操®�√法a学ぶ．

サッカー1
安çに留意するためcyしいr具{ボー°・ゼッケン・ゴー°）��い√aÄえる．対oパスa通してc様Üなボー°操®�√法a学
ぶ．

新体
テス
1
反復≠とび・20mシャ
°ラン・立ち幅∞び・õ体±こし・長座体前屈・k長・体重・握
a測´する．Ä´�r∑に記∆a記∏す
る．

新体
テス
2 ハンドボー°πげ・50m走a測´する．Ä´�r∑に記∆a記∏する．

バスケッ
ボー°2
個o練習áÌ°ープ活`(1対1c2対2c3対3)a通してc前k�学習内la´mさせる．またc簡äゲー±a通してc連ïプレーá
°ー°c試合�運ù√法a学ぶ．

サッカー2
個o練習áÌ°ープ活`(1対1c2対2c3対3)a通してc前k�学習内la´mさせる．またc簡äゲー±a通してc連ïプレーá
°ー°c試合�運ù√法a学ぶ．

バスケッ
ボー°3
個o練習áÌ°ープ活`(1対1c2対2c3対3)a通してc前k�学習内la´mさせる．またc簡äゲー±a通してc連ïプレーá
°ー°c試合�運ù√法a学ぶ．

サッカー3
個o練習áÌ°ープ活`(1対1c2対2c3対3)a通してc前k�学習内la´mさせる．またc簡äゲー±a通してc連ïプレーá
°ー°c試合�運ù√法a学ぶ．

バスケッ
ボー°4
y�コー
a�って�ゲー±a通してcよ{高*な連ïプレーá°ー°c集団≥‡a学ぶ．またcチー±�特≤に§じた®≥a立て
てc勝µa∂う∑しさáπびaªわいc自主[にゲー±a展æ�きるようになる．

サッカー4
y�コー
a�って�ゲー±a通してcよ{高*な連ïプレーá°ー°c集団≥‡a学ぶ．またcチー±�特≤に§じた®≥a立て
てc勝µa∂う∑しさáπびaªわいc自主[にゲー±a展æ�きるようになる．

バスケッ
ボー°5
y�コー
a�って�ゲー±a通してcよ{高*な連ïプレーá°ー°c集団≥‡a学ぶ．またcチー±�特≤に§じた®≥a立て
てc勝µa∂う∑しさáπびaªわいc自主[にゲー±a展æ�きるようになる．

サッカー5
y�コー
a�って�ゲー±a通してcよ{高*な連ïプレーá°ー°c集団≥‡a学ぶ．またcチー±�特≤に§じた®≥a立て
てc勝µa∂う∑しさáπびaªわいc自主[にゲー±a展æ�きるようになる．

バスケッ
ボー°6
リーÌ≥�運ù√法a学びc自主[にゲー±a展æ�きるようになる．またcボー°操®技能a修得しているかについて実技試»
�評�する．

サッカー6
リーÌ≥�運ù√法a学びc自主[にゲー±a展æ�きるようになる．またcボー°操®技能a修得しているかについて実技試»
�評�する．

J
考

中Í試»および´�試»�実Cしない．
中Í試»および´�試»�実Cしない．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9 新体
テス
�得��評�する．

10

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 なし

神戸市立工業高等専門学校 2025年)シラバス

保健・体育 (Health and Physical Education)

宮内 健嗣 非常勤講師, 寺田 雅裕 教授, 小森田 敏 教授, 春名 桂 教授, 吉本 陽亮 准教授

電子工学科・3年・通年・必修・2単位【実技】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

自主jなスポーm活op通してr生tにわたって心z�健{p保持増~しr�かなスポーmライÇp継Ñするため�資質・
能
pâ�通ä育ãすることp目èす．1） 各í�運o�特ïñ社会生活における健{・安úについて習得した技能p活
†�きる．2）生tにわたって継Ñして運oに¢し£習§p定¶させる．3）健{�保持増~と体
�向™p目èしr�か�
活
ある社会生活p¨£能
p高める．

【C3】これま�に学ん∞水泳技能pいかしてr総合jな水泳能
�向™p
µる．

水�特ïñ泳ぎ�メカニズム・泳法・自己防衛技術・救急法などp理≈しr水
泳技能p修得しているかについてr実技試«�評�する．

【C3】バレーボー �特ïp理≈しr状ÃにÕじたボー 操–と攻“�連
‘したoきpzにけることが�きる．またrチームメンバーとチーム�課Ÿp
共€しr課Ÿ≈‹に向けて主体jに›äfi£ことが�きる．

バレーボー �特ï�理≈・ ー ・審判法・ゲーム�~め‚などp理≈して
いるかについて学習記‰p通じて評�する．またrボー 操–技能p修得して
いるかについて実技試«�評�する．

【C3】軟式野Ë�特ïp理≈しr状ÃにÕじたバッ
操–と走塁r安定した
捕Ëñ送Ëpzにけることが�きる．またrチームメンバーとチーム�課Ÿ
p共€しr課Ÿ≈‹に向けて主体jに›äfi£ことが�きる．

軟式野Ë�特ï�理≈・ ー ・審判法・ゲーム�~め‚などp理≈してい
るかについて学習記‰p通じて評�する．またrボー 操–・バッ
操–技能p
修得しているかについて実技試«�評�する．

【C3】卓Ë�特ïp理≈しrサービスñス
ローÚなど�安定したラケッ

操–pzにけることが�きる．またrチームメンバーとチーム�課Ÿp共€し
r課Ÿ≈‹に向けて主体jに›äfi£ことが�きる．

卓Ë�特ï�理≈・ ー ・審判法・ゲーム�~め‚などp理≈しているかに
ついて学習記‰p通じて評�する．またrラケッ
操–技能p修得しているかに
ついて実技試«�評�する．

【C3】バドミン
ン�特ïp理≈しrサービスñス
ローÚなど�安定したラ
ケッ
操–pzにけることが�きる．またrチームメンバーとチーム�課Ÿp
共€しr課Ÿ≈‹に向けて主体jに›äfi£ことが�きる．

バドミン
ン�特ï�理≈・ ー ・審判法・ゲーム�~め‚などp理≈してい
るかについて学習記‰p通じて評�する．またrラケッ
操–技能p修得してい
るかについて実技試«�評�する．

【C3】ソÇ
テニス�特ïp理≈しrサービスñス
ローÚなど�安定したラ
ケッ
操–pzにけることが�きる．またrチームメンバーとチーム�課Ÿp
共€しr課Ÿ≈‹に向けて主体jに›äfi£ことが�きる．

ソÇ
テニス�特ï�理≈・ ー ・審判法・ゲーム�~め‚などp理≈して
いるかについて学習記‰p通じて評�する．またrラケッ
操–技能p修得して
いるかについて実技試«�評�する．

【C3】バスケッ
ボー �特ïp理≈しr状ÃにÕじたボー 操–と攻“
�連‘したoきpzにけることが�きる．またrチームメンバーとチーム�課
Ÿp共€しr課Ÿ≈‹に向けて主体jに›äfi£ことが�きる．

バスケッ
ボー �特ï�理≈・ ー ・審判法・ゲーム�~め‚などp理≈
しているかについて学習記‰p通じて評�する．またrボー 操–技能p修得
しているかについて実技試«�評�する．

【C3】サッカー�特ïp理≈しr状ÃにÕじたボー 操–と攻˜とそ�“ä
等�連‘したoきpzにけることが�きる．またrチームメンバーとチーム�
課Ÿp共€しr課Ÿ≈‹に向けて主体jに›äfi£ことが�きる．

サッカー�特ï�理≈・ ー ・審判法・ゲーム�~め‚などp理≈している
かについて学習記‰p通じて評�する．またrボー 操–技能p修得している
かについて実技試«�評�する．

【C3】新体
テス
p通じてr自˘�体
・運o能
�状˙p総合評�基
¸と˝らし合わせて評�する．またr自˘�z体・運o能
�変�p把握
してr適�な生活様式�実�ñ運o能
�向™pµることが�きる．

【C3】毎時
�ス
レッチñサーキッ

レーニン�p
うことによär継Ñ
jな体
向™・健{増~・傷害予防に�する知�と技能p修得する．また
r各í目�練習‚法p学びr段階jな技能習�pµることが�きる．

体
向™・健{増~・傷害予防・技能習�に�してr毎時
�技能習�)p
�心・意欲・思考・技能・知��観�から学習記‰p通じて評�する．

前!"到達目標毎1＝20%r到達目標毎2～6＝40%r到達目標毎10＝40%�評�する．後!"到達目標毎2r4～8＝
50%r到達目標毎9＝10%r到達目標毎10＝40%�評�する．前!と後!pそれぞれ50�ずつとしr100�満��60�
以™p合1とする．

ステップアップ高校スポーm4大修館書店
改訂新版「保健体育概論」4近畿地区高等専門学校体育研究会編 晃洋書房

目�みるoき�≈剖学4大修館書店
最新体育・スポーm科学研究法4大修館書店
スポーmマンならN�O知っておきたい「から∞」�こと4大修館書店

レーニン�è導Qテキス
理論編4ベースボー マガジン社

レーニン�è導Qテキス
実�編4ベースボー マガジン社

履修:�
注意事項

1）前!授業において実技試«が未実V�Q"r9月末Yま�(後!"2月末Y)に再試«p[けることが�きる．それ以降
�再試«�]し^"[け_けない．`しr診断書が提^された病状ñ整形外科jな疾i�場合"r担当教mと相o�™r
対Õする．2）診断書が提^された場合においてr実技試«p[けることが困rな場合"レポー
�代tすることがある．3）
前!�水泳"r必修とする．
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授4計画（保健・体育）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1

2

3

4 選択í目�競技特ïp理≈しr小� ープ�課Ÿ練習p
う．またr自主jに簡yゲームが運¨�きるようになる．

5 選択í目�競技特ïp理≈しr小� ープ�課Ÿ練習p
う．またr自主jに簡yゲームが運¨�きるようになる．

6

7

8

9

10

11

12 設定された練習プロ�ラムから泳法p選択しr個|�泳
にÕじて一定時
泳ぎr総合jな泳
p高める．

13 設定された練習プロ�ラムから泳法p選択しr個|�泳
にÕじて一定時
泳ぎr総合jな泳
p高める．

14 設定された練習プロ�ラムから泳法p選択しr個|�泳
にÕじて一定時
泳ぎr総合jな泳
p高める．

15 水泳技能p修得しているかについて実技試«�評�する．

16

17

18

19 新体
テス


20 選択í目�競技特ïp理≈しr小� ープ�課Ÿ練習p
う．またr自主jに簡yゲームが運¨�きるようになる．

21 選択í目�競技特ïp理≈しr小� ープ�課Ÿ練習p
う．またr自主jに簡yゲームが運¨�きるようになる．

22

23

24

25

26

27

28

29

30

保健講義5 改定新版「保健体育概論」p†いて「|
とスポーm　ースポーm
レーニン�ー」に�する学習p
いr自˘�興Å�あるテー
マについて探Éする．またテーマにÑったレポー
p–ãする．

選択実技1 選択í目�競技特ïp理≈しr小� ープ�課Ÿ練習p
う．またr簡yゲームp実Vしr競技 ー ñ試合�運¨‚法p理≈
する．

選択実技2 選択í目�競技特ïp理≈しr小� ープ�課Ÿ練習p
う．またr簡yゲームp実Vしr競技 ー ñ試合�運¨‚法p理≈
する．

選択実技3

選択実技4

選択実技5 試合p通じてよä高)な技能ñ集団戦術p学びr競技特ï�理≈pàめる．またr正ä ー に¸じたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主jに運¨�きるようになる．

選択実技6 試合p通じてよä高)な技能ñ集団戦術p学びr競技特ï�理≈pàめる．またr正ä ー に¸じたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主jに運¨�きるようになる．

選択実技7 試合p通じてよä高)な技能ñ集団戦術p学びr競技特ï�理≈pàめる．またr正ä ー に¸じたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主jに運¨�きるようになる．

選択実技8 試合p通じてよä高)な技能ñ集団戦術p学びr競技特ï�理≈pàめる．またr正ä ー に¸じたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主jに運¨�きるようになる．

選択実技9 チーム�特ïにÕじた戦術p選択・遂
�きるようにチーム内�協ëする．またr正ä ー にíったゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主jに運¨�きるようになる．またr授業�学ん∞技能p修得しているかについてr実技試«�評�する．

選択実技10 チーム�特ïにÕじた戦術p選択・遂
�きるようにチーム内�協ëする．またr正ä ー にíったゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主jに運¨�きるようになる．またr授業�学ん∞技能p修得しているかについてr実技試«�評�する．

水泳1

水泳2

水泳3

水泳4

保健講義6 改定新版「保健体育概論」p†いて「健{と生t　ー生活と地Ë環境・健{と環境ー」に�する学習p
いr自˘�興Å�ある
テーマについて探Éする．またテーマにÑったレポー
p–ãする．

選択実技1 選択í目�競技特ïp理≈しr小� ープ�課Ÿ練習p
う．またr簡yゲームp実Vしr競技 ー ñ試合�運¨‚法p理≈
する．

選択実技2 選択í目�競技特ïp理≈しr小� ープ�課Ÿ練習p
う．またr簡yゲームp実Vしr競技 ー ñ試合�運¨‚法p理≈
する．

反復óとび・20mシャ
 ラン・立ö幅úび・™体ùこし・長座体前屈・ハンドボー ¢げ・50m走・z長・体重・握
p測定する．
è定�†¶に記‰p記ßする．

選択実技3

選択実技4

選択実技5 試合p通じてよä高)な技能ñ集団戦術p学びr競技特ï�理≈pàめる．またr正ä ー に¸じたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主jに運¨�きるようになる．

選択実技6 試合p通じてよä高)な技能ñ集団戦術p学びr競技特ï�理≈pàめる．またr正ä ー に¸じたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主jに運¨�きるようになる．

選択実技7 試合p通じてよä高)な技能ñ集団戦術p学びr競技特ï�理≈pàめる．またr正ä ー に¸じたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主jに運¨�きるようになる．

選択実技8 試合p通じてよä高)な技能ñ集団戦術p学びr競技特ï�理≈pàめる．またr正ä ー に¸じたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主jに運¨�きるようになる．

選択実技9 試合p通じてよä高)な技能ñ集団戦術p学びr競技特ï�理≈pàめる．またr正ä ー に¸じたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主jに運¨�きるようになる．

選択実技10 試合p通じてよä高)な技能ñ集団戦術p学びr競技特ï�理≈pàめる．またr正ä ー に¸じたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主jに運¨�きるようになる．

選択実技11 チーム�特ïにÕじた戦術p選択・遂
�きるようにチーム内�協ëする．またr正ä ー にíったゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主jに運¨�きるようになる．またr授業�学ん∞技能p修得しているかについて実技試«�評�する．

選択実技12 チーム�特ïにÕじた戦術p選択・遂
�きるようにチーム内�協ëする．またr正ä ー にíったゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主jに運¨�きるようになる．またr授業�学ん∞技能p修得しているかについて実技試«�評�する．

選択実技13 チーム�特ïにÕじた戦術p選択・遂
�きるようにチーム内�協ëする．またr正ä ー にíったゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主jに運¨�きるようになる．またr授業�学ん∞技能p修得しているかについて実技試«�評�する．

J
考

中
試«および定!試«"実Vしない．
中
試«および定!試«"実Vしない．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9 新体
テス
�得��評�する．

10

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 なし

神戸市立工業高等専門学校 2025年)シラバス

保健・体育 (Health and Physical Education)

小森田 敏 教授, 寺田 雅裕 教授, 宮内 健嗣 非常勤講師, 吉本 陽亮 准教授

電子工学科・4年・通年・必修・2単位【実技】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

自主hなスポーk活mn通してp生rにわたって心x�健yn保持増|しp}かなスポーkライÄn継Çするため�資質・
能
ná�通à育âすることn目çす．1） 各ê�運m�特ìî社会生活における健y・安öについて習得した技能n活
û�きる．2）生rにわたって継Çして運mに†し°習¢n定§させる．3）健y�保持増|と体
�向®n目çしp}か�
活
ある社会生活n™°能
n高める．

【C3】健y�保持増|・傷害予Æと体
�向®に必Øな知±n修得しp}
か�活
ある社会生活n™°能
n≤う．

健y�保持増|・傷害予Æと体
�向®に必Øな知±n理µしているかに
ついてpレポー
およ∏小テス
�評�する．

【C3】バレーボー∫�特ìn理µしp状ºにΩじたボー∫操¿と攻¬�連
ƒしたmきnxにけることが�きる．またpチームメンバーとチーム�課Ãn
共Œしp課Ãµœに向けて主体hに–à—°ことが�きる．

バレーボー∫�特ì�理µ・∫ー∫・審判法・ゲーム�|め÷などn理µして
いるかについて学習記Ÿn通じて評�する．またpボー∫操¿技能n修得して
いるかについて実技試€�評�する．

【C3】軟式野fl�特ìn理µしp状ºにΩじたバッ
操¿と走塁p安定した
捕flî送flnxにけることが�きる．またpチームメンバーとチーム�課Ã
n共Œしp課Ãµœに向けて主体hに–à—°ことが�きる．

軟式野fl�特ì�理µ・∫ー∫・審判法・ゲーム�|め÷などn理µしてい
るかについて学習記Ÿn通じて評�する．またpボー∫操¿・バッ
操¿技能n
修得しているかについて実技試€�評�する．

【C3】卓fl�特ìn理µしpサービスîス
ローÈなど�安定したラケッ

操¿nxにけることが�きる．またpチームメンバーとチーム�課Ãn共Œし
p課Ãµœに向けて主体hに–à—°ことが�きる．

卓fl�特ì�理µ・∫ー∫・審判法・ゲーム�|め÷などn理µしているかに
ついて学習記Ÿn通じて評�する．またpラケッ
操¿技能n修得しているかに
ついて実技試€�評�する．

【C3】バドミン
ン�特ìn理µしpサービスîス
ローÈなど�安定したラ
ケッ
操¿nxにけることが�きる．またpチームメンバーとチーム�課Ãn
共Œしp課Ãµœに向けて主体hに–à—°ことが�きる．

バドミン
ン�特ì�理µ・∫ー∫・審判法・ゲーム�|め÷などn理µしてい
るかについて学習記Ÿn通じて評�する．またpラケッ
操¿技能n修得してい
るかについて実技試€�評�する．

【C3】ソÄ
テニス�特ìn理µしpサービスîス
ローÈなど�安定したラ
ケッ
操¿nxにけることが�きる．またpチームメンバーとチーム�課Ãn
共Œしp課Ãµœに向けて主体hに–à—°ことが�きる．

ソÄ
テニス�特ì�理µ・∫ー∫・審判法・ゲーム�|め÷などn理µして
いるかについて学習記Ÿn通じて評�する．またpラケッ
操¿技能n修得して
いるかについて実技試€�評�する．

【C3】バスケッ
ボー∫�特ìn理µしp状ºにΩじたボー∫操¿と攻¬
�連ƒしたmきnxにけることが�きる．またpチームメンバーとチーム�課
Ãn共Œしp課Ãµœに向けて主体hに–à—°ことが�きる．

バスケッ
ボー∫�特ì�理µ・∫ー∫・審判法・ゲーム�|め÷などn理µ
しているかについて学習記Ÿn通じて評�する．またpボー∫操¿技能n修得
しているかについて実技試€�評�する．

【C3】サッカー�特ìn理µしp状ºにΩじたボー∫操¿と攻とそ�¬à
等�連ƒしたmきnxにけることが�きる．またpチームメンバーとチーム�
課Ãn共Œしp課Ãµœに向けて主体hに–à—°ことが�きる．

サッカー�特ì�理µ・∫ー∫・審判法・ゲーム�|め÷などn理µしている
かについて学習記Ÿn通じて評�する．またpボー∫操¿技能n修得している
かについて実技試€�評�する．

【C3】新体
テス
n通じてp自Ú�体
・運m能
�状Ûn総合評�基
˜と¯らし合わせて評�する．またp自Ú�x体・運m能
�変˚n把握
してp適ˇな生活様式�実�î運m能
�向®n�ることが�きる．

【C3】毎時��ス
レッチîサーキッ

レーニン�n	うことによàp継Ç
hな体
向®・健y増|・傷害予Æに
する知±と技能n修得する．また
p各ê目�練習÷法n学∏p段階hな技能習�n�ることが�きる．

体
向®・健y増|・傷害予Æ・技能習�に
してp毎時��技能習�)n

心・意欲・思考・技能・知±�観�から学習記Ÿn通じて評�する．

前��到達目標毎1＝20%p到達目標毎2～6＝40%p到達目標毎10＝40%�評�する．後��到達目標毎4～8＝
50%p到達目標毎9＝10%p到達目標毎10＝40%�評�する．前�と後�nそれぞれ50�ずつとしp100�満��60�
以®n合%とする．

ステップアップ高校スポーk(大修館書店
改訂新版「保健体育概論」(近畿地区高等専門学校体育研究会編 晃洋書房

目�みるmき�µ剖学(大修館書店
最新体育・スポーk科学研究法(大修館書店
スポーkマンならB�C知っておきたい「からだ」�こと(大修館書店

レーニン�ç導Fテキス
理論編(ベースボー∫マガジン社

レーニン�ç導Fテキス
実�編(ベースボー∫マガジン社

履修:�
注意事項

1）前�授業において実技試€が未実K�F�p9月末Nま�(後��2月末N)に再試€nPけることが�きる．それ以降
�再試€�RしS�PけTけない．Uしp診断書が提Sされた病状î整形外科hな疾^�場合�p担当教bと相d�®p
対Ωする．2）診断書が提Sされた場合においてp実技試€nPけることが困gな場合�レポー
�代iすることがある．
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授4計画（保健・体育）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1

2

3

4 選択ê目�競技特ìn理µしp小�∫ープ�課Ã練習n	う．またp自主hに簡nゲームが運™�きるようになる．

5 選択ê目�競技特ìn理µしp小�∫ープ�課Ã練習n	う．またp自主hに簡nゲームが運™�きるようになる．

6

7

8

9

10

11

12

13

14 健y�保持増|・傷害予Æと体
�向®に
する学習n	いpテーマにoったレポー
¿âCしく�小テス
n	う．

15 健y�保持増|・傷害予Æと体
�向®に
する学習n	いpテーマにoったレポー
¿âCしく�小テス
n	う．

16

17

18

19 新体
テス


20 選択ê目�競技特ìn理µしp小�∫ープ�課Ã練習n	う．またp自主hに簡nゲームが運™�きるようになる．

21 選択ê目�競技特ìn理µしp小�∫ープ�課Ã練習n	う．またp自主hに簡nゲームが運™�きるようになる．

22

23

24

25

26

27

28

29

30

保健講義7 改定新版「保健体育概論」nûいて「現代社会とスポーk　ースポーkへ�アプローチ・スポーk�文˚史ー」�学習n	いp自
Ú�興y�あるテーマについて探{する．またテーマにoったレポー
n¿âする．

選択実技1 選択ê目�競技特ìn理µしp小�∫ープ�課Ã練習n	う．またp簡nゲームn実Kしp競技∫ー∫î試合�運™÷法n理µ
する．

選択実技2 選択ê目�競技特ìn理µしp小�∫ープ�課Ã練習n	う．またp簡nゲームn実Kしp競技∫ー∫î試合�運™÷法n理µ
する．

選択実技3

選択実技4

選択実技5 試合n通じてよà高)な技能î集団戦�n学∏p競技特ì�理µnÄめる．またp正Ç∫ー∫に˜じたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主hに運™�きるようになる．

選択実技6 試合n通じてよà高)な技能î集団戦�n学∏p競技特ì�理µnÄめる．またp正Ç∫ー∫に˜じたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主hに運™�きるようになる．

選択実技7 試合n通じてよà高)な技能î集団戦�n学∏p競技特ì�理µnÄめる．またp正Ç∫ー∫に˜じたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主hに運™�きるようになる．

選択実技8 試合n通じてよà高)な技能î集団戦�n学∏p競技特ì�理µnÄめる．またp正Ç∫ー∫に˜じたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主hに運™�きるようになる．

選択実技9 チーム�特ìにΩじた戦�n選択・遂	�きるようにチーム内�協àする．またp正Ç∫ー∫にâったゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主hに運™�きるようになる．またp授業�学んだ技能n修得しているかについてp実技試€�評�する．

選択実技10 チーム�特ìにΩじた戦�n選択・遂	�きるようにチーム内�協àする．またp正Ç∫ー∫にâったゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主hに運™�きるようになる．またp授業�学んだ技能n修得しているかについてp実技試€�評�する．

選択実技11 チーム�特ìにΩじた戦�n選択・遂	�きるようにチーム内�協àする．またp正Ç∫ー∫にâったゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主hに運™�きるようになる．またp授業�学んだ技能n修得しているかについてp実技試€�評�する．

選択実技12 チーム�特ìにΩじた戦�n選択・遂	�きるようにチーム内�協àする．またp正Ç∫ー∫にâったゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主hに運™�きるようになる．またp授業�学んだ技能n修得しているかについてp実技試€�評�する．

保健講義8

保健講義9

保健講義10 改定新版「保健体育概論」nûいて「健yと生r　ー福祉・障害とスポーk・保健	éと医療制)ー」�学習n	いp自Ú�興
y�あるテーマについて探{する．またテーマにoったレポー
n¿âする．

選択実技1 選択ê目�競技特ìn理µしp小�∫ープ�課Ã練習n	う．またp簡nゲームn実Kしp競技∫ー∫î試合�運™÷法n理µ
する．

選択実技2 選択ê目�競技特ìn理µしp小�∫ープ�課Ã練習n	う．またp簡nゲームn実Kしp競技∫ー∫î試合�運™÷法n理µ
する．

反復îと∏・20mシャ
∫ラン・立ó幅ô∏・®体öこし・長座体前屈・ハンドボー∫üげ・50m走・x長・体重・握
n測定する．
ç定�û£に記Ÿn記§する．

選択実技3

選択実技4

選択実技5 試合n通じてよà高)な技能î集団戦�n学∏p競技特ì�理µnÄめる．またp正Ç∫ー∫に˜じたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主hに運™�きるようになる．

選択実技6 試合n通じてよà高)な技能î集団戦�n学∏p競技特ì�理µnÄめる．またp正Ç∫ー∫に˜じたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主hに運™�きるようになる．

選択実技7 試合n通じてよà高)な技能î集団戦�n学∏p競技特ì�理µnÄめる．またp正Ç∫ー∫に˜じたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主hに運™�きるようになる．

選択実技8 試合n通じてよà高)な技能î集団戦�n学∏p競技特ì�理µnÄめる．またp正Ç∫ー∫に˜じたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主hに運™�きるようになる．

選択実技9 試合n通じてよà高)な技能î集団戦�n学∏p競技特ì�理µnÄめる．またp正Ç∫ー∫に˜じたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主hに運™�きるようになる．

選択実技10 試合n通じてよà高)な技能î集団戦�n学∏p競技特ì�理µnÄめる．またp正Ç∫ー∫に˜じたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主hに運™�きるようになる．

選択実技11 チーム�特ìにΩじた戦�n選択・遂	�きるようにチーム内�協àする．またp正Ç∫ー∫にâったゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主hに運™�きるようになる．またp授業�学んだ技能n修得しているかについて実技試€�評�する．

選択実技12 チーム�特ìにΩじた戦�n選択・遂	�きるようにチーム内�協àする．またp正Ç∫ー∫にâったゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主hに運™�きるようになる．またp授業�学んだ技能n修得しているかについて実技試€�評�する．

選択実技13 チーム�特ìにΩじた戦�n選択・遂	�きるようにチーム内�協àする．またp正Ç∫ー∫にâったゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主hに運™�きるようになる．またp授業�学んだ技能n修得しているかについて実技試€�評�する．

J
考

中�試€およ∏定�試€�実Kしない．
中�試€およ∏定�試€�実Kしない．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7 新体
テス
�得��評価対�としない．

8

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 なし

神戸市立工業高等専門学校 2025年,シラバス

保健・体育 (Health and Physical Education)

吉本 陽亮 准教授, 寺田 雅裕 教授, 小森田 敏 教授

電子工学科・5年・前期・必修・1単位【実技】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

自主cなスポーf活hijしてl生nにわたって心t�健ui保持増xしlyかなスポーfライ|i継~するため�資質・
能
iÖ�jÜ育áすることi目äす．1） 各ç�運h�特êë社会生活における健u・安óについて習得した技能i活
öできる．2）生nにわたって継~して運hにùしû習üi定°させる．3）健u�保持増xと体
�向•i目äしlyかで
活
ある社会生活ißû能
i高める．

【C3】健u�保持増x・傷害予´と体
�向•に必¨な知Æi修得しly
かで活
ある社会生活ißû能
iØう．

健u�保持増x・傷害予´と体
�向•に必¨な知Æi理≤しているかに
ついてlレポー
およµ小テス
で評価する．

【C3】バレーボー∑�特êi理≤しl状πに∫じたボー∑操Ωと攻ø�連
¡したhきitにけることができる．またlチームメンバーとチーム�課…i
共Àしl課…≤Ãに向けて主体cにÕÜŒûことができる．

バレーボー∑�特ê�理≤・∑ー∑・審判法・ゲーム�xめ”などi理≤して
いるかについて学習記÷ijじて評価する．またlボー∑操Ω技能i修得して
いるかについてl実技試ÿで評価する．

【C3】軟式野‹�特êi理≤しl状πに∫じたバッ
操Ωと走塁l安定した
捕‹ë送‹itにけることができる．またlチームメンバーとチーム�課…
i共Àしl課…≤Ãに向けて主体cにÕÜŒûことができる．

軟式野‹�特ê�理≤・∑ー∑・審判法・ゲーム�xめ”などi理≤してい
るかについて学習記÷ijじて評価する．またlボー∑操Ω技能i修得してい
るかについてl実技試ÿで評価する．

【C3】卓‹�特êi理≤しlサービスëス
ローÊなど�安定したラケッ

操Ωitにけることができる．またlチームメンバーとチーム�課…i共Àし
l課…≤Ãに向けて主体cにÕÜŒûことができる．

卓‹�特ê�理≤・∑ー∑・審判法・ゲーム�xめ”などi理≤しているかに
ついて学習記÷ijじて評価する．またlボー∑操Ω技能i修得しているかに
ついてl実技試ÿで評価する．

【C3】バドミン
ン�特êi理≤しlサービスëス
ローÊなど�安定したラ
ケッ
操Ωitにけることができる．またlチームメンバーとチーム�課…i
共Àしl課…≤Ãに向けて主体cにÕÜŒûことができる．

バドミン
ン�特ê�理≤・∑ー∑・審判法・ゲーム�xめ”などi理≤してい
るかについて学習記÷ijじて評価する．またlボー∑操Ω技能i修得してい
るかについてl実技試ÿで評価する．

【C3】テニスÎµソ|
テニス�特êi理≤しlサービスëス
ローÊなど
�安定したラケッ
操Ωitにけることができる．またlチームメンバーとチ
ーム�課…i共Àしl課…≤Ãに向けて主体cにÕÜŒûことができる．

テニスÎµソ|
テニス�特ê�理≤・∑ー∑・審判法・ゲーム�xめ”など
i理≤しているかについて学習記÷ijじて評価する．またlボー∑操Ω技能
i修得しているかについてl実技試ÿで評価する．

【C3】新体
テス
ijじてl自Ì�体
・運h能
�状Ói総合評価基
ÚとÛらし合わせて評価する．またl自Ì�t体・運h能
�変ˆi把握
してl適˙な生活様式�実¸ë運h能
�向•i˝ることができる．

【C3】毎時��ス
レッチëサーキッ

レーニン�i�うことによÜl継~
cな体
向•・健u増x・傷害予´に�する知Æと技能i修得する．また
l各ç目�練習”法i学µl段階cな技能習	i˝ることができる．

体
向•・健u増x・傷害予´・技能習	に�してl毎時��技能習	,i
�心・意欲・思考・技能・知Æ�観�から学習記÷ijじて評価する．

到達目標毎1＝20%l到達目標毎1～6＝40%l到達目標毎8＝40%で評価する．100�満�で60�以•i合�とする．

ステップアップ高校スポーf�大修館書店
改訂新版「保健体育概論」�近畿地区高等専門学校体育研究会編 晃洋書房

目でみるhき�≤剖学�大修館書店
最新体育・スポーf科学研究法�大修館書店
スポーfマンなら6で7知っておきたい「からだ」�こと�大修館書店

レーニン�ä導:テキス
理論編�ベースボー∑マガジン社

レーニン�ä導:テキス
実¸編�ベースボー∑マガジン社

履修:�
注意事項

1）前期授業において実技試ÿが未実?�:�l9月末Cまでに再試ÿiEけることができる．そG以H�再試ÿ�Iし
J�EけKけない．Lしl診断書が提JさGた病状ë整形外科cな疾U�場合�l担当教Yと相[�•l対∫する．2）診
断書が提JさGた場合においてl実技試ÿiEけることが困]な場合�レポー
で代_することがある．
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授4計画（保健・体育）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1

2

3

4 選択ç目�競技特êi理≤しl小�∑ープで課…練習i�う．またl自主cに簡dゲームが運ßできるようになる．

5 選択ç目�競技特êi理≤しl小�∑ープで課…練習i�う．またl自主cに簡dゲームが運ßできるようになる．

6

7

8

9

10

11

12

13 新体
テス


14 健u�保持増x・傷害予´と体
�向•に�する学習i�いlテーマにeったレポー
Ωá7しく�小テス
i�う．

15 健u�保持増x・傷害予´と体
�向•に�する学習i�いlテーマにeったレポー
Ωá7しく�小テス
i�う．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

保健講義11 改定新版「保健体育概論」iöいて「現代社会とスポーf　ースポーfと社会ー」に�する学習i�いl自Ì�興k�あるテーマ
について探mする．またテーマにeったレポー
iΩáする．

選択実技1 選択ç目�競技特êi理≤しl小�∑ープで課…練習i�う．またl簡dゲームi実?しl競技∑ー∑ë試合�運ß”法i理≤
する．

選択実技2 選択ç目�競技特êi理≤しl小�∑ープで課…練習i�う．またl簡dゲームi実?しl競技∑ー∑ë試合�運ß”法i理≤
する．

選択実技3

選択実技4

選択実技5 試合ijじてよÜ高,な技能ë集団戦qi学µl競技特ê�理≤irめる．またl正t∑ー∑にÚじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主cに運ßできるようになる．

選択実技6 試合ijじてよÜ高,な技能ë集団戦qi学µl競技特ê�理≤irめる．またl正t∑ー∑にÚじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主cに運ßできるようになる．

選択実技7 試合ijじてよÜ高,な技能ë集団戦qi学µl競技特ê�理≤irめる．またl正t∑ー∑にÚじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主cに運ßできるようになる．

選択実技8 試合ijじてよÜ高,な技能ë集団戦qi学µl競技特ê�理≤irめる．またl正t∑ー∑にÚじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主cに運ßできるようになる．

選択実技9 試合ijじてよÜ高,な技能ë集団戦qi学µl競技特ê�理≤irめる．またl正t∑ー∑にÚじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主cに運ßできるようになる．

選択実技10 試合ijじてよÜ高,な技能ë集団戦qi学µl競技特ê�理≤irめる．またl正t∑ー∑にÚじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主cに運ßできるようになる．

選択実技11 チーム�特êに∫じた戦qi選択・遂�できるようにチームzで協|する．またl正t∑ー∑に}ったゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主cに運ßできるようになる．またl授業で学んだ技能i修得しているかについて実技試ÿで評価する．

反復Åとµ・20mシャ
∑ラン・立Ñ幅Üµ・•体áこし・長座体前屈・ハンドボー∑åげ・50m走・t長・体重・握
i測定する．
ä定�öêに記÷i記ëする．

保健講義12

保健講義13

J
考

中�試ÿおよµ定期試ÿ�実?しない．
中�試ÿおよµ定期試ÿ�実?しない．
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科　目

担当教員 大倉 恭子 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 歌��テスト��テスト演習��カノ �作"�採点%&評(する．

2 歌��テスト%&そ�正.さ0評(する．

3 歌��テスト%&発20評(する．

4 カノ �作"�採点%&評(する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 4し

関連科目 4し

神戸市立工業高等専門学校 2025年Eシラバス

芸術 (ArM)

電子工学科・1年・後期・必修・1単位【実技】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

2楽（歌^0身`&aじ�生涯学習&つなげる.歌��指導�kl個人oテスト�そ�%�個人指導&よって�変声直後kl
v&いる変声途y�z0出|るだ~�い状ÅへÉ導きたい．カノ 作Ü&よって既習した理â�.äÉ�正しã楽å0çã
こÉ0体êさせたい．生涯学習Éíì観点からも�できるôö流ú&左ûされないÜ0体êさせたい．

【C3】基本¢な楽å�見方�çき方0•る．

【C3】リズム�メロディ≠0理Æしながら歌ì．

【C3】諸外≤�Ü0歌ìこÉ&よってそ�≤�2楽�í≥&¥れる．

【C3】カノ �作Ü0µして楽∂0理Æし�.äする．

歌�テスト50%  カノ 30%  授業y&実∏する�テスト演習20%　こ�πつ�項ª�合Ω0100点満点で評(し�60点
以¡0合¬Éする．

ON!1（2楽�友社^
プリ ト

履修:�
注意事項

半期�授業� &1À�歌��テスト0úì．実技�演習がyÃ�教科な�で出席�授業ÅEも重要—する．
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授4計画（芸術）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 説明�歌� 授業0‘めるため�説明 ÷0ãださい・校歌�å◊み�歌詞�．

2 歌��楽∂ 既習Ü 少年%代�楽∂（2符・休符・記å^そ�fl�Ü

3 歌��楽∂

4 歌��楽∂

5 歌��カノ 作Ü 既習Ü そ�fl�Ü�カノ 作Ü（カノ 作Ü�‡�説明�演習^

6 歌��カノ 作Ü 既習Ü ·l‚ã カノ （演習É個人指導^

7 歌�� カノ 作Ü 既習Ü カノ （演習É個人指導^�アニ≠・ロ≠リ≠（合�^

8 歌�� カノ 作Ü 既習Ü カノ （演習É個人指導^�そ�fl�Ü（合�^

9 歌�� カノ 作Ü 既習Ü  カノ （演習É個人指導^

10 歌��カノ 作Ü 既習Ü �カノ 作Ü（演習É個人指導^

11 歌�テスト�カノ 提出

12 歌�テスト

13 歌��カノ �テスト 既習Ü�カノ &Êする�テスト

14 歌�� カノ 作Ü 既習Ü

15 2楽観賞 2楽観賞（パッヘルベル�カノ �そ�flバロッÌ2楽�鑑賞ÉÆ説^

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

既習Ü Caro mio benå◊み�カ トリ≠ロ≠ド��さな空�楽∂（2階・和2^

既習Ü Caro mio ben歌詞�（イタリア≥�説明^楽∂（2程^

Caro mio ben歌�テスト（個人oテスト・fl�zlカノ 0提出��テスト�準備)

Caro mio ben歌�テスト（個人oテスト・fl�zlカ�テスト�準備^．テスト終了後�必要�あるz&再試ê．

I
考

y 試êおよ�定期試êl実∏しない．
歌�テスト�カノ �提出�授業y&実∏する�テスト0以て試ê�代わöÉする．
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科　目

担当教員 武久 真士 講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 授業内���じ�プリン��配!する

参考書

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2025年1シラバス

日本言語文化論 (Japanese Language and Culture)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

本授業では[近代^_短歌[俳句[歌dなどひろくj韻文」�テキス�として[文学作s�精uするとはどのような営zである
のかということ�ついて学ぶÅ受講Éは講師Ñ解Üする方法論�参ä�[提åされ�作s�èする自ëなりの解ì�立ち
ïげることÑóめられるÅu解�öしては[グループでの作業ûüうÅ文学作s�題°として[他£と協•し意ß�交©し合
う能¨�涵Æすることû本授業の重∞な目≤であるÅ

【C3】日本の文学・文化の特¥�ついて適∂�Ü∑できる 日本の文学・文化の特¥�πする知ª�ついて[中間・定期試¿とレポー�で
評ƒする

【C3】日本の文学・文化の歴∆�πする«しい知ªと理解�…し[適∂�
Ü∑できる

日本の文学・文化の歴∆�πする知ª�ついて[中間・定期試¿とレポー�で
評ƒする

【D2】文学作s�精uし[自ëなりの理解�適∂�表Àできる 文学作s�uÃ能¨ÑÕ�ついているか[中間・定期試¿とレポー�で評ƒ
する

成œは[試¿70%　レポー�30%　として評ƒするÅ到達目標1～3�ついての試¿70%[到達目標1～3�πするレポー�
30%として評ƒ[100点満点で60点以ï�合ŸとするÅ

松本和‹ら編fiテクス�ë析入門』„ひつじ書房）
廣野由美子fi批評理論入門』„中公新書）
西原大輔編fi一ÙでuÃ日本の近代^500』„笠間書院）
鮎¯ぱてfi東京大学jボーカロイ�音楽論」講義』„文藝春秋）
豊崎由美・広瀬大志fiカッ
よくなきゃ[ポエ�じゃない�』„思潮社）

第1[2[3年j国語」

履修:�
注意事項
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授4計画（日本言語文化論）

テーマ 内容（目標・準Nなど）

1 ガイダンス�文学作s�精uするとはどのようなことか 授業�ついて概Üし[本授業�おけるj精u」の定義�ついて解Üする

2 三好達治・立原道造 三好達治・立原道造の作s�精uし[どのような^であるか自ëの言"で表Àする

3 最$タヒ・水(なお 最$タヒ・水(なおの作s�精uし[どのような^であるか自ëの言"で表Àする

4 À代短歌 岡野大*_木下龍‹など塚本邦夫以1のÀ代短歌�精uし[どのような短歌であるか自ëの言"で表Àする

5 北原白秋・萩原朔太郎 北原白秋・萩原朔太郎の作s�精uし[どのような^であるか自ëの言"で表Àする

6 米津玄師 米津玄師の作s�精u・精;し[どのような音楽であるか自ëの言"で表Àする

7 谷¯俊太郎・大岡信 谷¯俊太郎・大岡信の作s�精uし[どのような^であるか自ëの言"で表Àする

8 中間試¿ 中間試¿�実@する

9 鮎¯信夫・田村隆一

10 宮(賢治・入(康夫 宮(賢治Ñのちの^G�Hえ�影K�学びつつ[Mらの作s�精uし[どのような^であるか自ëの言"で表Àする

11 吉本隆∑

12 VOCALOID

13 小野十三郎・金時鐘

14 令和の^

15 本講義のまとめ 授業の総Z�üう

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期中間試¿および前期定期試¿�実@するÅ

鮎¯信夫・田村隆一�中[�[戦]�èして^GÑどのよう�^き合っ�のか�学びつつ[Mらの作s�精uし[どのような^であ
るか自ëの言"で表Àする

吉本隆∑�中[�[50～60年代の^Ñ社`とどのよう�かかわり�ûっ�のか�学びつつ[MらMbらの作s�精uし[どのよう
な^であるか自ëの言"で表Àする

VOCALOID楽cの歌dÑ言語表Àとしてどのよう�近代^とdのeうûの�åしているか学びつつ[作s�精u・精;し[どの
ような音楽であるか自ëの言"で表Àする

小野十三郎・金時鐘�中[�[^Gと社`運gとのπh�ついて学びつつ[Mらの作s�精uし[どのような^であるか自ëの言
"で表Àする

i�2010年代以1�発表され�^�概kし[^のÀ在mÑどのようなûのであるか知る

N
考
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科　目

担当教員 李 明哲 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト こちら�プリン�など�用!します．

参考書

関連科目 倫理

なし

神戸市立工業高等専門学校 2025年6シラバス

哲学A (Philosophy A)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

SたちU日常�無!XYZ[\れた^_じた^していc法ef常XghYはjkきな哲学的nいUoまれています．こg
授業�はj有rな哲学sたちUj独ug視wx方法�z{|いた}nいx~{〉g連Å�概Éしj哲学Yおいて「なぜそれ
Unàxなcgか？」「どうしてそういうz{方�すcgか？」などg思zパターン�学ん�いきます．

【C3】日常Yíされた哲学的nい�uî�ïつ[óしj哲学的Yz{cた
めgモデõ�獲ùすcこx．

日常Yíされた哲学的nい�uî�ïつ[óしj哲学的Yz{cためgモデ
õ�獲ùすcこxU�きcかjûテス�x定期試¢�評§すc．

【D2】哲学Y•かせない思z法f概ßYついてg理®�©めjuîgz
{�よ^明´Y表≠�きcようYなcこx．

哲学Y•かせない思z法f概ßYついてg理®�©めjuîgz{�よ^明
´Y表≠�きcかjûテス�x定期試¢�評§すc．

成Øはj試¢80%　ûテス�20%　xして評§すc．100w満w�60w以≥�合µxすc．ûテス�はj授業�登∑すcj
哲学g基本的概ß�∫しª理®していcこx�´ºすcためY実æすc．そg理®gもxj試¢�はjuîな^gz{Y結
びつ[c．

貫成人『哲学マップ«ちªま新書j2004年
熊野純彦『西洋哲学史　古”からh‘’«岩波新書j2006年
熊野純彦『西洋哲学史　近”から≠”’«岩波新書j2006年
畠山 創『k論争! 哲学バ�õ« KADOKAWAj2016年
そg他j授業�紹‰します．

履修:�
注意事項

- D–77 -



テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 イン�ロダクション　哲学�学ぶxはどういうこxか？

2 古”ギリシÏ哲学Ìソクラテス登∑ま� 古”ギリシÏg哲学sたちYよcj「万g根Ú」など�nうj独Ûな‘界É�理®�きcようYすc．

3 古”ギリシÏ哲学Ìソクラテスjプラ�ン

4 古”ギリシÏ哲学ÌÏリス�テレス 「目的因」などU登∑すc理論哲学からj「美˘」�˙い˚めc実践哲学ま�j幅˛いÏリス�テレスg哲学gエッセンス�学ぶ．

5 h‘哲学Ì�マス・Ïクィナスなど 「神学x哲学」g関��テーマY活�したh‘g哲学sたちUj後‘Y	{た影響�など�理®�きcようYすc．

6 ここま�gまxめ　ûテス� ここま�g哲学概ßなどg理®6�´ºしj復�すc．

7 「我　思うゆ{Y　我あ^」�有rな「方法的懐�」Yついてj理®�きcようYすc．

8 「主É／客É」xいう二項対立g‘界Éfj「心身nà」などjデカõ�哲学gエッセンス�理®�きcようYすc．

9 k陸合理論Ìライプニッツ

10 k陸合理論Ìスピノザ

11 イギリス経¢論Ìロック

12 イギリス経¢論Ìバークリー すべてg存&はj経¢的な知(Yよって説明されな[ればならないxすcjバークリーg哲学g要w�理®�きcようYすc．

13 イギリス経¢論Ìヒューム 人0xは「知(g1」�あcxしてj因果関�f「u我」Yついても否定したjヒュームg哲学g要w�理®�きcようYすc．

14 ここま�gまxめ　ûテス� ここま�g哲学概ßなどg理®6�´ºしj復�すc．

15 ディスカッション 学ん4内6�uîg言8�どgようY表≠しj思zすcか�試すディスカッション�ディベー�形;�<う．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授4計画（哲学A）

生活�「>た^前」xされcこx�具体AYしなUらj「哲学」xいう学nUどgようYnいjz{cgかYついてjおおまかなイメー
CUùられcようすc．

「無知g知」f「対D」�Eじてj「〜xはなYか？」xいう本GYHろうxすcソクラテスgz{�理®�きcようYすc．またjそg弟
K�あcプラ�ンU提Mした「イデÏ」xいう概ß�学ぶ．

近‘哲学Ìデカõ�（1）

近‘哲学Ìデカõ�（2）

数学sj外交Sなど多UY活�しなUらj哲学sxしては「経¢よ^知V�重視すc」k陸合理論�あったライプニッツ．「モナX論
」などg要w�理®�きcようYすc．

k陸合理論�あ^なUらもjこれま�gキリス�教的‘界ÉYはxどまらないjスピノザg「神＝u然＝‘界」（汎神論）xいう哲学
g要w�理®�きcようYすc．

医s�あ^なUら市民社aYついてz{j「知Vは経¢Yよって成^立つ」xいうイギリス経¢論g哲学g立∑�つªったjロック
哲学g要w�学ぶ．

D
考

前期定期試¢�実æすc．
ûテス��2回実æすc．
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科　目

担当教員 深見 貴成 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 日��他���関�について�期 レポート%授業内課)によって評-する．

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリント5配7する

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年Eシラバス

日�史学A (Japanese History A)

全学科%5年%前期%選択%1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

�授業では�20世紀前j�日��政治%社会%文pについてqrsう．日露戦争後以z�日�は�いわゆるデモクラシー
Ä進ÇしÑ時ÜであっÑÄ�1930年Üにâる�急ãに戦争�時Üへ�çréわる．それはなぜな�か．明治以z�急ãに
大都市�なっÑ神戸�状ò5qrôげなÄら�こ�時期�日�について理û5深めÑい．

【C3】歴史�°れについて理û5深めるこ�Äできる． 歴史�°れについて理û5深めるこ�Äできるか�期 レポート%授業内課)
によって評-する．

【C3】歴史資§5•じて歴史学�あrß5学ぶ． 歴史資§5•じて歴史学�あrßについて�期 レポート%授業内課)によっ
て評-する．

【D2】日��他���関�について理û5深める

成©は�期 レポート85%　授業内課)15%　�して評-する．これら5総´して�100点満点で60点以ô5´Ø�する．
資§（史§±5も�にオリジナ∂な思∏5ま�めるこ�は�ど�世ªで活ΩするÑめにも必øである．そ�Ñめ試¡は¬わず�
レポート5重≈する．

原田敬一『日清%日露戦争』（岩波書店�2007年±
成田龍一『大”デモクラシー』（岩波書店�2007年±

1年「歴史」�2年「歴史」�5年「日�史学B」

履修:�
注意事項

レポートにおいて�いわゆる「コピ⁄」Äある�判‹される場´は�総´成©559点以fl�する．
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 導â――日��歴史5学ぶ意義 日�史5学ぶにあÑって�そ�意„5これまで�研究史から∏える．まÑ歴史資§�はÁか�そしてそ�大Ëさについて∏える．

2 日露戦後�日�社会�ép 明治維新後�日��Îみ�概Ó5確し�日露戦争後�日�社会Ä再編成されていÛ状ò5学ぶ．

3

4 前Ùにıじ．

5 大戦景˜�そ�後�不òÄ日�社会に˘えÑ影˚�¸で�˝に社会問)�発��そ�対�5�る．

6 前Ùにıじ．

7 前々Ù�前Ùにıじ．

8 憲政�常道

9 昭和恐�Ä日�社会に˘えÑ影˚について�地域社会�状ò����政�などからそ�˝��意„5�る．

10 前Ùにıじ．

11 民�は満州事é以z�戦争についてど�ような姿�であっÑか5学ぶ．まÑ�民��植民地��関�についても理ûする．

12 前Ùにıじ．

13 前々Ù�前Ùにıじ．

14 歴史資§�そ�保存 歴史学に不可�である歴史資§�そ�保存�重ø�について学ぶ．

15 �授業�ま�め

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

¸間試¡およ�定期試¡は実"しない．

授4計画（日本史学A）

第一次世ª大戦�日�社会（1± 第一次世ª大戦Ä日�に˘えÑ影˚�帝�主義�時Üにおける日��位(5�る．まÑアジア諸��日��関�について確
する．

第一次世ª大戦�日�社会（2±

社会問)�発��デモクラシー（1±

社会問)�発��デモクラシー（2±

社会問)�発��デモクラシー（3±

1920年Üから30年Ü初,�政党政治�あrß�そ�問)点について学ぶ．

昭和恐��衝撃（1±

昭和恐��衝撃（2±

�民%民��戦争（1±

�民%民��戦争（2±

�民%民��戦争（3±

20世紀初,�日��動1についてま�め�世ª�¸で�日�について∏える．

D
考
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科　目

担当教員 町田 吉隆 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト ノー�およ�プリン�講義

参考書

関連科目

参考文献，視聴覚資'について,授業.に紹0する．

神戸市立工業高等専門学校 2025年Aシラバス

環GH人JK歴史 (Environment and Human Histor\)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

人J,k環G」へK適oH依qrstuし，さらにそれr改|してきた．対ÄHする地ÇÉ時ÖÉ多áにわたるが，テーãごH
に通時éにèう．したがって通史で,ない．文化人J学，考古学なñ歴史学に連òする分öK成úおよ�遺伝学ü自然科
学史なHK知£r援•する．

【C3】人Jが直ßした諸課題，気候|≠ü感染∞なñによる歴史é環G
K|化r理≤するこHができる．

人Jが直ßした諸課題，気候|≠ü感染∞なñによる歴史é環GK|化に
ついて理≤できているかñうかr，プリン�H.間試∑およ�定期試∑で評価
する．

【C3】栽培植æH農業，牧¡H遊牧なñK生業形≈H歴史é事件・事ÄK
関連…について理≤できる．

栽培植æH農業，牧¡H遊牧なñK生業形≈H歴史é事件・事ÄK関連…に
ついてについて理≤できているかñうかr，プリン�H.間試∑およ�定期試
∑で評価する．

【D2】日本以ÕK世œK他地Çについて，そK歴史é環Gr理≤した上
で，当該地Çにおける社÷H文化について具体éなテーãについて説明
するこHができる．

受講‹が選んfi世œK特定地Çについて，歴史é環Gr理≤した上で，当該
地Çにおける社÷H文化r，正·にかつわかtüす‚説明できるかñうかr，レ
ポー�で評価する．

成Â,，試∑80%　レポー�10%　プリン�10%　Hして評価する．到達目標1，2について,授業.に作業するプリン�お
よ�.間試∑，定期試∑K平均Ìで評価する．到達目標3について,レポー�Ó具体éな作成手,指Úする）で評価す
る．これらr総ıして100Ì満Ìで60Ì以上rı¯Hする．

.尾佐助『栽培食æH農˛K起源』Ó岩波新書）
山本太郎『感染∞H文明―共生へK道』Ó岩波新書）
.川毅『人JH気候K10万年史』Ó講談社ブルーバックス）
川北稔『砂�K世œ史』Ó岩波ジュニ�新書）
篠田謙一『人JK起源―古ÖDNAが"るホモ・サピエンスK(いなる旅』Ó.公新書）

歴史Ó1年生），歴史Ó2年生），日本史学AÓ5年生），日本史学BÓ5年生），社÷H文化K歴史Ó5年生）

履修:�
注意事項
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授4計画（環C�人E�歴史）

テーマ 内容（目標・準Mなど）

1 講義K概-r説明し，.なる学問分ör関連させて学ぶこHK意義r考える．k人4」H,5か，について考える．

2

3 人JK出7H環GへK適o，文化K誕生H|9について理≤し，人JH環GHK関:について考える．

4 人JK出7H環GへK適o，文化K誕生H|9について理≤し，人JH環GHK関:について考える．

5 農˛K開始，農˛文化複ıK成立H交流，農業生@K技術史，家¡K歴史，遊牧文化H食文化なñについて学ぶ．

6 農˛K開始，農˛文化複ıK成立H交流，農業生@K技術史，家¡K歴史，遊牧文化H食文化なñについて学ぶ．

7 農˛K開始，農˛文化複ıK成立H交流，農業生@K技術史，家¡K歴史，遊牧文化H食文化なñについて学ぶ．

8 .間試∑

9

10 農˛K開始，農˛文化複ıK成立H交流，農業生@K技術史，家¡K歴史，遊牧文化H食文化なñについて学ぶ．

11 感染∞H人間社÷K関:，感染∞K流DH防FK歴史，感染∞およ�非感染∞が人間社÷にHえた影Jなñについて学ぶ．

12 感染∞H人間社÷K関:，感染∞K流DH防FK歴史，感染∞およ�非感染∞が人間社÷にHえた影Jなñについて学ぶ．

13 感染∞H人間社÷K関:，感染∞K流DH防FK歴史，感染∞およ�非感染∞が人間社÷にHえた影Jなñについて学ぶ．

14 感染∞H人間社÷K関:，感染∞K流DH防FK歴史，感染∞およ�非感染∞が人間社÷にHえた影Jなñについて学ぶ．

15 まHめ

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期.間試∑およ�前期定期試∑r実Nする．

導入・人JH環G適o(1)

人JH環G適o(2) k人4」Hk民R」，k文化」Hk文明」K定義r理≤する．人JK出7H環GへK適o，文化K誕生H|9について理≤し，人JH環
GHK関:について考える．

人JH環G適o(3)

人JH環G適o(4)

農˛H牧¡K歴史H社÷|9(1)

農˛H牧¡K歴史H社÷|9(2)

農˛H牧¡K歴史H社÷|9(3)

第1Uから第7UまでK講義内9r整理し，そK内9r理≤できているかr試∑形Yで·Zする．

.間試∑答\Ku却，農˛H牧¡K歴史H社÷|9(4) .間試∑答\Ku却r^ねて，第7U目までK講義内9r復aする．農˛K開始，農˛文化複ıK成立H交流，農業生@K技
術史，家¡K歴史，遊牧文化H食文化なñについて学ぶ．

農˛H牧¡K歴史H社÷|9(5)

病気H人JK歴史(1)

病気H人JK歴史(2)

病気H人JK歴史(3)

病気H人JK歴史(4)

人JH自然環GK関:r歴史éに把dするこHK意義H，21世eK人間社÷K課題について考える．

M
考
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科　目

担当教員 八百 俊介 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2 人��知��行��文��関��理!できる%定期試験・演,で評.する

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト ノー3講義

参考書 授業78提示

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2025年Hシラバス

地理学A (Geography A)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

交通現g�地h�関�，人��知�・行�，都市・産業・施m�立地，情o�拡散・伝s8ついv数値�・図式�しv分析
する方�Ä学,する

【C3】交通，知�・行�，産業・施m�立地パターン，拡散現gÄ数値Ñ8
分析するこ��できる

交通，知�・行�，産業・施m�立地パターン，拡散現gÄ数値Ñ8分析するこ
��できる%定期試験・演,で評.する

【D2】人��知��行��文��関��理!できる

成áは，試験80%　演,20%　�しv評.する．100点満点で評.し60点以éÄ合ê�する．期ë8再試験Ä行うこ��
ある

1年「地理」

履修:�
注意事項
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 交通�地h�相互関�

2 交通ô�計量Ñ分析

3 交通現gÄ指ù�しû地h分析

4 知��成ü立ち

5 空�認£�図式�

6 人�行��成ü立ち

7 個人行��地h分析へ�応用

8 演, 交通�地h，知��行��範©8おける演,

9 都市�立地�商圏分布

10 都市システ∞�中心地論

11 工業�立地

12 工業�立地

13 公共施m�立地

14 情o�拡散・伝s�パターン

15 情o�拡散・伝s�パターン

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期定期試験Ä実施する．

授4計画（地理学A）

交通�地h1

交通�地h2

交通�地h3

知��行�1

知��行�2

知��行�3

知��行�4

都市�立地�都市システ∞1

都市�立地�都市システ∞2

施m�産業�立地1

施m�産業�立地2

施m�産業�立地3

拡散�伝s1

拡散�伝s2

D
考
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科　目

担当教員 山路 哲史 准教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 試験�レポート�発��評�する．

2 試験�レポート�発��評�する．

3 試験�レポート�発��評�する．

4 レポート�発��評�する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「イプシロン・デル,論法完全攻2」4原惟行・松永秀章 著（共立出版）

参考書

関連科目

・時DE余Gがある場KEは�発展NO話QRSうこともある．・参考ZE[げ]Z^は全部`える必cはOい．

神戸市立工業高等専門学校 2025年rシラバス

数学特講A (Mathematics A)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

大学数学R学ぶ]めì数学ì基ïとOる事óR丁ôE講義する．さらE�演ùR行うことEより�内°ì定£と応用¶ì養
®Rはかる．

【C3】大学数学R理´する]めE必cO基本NO記ÆR理´�きる.

【C3】証≤ì基本NO構®R理´し�自∂�Zくことが�きる.

【C3】数学R主体NE学∫ªめる]めì�基本NO課Q´決能¶Røる.

【D2】¿ì学¡と協¶し√演ùEƒみ�課Q´決することが�きる.

®∆は�試験70%　レポート10%　発�20%　とし√評�する．

「»R…かし√まOぶε-δ論法」4藤岡敦 著（裳華房）
「はじめ√学ぶイプシロン・デル,」4細井勉 著（日本評論社）

国語�2年ì数学I

履修:�
注意事項
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 極限 高校数学Eおける極限E‡し√´·し�演ùR行う．

2 実数ì性質 実数ì性質E‡し√´·し�演ùR行う．

3 イプシロンエÊ論法Eよる数Áì極限ì定義E‡し√´·し�演ùR行う．

4 収Èする数Áì性質RイプシロンエÊ論法R用い√´·し�演ùR行う．

5 収ÈしOい数ÁE‡し√´·し�演ùR行う．

6 収ÈしOい数Áì性質E‡し√´·し�演ùR行う．

7 演ù これま�ì内°ì総KNO演ùR行う．

8 イプシロンデル,論法Eよる‡数ì極限ì定義E‡し√´·し�演ùR行う．

9 ‡数ì極限ì性質E‡し√´·し�演ùR行う．

10 イプシロンデル,論法Eよる‡数ì連続性ì定義E‡し√´·し�演ùR行う．

11 連続‡数ì性質E‡し√´·し�演ùR行う．

12 発�ÓÔけ√ì準備�発�練ùR行う．

13 発�ÓÔけ√ì準備�発�練ùR行う．

14 発�Ó ÙグループEよる®果発�R行う．

15 総K演ù これま�ì内°ì復ùと総KNO演ùR行う．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期定期試験R実¯する．

授4計画（数学特講A）

数Áì極限1

数Áì極限2

数Áì極限3

数Áì極限4

‡数ì極限1

‡数ì極限2

‡数ì連続性1

‡数ì連続性2

発�準備1

発�準備2

D
考
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科　目

担当教員 髙見 健太郎 准教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 物理，化学，生物，地学，数学

神戸市立工業高等専門学校 2025年*シラバス

自然科学特講A (Natural Sciences A)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

先人QRSTUげてきY基礎科学か]最先_`現代科学まで，自然科学4分野(物理，化学，生物，地学)`発展jk講義
l演nkど`座学，あるいは，自]R調vしY結yz発表/要~するkど`機ÅzÇして，我ÑzÖÜáà環äR自然科学
`枠åで記éできることz学ぶ.まY，自然科学zさ]î主体jî学óòめてöàYめ`，感性，知j好奇†z°い，基本j
k課題発見力，問題解決力z©うことz目¨とする.

【C3】我ÑzÖÜáà環äR自然科学(物理，化学，生物，地学)`枠åで記
éできることz理解する.

本校R≠めY期Æîöう試∞と適時öうレポー∂で，授業内∏`理解*z評
∫する．

【C3】自然科学`基ºとkる知Ωz理解し，様Ñk現ø`説¡îこれ]`
知Ωz√いることRできる.

本校R≠めY期Æîöう試∞と適時öうレポー∂で，授業内∏`理解*z評
∫する．

【D2】自然科学z主体jî学óòめてöàYめ`，基本jk課題発見力，
問題解決力z©う.

本校R≠めY期Æîöう試∞と適時öうレポー∂で，授業内∏`理解*z評
∫する．

成≈は，試∞85%　レポー∂15%　として評∫する．100点満点で60点以Uz合Àとする．

「相対性理論 (物理学レクチャーコース)」： 河辺哲次 著（裳華房）

「第3版 シュッツ 相対論入門I 特殊相対論」： Bernard Schutz 著（丸善出版）
「第3版 シュッツ 相対論入門II 一般相対論」： Bernard Schutz 著（丸善出版）
「相対性理論 (基礎物理学選書) 」： 江沢洋 著（裳華房）
「Ùとıでよàわかる 相対性理論」： ニュー∂ンプレス 著（ニュー∂ンプレス）

履修:�
注意事項

(i)微分，S分，微分方程式，ベク∂�解�kど`数学`知ΩR必要とkる．(ii)授業�îおける携帯電
lゲー�機`使√
，そ`他授業妨�îつkRる言�zöっY�î対しては，「欠席�い」l「教�か]`退�」z�じる場合Rある．
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 特殊相対性理論z概!する．

2 一般相対性理論z概!する．

3 時Æ`"れîついて#える．

4 ローレンツ収'îついて#える．

5 ローレンツ変)z導出する．

6 速*`変),z導出する．

7 ミンコフスキー時0z理解する．

8 相対性理論î基づà諸現ø ミュー粒4`寿�kど`特殊相対性理論R関7する8つか`現øz#9する．

9 ベク∂�`変)性，反変;と共変;z理解する．

10 ローレンツ変)`ö列表現，ベク∂�場とテンソ�場z理解する．

11 相対論jk電磁気学z理解する．

12 相対論jk電磁気学î基づà諸現øz#9する．

13 相対論jk力学z理解する．

14 相対論jk力学î基づà諸現øz#9する．

15 復nと演n 復nと演nîよÜ理解zCめる．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期≠期試∞z実Eする．

授4計画（自然科学特講A）

導入I

導入II

特殊相対性理論I

特殊相対性理論II

ローレンツ変)I

ローレンツ変)II

ローレンツ変)III

相対性理論î必要k数学I

相対性理論î必要k数学II

相対論jk電磁気学I

相対論jk電磁気学II

相対論jk力学I

相対論jk力学II

D
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 英会話��上�させることができたかどうか��中間試験・演&で評(する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目

英和・和英辞書（電子辞書2む）�準6すること．

神戸市立工業高等専門学校 2025年Eシラバス

応用英語A (Applied English A)

PILEGGI MARK 教授

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

アメリr文t�紹vw英会話技y�向上させるため�様}~技y�活用w~がら�バラエティÑÖÜむ活á�àう．グルÑプ
ワÑçとプロジェçë作ìでグロÑバル~視ïで物ó�òえる�と英語öコミュニケÑショ°能��上�させる．

【D2】アメリrö文tö諸§�よりよß理©w�™た~発¨�表Æできる． アメリrö文tö諸§�理©w™た~発¨�表Æできるか��中間試験・演&
で評(する．

【C3】グロÑバルシ°キ°グ�テçノロジÑ�±wてより≥ß理©できる． グロÑバルシ°キ°グ�テçノロジÑ�±wてより≥ß理©できるかどうか��
授業中ö質疑・応∂で評(する.

【C3】テçノロジÑ�∏って研究手Ωとwてö英語表Æ��高める． テçノロジÑ�∏って研究手Ωとwてö英語表Æ��高めるóができたか�グ
ルÑプ・プロジェçëで評(する.

【C3】英会話��上�させる．

ìæは�試験35%　演&30%　プロジェçë35%　とwて評(する．

プリ°ë
Google Classroom Documents� Slides & Spreadsheets

本科 はこÀ以Õö英語科が開講する全てö科 Ö関–する.

履修:�
注意事項
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 Introduction to the course Overview of the course - Assessment of students' English proficiency

2 English Conversation and American Culture (1)

3 Technology and studying English (1) Introduction of technology useful when studying English as a second language

4 Global thinking and technology (1)

5 English Conversation and American Culture (2) Focus on conversation skill building and American culture. Introduce ESL Card games from previous classes.

6 Technology and studying English (2) Discuss using technology to develop self-study tools and discuss groups for the group projects.

7 Global thinking and technology (2) Discuss using technology and English to interact on a global scale. Social media and Online gaming.

8 中間試験 Midterm test and assessment

9 Return exams & Technology and studying English (3) Brainstorming on group project: new ESL self-study ideas and tools to make them. Discuss English databases.

10 Global thinking and technology (3) Use technology to find out how other countries' college students live and study.

11 English Conversation and American Culture (3)

12 Technology and studying English (4) Start to develop ESL original (analog/digital) language projects' prototypes in groups.

13 Global thinking and technology (4) Using technology to help in the development of study tools and continuation of group projects.

14 Check Group projects ESL language group projects presented to other groups for final feedback before final submission.

15 Celebrate the completed Group projects

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授4計画（応用英語A）

Self introductions� American greeting styles and language

Introduce global thinking� global topics� using technology.

Conversation skills for debate� opinions and refusals connecting to group projects.

The English Learning group projects should all be finished with final edits so they can be presented to the 
class.

D
考

前期中間試験�実‰する．
Syllabus may be adjusted due to unforeseen circumstances. This would be discussed with the students clearly so no need to worry about it.
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科　目

担当教員 石原�の�子�准教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%),�D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 適�プリン�教��配�する

参考書

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校�2025年/シラバス

日5の文学�(Japanese�Literature)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】�(�学修単位I�)

授4�
概6�方針

文学作STUれること�Yして\我^_他aの視cかe世g�hることができる．それ_nかToきることTpがるだけで
なく\ものごと�客観yThた�{えた�する素~Tもなる．古典文学_ÅÇÉTÑかれたもので_あるが\ÜきTわた�\人
びとがäもとTãき\åしみ\éえてきたことで\今我^_それTUれることができる．5講義で_\物ëí随筆\日ïí和歌
とÇったさまざまな文学作S�úむこと�Yして\その作Sのみなeず\日5の文üí歴史\ことばTつÇても学ぶ．

【C3】日5の文学の特¶TつÇて理®し\適©T説´できる． 日5の文学の特¶TつÇての知≠í理®/�\定期試∞とレポー�で評µす
る．

【C3】日5文学T関∑する歴史í文üTつÇて理®し\適©T説´できる
．

日5文学T関∑する歴史í文üTつÇての知≠í理®/�\定期試∞とレポ
ー�で評µする．

【D2】日5文学T影π�∫えた外国文学TつÇて理®し\適©T説´でき
る．

日5文学T影π�∫えた外国文学TつÇての知≠í理®/�\定期試∞とレ
ポー�で評µする．

成æ_\試∞80%　レポー�20%　として評µする．到達目標1～3TつÇての試∞80%\到達目標1～3T関するレポー�
20%として評µ\100c満cで60c以«�合…とする．なお\再試∞�実Õする場合_\70c以«で合…とし\定期試∞の
c–�60cとする．

保立道久『平安王朝』（岩波新Ñ）
池田亀鑑『平安朝のo„と文学』（ちくま学芸文庫）
益田勝実『火山列Ïの思想』（講談社学術文庫）
土田直鎮『王朝の貴族』(中公文庫)
橋5義彦『平安貴族』（平凡社ライブラリー）

第1\2\3年「国ë」

履修:�
注意事項
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授4計画（日C�文学）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 ガイダンス 授業で����作STつÇての概説

2 『源氏物ë』「桐壺巻」の概
TつÇて学ぶ

3 『源氏物ë』「桐壺巻」の概
TつÇて学ぶ

4 『源氏物ë』「桐壺巻」の概
TつÇて学ぶ

5 「Ü恨歌」の影π 『源氏物ë』�_じめ\日5古典文学T多�な影π�∫えた「Ü恨歌」白居�TつÇて学ぶ

6 平安時�の貴族と政治 平安時�中期までの政治TつÇて\文学作S�Yじて学ぶ

7 平安時�の貴族と政治 平安時�中期までの政治TつÇて\文学作S�Yじて学ぶ

8 平安時�の貴族と政治 平安時�中期までの政治TつÇて\文学作S�Yじて学ぶ

9 平安時�の貴族と政治 平安時�中期までの政治TつÇて\文学作S�Yじて学ぶ

10 一条朝と女流文学 女流文学が隆�� めた一条天"の時�と\その時�Toまれた文学TつÇて学ぶ

11 一条朝と女流文学 女流文学が隆�� めた一条天"の時�と\その時�Toまれた文学TつÇて学ぶ

12 一条朝と女流文学 女流文学が隆�� めた一条天"の時�と\その時�Toまれた文学TつÇて学ぶ

13 一条朝と女流文学 女流文学が隆�� めた一条天"の時�と\その時�Toまれた文学TつÇて学ぶ

14 一条朝と女流文学 女流文学が隆�� めた一条天"の時�と\その時�Toまれた文学TつÇて学ぶ

15 一条朝と女流文学#まとめ 女流文学が隆�� めた一条天"の時�と\その時�Toまれた文学TつÇて学ぶ#まとめ

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期定期試∞�実Õする．

ものがた�の_じま�-「桐壺巻」

ものがた�の_じま�-「桐壺巻」

ものがた�の_じま�-「桐壺巻」

J
考
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科　目

担当教員 深見 貴成 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリン��配�する

参考書 毎��授業 !紹#する

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2025年1シラバス

日本史学B (Japanese History B)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

満州事変以[� 代（十五年戦争期bcばれるこbもある）からl占領期�op現r!sるまで�日本�歴史!ついp学
ぶz戦争{国民生�!ど�ようÉ影Ö�Üえた�かlまた現代�日本社äb戦前・戦中・戦å{ど�ようÉ関係èがある�
かl身íÉ話î�ïñóげつつl現代!生きる一õ�õúbしp理ü�深めたいz

【C3】歴史�°れ�理üしl現代社ä�¢える£がかñbするz 歴史�°れ�理üしpいるかどうかl試•およßレポー�・提出≠!よっp評
∞するz

【C3】歴史資≤≥身��ñ�も�からl歴史学�あñ¥�学ぶz 歴史資≤≥身��ñ�も�からl歴史学�あñ¥�理üできpいるかどうかl
試•およßレポー�・提出≠!よっp評∞するz

【D2】日本b他国b�関係è!ついp歴史�学ぶこb!よっp理üするz 日本b他国b�関係è!ついp理üが深められpいるかどうかl試•およßレ
ポー�・提出≠!よっp評∞するz

成∂{l試•80%　レポー�・提出≠20%　bしp評∞するzこれら�総∏しpl100点満点で60点以ó�∏ªbするz

1年「歴史」l2年「歴史」l5年「日本史学A」

履修:�
注意事項
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 Éø太平洋戦争�開戦したか 丸山眞«�議…�£がかñ!しpl日本�指導Ãたち�特œ!ついp¢えるz

2 戦 期�社äb文化 戦争bいう事“が日本社ä!ど�ようÉ影Ö�Üえた�か�文化的側’から¢えるz

3 「十五年戦争」期�日本社ä�「総力戦体ÿ」bbらえlそ�特œ!ついp¢えるz

4 前⁄!€じz

5 戦争�激化b民衆 総力戦fl!おいp日本�民衆がど�よう!¢えl行·しpいた�か�‚るz

6 œ兵ÿがある社äb{ 特!太平洋戦争期�日本社ä!おいpl軍Â≥œ兵b{ど�ようÉも�であった�か�学ぶz

7

8 前⁄!€じz

9 戦å日本{戦争�ど�よう!ÊñÁñlそれが戦å社ä�どう¥Ëづけたか�¢えるz

10 前⁄!€じz

11

12 前⁄!€じz

13 安定成長期から現代!いたるまで�日本!ついpl社ä�·Ë�中Ó!¢えるz

14 前⁄!€じz

15 日本í現代史�学ぶ意味 これまで�授業�内Ú�まbめl日本�í現代史�学ぶ意味�¢えるz

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期定期試•�実Ùするz

授4計画（日本史学B）

総力戦体ÿ…�¢える（1）

総力戦体ÿ…�¢える（2）

占領fl日本�·Ë（1） 戦å�民主化�中Óbする改˜!ついplそ�特œ�学ぶz特!日本国憲˘�ÿ定�意義!ついp¢えるzまた戦å�文化!つ
いp学ぶ.

占領fl日本�·Ë（2）

戦å日本社äb戦争�ÊñÁñ¥（1）

戦å日本社äb戦争�ÊñÁñ¥（2）

高1o済成長å¸�日本社äb文化（1） 高1成長期å¸l特!1970年前å�日本社ä!ついpl当 �文化からそ�特œ�¢えるz

高1o済成長å¸�日本社äb文化（2）

1980年代以[�日本（1）

1980年代以[�日本（2）

D
考
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科　目

担当教員 町田 吉隆 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 　

参考書

関連科目

参考文献，視聴覚資�について!講#$%&適宜紹*する．

神戸市立工業高等専門学校 2025年<シラバス

社BC文D$歴史 (Social and Cultural HistorT)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講#】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

cCc意e$観gかi世界各地n$社BC文D$歴史o考える．具体sに!前近u$%国c，イスラーyc，ヨーロッパ
c$発�CアメリÉ合衆国$c制<oáàâげる．それ!多様Dする21世è$日本社Bo考えていíì$指ïCなàうる
だろう．

【C3】世界各地n$c制<Cc意eについて，歴史s事õCして理ûする
こCが&きる．

世界各地n$c制<Cc意eについて$理ûo，プリン§C%間試ßおよび
定期試ß&評≠する．

【C3】前近uおよび近u以Ø$各地n&$c制<およびc意e$変±C
それが社Bに≤え≥影µo，歴史s事õCして多角sに理ûするこCが&
きる．

前近uおよび近u以Ø$各地n&$c制<およびc意e$変±Cそれが社
Bに≤え≥影µo理û&きているかどうかo，プリン§Cレポー§&評≠する．

【D2】c制<o%∫Cする世界各地$歴史s事õo，世界$動ºC関連
させて，21世è$日本列¬に√きる社BƒCして理ûするこCが&きる．

c制<o%∫Cする世界各地$歴史s事õo，世界$動ºC関連させて，21
世è$日本列¬に√きる社BƒCして理û&きているかo，%間試ßおよび
定期試ß&評≠する．

成∆!，試ß80%　レポー§10%　プリン§、ノー§10%　Cして評≠する．試ß80%　レポー§10%　プリン§10%　Cし
て評≠する．到�目標1，3!プリン§，ノー§および%間試ß，定期試ß$平均g&評≠する．到�目標2!プリン§，ノー§お
よびレポー§$平均g&評≠する．これio総合して100g満g&60g以âo合—Cする．

宮崎市定『雍正帝：%国$独裁君主』（%公文庫）
井筒俊彦『イスラーy文DÊそ$根Ëにあるも$』 (岩波文庫)
大沼保昭 『国ìc』（ちíÚ新書）
山内進『増補 決闘裁判 ：ヨーロッパc精神$原風景』（ちíÚ学芸文庫）
ジェーyス・M・バーダマン (著)， 水谷 八也 (翻訳)『黒ƒ差�CアメリÉ公民権運動 ―�もなきƒ�$�い$記録』 (集英社新書)

歴史（1年√），歴史（2年√），日本史学A（5年√），日本史学B（5年√），社BC文D$歴史（5年√）

履修:�
注意事項
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授4計画（社C�文E�歴史）

テーマ 内容（目標・準Mなど）

1 も$$考え�について，いíつか$�co紹*する．

2 推!$形#について紹*し，$せてƒ間社BCc，c意e，c制<について概観する．

3 前近u%国$c制<o概観し，具体sな事&に'して，そ$特)o考*する．

4 前近u%国$c制<o概観し，具体sな事&に'して，そ$特)o考*する．

5 前近u%国$c制<o概観し，具体sな事&に'して，そ$特)o考*する．

6 前近u$イスラーycC社B$関+o概観し，具体sな事&に'して，そ$特)o考*する．

7 前近u$イスラーycC社B$関+o概観し，具体sな事&に'して，そ$特)o考*する．

8 %間試ß

9

10 古u$ローマcかi近世における国ìc$誕√Ú&$歴史o概観し，具体sな事&に'して，そ$特)o考*する．

11 古u$ローマcかi近世における国ìc$誕√Ú&$歴史o概観し，具体sな事&に'して，そ$特)o考*する．

12

13

14

15 ÚCめ

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期%間試ßおよび前期定期試ßo実1する．

導入（1）

導入（2）

前近u%国$c制<（1）

前近u%国$c制<（2）

前近u%国$c制<（3）

イスラーycCそ$社B（1）

イスラーycCそ$社B（2）

第15かi第75Ú&$講#内±o理û&きているかどうかo試ß形#&確8する．

%間試ß答:$返却，ヨーロッパcCそ$社B(1) %間試ß答:$返却，û説．古u$ローマcかi近世における国ìc$誕√Ú&$歴史o概観し，具体sな事&に'して，そ$
特)o考*する．

ヨーロッパcCそ$社B(2)

ヨーロッパcCそ$社B(3)

アメリÉ合衆国$c制<Cそ$社B(1) アメリÉ合衆国憲c$成立かi20世è?ば$公民権運動にAる歴史o概観し，具体sな事&に'して，そ$特)o考*する．

アメリÉ合衆国$c制<Cそ$社B(2) アメリÉ合衆国憲c$成立かi20世è?ば$公民権運動にAる歴史o概観し，具体sな事&に'して，そ$特)o考*する．

アメリÉ合衆国$c制<Cそ$社B(3) アメリÉ合衆国憲c$成立かi20世è?ば$公民権運動にAる歴史o概観し，具体sな事&に'して，そ$特)o考*する．

近u以Ø$日本ƒ$c意eについて，21世è$日本社B$Bà�C関連させて考*する

M
考

- D–96 -



科　目

担当教員 伊藤 国彦 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト テキス��指�せず�講 ノー�#$う&講 レジュ*+プリン�/配1する&

参考書

関連科目

受講5+理解89:じて+進8>内@/調Bする+#�授業計F9若H+変JがあMNる&

神戸市立工業高等専門学校 2025年8シラバス

経済学Ⅰ (Economics I)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講 】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

本科x#��ミク{経済学+基本}~理論（消費5$動�生産5$動�価á*カニズã等å/学び�最è+経済問ë/理解
するため+知ï/ñ9つける&また�技術5として社ü#活°するため+見方・§•方/¶う&

【C3】需®+理論および消費5$動+理論/理解する& 需®と消費5$動+理論9ついて+理解8/��期試≠+NÆ9よM評価す
る&

【C3】供±+理論および生産5$動+理論/理解する& 供±と生産5$動+理論9ついて+理解8/��期試≠+NÆ9よM評価す
る&

【C3】完全競争市µ9おける市µ均∑と資源分配+効率Ω9ついて理解
する& 市µ(価á)*カニズã9ついて+理解8/��期試≠+NÆ9よM評価する&

【C3】市µ+失øと外部効¬9ついて理解する& 市µ+失ø>外部効¬9ついて+理解8/��期試≠+NÆ9よM評価する
&

【D2】不確実Ω>ゲーã理論9ついて理解する& 不確実Ω+問ë>ゲーã理論9ついて+理解8/��期試≠+NÆ9よM評
価する&

成»��試≠100%　として評価する&成»���期試≠100%として評価する&�期試≠�100Æ満Æ#�60Æ以Ã/合
áとする&

D.A.*イヤー著�桜田訳�÷ア*リカ+高校生が学ん#いる経済教室』�SBクリエイティブ
N.G.マンキュウー著�足立他訳�÷マンキュウー経済学I　ミク{経済学編(第4版)』�東洋経済è報社&

政治・経済（3年å�経済学II（5年å

履修:�
注意事項
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授4計画（経済学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 授業ガイダンス 授業+進め方>評価方Ú~ど/説ıする&

2 経済学と�？ 経済学�ミク{経済学と�ど+よう~学問か/理解する&

3 企業+種˙としくみ 代表}~企業形�#ある株式ü社9ついて理解する&

4 企業+x}と$動 営�/x}とする企業+�潤最大化$動/理解する&

5 企業9	わる�ピックス 現実+企業>企業$動9	わる�ピックス/紹�する&

6 経済学9おける家計 日常#+家計と経済学9おける家計と+�い/理解する&

7 家計+x}と$動

8 現実+家計+$動 不確実Ω+�#+選択>現実+家計+消費$動9ついて解説する&

9 理想}~市µとそ+機能

10 市µ均∑+�ましさ

11 寡占企業>独占企業 企業が少�#ある市µ#+企業$動/ゲーã理論� いて理解する&

12 市µ+限界 市µ*カニズãがうまく機能し~いケース9ついて紹�する&

13

14 政$+役割 市µ+限界/'う組)として+政$+役割と予+/理解する&

15 今-+市µと政$+あM方 政財政赤0が1•る2#+今-+市µと政$+あM方/§•る&

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期�期試≠/実3する&

家計+効 (満足8)最大化$動/理解する&

完全競争市µ#機能する市µ(価á)*カニズã/理解する&

市µ+均∑(需±一致)状�+�ましさ/余剰分9#確:する&

IT・AI時代+経済 IT>AIが市µ経済9�たらす影?/§•る&

J
考

- D–98 -



科　目

担当教員 横山 卓司 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

線形代数��中�とし�数�について，これま%習'し�内)�復習し，実践-.演習�0う．

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 試4%評6する

2 試4%評6する

3 試4%評6する

4 試4%評6する

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「演習 線形代数 改訂版」：村上 正康・野澤 宗平・稲葉 尚志 共著（培風館）

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門�校 2025年aシラバス

数�特講B (Mathematics B)

全�科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( �修単位I )

授4�
概6�方針

【C3】ベクトÉÑ0ÖÜ計算，連立方程åÜ解法，0ÖåÜ計算�理解し，
問ëí解ける

【C3】ベクトÉ空ïÑ線型写òÜ理ô�理解し，問ëí解ける

【C3】0ÖÜ対角úÑ二次形åについて理解し，問ëí解ける

【D2】様†.現¢と数�Ü対£�ë§とし�£用問ëí解ける

成ßは，試4100%　として評6する．試4成ßは中ï試4と定期試4Ü平™とする．100点満点%60点以上�合∞とす
る．

「1±%マスター　大�Ü線形代数」 : 石井俊全 (技術評ô社)
「線形代数� 初æか¿ジョÉダƒ標準形«」:三宅 敏恒 著（培風館）
「線形代数 (ドリÉと演習シリーズ) 」日本数�教育�会高専・大�部会教§研’グÉープTAMS著 (電気書院)
「ドラゴƒ桜å大�数�入門ドリÉ 線形代数íわかる」：牛瀧文宏著 (講談社)
「キーポイƒト線形代数」:薩摩 順吉・Ô谷 晶二 (岩波書店)

1〜3年Ü数�，4年Ü£用数�

履修:�
注意事項

参考書に˙げ�書¸は全部˝い˛える必�は.い. 必�.�に図書館%参�するとよい．
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 線形代数Ü基本計算

2 ベクトÉÜ復習と空ï図形

3 0ÖÜ計算， 様†.0Ö， 連立一次方程å 0ÖÜ計算，正則性，対称0Ö・交代0Ö・直交0Ö.どについて演習する．連立一次方程åÜ解法について演習する．

4 0ÖÜ簡約úと階数 ベクトÉÜ一次関係，およ�0ÖÜ階数.どについて演習する．

5 0Öå

6 ベクトÉ空ï ベクトÉ空ïÜ定義�確�する．多項åÜ�るベクトÉ空ï.どについて演習する．

7 内積空ï 直交補空ï， グラム・シュミットÜ正規直交ú法， およ�正射$ベクトÉ.どについて演習する．

8 中ï試4 前%%�ん'内)について試4する．

9 線型写ò，線型変換

10 固有値・固有ベクトÉ・固有空ï 0ÖÜ固有値，固有ベクトÉ，固有空ï.どについて演習する．

11 0ÖÜ対角ú 対角ú可能性，およ�対称0ÖÜ直交0Öによる対角ú.どについて演習する．

12 二次形åÜ標準形 二次形åÜ標準形，およ�正定値.どについて演習する．

13

14 ジョÉダƒ標準形 ジョÉダƒ標準形�ë§にし�£用問ëについて演習する．

15 微分方程åと0Ö 微分方程åと0ÖÜ関係�ë§にし�£用問ëについて演習する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授4計画（数学特講B）

授業%1う用2Ñ表4Ü確��0う. 線型代数%基本技術とされる0ÖÜ簡約ú， 0ÖåÜ計算， 固有値Ü67方， 0ÖÜ
対角úÜ方法.ど�確�する.

ベクトÉÜ内積と正射$，外積と面積・体積Ü関係について復習する．空ï図形(直線，平面，球)Ü方程å，点と平面Ü距=Ü公
åについて復習する．

0ÖåÜ計算， 余因A�用い�逆0ÖÜ計算.どについて演習する.

核Ker とòIm， 線型写òÜ表現0Ö.どについて演習する．

0ÖÜn乗， 数Öと0Ö 0ÖÜn乗， 数Öと0ÖÜ融合問ëについて演習する．

D
考

前期中ï試4およ�前期定期試4�実Iする．
再試4�実Iすることíある．
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科　目

担当教員 児玉 宏児 特任教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

微分積分など�高専数��知��確!し#大�・専攻'で��)につなが-問/�0い��ぶ

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 試験・レポー8で評:す-

2 試験・レポー8で評:す-

3 レポー8で評:す-

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 編入数�徹底研究（金子書房）

関連科目

　

神戸市立工業高等専門�校 2025年Tシラバス

数�特講C (Mathematics C)

全�'・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( �修単位I )

授4�
概6�方針

【C3】微分・積分・偏微分・重積分など�問/�rけ-

【C3】微分方程v�理rし#問/�rけ-

【D2】様yな現{|数��対応# 数理モデÅ�考Éでき-

成Üは#試験80%　レポー820%　|しà評:す-â試験成Üは中間試験|定期試験�平é|す-â100点満点で60点
以ì�合ï|す-â

大�編入�ため�数�問/集 : 碓氷 久 (大日本図書)

1〜3年�数�#応用数�

履修:�
注意事項
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 ガイダンス#微分積分 授業計ß�説明#授業に™す-諸注≠�Æうâ 微分積分

2 微分 微分�計算

3 積分 積分

4 積分 積分

5 広義�積分 広義�積分

6 院™数�微分 院™数�微分

7 不等v 不等v

8 中間試験 前¥で�ん∂内∏�試験す-

9 試験�r説 試験�r説|要点復)

10 不等v 不等v

11 漸化v|数Ω�収束 漸化v|数Ω�収束

12 条件¬き極値 条件¬き極値

13 条件¬き極値 条件¬き極値

14 合成™数�微分 合成™数�微分

15 微分方程v|数�モデÅ 微分方程v|数�モデÅ

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期中間試験およ«前期定期試験�実…す-â

授4計画（数学特講C）

D
考
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科　目

担当教員 今里 典子 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 �にはあげないが�必�に�じて�参考資$%書'(講義+,紹.する．

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年@シラバス

手話言語学Ⅰ (Sign Language Linguistics I)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

日本手話(ゼfかh学i本講義,は�まk言語学l基礎oな概q%考rs(学んだうr,�日本手話l構x(yし{理解
し�さhに少数言語使用É,ある�ろうÉへについてyし{áる．実â,は�指文åç基本oな手話単語・表è(学êする．

【C3】日本手話がë言語」,あるこç(言語学l視ï,説ó,きる． 日本手話がë言語」,あるこç(言語学l視ï,説ó,きるか(�定期試õ,
評ùする．

【D2】手話話É,あるëろうÉ」について理解し説ó,きる． 手話話É,あるëろうÉ」について理解し説ó,きるか(�定期試õ,評ùす
る．

【C3】指文åç基本手話単語・表è(表すこçが,きる． 指文åç基本手話単語・表è(表すこçが,きるか(�定期試õおよ†演ê
,評ùする．

成£は�試õ85%　演ê15%　çして評ùする．到達目標1ç3(定期試õ�到達目標3(演ê,評ùする．演ês®l評
ùs©については講義™に´し{解説する．

プリント
授業,指定し∞動画

本科目は手話言語学II�およ専攻科l手話言語学に関µする．

履修:�
注意事項

毎∑l授業に出πして手話l演ê(∫い�基本oな手話表è(必kêªするこç．参ºにあ∞って�積極oに発言するこ
çç�倫理¬l問ƒに留∆するこçが«めhれる．
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授4計画（手話言語学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1 ガイダンス 授業目o・授業実施s©・評ùs©などについて説óする．

2 ëきこrない」çは？

3

4

5

6

7 言語l定義

8 手話表èl記述© 手話表èl記述©について学êする．

9

10

11

12

13

14 手話表èl総括 これま,学êし∞手話表èl実â(総復êする．

15 総括 授業全’l総括(÷じて�手話言語に◊する理解(ÿめる．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期定期試õ(実施する．

Ÿl構xç⁄こrlメカニズflについて学êする．ë指文å1ç単語1」(学êする．

言語êª1 ろう‡l家庭環‰ç手話言語学êªについて学êする．ë指文å2ç単語2」(学êする．

言語êª2 ろう‡l音声言語êªç�ろう教Áについて学êする．ë指文å3ç単語3」(学êする．

手話l歴史1 世Îl手話l歴史について学êする．ë指文å4ç単4」(学êする．

手話l歴史2 日本l手話l歴史について学êする．ë指文å5ç単語5」(学êする．

言語l定義について学êする．ë指文å6ç単語6」(学êする．

手話l構x1 日本手話l階層構xについて学êする．ë単語7ç表è1」(学êする．

手話l構x2 日本手話l基本oな構文について学êする．ë単語8ç表è2」(学êする．

手話l構x3 日本手話l複Úな構文について学êする．ë単語9ç表è3」(学êする．

手話l�徴1 日本手話l手指表èl�徴について学êする．ë単語10ç表è4」(学êする．

手話l�徴2 日本手話l映ˆ(もちいて非手指表èl�徴について学êする．ë単語11ç表è5」(学êする．

L
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 英会話��上�させることができたかどうか�中間試"と演$で評&する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目

英和・和英辞書（電子辞書1む）�準5すること．

神戸市立工業高等専門学校 2025年Dシラバス

応用英語B (Applied English B)

PILEGGI MARK 教授

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

英語によるプレゼンテーション�さらに上�させるためz原|}書き~から発表術zスライÉ}改Öまでáたà発â�紹ãし
z海éでèプレゼンできる技術�ëにつける．

【D2】オーディエンスにòわりやすúプレゼンテーション�するため}工夫
ができる．

オーディエンスにòわりやすúプレゼンテーション�するため}工夫ができる
かどうか�z授業中に教員・peer・自己評&�用ú¢評&する．

【C3】グローバルシンキング�利用し表現技術�©く. グローバルシンキング�利用し表現技術�©けたかどうか�z質疑・応Æ�通
し¢評&する．

【C3】テクノロジー�≥っ¢研究手∏とし¢}英語表現��高める． テクノロジー�≥っ¢研究手∏とし¢}英語表現��高めることができたか�
zプレゼン・演$で評&する．

【C3】英会話��上�させる．

成∫はz試"35%　プレゼンテーション35%　演$30%　とし¢評&する．

プリント
Google Classroomz Documentsz Slides & Spreadsheets

本科«はこ»以é}英語科が開講する全¢}科«に関Ãする.

履修:�
注意事項
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 Introduction to the course

2 Presentation tips (1) Discussion about the ingredients of a good presentation.

3 Technology and presenting (1)

4 Global thinking and technology (1)

5 Presentation tips (2) Developing presentation slides using Google Suite apps & Microsoft PowerPoint.

6 Technology and presenting (2)

7 Global thinking and technology (2)

8 中間試" Midterm test and assessment

9 Return exams & Presentation tips (3)

10 Technology and presenting (3)

11 Global thinking and technology (3) Gain more understanding of the Pecha Kucha format by watching examples of good presentations using it.

12 Presentation tips (4)

13 Pecha Kucha presentation scripts & slides due

14 Final individual (Pecha Kucha) presentations (1) Pecha Kucha PowerPoint Presentations in English with peer - assessment

15 Final individual (Pecha Kucha) presentations (2) Pecha Kucha Powerpoint Presentations in English with peer - assessment

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授4計画（応用英語B）

Overview of the course - Assessment of students' English proficiency. Self introductions in a mini presentation 
format. Using eye contact.

Introduction of technology advances and tools used in presentations. Learn to use Google search more 
effectively in English.

TED Talksz Breaking News English and other online resources for presenting ideas.

Group work. Groups of students research a recent news topicz and present that information after quick 
summarizing and preparation.

Introduce more inspiring online presentation resources. Review of all information so far and preparations for 
the midterm exam.

Introduce the Pecha Kucha presentation formatz  after reviewing the midterm tests.

Brainstorming about Pecha Kucha topics. Organize a database with student's topics and final presentation 
scheduling.

Script editing and peer/group/self assessment explanation of Pecha Kucha format. Asking the teacher for 
more natural English edits.

Completion of preparation early so enough time can be spent memorizing the final presentation. Confirm that 
all tech is working correctly in advance.

D
考

前期中間試"�実‡する．
Syllabus may be adjusted due to unforeseen circumstances. This would be discussed with the students clearly so no need to worry about it.
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科　目

担当教員 土居 文人 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリン�教材

参考書 ドナルド・キーン�日本文学"」$中公文庫）

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2025年6シラバス

国文学・国語学 (Japanese Linguistics and Japanese Literature)

全学科・5年・後期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

日本文学およ\日本語学]分_かa�ピッdefghげj概lするo日本文学は1000年にわたる伝uv存xしz{v国
v|るべ~事Ä]ひとつであるo本授業ではz日本文学と外国文学と]関àあるいは世界文学としj]日本文学]位置z
日本語と外国語と]比較等z多面的視_で日本文学ì日本語eîïñすoこれによgz国際化社úeù~る視û]創†に
°するo

【C3】日本文学]特£についj理•しz適ßにl®で~るo 日本文学]特£についj]知™ì理•6z表現≠ez中間試験・定期試験で
評≥するo

【C3】日本語]特£についj理•しz適ßにl®で~るo 日本語]特£についj]知™ì理•6z表現≠ez中間試験・定期試験で評
≥するo

【D2】外国]文化・言語と比較しj]日本文化]特£e理•しz適ßにl
®で~るo

外国]文化と比較しj]日本文化]特£についj]知™ì理•6z表現≠
e中間試験・定期試験で評≥するo

成∂はz試験100%　としj評≥するo到達目標1z2z3についj]中間試験・定期試験]平均Ωe試験成∂とするo100点
満点で60点以he合√とするo

1～3年国語o4年国語表現法o

履修:�
注意事項
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授4計画（国文学・国語学）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 日本文学は世界でど]ように評≥されjいる]か 日本]古典文学・現代文学についj]評≥ez具体œe–げつつ—ïるo

2 日本文学は世界でど]ように評≥されjいる]か 日本]古典文学・現代文学についj]評≥ez具体œe–げつつ—ïるo

3 日本語とはど]よう“言語“]か 世界]中]言語としj]日本語]特£と面”さについjz具体œe–げつつ—ïるo

4 日本語とはど]よう“言語“]か 世界]中]言語としj]日本語]特£と面”さについjz具体œe–げつつ—ïるo

5 日本文学]歴"とキーワード$古代編）

6 日本文学]歴"とキーワード$平安時代編）

7 日本文学]歴"とキーワード$鎌倉・室町・安土桃山時代編）

8 中間試験 中間試験e実‡するo

9

10 日本文学]歴"とキーワード$江戸時代編）

11 日本文学]歴"とキーワード$江戸時代編）

12 日本文学]歴"とキーワード$江戸時代編）

13 日本文学]歴"とキーワード$近代編）

14 日本文学]歴"とキーワード$現代編）

15 総括 学んで~たこと]総括eおこ“うo

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期中間試験およ\後期定期試験e実‡するo

8世紀以前$奈良時代以前）]日本文学e理•しj他Îに伝ïるため]知™とキーワードe学ぶo

8～11世紀頃$平安時代）]日本文学e理•しj他Îに伝ïるため]知™とキーワードe学ぶo

12～16世紀頃$鎌倉・室町・安土桃山時代）]日本文学e理•しj他Îに伝ïるため]知™とキーワードe学ぶo

中間試験]•lo日本文学]歴"とキーワード$鎌倉・室町・安土桃山
時代編）

中間試験]•leおこ“うo12～16世紀頃$鎌倉・室町・安土桃山時代）]日本文学e理•しj他Îに伝ïるため]知™とキー
ワードe学ぶo

16～19世紀中頃$江戸時代）]日本文学e理•しj他Îに伝ïるため]知™とキーワードe学ぶo

16～19世紀中頃$江戸時代）]日本文学e理•しj他Îに伝ïるため]知™とキーワードe学ぶo

16～19世紀中頃$江戸時代）]日本文学e理•しj他Îに伝ïるため]知™とキーワードe学ぶo

19～20世紀$®治・大正・昭和）]日本文学e理•しj他Îに伝ïるため]知™とキーワードe学ぶo

21世紀]現代]日本文学e理•しj他Îに伝ïるため]知™とキーワードe学ぶo

J
考
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科　目

担当教員 李 明哲 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト なし

参考書

関連科目 倫理

なし

神戸市立工業高等専門学校 2025年'シラバス

哲学B (Philosophy B)

全学科・5年・後期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

DたちはHIJKることができるのか？U自W」とはなにか？近[とい]時[はH宗`の意bcdわりはじめi意義がなくなる
kではなく）H科学技術H市民社会H国民国家H資本主義などH現[のyとなるcのがzく登|した}一�でH自らがÅりÇし
たcのによってU自Üとはなにか？人àとはなにか？」J見ä]ことcãえてきた}この授業ではH近[以èに活ëした哲学
íたちのUìいとîえ」の連ñJ学びH現[のDたちの哲学的考öのヒンùにします}

【C3】日常に°された哲学的ìいJ自Üで見つ•ÇしH哲学的に考えるた
めのモデ®J獲™すること

日常に°された哲学的ìいJ自Üで見つ•ÇしH哲学的に考えるためのモデ
®J獲™することができるかH´テスùと定期試Øで評±する}

【D2】哲学に≤かせない思考µ∂概∏についての理πJ∫めH自Üの考
えJより明ªに表現できるよ]になること}

哲学に≤かせない思考µ∂概∏についての理πJ∫めH自Üの考えJより明
ªに表現できるかH´テスùと定期試Øで評±する}

成æはH試Ø80%　´テスù20%　として評±する}100点満点で60点以¬J合ƒとする}´テスùはH授業で登|するH
哲学の基本的概∏J∆しく理πしていることJª«するために実…する}その理πのcとH試ØではH自Üなりの考えに結
びつ•る

貫成人『哲学マッ–—ちくま新書H2004年
熊野純彦『西洋哲学史　近[から現[‹—岩波新書H2006年
畠山 創『大論争! 哲学バù®— KADOKAWAH2016年
その他H授業で紹Ïします}

履修:�
注意事項
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 インùロダクション　哲学J学ぶとはど]い]ことか？

2 近[«識論の二大ア–ローチ

3

4

5 ここまでのまとめ　´テスù ここまでの哲学概∏などの理π'Jª«しH復˘する}

6 ドイ˚観∏論˝フィヒテHシェリングHヘーゲ®

7 近[の不安˝ショーペンハウアーHキ®ケゴー®Hフェオイエ®バッハ

8 近[の�わり˝マ®クスHフロイùHニーチェ

9 現象学と実存思想˝フッサー®Hハイデッガー

10 フランス実存思想˝サ®ù®Hメ®ロ＝ポンティ

11 ここまでのまとめ　´テスù ここまでの哲学概∏などの理π'Jª«しH復˘する}

12 Ü析哲学のはじまり˝ラッセ®Hヴィドゲンシュタインなど

13 言 ∂社会H心理のÜ析からH戦後の哲学に大きな影響%えたU構造主義」の要点J学ぶ}

14 東洋思想

15 ディスカッション 学ん,内.J自Üの言/でどのよ]に表現しH思考するかJ試すディスカッションJディベーù形2で3]}

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授4計画（哲学B）

生活でU5たり6」とされることJ具体9にしながらHU哲学」とい]学ìがどのよ]にìいH考えるのかについてHおおまかなイメー
;が™られるよ]する}

1＋1＝2が∆しいことH=の6のコッ–の存?などJ@めるのはH経ØかKBか？これらのU«識」JめぐってH神学と科学がせめぎ
あ]17世紀〜18世紀にH哲学¬ではイギリス経Ø論と大陸合理論とい]二大ア–ローチの論争があったことの全体象Jつかむ}

カンùi1）«識論
イギリス経Ø論と大陸合理論J調NしたことでcKられるHカンùによるUカテゴリー」とい]概∏とHその«識論の要点J理πでき
るよ]にする}

カンùi2）倫理学 倫理学でU義務論」としてcKられるHカンù倫理学の要点J理πできるよ]にする}とりわ•H各自の理BからQじられる道徳µ則
によるH自律的な規Wの重要Bについて}

自我H自然H精神などH世\のあらゆる側_J説明するための統一的な原理JcめたH三人の哲学íたちの要点J学ぶ}ヘーゲ®
のU弁証µ」など}

都市工業hがiむ時[H一人ひとりのか•がえのなさ∂H現実社会で生きるU不安」などJ哲学にkりlc]としたH三人の哲学í
たちの要点J学ぶ}ショーペンハウアーの悲観主義iペシミズム）など}

経済活r∂労tから人àの生き�J説いたマ®クスH無意識など心理的Åvから自我‹ア–ローチしたフロイùH近[までの西
洋哲学の固定的概∏J破yしよ]としたニーチェなどJ学ぶ}

世\大戦6後に現れたH現象学∂ドイ˚実存思想のエッセンスJ学ぶ}フッサー®による«識論HハイデッガーによるU本来的実存
」など}

わたしたちはU自Wとい]{に|されている」と言ったサ®ù®HU身体」の実存に徹底的に焦点J5てたメ®ロ=ポンティなどHフラ
ンス実存思想の要点J理πできるよ]にする}

ラッセ®によるU記述理論」∂HヴィドゲンシュタインのU言 ゲーム」などH現[論理学∂言 Ü析からはじまるH現[哲学の一片
JKる}

構造主義のはじまり˝ソシュー®Hレヴィ=スùロースなど

ウパニシャッド哲学H仏`H儒`H道`などH古[からの東洋思想∂HそれJå•て日本で発生した独自の思想などについてH概要
J学ぶ}

D
考

後期定期試ØJ実…する}
´テスùJ2回実…する}
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科　目

担当教員 伊藤 国彦 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 マク�経済指�について 理解#を%定期試) 得+によ-評/する．

2

3 金融市6について 理解#を%定期試) 得+によ-評/する．

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト テキス;<指定せず%講?ノー;BCう．講?レジュH プリン;を配Mする．

参考書

関連科目

受講O 理解#にPじて 進#S内Uを調Wする B%授業計[に若] 変_があ-得る．

神戸市立工業高等専門学校 2025年#シラバス

経済学II (Economics II)

全学科・5年・後期・選択・1単位【講?】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

本科ÜB<%マク�経済学 基本àâ理論（GDP%マク�経済政策%IS-LMモデñ等óを学び%最ö 経済問úを理解する
ため 知†を°につける．また%技術Oとして社©B活´するため 見方・ÆØ方を∞う．

【C3】マク�経済指�について理解する．

【C3】GDPと総需≥ 理論について理解する． GDPと総需≥ 理論について 理解#を%定期試) 得+によ-評/する．

【C3】金融市6について理解する．

【C3】マク�経済政策について理解する． マク�経済政策(財政政策と金融政策)について 理解#を%定期試) 得+
によ-評/する．

【D2】IS-LMモデñ・分∂について理解する． IS-LMモデñ・分∂について 理解#を%定期試) 得+によ-評/する．

成∏<%試)100%　として評/する．成∏<%定期試)100%として評/する．定期試)<100+満+B%60+以ºを合
æとする．

D.A.Hイヤー著%桜田訳%«アHリ… 高校 が学んBいる経済教室』%SBクリエイティブ
N.G.マンキュウー著%足立他訳%«マンキュウー経済学I　マク�経済学編(第4版)』%東洋経済ö報社

政治・経済（3年ó%経済学II（5年ó

履修:�
注意事項
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 授業ガイダンス 授業 進め方S評/方·âどを説‰する．

2

3

4 経済全ÂB消ÁS投Èがど ようにÍまる かを理解する．

5

6 財市6BCう財政政策 財政政策 手Ìと財市6 理論をPÓした財政政策 効果分∂を理解する．

7 貨幣乗Ù 理論を基ıに金融政策 基本àâしくみを解説する．

8 日本銀Cが実˚しきた金融政策を˝にして%現実 金融政策について理解をˇめる．

9 物/%物/指Ù%インフレ�について理解し%統計か�物/動�を�み解く．

10 労働市6における問ú 失業%低賃金%所得æ�âど労働市6 問úを紹�する．

11 失業�S実質賃金âどについて理解し%統計か�労働市6動�を�み解く．

12 貨幣市6と利子� 貨幣市6における利子� 役�を重�するケイン� 貨幣理論を理解する．

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期定期試)を実˚する．

授4計画（経済学II）

経済循�と国内総 産(GDP) 経済循� しくみと国内総 産(GDP) 概 について説‰する．

マク�経済指�(GDP統計・景気指�) GDP統計と景気指�か�日本経済  産S需≥ 動�を�み解く．

財市6 理論そ 1

財市6 理論そ 2 経済全ÂB 総需≥＝GDP Í定H…ニ�&を理解する．

貨幣市6と金融政策そ 1

貨幣市6と金融政策そ 2

マク�経済指�(物/統計)

マク�経済指�(雇Ó統計)

IS－LMモデñと< IS<財市6 需給一致,B%LM<貨幣市6 需給一致,Bあることを確/する．

IS－LMモデñによる分∂ IS(財市6)とLM(貨幣市6)を同1にÆ2して分∂する手·を°に3ける．

IS－LMモデñによるマク�政策効果分∂ IS－LMモデñをÓいて財政政策と金融政策 効果を分∂する．

D
考
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科　目

担当教員 八百 俊介 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 途上�におけ�貧困問��理�できてい�$演習・定期試+で確-す�

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト ノー2講義

参考書 　

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2025年Cシラバス

地理学B (GeographyB)

全学科・5年・後期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

_めに途上�におけ�貧困問�について学ぶ．そe後，資源問�，経済活le世界的拡大，経済的格sについて学習す�
．最後に，それらをふまえてSDGse達~�先進�e役Éについて学習す�．

【C3】資源問�，経済活le世界的拡大�影Öについて理�でき� 資源問�，世界的経済e世界的拡大�影Öについて理�できてい�$演習・
定期試+で評áす�

【C3】SDGs�先進�e$$わりについて理�でき� SDGs�先進�e$$わりについて理�できてい�$定期試+で評áす�

【D2】途上�におけ�貧困問��理�でき�

~äは，試+80%　演習20%　�して評áす�．100点満点で評áし60点以上を合格�す�．期íに再試+をîうこ��
あ�

地理（1年）

履修:�
注意事項
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1

2

3

4

5

6

7

8 演習 途上�におけ�貧困�資源問�にöす�演習

9 �家úe経済格s 世界経済eùにおけ�途上�経済e位ûづけ

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期定期試+を実°す�．

授4計画（地理学B）

途上�におけ�貧困問�1 途上�におけ�貧困e原因1

途上�におけ�貧困問�2 途上�におけ�貧困e原因2

途上�におけ�貧困問�3 貧困を原因�す�途上��§え�問�1

途上�におけ�貧困問�4 貧困を原因�す�途上��§え�問�2

資源問�1 資源確¶に$$わ�問�1

資源問�2 資源確¶に$$わ�問�2

資源問�3 資源確¶に$$わ�問�2

経済ße~立�変化1 経済活le活性化・広域化に≠う経済ße~立�変化1

経済ße~立�変化2 経済活le活性化・広域化に≠う経済ße~立�変化2

経済ße~立�変化3 経済活le活性化・広域化に≠う経済ße~立�変化3

SDGs�途上� SDGs�途上�eö係

SDGs�先進�e役É1 SDGs�日∞e$$わり1

SDGs�先進�e役É2 SDGs�日∞e$$わり2

D
考
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科　目

担当教員 髙見 健太郎 准教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 物理，化学，生物，地学，数学

神戸市立工業高等専門学校 2025年*シラバス

自然科学特講B (Natural Sciences B)

全学科・5年・後期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

先人QRSTUげてきY基礎科学か]最先_`現代科学まで，自然科学4分野(物理，化学，生物，地学)`発展jk講義
l演nkど`座学，あるいは，自]R調vしY結yz発表/要~するkど`機ÅzÇして，我ÑzÖÜáà環äR自然科学
`枠åで記éできることz学ぶ.まY，自然科学zさ]î主体jî学óòめてöàYめ`，感性，知j好奇†z°い，基本j
k課題発見力，問題解決力z©うことz目¨とする.

【C3】我ÑzÖÜáà環äR自然科学(物理，化学，生物，地学)`枠åで記
éできることz理解する.

本校R≠めY期Æîöう試∞と適時öうレポー∂で，授業内∏`理解*z評
∫する．

【C3】自然科学`基ºとkる知Ωz理解し，様Ñk現ø`説¡îこれ]`
知Ωz√いることRできる.

本校R≠めY期Æîöう試∞と適時öうレポー∂で，授業内∏`理解*z評
∫する．

【D2】自然科学z主体jî学óòめてöàYめ`，基本jk課題発見力，
問題解決力z©う.

本校R≠めY期Æîöう試∞と適時öうレポー∂で，授業内∏`理解*z評
∫する．

成≈は，試∞85%　レポー∂15%　として評∫する．100点満点で60点以Uz合Àとする．

「相対性理論 (物理学レクチャーコース)」： 河辺哲次 著（裳華房）

「第3版 シュッツ 相対論入門I 特殊相対論」： Bernard Schutz 著（丸善出版）
「第3版 シュッツ 相対論入門II 一般相対論」： Bernard Schutz 著（丸善出版）
「相対性理論 (基礎物理学選書) 」： 江沢洋 著（裳華房）
「ÛとÙでよàわかる 相対性理論」： ニュー∂ンプレス 著（ニュー∂ンプレス）

履修:�
注意事項

(i)微分，S分，微分方程式，ベク∂ˇ解�kど`数学`知ΩR必要とkる．(ii)授業�îおける携帯電	lゲー�機`使√
，そ`他授業妨�îつkRる言�zöっY�î対しては，「欠席�い」l「教�か]`退�」z�じる場合Rある．
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 特殊相対性理論z概 する．

2 一般相対性理論z概 する．

3 時Æ`!れîついて"える．

4 ローレンツ収&îついて"える．

5 ローレンツ変(z導出する．

6 速*`変(+z導出する．

7 ミンコフスキー時/z理解する．

8 相対性理論î基づà諸現ø ミュー粒3`寿�kど`特殊相対性理論R関6する7つか`現øz"8する．

9 ベク∂ˇ`変(性，反変:と共変:z理解する．

10 ローレンツ変(`ö列表現，ベク∂ˇ場とテンソˇ場z理解する．

11 相対論jk電磁気学z理解する．

12 相対論jk電磁気学î基づà諸現øz"8する．

13 相対論jk力学z理解する．

14 相対論jk力学î基づà諸現øz"8する．

15 復nと演n 復nと演nîよÜ理解zBめる．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期≠期試∞z実Dする．

授4計画（自然科学特講B）

導入I

導入II

特殊相対性理論I

特殊相対性理論II

ローレンツ変(I

ローレンツ変(II

ローレンツ変(III

相対性理論î必要k数学I

相対性理論î必要k数学II

相対論jk電磁気学I

相対論jk電磁気学II

相対論jk力学I

相対論jk力学II

D
考
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科　目

担当教員 今里 典子 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリント

参考書 講義��随時指�する．

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年0シラバス

手話言語学II (Sign Language Linguistics II)

全学科・5年・後期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

手話言語学I履修ST対V�W手話�Xする知Z[実]T発_させる．前期学習内eTfまえW日本手話[日本語k比較
�よりW日本手話へk理rTさら�tめる．ろwSTxりyz社会問~やそれTrÇするÉk科学]Ñ�ÖÜれる．実]はW
単語だけでなzW手話文çÖ学習しW様êな場í�おいてk基本óなコミュニケーションができるよw�なるこ[T目指す．

【C3】日本手話k特徴・ルールT理rしW音声言語[比較して説©できる． 日本手話k特徴・ルールT理rしW音声言語[比較して説©できるかどwかT
定期試験・レポートで評≤する．

【D2】ろwST対V[し≥福祉分∑�科学]Ñが貢πする可能º�つい
て議øできる．

ろwST対V[し≥福祉分∑�科学]Ñが貢πする可能º�ついて議øで
きるかどwかTW定期試験・レポートで評≤する．

【C3】日本手話T¿って様êな場íでk基本óなコミュニケーションがで
きる．

日本手話T¿って様êな場íでk基本óなコミュニケーションができるかどw
かT定期試験・演習で評≤する．

成ƒはW試験50%　レポート40%　演習10%　[して評≤する．演習方«k評≤方ç�ついては講義��»しzr説す
る．

本科k手話言語学IW専攻科k手話言語学�X する．

履修:�
注意事項

毎Ãk授業�出Œして手話k演習TœいW基本óな手話表—T“”習‘するこ[.参◊�あ≥ってW積極ó�発言するこ
[[W倫理‹k問~�留fiするこ[がflめられる．
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 ガイダンス 講義k授業方ç�ついて説©する．　　

2 日本手話[日本語対応手話

3

4 ろw文‰T映Êから学ぶ．　　

5 レポート講評 レポートk講評[プレゼンテーションk説©Tœw．

6 学Íkレポート発表会Tœw．

7 ひきつづき学Íkレポート発表会Tœw．

8

9 学習し≥手話T¿っ≥ペアワー演習Tœw．

10 「音Úkサポート

11 「音声Úkサポート

12 ろwS[社会 ろwSTxりyz社会k仕ıみT学習する．

13 学習し≥手話T¿っ≥グループワーk準˘Tœw．

14 学習し≥手話T¿っ≥グループワーTœw．

15 総括 授業全¸k総括TœいW手話[ろwS�対する理rTtめる．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期定期試験T実˝する．

授4計画（手話言語学II）

日本手話[日本語対応手話k˛い�ついて学習する．「文ç表—1ÚT学習する．

ろw文‰1 ろw文‰�ついて学ぶ．「文ç表—2ÚT学習する．

ろw文‰2

プレゼンテーション1

プレゼンテーション2

ペアワー1 ペアワー演習k≥めk準˘Tœw．「文ç表—3ÚT学習する．

ペアワー2

ろwST支�する音�Xする]Ñ�ついて学習する．「文ç表—4ÚT学習する．

ろwST支�する]Ñ�ついて学習する．「文ç表—5ÚT学習する．

グループワー1

グループワー2

D
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 ゴル�につい�毎時��学習記��技能習熟�によっ�評#する．

2 'がい)スポー-につい�毎時��学習記��レポー/によっ�評#する．

3 /レーニン2計4�立案・実9し;結=>レポー/によっ�評#する．

4 2ルー?@A発CしDメンバーA相互評#する．レポー/によI評#する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目 なし

神戸市立工業高等専門学校 2025年�シラバス

スポー-科学演習A (Sports Science A)

寺田 雅裕 教授, 小森田 敏 教授, 春名 桂 教授

全学科・5年・後期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

これまAに学んÖスポー-にÜする知àâ経験å>様éな角�かëíつめなおしDスポー-��ï;なかかわIâ学び>
òめるこ�>目ö�する．  1．ゴル�理論＆演習 2．'がい)スポー->ûし;共存社¢�考察 3．/レーニン2理論＆実9 
4．海ßスポー->ûし;日©スポー-�問題¨�発≠�可能Ø�模索

【C3】生≥スポー-Aあるゴル�>学びDµかな健∑ライ�にπげる．

【C3】'がい)スポー->ûし�D共存社¢>考える．

【C3】/レーニン2にÜする理論>学びDºë�/レーニン2計4>立案しD
実9Aきる．

【D2】海ßスポー-�知í>ûし�D日©スポー-�問題¨>発íしD発≠
�方ø>模索する．

科目�特ØによI授業@A�実技試験>¬みDƒ�ように評#する．到達目標毎1＝30%D2＝20%D3＝30%D4＝20%�
割ÀA評#しD100¨満¨A60¨以œ>À–�する．

4．「カルチ‘�休日」　@ß出版社

履修:�
注意事項

1）実技試験が未実€�)はD2月末日まA再試験>‡けるこ�がAきる．それ以„�再試験�‰し出は‡けÂけない．但
しD診断Èが提出され;病Ìâ整形ß科öな疾Ò�場ÀはD担当教ı�相ˆ�œD対¯する．2）診断Èが提出され;病
Ìâ整形ß科öな疾Òにおい�実技試験>‡けるこ�が困˙な場ÀはDレポー/A代¸するこ�がある．
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 ゴル�理論＆演習 座学˛ゴル�初心)講座 実習˛2リッ?・スタンス・アドレス・スウイン2�基©

2 座学˛パラリンピッ��歴
につい�　実習˛ パターゲーム

3 座学˛パラリンピッ�選��は�'がい別） 実習˛斜�かë�つ

4 座学˛パラリンピッ�競技�は　 実習˛ バンカー克服

5 座学˛ゴル��ルール 　実習˛視覚'がい)体験

6 座学˛'がい)��共存 　実習˛ア?ローチコンテス/

7 座学˛'がい)��共存�レポー/） 実習˛ゴル�ラウンド

8 中�試験 中�試験は実€しない

9 座学˛/レーニン2�計4・実€に必!な基礎理論>理#する．

10 実技˛œ半身・体&�ス/レン2ス・/レーニン2

11 実技˛下半身�ス/レン2ス・/レーニン2

12 座学＆実技˛目öに¯じ;サーキ//レーニン2�理#�実9

13 海ßスポー-�知í>学びD日©�スポー-��+いについ�理#する．

14 参考図È>事/にû0しD2ルー?@A意í交3>4う．

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授4計画（スポーK科学演習A）

ゴル�理論＆演習・パラスポー-1

ゴル�理論＆演習・パラスポー-2

ゴル�理論＆演習・パラスポー-3

ゴル�理論＆演習・パラスポー-4

ゴル�理論＆演習・パラスポー-5

ゴル�理論＆演習・パラスポー-6

/レーニン2理論＆演習1

/レーニン2理論＆演習2

/レーニン2理論＆演習3

/レーニン2理論＆演習4

海ßスポー-1

海ßスポー-2

海ßスポー-3 これまA�授業A5;知í>も�にD海ß�日©�スポー-�+い>明8にしD日©スポー-�発≠�方øについ�2ルー?@
A発Cする．

D
考

中�試験および定期試験は実€しない．
中�試験および定期試験は実€しない．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2 スポー�文�ついて�内��レポー�によって評�する．

3 グループワー&における相互評�+,レポー�によって評�する．

4 テーピング�実技試験+,レポー�によって評�する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 　

参考書 　

関連科目 なし

神戸市立工業高等専門学校 2025年Eシラバス

スポー�科学演習B (Sports Science B)

吉本 陽亮 准教授, 小森田 敏 教授, 春名 桂 教授

全学科・5年・後期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

これまでに学んyスポー�にzする知|}経験�Ä様Çな角EかÖÜつめなおしàスポー�と�äたなかかわり}学,Ä
éめることÄ目êとする．  1．ニュースポー� 2．スポー�文��ìり立ち 3．コーチング理論＆実践 4．スポー�傷害理論＆
演習

【C3】ニュースポー�Ä学,àメンバーと実践できる． ニュースポー��ルールÄ理†しàz心à意£Äもって実践しているか評�す
る．

【D2】スポー�文�とそ�概ßÄ学,à現©�スポー�がど�ように≠り上
げÖれてきたか背±Ä理†する．

【C3】コーチングにzする理論Ä学,àメンバーにコーチングできる．

【C3】スポー�活≥に起µする外傷}∑がい�特πÄ学,àそ�具体êな
予防対øとしてテーピング�手¡Ä習¬する．

科目�特√により授業内で�実技試験Äƒみà∆�ように評�する．到達目標毎1＝30%à2＝20%à3＝30%à4＝20%�
割Õで評�しà100点満点で60点以上ÄÕ“とする．

履修:�
注意事項

1）実技試験が未実’�÷はà2月末⁄までに再試験Ä‹けることができる．それ以›�再試験�fiしflは‹け‡けない．
·しà診断‰が提flされた病Ë}整形外科êな疾Ï�場Õはà担当教と相Ò�上à対Úする．2）診断‰が提flされた
病Ë}整形外科êな疾Ïにおいて実技試験Ä‹けることが困Ùな場Õはàレポー�で代ˆすることがある．
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1

2

3

4 交˘Ä主目êとしてàアルティメッ��ゲーˇÄ�う．

5

6 交˘Ä主目êとしてàアルティメッ��ゲーˇÄ�う．

7 スポー�と体育à部活≥�文�について

8 中間試験 中間試験は実’しない

9 コーチング�理論Ä学,à知|Äéめる．

10 グループワー&Ä�してàコーチ・プレイヤー相互�経験Ä�う．

11 簡
な身体活≥場�で�コーチング実践Ä�して経験Ä高める．‹講÷相互�コーチング実践Ä�して相互評�Ä�う．

12 スポー�活≥場�で�コーチング実践Ä�して経験Ä高める．‹講÷相互�コーチング実践Ä�して相互評�Ä�う．

13

14

15 実技試験：足z��テーピング

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授4計画（スポーK科学演習B）

スポー�文��ìり立ち1/ニュースポー�1 スポー��原点と�,/ボッチ�についてルールÄ理†しà実践する．

スポー�文��ìり立ち2/ニュースポー�2 実教�として�スポー�/モルッ&についてルールÄ理†しà実践する．

スポー�文��ìり立ち3/ニュースポー�3 近現代におけるスポー�とナショナリズˇ/アルティメッ�についてルールÄ理†しà実践する．

ニュースポー�4

スポー�文��ìり立ち4/ニュースポー�5 近代スポー��ゆくえ/キンボールについてルールÄ理†しà実践する．

ニュースポー�6

スポー�文��ìり立ち5

コーチング理論＆演習1

コーチング理論＆演習2

コーチング理論＆演習3

コーチング理論＆演習4

スポー�傷害理論＆演習1 スポー�活≥に起µする外傷}∑がい�特πÄ学,à知|Äéめる．　　テーピング実技1：足z��テーピング手¡Ä理†しà
実践する．

スポー�傷害理論＆演習2 テーピング実技2：足z�・膝z��テーピング手¡Ä理†しà実践する．

スポー�傷害理論＆演習3

D
考

中間試験およ,定期試験は実’しない．
中間試験およ,定期試験は実’しない．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8 タイピングテス��結��評�する．

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年*シラバス

情報基礎 (Fundamentals of Information TechnologE)

松露 真 准教授, 藤田 政宏 講師

電子工学科・1年・通年・必修・2単位【演習】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

本演習はb現代社fにおいj数理・データサイエンス・AIqrえる影uv利活y�z��留意}~理�しb基礎ÅÇデー
タ�ÉqÑえるようにÇること~目Åとしjいる．演習�はbデータサイエンス~学ä重要性b深層学習Çど�先端技î~活
yしï社fサービス�動向bAI~活yするz��留意事öÇどについj学習する．さらにbPEthon~yいïデータ�Éお
よü可視¢に£する演習~Ñう．

【A3】現§�社f変¢に数理・データサイエンス・AIqrえる影uおよü
自ß�生活と�£©についj理�しjいる．

現§�社f変¢に数理・データサイエンス・AIqrえる影uおよü自ß�生
活と�£©についj理�しjいる™前期中間試∞�評�する．

【A3】深層学習Çど�先進技îvそれ~活yしï¥しい社fサービスÇ
ど�動向についj理�しjいる．

深層学習Çど�先進技îvそれ~活yしï¥しい社fサービスÇど�動向
についj理�しjいる™前期中間試∞�評�する．

【A3】数理・データサイエンス・AI~活yするz�遵∂するべ∏法∫vモラ
ºについj理�しjいる．

数理・データサイエンス・AI~活yするz�遵∂するべ∏法∫vモラºについ
j理�しjいる™前期中間試∞�評�する．

【A3】情報処理~Ñうz�必要Çコンピュータvネッ�ワー√に£する基本
Å知≈~∆ちbそれら~説…することq�∏る．

情報処理~Ñうz�必要Çコンピュータvネッ�ワー√に£する基本Å知≈~
∆ちbそれら~説…することq�∏る™前期中間試∞�評�する．

【A3】様ÀÇ種Õ�データ~Œうz��基本Å知≈~∆ちbそれら~統計
Åに�Éすることq�∏る．

様ÀÇ種Õ�データ~Œうz��基本Å知≈~∆ちbそれら~統計Åに�É
することq�∏る™演習v後期中間試∞�評�する．

【A3】条件分’v÷◊ÿし処理Çど基本ÅÇプログラミング技î~∆ちbそ
れら~‹っj簡単Çデータ�É~Ñうことq�∏る．

条件分’v÷◊ÿし処理Çど基本ÅÇプログラミング技î~∆ちbそれら~‹
っj簡単Çデータ�É~Ñうことq�∏る™演習と後期中間試∞�評�する．

【A3】大規·データv時系‰データÇど~Œうz��基本Å知≈~∆ちb
簡単Çデータ�É~Ñうことq�∏る．

大規·データv時系‰データÇど~Œうz��基本Å知≈~∆ちb簡単Çデ
ータ�É~Ñうことq�∏る™演習�評�する．

【A3】タッチタイピングq�∏る．

成Áはb試∞30%　タイピングテス�10%　演習60%　としj評�する．総合評�~100}満}としjb60}以z~合格
とする．試∞成Áは2Ó�試∞�平均}とする．演習は授業�ÒされるÒÚ�提出ı�評�する．

必要にˆじjbwebÇど�資˚~配˝する．

「はじめj�AIリテラシー」�岡嶋 裕史b吉田 雅裕（技î評論社）
「教
としj�データサイエンス」�内田 誠�ほ™（講談社）
「PEthonユー��ïめ� JupEter�実践］入門」�池内 孝啓b片柳 薫子ほ™（技î評論社）
「PEthon�はじめるアºゴリズ%入門 伝統ÅÇアºゴリズ%�学ä定(と計算量 」�増井 敏克（翔泳社）
「PEthonによる機械学習入門」�株式f社システ%計画研究所（オー%社）

D2 プログラミングIbD3 プログラミングIIbD4 ソフ�ウェア工学bD5 コンピュータアーキテ√チャbD1-D2 数学IbD1-D2 
数学IIbD4 確率・統計

履修:�
注意事項

本科目は演習~通じj修Eする科目�ある．そ�ïめ総合情報センター�演習室開J~積極Åに利yする�qMましい．
まïb√ラウドツーº~yいj学習可QÇ内Rに£しjはb自S��演習~積極ÅにÑうことqMましい．
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授4計画（情報基礎）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 演習システ%�利y方法 演習室�利y方法v利yz�マナーについj学習する．

2 タイピング練習bコンピュータ基礎 タイピング練習~Ñう．コンピュータ�ハードウェアおよüソフ�ウェア��般ÅÇ知≈についj学習する．

3 タイピング練習bネッ�ワー√基礎 タイピング練習~Ñう．社f~Zえる情報通[ネッ�ワー√�仕]みとそれ~Zえる技îについj学習する．

4 タイピング練習~Ñう．社f�_∏jいる変¢~知◊bデータサイエンス~学ä意`~学習する．

5

6

7

8 前期中間試∞ ここま��内R�理�*~確aするïめに前期中間試∞~Ñう．

9 データ�種Õ・代表値 質Åデータと量Åデータ�eいについj学習する．様ÀÇ代表値によっjデータ~統計Åに要f�∏ること~学習する．

10 データ�ばらつ∏・観iデータ�誤差 観iされïデータにlまれるばらつ∏~理�しbばらつ∏�大∏さ~評�するïめ�代表値�ある標準偏差についj学習する．

11 層pデータ�Œい・√ロス集計 層p因子~lむようÇbひとまとめにしj�Éすべ∏�はÇいデータについj学習する．

12 データ間�相£と因�

13 データ�集計・�É データ�集計・可視¢についj学習する．データ�種Õv表現しïい内Rについj様ÀÇ可視¢方法qあること~学習する．

14 データ�可視¢・データ�比較 データ�可視¢についj学習する．データ�種Õv表現しïい内Rにxしï可視¢~学習しb表計算ソフ�~‹っï演習~Ñう．

15 演習

16

17 ÷◊ÿし処理~yいること�b大量�処理~簡yに記{する方法についj学習しbそれ~理�するïめ�演習~Ñう．

18 演習

19 条件分’~yいること�b様ÀÇ入|データ~�Éする方法についj学習しbそれ~理�するïめ�演習~Ñう．

20 演習

21 線形探Äv素数判定Çど�基本ÅÇアºゴリズ%~学習しbそれ~理�するïめ�演習~Ñう．

22 演習

23 後期中間試∞ ここま��内R�理�*~確aするïめに後期中間試∞~Ñう．

24

25 演習

26

27 演習

28 時系‰データ�É 時間変¢にともÇっj変¢するデータとそ��É・可視¢についj学習しbそれ~理�するïめ�演習~Ñう．

29 演習

30 演習

タイピング練習b社fにおけるデータ・AI�利yと活y(1)

タイピング練習b社fにおけるデータ・AI�利yと活y(2) タイピング練習~Ñう．データサイエンスq様ÀÇ業種�活yされjいる事Ö~知◊bデータ・AI�活yqど�ように�値~生む™
~学習する．

タイピング練習b社fにおけるデータ・AI�利yと活y(3) タイピング練習~Ñう．深層学習Çど�先端技îvそれ~活yしïサービス~学習する．社fへ�展開q進むこと�生じる問Ú
についjも学習する．

タイピング練習bデータ・AI~利活yするâ�倫理 タイピング練習~Ñう．データ・AI~Œうz��基本倫理についj学習する．実â�事Ö~ãÇqらbデータ~活yする社fにおけ
るリス√についjも学習する．

2変数データ間�相£についj学習する．相£と因��eいv疑似相£についjも学習する．

14週目ま�に学習しï内R�演習~Ñう．

プログラミング入門 - PEthon�導入 - 機械学習~はじめêく�分í�‹われjいる汎yス√リプ�言ñ�あるPEthonについj学習しbそれ~理�するïめ�演習~Ñ
う．

プログラミング入門 - ÷◊ÿし処理 -

17週目に学習しï内R~中òとしï演習~Ñう．

プログラミング入門 - 条件分’ -

19週目に学習しï内R~中òとしï演習~Ñう．

プログラミング入門 - アºゴリズ% -

21週目に学習しï内R~中òとしï演習~Ñう．

プログラミング入門 - データ�可視¢ - matplotlibライブラリ~yいïデータ�可視¢についj学習しbそれ~理�するïめ�演習~Ñう．

24週目に学習しï内R~中òとしï演習~Ñう．

プログラミング入門 - 大規·データ- pandasライブラリ~yいï大規·データ��Év可視¢についj学習しbそれ~理�するïめ�演習~Ñう．

26週目に学習しï内R~中òとしï演習~Ñう．

28週目に学習しï内R~中òとしï演習~Ñう．

29週目ま�に学習しï内R�演習~Ñう．

J
考

前期中間試∞およü後期中間試∞~実úする．
状ûによっjは臨時試∞~実úすることqある．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-D1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年�シラバス

電子工学序論 (Introduction to Electronic Engineering)

[前期] 田原 熙昻 講師, [後期] 荻原 昭文 教授

電子工学科・1年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

電気回NかP電磁気学までT基礎事XY理[するとともにa各cT電子デバイスについてそT構kと電子回N素子とし
てT動oT基礎にpれることでa電子システt系科目学wへT導zとする．

【A4-D1】単位T接頭~T意ÄY理[しa使用頻�T高いもTについては
使えるようになる．

単位T接頭~T意ÄY理[しa使用頻�T高いもTについては使えるように
なっているかY前期中間試çおよè授業中T演wと課íで評îする．

【A4-D1】オ－tT法òT意ÄY理[しa直流回NT基本úな計ûができ
る．

オ－tT法òT意ÄY理[しa直流回NT基本úな計ûができるかY前期中
間試çおよè授業中T演wと課íで評îする．

【A4-D1】°¢£わせT理およèキルヒホッ´T法òY用いて簡単な直流
回NT計ûができる．

°¢£わせT理およèキルヒホッ´T法òY用いて簡単な直流回NT計û
ができるかY前期中間試çと前期定期試çおよè授業中T演wと課íで評
îする．

【A4-D1】電流による発熱o用かP電∞と電∞±について理[しa計ûす
ることができる．

電流による発熱o用かP電∞と電∞±について理[しa計ûすることができる
かY前期定期試çおよè授業中T演wと課íで評îする．

【A4-D1】磁気と静電気とT≥いY理[しaそれぞれY応用し∂機∏につ
いて説∫することができる．

磁気と静電気とT≥いY理[しaそれぞれY応用し∂機∏について説∫する
ことができるかY後期中間試çおよè授業中T演wと課íで評îする．

【A4-D1】静電容±という±Y理[しa簡単な並行平板構kでT容±計û
aおよè容±T直列・並列接続¬T容±計ûができる．

静電容±という±Y理[しa簡単な並行平板構kでT容±計ûaおよè容±
T直列・並列接続¬T容±計ûができるかY後期中間試çおよè授業中T
演wと課íで評îする．

【A4-D1】磁気現象(´レミン»T法òa電磁誘導aヒステリシス特性)につい
て説∫ができる．

磁気現象(´レミン»T法òa電磁誘導aヒステリシス特性)について説∫がで
きるかY後期中間試çおよè授業中T演wと課íで評îする．

【A4-D1】半導Œという物–Y—りaどんな性–Yもっているか説∫できる． 半導Œという物–Y—りaどんな性–Yもっているか説∫できるかY後期定期
試çおよè授業中T演wと課íで評îする．

【A4-D1】半導Œ素子であるダイオーÿとトランジス€T基本úな動oY
説∫できる．

半導Œ素子であるダイオーÿとトランジス€T基本úな動oY説∫できるかY
後期定期試çおよè授業中T演wと課íで評îする．

成›はa試ç90%　授業中T演wと課í10%　として評îする．前期と後期T成›はa中間試çと定期試ça授業中T
演wと課íT評îに基づきa総£成›は前期成›と後期成›T単純平‚とする．総£評î100点満点中60点以ÁY£
Ëとする．尚a再試çY実Ïする場£には最高60点で評îする．

「図[でわかる はじめてT電気回N」大熊康弘（技術評論社）
「ポイントマス€ー 電気基礎(Á)トレーニン»ノート」加藤a神谷a山本a岡安a各務a久永a松村（コロ�社）

「�で�る電気T歴史」岩本洋（オーt社）
「図でよくわかる電気基礎」高橋寛監修（コロ�社）
「例íで学ぶやさしい電気回N 直流編」堀浩雄（森北出版）
「図説　電気回NT&え方」白藤立（電気書院）
「電子工学z門」大豆生田利章（電気書院）

D2電気回NIaD3電気磁気学IaD3電子デバイスaD1電子工学実ç実waD2電子工学実ç実w

履修:�
注意事項

こT科目は専門科目T電気回NIa電気磁気学Ia電子デバイスT基礎であるTでしっかり学wすること．ま∂a電子工学実
ç実wで実0に実çYして1かめることもあるTでa実çと£わせて学wすること．
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授4計画（電子工学序論）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1

2 単位T変換a直流電気回NとオーtT法òa電荷・電流T関係

3

4 関数電8T使い方

5

6

7

8 前期中間試ç

9 試çT[説とこれまでT注意点1認 前期中間試çT[説およèこれまで学んでき∂ことT1認Yおこなう．

10

11

12 直流ブリッジ回N

13

14

15 復wと演w

16 電気抵>と抵>率a導電率

17 静電気と磁気T現象とそT利用

18

19

20

21 静電気T応用とコンデンサ

22 復wと演w

23 後期中間試ç

24 試çT[説とこれまでT注意点1認 後期中間試çT[説およèこれまで学んでき∂ことT1認Yおこなう．

25 半導ŒTcAと特性a半導ŒT電気伝導

26

27

28 トランジス€T原理と構k

29

30 復wと演w

前期a後期ともに中間試çおよè定期試çY実Ïする．

電気現象と電子工学技術史aSI単位系a単位と指数表現 電子工学科におけるこT講義T位Gづけについて概説する．ま∂a電気現象についてa歴史úにどTような発�がなされa応用さ
れてき∂かY説∫する．さPにaSI単位系と接頭記号(Makamaμなど)についても説∫する．

電子工学で用いる様Pな単位T変換とa第三Sへ伝えやすい単位T記述方法について説∫する．ま∂a電気回NT基本である
直流電Uと抵>で構成される直流回NについてaオーtT法òおよè電荷と電流T関係について説∫する．

直列回N・並列回N・直並列回N(1)
直流回Nで用いる抵>Y複数本としてa直列に接続し∂場£a並列に接続し∂場£a直列と並列YWX£わせ∂場£について全
ŒT抵>値(£成抵>)がどTようになるかaま∂aそれPY電気回Nに用い∂ときaそれぞれT端子間電圧a素子に流れる電流が
]Pになるか^める．

関数電8は非`に便利な道cでありaそT動oY充eに把gして使用することが必hである．ここでは電子工学科T講義およè
実çにおいて必hな関数電8T操oについて[説する．

直列回N・並列回N・直並列回N(2) 3週目にkき続いておこなう．

キルヒホッ´T法ò（1） 回N計ûY行ううえでaもっとも°hな基本lであるキルヒホッ´T第1法ò(電流ò)と第2法ò(電圧ò)について理[しa実0
T直流回Nmに応用できるようにする．

キルヒホッ´T法ò（2）と復w 6週目にkき続いておこなうとともにaこれまでT復wYおこなう．

1週目かP7週目T内容についてa理[�Y1認する試çYおこなう．

°¢£わせT理（1） 複数T電U(電圧Ua電流U)Yもつ直流回Nではa電UYeけて&えることができa最終úに各素子に流れる電流はaそれぞれT
電Uで&え∂ときに各素子に流れる電流T総qで^まる．こTことY例íY通して理[しa実0に計ûできるようにする．

°¢£わせT理（2） 10週目にkき続いておこなう．

4本T抵>YひしsにWX£わせ∂構kYブリッジという．直流ブリッジではa2WT直列抵>Ttがuじであれv並列に接続し
∂2WT中点T電位は等しくなりaそT間に抵>(検流計)などY接続しても電流は流れない．こTような状yY平衡状yといいaこ
T条|Y利用して抵>T測定などに利用される．こT原理Y学ぶ．

電圧計と電流計(倍率∏ae流∏) 『テス€ー・ハックÇYおこなう．電気磁気現象Y用いて電流a電圧Y測定する計∏には抵>がÉまれているがaそれぞれT計∏に
補助úな回N(抵>)Y追加することによりa測定できる範àY変える事ができる．

消費電∞と発生熱±(ジュールT法ò)
物Œに電流が流れるとエネルギーY消費することになる．èT回りT電気機∏でもそれぞれ消費電∞T表êがあることに気がつ
く．回NでT消費電∞T定義Y—りa実0に^めてXる．ま∂a電気エネルギーが消費されて熱エネルギーにëわりíかくなる(ジ
ュール熱)．こT熱によりaどれくPいìがîかくなるか&えてXる．

10週かP14週T内容についてa復wするとともにcŒúな演w問íY[き理[Yñめる．

電気抵>が抵>ŒTóさにt例しそT断面öに反t例することY£成抵>T原理より理[するとともにa材ùにより単位óさ単
位面öあ∂りT抵>値(抵>率)がûなることY—る．一†T金¢ではaî�にt例して抵>値が変£することY—る．抵>とは逆
T概•でa電気T通しやすさとしてa導電率T概•Yèにつける．

¶くかPßや静電気などT電気úな現象やa磁®や地磁気などT磁気úな現象が—Pれている．これPT物理úな性–YcŒ
例Y通して学ぶとともにaè™に応用されている製¨などについて学ぶ．

クーロンT法ò(電気a磁気) 電荷a磁荷(極)によるクーロン∞がどTように表現されるか—る(A似性)．クーロン∞T[Øとしてa場という概•Y理[する．クー
ロン∞はほとんどuじように表現されるがa実0T電荷と磁荷Tûなることについて学ぶ．

磁気現象1(±¢じT法òa´レミン»T法ò) 電流によって磁≤が発生することと発生する磁≤と電流T方≥とT関係Y—る(±¢じT法ò)．磁≤¥に電流が流れ∂導µに
∂く∞について&える(´レミン»T左∏T法ò)．

磁気現象2(電磁誘導a磁性Œ)
´レミン»T左∏T法òと逆T&えでa磁≤中にGかれ∂導Œが磁≤Y横∫ると起電∞Y発生することY—る(´レミン»T±∏
T法ò)．これPT磁気úな現象T応用としてa発電機aトランスなどがありaそT動o原理Y理[する．ま∂a強磁性ŒT磁£現象
(ヒステリシス現象)などについても理[する．

平行平板電極間に誘電Œ(絶縁Œ)Yはさむことによりaコンデンサとなること理[しaそT静電容±が電極間T距¡に反t例しa
面öにt例することY学ぶ．ま∂a電極間にはさむ誘電ŒについてもどTようなcATもTが使われているTか学ぶ．

16週かP21週T内容についてa復wするとともにcŒúな演w問íY[き理[Yñめる．

16週かP22週T内容についてa理[�Y1認する試çYおこなう．

導Œと絶縁ŒT中間úな物–として半導Œがある．半導Œは抵>値が導Œと絶縁ŒT中間であるというだけでなくaいろいろな
WX£わせ(不純物Y添加し∂もT)でいろいろな特性Yもつ．現∆T電子デバイスはこT半導ŒT特性Y«かし∂素子によって
成り立っている．こT半導ŒT構ka特性について学wする．

PN接£とダイオーÿT電気ú特性
ダイオーÿで代表される半導Œ素子T構kがPN接£である．PaNはそれぞれ電荷YÀぶもT(キャリヤ)Tうちa多数Y–めてい
るTがa—電荷(正孔)であれvPsa－電荷(電子)であれvNsと‘vれる．そTPsとNsT素子Y接£させ電圧Y印加し∂ときa
そT極性によって電流T流れ方がûなることY学ぶ．

ダイオーÿT応用(整流回N)
ダイオーÿT電気úな特性Y応用し∂もTT1つが整流回Nである．ダイオーÿはa交流電圧が印加され∂ときa一方T極性Tと
きだけ(—)電流Y流しaもう一方Tとき(－)には電流Y流さない．そT結Ÿとしてa—T成eだけY⁄り出すことが出€る整流回Nに
ついて学wする．

ダイオーÿは極性に応じてa電流Y流すか流さないかT制›Yすることができ∂がaトランジス€ではa電流a電圧Y増flすることが
できる．ここではaトランジス€T構kY説∫しaそT動o原理について概‡する．

トランジス€T応用(増fl回N) トランジス€T増fl回N(エミッ€接地)についてaそT動o原理a電流増fl率についてa実0Tトランジス€T特性Y·に説∫する
．

25週かP29週T内容についてa復wするとともにcŒúな演w問íY[き理[Yñめる．

L
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A3(10%), A4-D1(30%), B1(20%), C4(20%), D1(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 実験実��レポー��評�する．

4

5 実験実���� み"達成度&およ)レポー��内+によ�評�する．

6 実験実���� み"達成度&およ)レポー��内+によ�評�する．

7 実験実���� み"達成度&およ)レポー��内+によ�評�する．

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 電子工学序論&情報基礎

神戸市立工業高等専門学校 2025年度シラバス

電子工学実験実� (Laboratory Work in Electronic Engineering)

橋本 好幸 教授, 尾山 匡浩 教授

電子工学科・1年・通年・必修・2単位【実験実�】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

前期:電子工学�必o"なる基本qな測定機u���vw方yz実{に利}しながÄ学ぶ．また&実験報告Ö�ÖÜ方z
áにàける""もに&提出期çzéるこ"�大ëさz理îする．後期:マイコô実�ボー��製úz通して&様üな電子部°に
¢れる""もにそ�vw方につwて理îする．また&プログラミôグ�基礎につwて学ぶ""もに&マイコôz利}した自´な
ú°製úz通じて想像Ø"問題î決Øz≥う．

【A4-D1】テスタ&マルチメータ&ファôクショôジェネレータおよ)オシロス
コープ�¬w方が理î�Üる．

電子工学実験�√ƒ¬}する重oな機u���vw方z理î�Üてwるか
z確認試験&�� み"達成度&およ)レポー��内+によ�評�する．

【D1】機u���vwに注Àし&安Õに実験に�� むこ"が�Üる． 安ÕzÀœした機u���vwが�Üるかz確認試験&�� み"達成度&お
よ)レポー��内+によ�評�する．

【B1】様–が—った実験報告Ö”レポー�‘がú成�Üる．

【C4】グループ�協÷して実験実�に◊み&期ç内に実験報告Ö”レポー
�‘z提出�Üる．

実験実���� み"達成度&およ)実験実��レポー�提出状Ÿによ�評
�する．

【A3】ワープロソフ�・表計fiソフ�・グラフ描‡ソフ�・ドローソフ��¬w
方がわかる．

【A4-D1】マイコô�基本qなvw方につwて理îする．

【A4-D1】簡単なプログラ‰がú成�Üる．

成Âは&レポー�40%　�� みおよ)達成度40%　確認試験20%　"して評�する．レポー�は実験にÁする報告Ö&
�� みおよ)達成度は実験�遂行状Ÿ&課題�完成度等�評�する．確認試験は前期に実Ïする実験機u���v
w等にÁする筆記試験"実技試験�評�する．100点満点�60点以Ùz合ˆ"する．

「知qな科学・技術文˚�ÖÜ方」：中島利勝&塚本真也共著 (コロ�社)

「神戸高専安Õマニュアル」：神戸高専編
「改訂新版 図î�わかる　はじめて�電気回路」： 大熊康弘著”技術評論社‘”電子工学序論�教科Ö‘
「改訂新版 テスタ"ディジタル・マルチメータ�¬w方」：金沢敏保・藤原˚雄共著(CQ出版社)
「知っておÜたw　計測u�基本」：坂巻佳壽美・大内繁男共著(オー‰社)
「*"Ü�わかる電気電子計測」：熊谷文宏著 (オー‰社)

履修:�
注意事項

実験実��は&wろwろな測定u&工.z¬}する��&必oに/じて「神戸高専安Õマニュアル」z0るこ"． 実験実�
�は&電子工学序論��ったこ"z実{に実験�確認した�&情報基礎��ったこ""もÁ1してwる��&両科3"�Á
14もÀœするこ"．理î度に/じて長期休暇中�学Ø強化期:z利}して補�z行うこ"もある．
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授4計画（電子工学実験実習）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1 ガイダôス

2 各種電子素子にÁする講義 抵抗&コôデôサ&コイル&ダイオード�概o"簡単な動úにつwて理îする．

3 直流回路およ)そ�測定にÁする講義 ア�ログテスタおよ)デジタルテスタz}wた電圧&電流&抵抗値等�測定方yにつwて理îする．

4 ア�ログテスタ�実験

5 デジタルテスタ�実験

6 交流回路&交流�発Oおよ)そ�測定にÁする講義

7 デジタルオシロスコープ�実験

8 実験報告Ö�役割&ÖÜ方につwて学ぶ．

9 抵抗"ダイオード�電圧・電流特4�測定 抵抗"ダイオード�電圧・電流特4z理îする""もに&実験機u�¬}方yz�Sする．

10 波形変換回路�実験

11 確認試験”筆記試験およ)実技試験‘

12 ワープロ 実験レポー��雛形ú成z通してワープロソフ��基本操úzáにつける．

13 表計fi"グラフ

14 ドローソフ� ドローソフ��¬w方z学)&簡単な回路図z描ƒ方yzáにàける．

15 前期実験�総括 前期実験�総括z行う．

16 後期実験実��説明&はん_àけにÁする講義 後期実験実��予定z説明する．また&マイコô基板製úにÁして�安Õ教bやはん_àけ講�z行う．

17 マイコô実験基板�製úz行う．

18 マイコô実験基板�製úz行う．

19 マイコô�基礎や¬w方につwて&実験z通して学ぶ．

20 マイコô�基礎や¬w方につwて&実験z通して学ぶ．

21 マイコô"各種セôサz}wた実験z行う．

22 マイコô"各種セôサz}wた実験z行う．

23 マイコô"セôサz み合わせたプログラミôグにつwて実験z行う．

24 マイコô"セôサz み合わせたプログラミôグにつwて実験z行う．

25 これま�に学ん_知œや技術zfかして&マイコôz利}した自´課題に�� む．

26 これま�に学ん_知œや技術zfかして&マイコôz利}した自´課題に�� む．

27 これま�に学ん_知œや技術zfかして&マイコôz利}した自´課題に�� む．

28 これま�に学ん_知œや技術zfかして&マイコôz利}した自´課題に�� む．

29 プレゼôテーショô 各自�製úしたú°につwて発表する．

30 後期実験�総括 後期�実験&プレゼôテーショôにつwて�ま"めz行う．

担当j�紹lz行w&こ�教科�役割につwて説明する．また&機u���vw&実{�ú業における注À点につwて&「神戸高
専安Õマニュアル」z}wて説明する．

ア�ログテスタz}wて抵抗値�測定およ)直流回路�電圧・電流�測定実験z行w&ア�ログテスタ�¬}方yにつwて理
îする．

デジタルテスタz}wて抵抗値&静電+nおよ)直流回路�電圧・電流�測定実験z行w&ア�ログテスタ�¬}方yにつwて
理îする．

交流波形につwて理îし&ア�ログテスタ&デジタルテスタおよ)オシロスコープによる交流�測定につwて学�する&また&ファô
クショôジェネレータによる交流信p�O成につwて学�する．

ファôクショôジェネレータ�発Oさせた交流波形zデジタルオシロスコープ�測定する実験z行w&デジタルオシロスコープ�
基本qな¬w方につwて学�する．

実験報告Ö(レポー�)にÁする講義

波形変換回路”クリッs回路&クラôプ回路‘z構成し&そ�入出Ø波形zデジタルオシロスコープ�観測するこ"�&波形変換回
路�動úz理îする．また&デジタルオシロスコープ�2つ�波形z同xに測定する方yにつwて理îする．

抵抗およ)コôデôサ�値&ア�ログテスタ�値などが正確に{めるかz筆記試験�確認する．また&ファôクショôジェネレータ
およ)デジタルオシロスコープ�¬}方yが理î�Üてwるかz実技試験�確認する．

表計fi�基本操úzáにつけて表やグラフzú成する．また&実{に測定データz入Øして計fiz行った�グラフ表|する方yz
áにつける．

マイコô実験基板製ú(1)

マイコô実験基板製ú(2)

マイコôにÁする基礎実験(1)

マイコôにÁする基礎実験(2)

マイコô"セôサ(1)

マイコô"セôサ(2)

プログラミôグ実�(1)

プログラミôグ実�(2)

自´課題製ú(1)

自´課題製ú(2)

自´課題製ú(3)

自´課題製ú(4)

L
考

中:試験およ)定期試験は実Ïしなw．
なお&9週3かÄ11週3"12週3かÄ14週3はクラスz2つ��にÄけて&3週ずつ�入れÇわ��実Ïする．
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科　目

担当教員 藤本 健司 教授

対象学年等

学習・教育目標 A3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリント

参考書

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2025年#シラバス

プログラミングⅠ (Programming I)

電子工学科・2年・通年・必修・2単位【講義・演習】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

アルゴリズム，デーL構NなどQプログラミングR実践Uな見WかY学習する\本授業は，C言`Raいc講義d演習R中
fghい，構Niプログラミング技kRlgつけo問題解決能uRvうこdR目Udする\

【A3】関{|変{等C言`R~う�gおいo最低限必ÑなÑÖR理解す
るこdができる\

C言`gおける関{d変{Qäã~いが理解できoいるかRåテスト，前期中
間試íおよî授業中Q演習で評ñする\

【A3】変{QóR意ôしc演õ|論理演õ，ビット演õ，õ術演õ等Q演
õ方kR理解するこdができる\

四則演õ，論理演õ，ビット演õ，õ術演õ等R理解できoいるかRåテスト，
前期中間試í，およî授業中Q演習で評ñする

【A3】£ã§し•|条Ö•Qような制御構NR理解できる\ £ã§し•|条Ö•Qような制御構NR理解できoいるかRåテスト，前期定
期試íおよî授業中Q演習で評ñする\

【A3】配´dポインLgついo理解できる\ 配´dポインLgついo理解できoいるかRåテスト，後期中間試íおよî授
業中Q演習で評ñする\

【A3】構NØdこれg±づ≥線µリスト構Ngついo理解できる\ 構NØd構NØR利aしc線µリスト構Ngついo理解できoいるかRåテ
スト，後期定期試íおよî授業中Q演習で評ñする\

【A3】∑えYれc課題g∫しoªYプログラムR作Ωし解Ræ≥こdができ
る\

∑えYれc課題g∫しoプログラムgよã解Ræ≥こdができるかR，前期d後
期Q総合演習で評ñする\

Ω¡は，試í70%　åテスト10%　演習10%　総合演習10%　dしo評ñする\試íΩ¡は，前後期中間試íd前後期
定期試íQ計4≈Q平«で評ñする\総合評ñ100点満点で60点以�R合Ãdする\尚，場合gよã臨時試íR実—する
\臨時試íでは70点以�R合Ãdし，当該試íQ点{R最高60点dする\

「新C言`入門シニア編」：林晴比古(ソフトバンク)
「プログラミング言`C ANSI規Ã準Ê」：B.W. カーニハン (共立出版)
「アルゴリズムdデーL構N」：石橋清（岩波書店）
「プログラミング言`処理˘」：佐々正孝（岩波書店）
「コンピューLアルゴリズム」：津田和彦（共立出版）

情報±礎，プログラミングI，ソフトウェア工学，{値解析

履修:�
注意事項
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授4計画AプログラミングⅠ）

テーマ 内容A目標・準Nなど）

1 ガイダンス

2 演習環�Q確�d構築 演習RhうcめQ演習環�Q確�d最低限Q構築Rhう\

3 関{d変{

4 {d変{

5 標準入出u

6 演õ子

7 演習

8 中間試í

9

10

11 £ã§し•|条Ö•R使aしcプログラミングg関する演習Rhう\

12 £ã§し•|条Ö•R使aしcプログラミングg関する演習Rhう\

13 £ã§し•|条Ö•R使aしcプログラミングg関する演習Rhう\

14 £ã§し•|条Ö•R使aしcプログラミングg関する演習Rhう\

15 前期総合演習 これまでQ内�R総合しc演習課題R課し時間内gプログラムR完Ωさせる\

16 配´ 配´g関する説�Rhい，メモリUな概"R説�する\

17

18

19 配´g関する演習 配´g関する演習Rhう\

20 ポインL ポインLQ概"R説�し，配´dポインLR#$合わせc&R'しo理解R(める\

21 ポインLg関する演習 ポインLg関する演習Rhう\

22 配´dポインLg関する演習 配´dポインLg関する演習Rhう\

23 中間試í

24 中間試íQ解説d構NØ 中間試íQ解)R'し解説Rhう\まc，構NØQ概"gついo説�Rhう\

25 構NØ配´ 構NØ配´Q利akgついo理解R(める\

26 構NØg関する演習 構NØg関する演習Rhう\

27 ª己参照ó構NØ ª己参照ó構NØgついo説�し，線µリストg関する理解R(める\

28 ビット演õ，三項演õ子，再起関{1î出し，プリプロセッサ ビット演õ，三項演õ子，再起関{1î出し，プリプロセッサR理解し，演習Rhう\

29 後期総合演習 これまでQ内�R総合しc演習課題R課し時間内gプログラムR完Ωさせる\

30 ファイル整理等QまdめRhう\まc，次年#以7Qプログラミングgäã#8動機;けRhう\

前期，後期dもg中間試íおよî定期試íR実—する\

本授業Q1年間Q=れR説�する\>えo，プログラム言`全般，コンパイル方式，インLプリL方式g関する説�Rhい，C言`R
学C意義R説�する\

C言`Q最å構Ωはmain()関{である\まc{値|•ER~うgおいoは変{dいう概"RFる必Ñがある\これY関{d変{
g関しo説�Rhう\

計õ機では{は実{d整{g区Hされ，Ig整{はógよっo表Lできる範Nが決めYれoいる\これY整{QóQOい|，実
{Q表L方kgついoもPれる\

標準入u（キーボーSかYQ入u）|標準出u（ディスプレイへQ出u）はい≥つか関{がa意されoいるが，ここでは書式指定
ができるprintf()Raいc標準出udscanf()Raいc標準入ug関しo説�Rhう\

様々な演õg関しo説�Rhう\四則演õ，論理演õ，ビット演õ，インクリメント／デクリメント演õ，õ術演õgついo理解R(め
る\

3～6週目までQ内�Q演習Rhう\

1～6週目までQ内�Q理解#R中間試íで問う\

試í§ad制御構N1 中間試íQ解)R'し解説Rhう\そQ後，制御構Ng関しo説�し，if•|switch-case•dいっc条Ö•Q~い方R理解する
\

制御構N2 for•|while•dいっc£ã§し•Q使い方R説�する\

制御構Ng関する演習1

制御構Ng関する演習2

制御構Ng関する演習3

制御構Ng関する演習4

1次元配´ 1次元配´gついo説�し，そQ応akR理解する\まc，•E´gついoQ説�もhう\

2次元配´ 2次元配´gついo説�し，そQ応akR理解する\

16～22週目g関する内�Q理解#R中間試íで問う\

1年間Qまdめ

N
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-D1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年�シラバス

電気回#Ⅰ (Electric Circuit I)

荻原 昭文 教授, 尾山 匡浩 教授

電子工学科・2年・前期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授4�
概6�方針

正弦波交KLベクトP表示，抵抗・インダクタンス・静電容\]直列回#・並列回#]計算，交K電力，記号fによi交K
回#]計算方fなl電気回#]基no理qし，それらo活wすi能力ozう．

【A4-D1】正弦波交K]性質，正弦波交K]ベクトP表示o理qし，ベクト
Pによi正弦波交K]計算ができi．

周期，周波数，角周波数，位相，位相差，最大値，平均値，実効値，波éo表す式
]理q�，およë正弦波交K]直角座標表示・極座標表示Lそ]計算]理
q�o中間試òLレポートによú評ûすi．

【A4-D1】抵抗R・インダクタンスL・静電容\C]単独回#，およëそれら
]直列回#・並列回#]電圧・電K・インピーダンスo§めiこLができi
．

R，L，C単独回#におけi電圧・電K・位相]関係，およëR，L，C]直列回#・
並列回#におけi電圧・電K・インピーダンス]計算o中間試òLレポートに
よú評ûすi．

【A4-D1】交K電力o表す\o理qし，R，L，C]直列回#・並列回#にお
けi交K電力o§めiこLができi．

皮相電力，有効電力，無効電力，有効電K，無効電K，力率，無効率]理q�，
およëR，L，C]直列回#・並列回#におけiそれら]計算o中間試òLレポ
ートによú評ûすi．

【A4-D1】複素数LベクトP]関係o理qし，複素数owい±ベクトP]計
算ができi．ま±，交K]電圧・電Ko複素数で表すこLができi．

複素数]直角座標表示L指数関数é表示，複素数owい±ベクトP]和・差
・積・∂]計算，およë複素電圧・複素電K]理q�o定期試òおよëレポー
トによú評ûすi．

【A4-D1】複素インピーダンス・複素アドミタンスLオーº]fΩo理qし，
記号fによiR，L，C]直列回#・並列回#，交Kブリッ¡回#，交K電力
]計算ができi．

記号fによiR，L，C直列回#・並列回#]電圧・電K・インピーダンス・アドミ
タンス]計算，交Kブリッ¡]平衡条件，交K電力]計算o定期試òおよëレ
ポートによú評ûすi．

成∆は，試ò85%　レポート15%　Lし…評ûすi．試ò成∆は，中間試òL定期試ò]平均 Lすi．100 満 で60
 以Œo合–Lすi．なお，臨時試òo”う場合には最高60 で評ûすi．

「電気回#(1)」：早川義晴・松下祐輔・茂木仁博 著‰コロÁ社）

電気回#　(Œ)　トレーニングノート：岡安茂利，松村照司，他　共著‰コロÁ社）
電気回#　(下)　トレーニングノート：松村照司 　　　　　　　　　   ‰コロÁ社）

D1「電子工学序ˆ」，D3「電気回#II」

履修:�
注意事項

授業o¯けiにあ±っ…は，直K回#]q析方fおよë抵抗，コイP，コンデン˝]基本特性o理qし…おくこL．なお，予習
・復習o十�に”うLLもに，期�までにレポートo提
すiこL.
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授4計画（電気回EⅠ）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1 ガイダンス，正弦波交K

2 正弦波交K]ベクトP表示， 演習

3

4

5

6

7 交K電力 交K回#におけi皮相電力，有効電力，無効電力]関係，およëこれら]インピーダンスowい±表�o理qすi．

8 中間試ò 中間試òまで]授業内容に関すi試òo”う．

9 中間試òq答・q説，複素数]基nL計算

10 ベクトP]複素数表示，複素電圧，複素電K

11 複素インピーダンス

12 記号fによi交K回#]計算

13 複素アドミタンスL直並列回#

14 記号fによi交Kブリッ¡回# 直Kブリッ¡L交Kブリッ¡]�い，交Kブリッ¡]平衡条件o理qし，記号fによú各種交Kブリッ¡]平衡条件o§めi．

15 記号fによi交K電力]計算 記号fによi交K電力]計算方fo理qし，記号fによú有効電力，無効電力，皮相電力，力率，無効率なlo計算すi．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業]�め方，到達目標L評û方fなlo説�すi．直KL交K]�い，正弦波交K]周期，周波数，角周波数，およë，位相，位
相差，最大値，平均値，実効値]関係o理qし，正弦波交K]瞬時値]式o理qすi．

正弦波交K]静�ベクトP]表示方fLし…]極座標表示L直角座標表示，ベクトP図，極座標表示L直角座標表示]相�]
変�o理qすi．波éo表す式によi正弦波交K]和・差]計算LベクトP表示によi関係o理qすi．正弦波交Kについ…演
習によú理qo!めi．

抵抗RLインダクタンスLL静電容\C]作w，R-L直列回# 抵抗Rおよë，自$インダクタンスL，容\リアクタンスC]単独回#におけi抵抗値，リアクタンス，電圧・電K]大き%&ë位相
]関係o理qすi．R-L直列回#におけi電圧・電KLインピーダンス]関係，電圧L電K]位相]関係o理qすi．

R-C直列回#， 演習
R-C直列回#におけi電圧・電KLインピーダンス]関係，電圧L電K]位相]関係o理qすi．電圧L電KoベクトP表示
し，R-C直列回#]電圧・電K・インピーダンス]関係o§め，それら]値o計算すi．R-L， R-C直列回#につい…演習によú理
qo!めi．

R-L-C直列回# R-L-C直列回#におけi周波数によiインピーダンス・電圧・電K]変化，直列共(L共(周波数，回#]Qo理qし，共(時]
特性o計算すi．

R-L-C並列回#， 演習 R-L-C並列回#におけi電圧・電KLインピーダンス]関係，電圧L電K]位相]関係，およë並列共(o理qし，R-L-C並列回
#]電圧・電K・インピーダンスL共(周波数o計算すi．R-L-C回#につい…演習によú理qo!めi．

中間試ò]結+oq答・q説すi．ま±，複素数]基nについ…説�し，複素数によiベクトP]和・差・積・∂]計算方f，jLベ
クトP]回-o理qし，それら]計算o”う．

ベクトPL複素数]関係，複素数]直角座標表示L指数関数é表示o理qし，直角座標表示L指数関数é表示]相�]変�
計算o”う．ま±，電圧・電K]波éo表す式L電圧・電Ko複素数で表し±複素電圧・複素電K]関係o理qし，それら相�]
変�計算o”う．

複素電圧L複素電K].であi複素インピーダンスL交K回#]オーº]fΩo理qし，インダクタンスおよë静電容\回#
]複素インピーダンスo学習し，記号fによúインダクタンスおよë静電容\]単独回#]計算o”う．

記号fによúR-L直列回#，R-C直列回#，R-L-C直列回#]電圧，電K，インピーダンス]計算o”う．

複素アドミタンスLオーº]fΩo理qし，R，L，C回#素子]複素アドミタンス，複素アドミタンス]直列回#・並列回#]合成ア
ドミタンスo§め，記号fによú直並列回#]計算o”う．

L
考

前期中間試òおよë前期定期試òo実/すi．
本科目]修0には，30 時間]授業]¯講L 60 時間]事前・事2]自$学習が必3であi．事前学習では，次回]授業範6につい…，担当教9に指示%れ±媒体(教科書等)
に目o=し，各自で理qできないLころo整理し…おくこL.事2学習では，授業中に説�%れ±問題等]復習o”うL共に，授業最2に課題が
%れ±場合は指定期�までにレポ
ートo提
すiこL.
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科　目

担当教員 髙田 崚介 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 論理回��等価変�ができるかどうか 前期定期試験，課(で評価する．

6 論理回��設-ができるかどうか 前期定期試験，課(で評価する．

7

8

9

10 順序論理回� 設-できるかどうか 創造課(で評価する．

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2025年Aシラバス

論理回� (Logic CircuitO)

電子工学科・2年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

論理回�は，-算機工学�基bとなるデジタル（2値論理k lう学mである．本科pでは，コンピュータハードウェz�構
成要~である論理回�について�仕Ñみ，ディジタル回� 設-するにあたって必要となるâäãå設-�仕ã 学習
する．

【A3】é�n進変�ができる． 基é�変�がしっかりと理ìできているかどうか 前期中間試験，前期定期
試験，後期中間試験，後期定期試験，課(で評価する．

【A3】論理変éと論理記òで記ôされた論理関ù 代éü�†で表¢し
た論理関é 理ìし，基本£な定理å法• ¶いてü変†できる．

論理関é 理ìし，基本定理åド・モルガン�法•等 ¶いてü変†できる
かどうか 前期中間試験，課(で評価する．

【A3】論理関é カルノー´åクワイン・マクラスキー法 ¶いて簡単≤す
ることができる．

論理関é 簡単≤することができるかどうか 前期中間試験，課(で評価す
る．

【A3】AND/OR/NOT/NAND/NORゲーª ¶いて，任Ω�論理回� 
作成することができる．

AND/OR/NOT/NAND/NORゲーª ¶いて任Ω�論理回� 作成する
ことができるかどうか 前期定期試験，課(で評価する．

【A3】論理回� 等価£に変�でき，また論理�完全¬ 理ìすることが
できる．

【A3】√äられた課(に≈して真理値表�作成，簡単≤，論理回�作成�
«れで論理回� 設-することができる．

【A3】SR-FF， SRT-FF， T-FF， JK-FF， D-FF， DラッŒ�œフリップフロッ
プ�動作 理ìできる．

œフリップフロップ�動作 理ìできているかどうか 後期中間試験，課(で
評価する．

【A3】フリップフロップ�特¬ã程ü ¶いて，順序論理回� 作成するこ
とができる．

フリップフロップ�特¬ã程üから入力ã程ü Ÿき，順序論理回�が作成
できるかどうか 後期中間試験，課(で評価する．

【A3】フリップフロップ�応¶回�であるレジスタåカウンタ回� 理ìで
きる．

フリップフロップ ¶いてレジスタåカウンタ回� 設-できるかどうか 後期
定期試験，課(で評価する．

【A3】課( 設定し，要‹ 定義し，順序論理回� 創造し，それ 設-で
きる．

成fiは，試験70%　課(20%　創造課(10%　として評価する．課(およ‚創造課(は，授業中に課す演習å宿(�こ
と Âす．試験Êは，4回�試験�単純平Í�70%で評価する．総合評価100Ê満Ê中60Ê以 合Òとする．尚，場合
により臨時試験 実˜する．臨時試験では70Ê以 合Òとし，当該試験�Êé 最高60Êとする．

「論理回��基b」：田口，金杉，佐々木，菅原(朝倉書店)

「イラスª・´ìデジタル回��しくみがわかる本」：宮井，尾崎，若林，三好(技術評論社)
「ディジタル回�」：伊原，若海，吉沢(コロ�社)
「電子工学入門」大豆生田利章（電気書院k
「論理回��基b」：田丸啓吉(工学´書)

電子工学序論（1年k，コンピュータ工学（3年k，電子回�I（4年k

履修:�
注意事項
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授4計画（論理回路）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 インªロダクション 本講義�インªロダクション (う．また，é�体*å代表£なé 講義する．

2 基é�変�

3 論理関é�基b

4 論理関é�簡単≤�Ω義 説,し，カルノー´�作成ã法 講義する．

5

6

7 簡単≤�演習 簡単≤�演習m( (う．

8 前期中間試験

9 試験返.とì説，簡単≤�/き 中間試験 返.し，ì0�ì説 (う．また，最簡†å禁2�場合�簡単≤について�補足説, (う．

10 Ñ合5論理回�

11 Ñ合5論理回��ì析

12 Ñ合5論理回��設- 半加算回�，全加算回�，コンパレータ�設-ã法 ，設-手順に;って講義する．

13 Ñみ合わ5論理回��設-演習 セブンセグメンª回��設-演習 (う．

14 順序論理回��基b

15 発展£内容 これまで�内容�総D (い，後期にEけて�動機Gけと夏季休業中�課(説, (う．

16

17

18 フリップフロップ応¶回��設-

19 フリップフロップ応¶回��設-�演習 フリップフロップ応¶回��演習m( (う．

20 メモリレジスタ，シフªレジスタと-é回� メモリレジスタ，シフªレジスタ 講義する．また，-é回��種L 学ぶ．

21 -é回�

22 -é回��設-法 -é回� フリップフロップ ¶いて設-する手順 講義する．

23 後期中間試験

24

25

26 演算回��基b 演算回��設- (うにおいて�基b 講義する．ここでは，é値コード，負é�Oりlいã，あふれ�¢Q Rる．

27 浮動小éÊé

28 加算回��設-

29 創造課( 創造£な順序論理回�設-�課( 独Vに設定し，設定された創造£な順序論理回��課(に≈して，それ 設-する．

30 科p総まとめ

前期，後期ともに中間試験およ‚定期試験 実˜する．

2値論理で必要不可[な2進é�説, (う．また，2進10進変�，10進2進変�，これら 応¶したn進10進変�，10進n進変�
 (う．

論理和，論理積，否定�基本論理�説, (う．また，公理と定理åド・モルガン�法• 講義する．さらには，真理値表�書きã，
加法標準型，乗法標準型 講義する．

論理関é�簡単≤（1k

論理関é�簡単≤（2k 5変éまで�論理関é カルノー´ ¶いて簡単≤する手法 講義する．

論理関é�簡単≤（3k 5変é以�論理関é クワイン・マクラスキー法 ¶いて簡単≤する手法 講義する．

1～7e�内容�中間試験

AND，OR，NOT，NAND，NOR，EXOR�論理ゲーª 講義する．また，これら ¶いて簡単な論理回��設- (う．

論理�完全¬ ¶いて，任Ω�回� NAND回�またはNOR回�に等価変�する．また，hにNAND回�，NOR回� 和積†
または積和†�回�に変�する手法 講義する．

Ñみ合わ5論理回�と順序論理回��iい 説,し，Moore型とMealy型 講義する．また，状態遷移表，状態遷移´ ¶いて
順序論理回��状態 理ìする．

フリップフロップ（1k フリップフロップ�基bと，RS-FF，T-FF，RST-FF 講義する．

フリップフロップ（2k JK-FF，D-FF，DラッŒ 講義する．

√äられた条‹ 基に状態遷移表 作成し，フリップフロップ�特¬ã程üより回��入力ã程ü Ÿき，回�設- (う手法 
講義する．

2進カウンタ，可hカウンタ，リングカウンタ，ジョンソンカウンタについて，それら�原理と動作 学ぶ．

16e～22e�内容�中間試験

試験返.とì0，n進éùé回��設- 試験 返.し，それ�ì説 (う．また，n進-é回��設-手順 講義する．

n進-é回�設-演習 n進-é回��設-m(�演習 (う．

C言vなど�プログラミング言vにおいてlわれる，é値コード�一種である浮動小éÊé�仕y 講義する．

全加算回� ¶いて2進é�加算回� 設-する．

本授業�総D (い，1年間�まとめとする．また論理回��発展としてPDLåHDL 学ぶ．

K
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-D1(40%), B1(20%), C4(20%), D1(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 �テー�へ�実�����み�評�する．

4

5

6

7 「回路製作実習'�達成*およ-報告書1レポート5�内7�評�する．

8

9

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

実�実習計画書;記=�実�>�準@ABっD実�;Eむこと．

神戸市立工業高等専門学校 2025年*シラバス

電子工学実�実習 (Laboratory Work in Electronic Engineering)

戸崎 哲也 教授, 木場 隼介 准教授, [>期] 髙田 崚介 准教授, [後期] 荻原 昭文 教授, [後期] 西 敬生 教授, [後期] 遠
藤 優介 非常勤講師

電子工学科・2年・通年・必修・4単位【実�実習】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

電子工学;óする基礎事õおよ-現ùA実�実習;よ�確üするととも;°製作実習¢計測実�等A通しD電子工学全
¶;óわる機器・ソフトウェÆ�基本∞±≤≥¥A習µする．また°報告書�書∏¥°期限内��報告書�提ªAº;つけ
る．1クラスA4¿;¡け°¿単位�実�実習ABう．4¿並ƒ;≈±る実�実習ABう(ただし°>期�創造実��み2¿同
 ;実Àする．)ため°�¿�実Àする実�実習テー��ÕŒ≈±るが°1年–�Bう実�実習�テー�Œ同じ�ある．

【C4】グルー’�協◊しD実�実習;ÿみ°期限内;実�報告書A提ª
�∏る． �テー�へ����みと報告書(レポート)�提ª状⁄�評�する．

【B1】様‹�›った図・flが書ける． �テー��報告書(レポート)�内7�評�する．

【D1】機器���‡≥;注‚し°安全;実�;���むことが�∏る．

【A4-D1】‰えられた課È;ÍしD°作ÎA設計・製作し°動作させることが
�∏る． 「創造実�'�達成*およ-報告書(レポート)�内7�評�する．

【A4-D1】�センÛ�簡単±原ıと応用¯A説˙�∏る． 「�イコンボー˛A用≥たセンシング実�'�達成*およ-報告書(レポート)�
内7�評�する．

【A4-D1】交流回路�RLC�直ƒ回路・並ƒ回路�特�A測�しD説˙
することが�∏る． 「交流回路�実�'�達成*およ-報告書(レポート)�内7�評�する．

【A4-D1】回路設計°基板図�作製°回路製作と≥った一	�回路作成�
流れAı
し°説˙�∏る．

【A4-D1】半導
A用≥Dダイオー˛A作製し°そ�特�A測�しD説˙す
ることが�∏る．

「半導
デバイス�製作実習'�達成*およ-報告書(レポート)�内7�評
�する．

【A4-D1】回路シミュレー�A用≥D電子回路°交流回路°論ı回路�動作
Aı
し°説˙�∏る．

「回路シミュレー��基礎実�'�達成*およ-報告書(レポート)�内7�評
�する．

成�Œ°���みと達成*50%°報告書(レポート)�内7と提ª状⁄50%としD評�する．1通�も未提ªレポートがあると
∏°該当学期�報告書評�A0�とし°原則年–総合評�A不�とする．詳!Œ第1Õ#�ガイダンス�説˙する．100�
満��60�以(A合)とする．

「電子工学科・第2学年実�実習シラバス(計画書)'*’リント
「電子工学科・第2学年実�実習指導書'*’リント

「知∞±科学・技術文0�書∏¥'*中島利勝・塚本真也 共著1コロ:社5
「神戸高専安全�ニュÆル'*神戸高専編

電子工学実�実習(本科1年)°電子工学実�実習(本科3年)°そ�他実�テー��ó	教科

履修:�
注意事項
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授4計画（電子工学実験実習）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1 ガイダンス°安全教育°実�テー��概要説˙

2

3

4

5

6

7

8 レポート指導°ビデオ鑑賞°工場見学等 適宜°レポート指導°ビデオ鑑賞°工場見学等A実Àする．±お°工場見学Œ°学力補充日等A利用しDBう場合がある．

9

10

11 センÛ�特�測�AB≥°そ��MAı
する．

12 N∏O∏°センÛ�特�測�AB≥°そ��MAı
する．

13 �イコンボー˛A用≥DÛーボモー�±ど�Æクチュエー��制UAB≥°そ��MAı
する．

14 これま�;学んだ技術A応用し°�イコンボー˛およ-電子回路A�み合わせた’ロト�イピングABう．

15 >期実��総括 >期実��総括ABう．

16 実�テー��概要説˙

17

18

19

20 回路設計用�ソフトウェÆA用≥D°簡単±回路�設計ABう．

21 回路図;基づ∏°実Z�基板図�設計と製作ABう．

22 製作した回路;部ÎAハンダ]けし°動作確üABう．

23 レポート指導°ビデオ鑑賞°工場見学等 適宜°レポート指導°ビデオ鑑賞°工場見学等A実Àする．±お°工場見学Œ°学力補充日等A利用しDBう場合がある．

24

25

26 作製したダイオー˛A≤っD簡単±回路A�み°電流電圧特�と光起電力測�ABう．

27 簡単±電子回路�シミュレーションABうととも;°回路シミュレー��≤≥¥A習µする．

28 回路シミュレー�A用≥D°交流回路�動作
bAB≥°回路�動作Aı
する．

29 回路シミュレー�A用≥D°論ı回路�動作
bAB≥°回路�動作Aı
する．

30

詳!±電子工学実�実習シラバス(実�実習計画書)A配dし°評�¥法°レポート�作成・提ª¥法・提ªfれ�‡≥°f刻・欠
i�‡≥°¿構成°実À日±ど�説˙Aする．また°当学年�安全;óする全¶∞±注‚事õA説˙する．そ�後°�テー��概
要とテー�;ókする安全;Íする注‚事õ�説˙ABう．

創造実�(1)「エデュケーションSPIKE’ライp�基礎(1)' エデュケーションSPIKE’ライp��‡¥法およ-基本動作;つ≥D学習する．

創造実�(2)「エデュケーションSPIKE’ライp�基礎(2)' エデュケーションSPIKE’ライp�センÛー�≤用¥法およ-そ�応用;つ≥D学習する．

創造実�(3)「エデュケーションSPIKE’ライpA用≥た創造製作(1)' エデュケーションSPIKE’ライpA用≥D°‰えられた課È;qった作ÎA°設計・製作する．

創造実�(4)「エデュケーションSPIKE’ライpA用≥た創造製作(2)' エデュケーションSPIKE’ライpA用≥D°‰えられた課È;qった作ÎA°設計・製作する．

創造実�(5)「エデュケーションSPIKE’ライpA用≥た創造製作(3)' エデュケーションSPIKE’ライpA用≥D°‰えられた課È;qった作ÎA°設計・製作する．

創造実�(6)「課ÈトライÆル' エデュケーションSPIKE’ライpA用≥D°‰えられた課È;ÍするトライÆルABう．

�イコンボー˛A用≥たセンシング実�115「�イコンボー˛A用≥た計
測�自動化'

�イコンボー˛およ-ブレッ˛ボー˛A用≥D作製した電子回路A用≥D°PC(;D自動�センÛ計測結wA記xする¥法Aı

する．

�イコンボー˛A用≥たセンシング実�125「GUIÆ’リケーションA用
≥た計測デー���視化'

�イコンボー˛およ-ブレッ˛ボー˛A用≥D作製した電子回路A用≥D°PC(;D自動�センÛ計測結wA�視化する¥法A
ı
する．

�イコンボー˛A用≥たセンシング実�135「センÛ特�測�実�(1)'

�イコンボー˛A用≥たセンシング実�145「センÛ特�測�実�(2)'

�イコンボー˛A用≥たセンシング実�155「Æクチュエー��制U実
�'

�イコンボー˛A用≥たセンシング実�165「創造電子工作実�'

HR教};お≥D°実�担当�が�テー��概要とテー�;ókする安全;Íする注‚事õ�説˙ABう．

交流回路�実�(1) 「交流�振Åと位相' オシロスコー’�≤≥¥A再üÑする．また°2つ�素子�電圧A同 ;計測し°そ�波áA観âすること�°位相�äA確üする
．

交流回路�実�(2) 「R°L°C回路素子�特�とLC並ƒ回路' R°L°C回路素子とLC並ƒ回路�周波数特�A測�し°R°L°C�ç∏;つ≥Dı
する．

交流回路�実�(3) 「RLC直ƒ回路' RLC直ƒ回路�周波数特�A測�し°直ƒ回路;おけるR°L°C�ç∏およ-共振特�Aı
する．

回路製作実習(1)「回路設計'

回路製作実習(2)「基板設計と製作'

回路製作実習(3)「回路製作と評�'

半導
デバイス製作実習(1)「半導
Si基板�計測と製作条è�決
�' 加工>�Si基板�計測AB≥°特�A確かめる．ど�よう±条è�ダイオー˛A作製するかAìえる．

半導
デバイス製作実習(2)「pn接合ダイオー˛�作製' 特�A確かめた半導
SiA用≥D°決めた条è�ダイオー˛A作製する．

半導
デバイス製作実習(3)「pn接合ダイオー˛�測�'

回路シミュレー��基礎実�(1) 「回路シミュレー�入門'

回路シミュレー��基礎実�(2)「交流回路シミュレーション'

回路シミュレー��基礎実�(3)「論ı回路シミュレーション'

実�とレポート�講評およ-実�報告書(レポート)�指導 実�とレポート�講評AHR教}�Bった後°�¿ó;実�};移動し°提ªされたレポート;つ≥D°�実�担当�が個ö;指
導する．

L
考

中–試�およ-�期試�Œ実Àし±≥．
>期Œ2¿;¡かれ°6Õ	O�Bう創造実�と�イコンボー˛A用≥たセンシング実�A並BしD実Àする．後期Œ4¿;¡かれ°3Õ単位�≈±ったテー�A実Àする．よっD°>
期と後期ó;全員同じ実�実習ABうこと;±る．
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科　目

担当教員 藤 健太 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年 シラバス

電気数学 (Electrical Mathematic3)

電子工学科・3年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

理工学BC基EとしH線形代数C概Mとラプラス変PC基EQ学ぶ．4年UVW応用数学他専門科[Cベースともなる
ためc演VQUきるfg豊ijkglれる．

【A1】行oQ用いた連立一次方程vC解xjついH理解Uきる． 行oQ用いた連立一次方程vC解xjついH理解UきHいるかc前期中間
試ÄおよÉレポーÜU評àする．

【A1】ベクÜãC1次独立と行oCランクC関èQ理解Uきる． ベクÜãC1次独立と行oCランクC関èQ理解UきHいるかc前期中間試Ä
およÉ課ëレポーÜU評àする．

【A1】行ovC基本ìな概îと行ovj関する諸計ójついH理解Uき
る．

行ovC基本ìな概îと行ovj関する諸計ójついH理解UきHいるかc
前期中間試ÄおよÉ課ëレポーÜU評àする．

【A1】ベクÜã空間と線形写öC基本ìな概îと諸計ójついH理解U
きる．

ベクÜã空間と線形写öC基本ìな概îと諸計ójついH理解UきHいるか
c前期定期試ÄおよÉレポーÜU評àする．

【A1】行oC固有値c固有ベクÜãc対角°C概îと諸計ójついH理解
Uきる．

行oC固有値c固有ベクÜãc対角°C概îと諸計ójついH理解UきHいる
かc後期中間試ÄおよÉレポーÜU評àする．

【A1】基本ìなラプラス変PQ定義vか£§めることがUきる． 基本ìなラプラス変PQ定義vか£§めることがUきHいるかc後期中間・定
期試ÄおよÉレポーÜU評àする．

【A1】ラプラス変Pとßラプラス変PQ§めることがUきる． ラプラス変Pとßラプラス変PQ§めることがUきHいるかc後期中間・定期
試ÄおよÉレポーÜU評àする．

【A1】ラプラス変PQ用いH常微分方程vQ解くことがUきる． ラプラス変PQ用いH常微分方程vQ解くことがUきHいるかc後期定期試Ä
およÉレポーÜU評àする．

成¨はc試Ä80%　レポーÜ20%　としH評àする．試Ä成¨は前期中間試Äと定期試ÄおよÉ後期中間試Äと定期試
ÄC4ØC平均≤とする．100≤満≤U60≤以∂Q合∏とする．

「リメディアã線形代数」¿桑村雅隆著（裳華房）　　
「応用数学」¿∂野健爾(監修)c高専C数学教材研究会(編)　高専テキスÜシリーズ　（森北出版）
「応用数学問ë集」¿∂野健爾(監修)c高専C数学教材研究会(編)　高専テキスÜシリーズ　（森北出版）

「新編 高専C数学2 問ë集(第2版)」¿田代嘉宏編（森北出版）
「l門線形代数」: 三宅 敏恒 著 (培風館)
「新編 高専C数学2(第2版)」: 田代嘉宏 編（森北出版）
「新編 高専C数学3(第2版)」: 田代嘉宏 編（森北出版）

D2「数学II」cD4「応用数学I」cD4「電気Ø路III」cD4「制御工学I」cD5「制御工学II」

履修:�
注意事項

内Ôが多ÒjわたっHおgc進ıペースも˜いと¯われるCUc予V・復VQ行いcそCつ¸授業内ÔQ理解するよWj努
めること．
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授4計画（電気数学）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1

2

3

4 行oC基本変形とランク

5

6 行ovC定義と性質 行ovC定義と性質jついH説�しc演Vする．

7 行ovC計ó 行ovC計ó方xQ説�しc演Vする．簡単な応用jついHも説�する．

8 中間試Ä

9 中間試ÄC解説等 中間試ÄC解�およÉ解説Q行W．またc余因子展
C説�Qする．

10 行ovC余因子展
とクラメãC公v 余因子行oと連立方程vCクラメãC公vjよる§め方Q説�しc演Vする．

11 行ovC余因子展
とクラメãC公vQ用いた演V 余因子行oと連立方程vCクラメãC公vjよる演VQ行W．

12 ベクÜã空間C基�と次元

13 線形写ö ベクÜã空間jおける線形写öC概îQ説�しc行ojよる表�C方xQ説�しc演Vする．

14 内�と計�ベクÜã空間

15 演V 連立方程vc基�変Pな¸jついH具体ìな問ëQ解きc理解Q�める．

16 固有値と固有ベクÜã

17 対称行oC対角°とそC応用

18 ラプラス変PC定義 ラプラス変PjついH定義vと簡単な変P�Q�しc演Vする．

19 ラプラス変PC基本ì性質

20 ßラプラス変PC定義 ßラプラス変PC��方とそC基本ìな性質jついH説�しc演Vする．

21 常微分方程vへC応用 ラプラス変PQ用いるとc定数è数線形C常微分方程vがÔ�j解けることQ�しc演Vする．

22 演V いろいろな関数jついHCラプラス変PC�Q�しc演Vする．

23 中間試Ä

24 中間試ÄC解�・解説等 中間試ÄC��Q返�し解�およÉ解説Q行W．ラプラス変PC�分公vな¸Q説�する．

25 単位ステップ関数C定義 単位ステップ関数C定義とそC基本ìな性質jついH説�しc演Vする．

26 デã!関数C定義 デã!関数C定義とそC基本ìな性質jついH説�しc演Vする．

27 合成�Cラプラス変P 合成�C定義とcそCラプラス変PC��方と結#jついH説�しc演Vする．

28 単位ステップ関数cデã!関数と合成� 単位ステップ関数cデã!関数Q$%場合C合成�C結#jついH説�しc演Vする．

29 線形システム 線形微分方程vQ線形システムUあるとみなしたときC��方jついH説�しc演Vする．

30 演V 基本ìな工学問ëjついHCラプラス変PC�Q�しc演Vする．

前期c後期ともj中間試ÄおよÉ定期試ÄQ実+する．

ベクÜã・行o・1次変PC復Vと固有値,固有ベクÜã ベクÜã,行o,1次変PjついH復VQ行いc2次正方行ojおける固有値,固有ベクÜãC性質Q説�しc演Vする．

ベクÜãC1次独立性 線形代数C理.C出発≤となるベクÜãC1次独立性jついH説�しc演Vする．

連立1次方程vと0き出しx 連立1次方程vC0き出しxjよる解xQ説�しc演Vする．

行oC基本変形C方xQ説�する．またランク(階数)C定義と§め方Q説�しc演Vする．

連立1次方程vC解C構造 行oCランクと連立1次方程vC解C種5C関èjついH説�しc演Vする．

第1Øか£7ØまUC内ÔjついH試Äする．

一般ìなベクÜã空間jおけるベクÜãC1次独立性Q説�しcベクÜã空間C基�と次元jついH説�しc演Vする．

基�は1次独立Uあれ8自:j;べるがc各基�が直?しHいると便AUある．ベクÜãC内�Q用いることUc任CC基�か£
正規直?基�Q生成する手xQ学ぶ．

n次正方行oj対する固有値c固有ベクÜãC§め方Q説�しc演Vする．

固有値c固有ベクÜãQA用しHc行oQ対角°する方xQ説�しc演Vする．またc対称行oUC固有値と固有ベクÜãC性質Q
説�しc応用としH2次曲線C標準°jついH説�しc演Vする．

ラプラス変PC基本ì性質(線形性c相似性c移動x則)jついH説�しc演Vする．

16～22ØまUC内ÔjついH試Äする．

J
考
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科　目

担当教員 髙田 崚介 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 配�プリント

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年&シラバス

プログラミングⅡ (Programming II)

電子工学科・3年・通年・必修・2単位【講義・演習】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

アルゴリズム，デーO構QなどTプログラミングU実践Xな見Zか\学習する_前aでは，C言fT復習hファイル入出力，
およqオブジェクト指向型言f（Java言f等}についÅÇれる_後aではウェブサービスなどh連âしã実用Xで発展性
Tある技íについÅ，各îプログラミング言fU用いÅïñ紹介する_個人開発õチーム開発U通しÅプログラミングで “
ûか” U実†する°qU¢じÅ§きãい_

【A3】C言fによるプログラミングT基ßU理©できる_ C言fプログラミングT基ßU理©できÅいるかU前a中間試験，レポートで
評±する_

【A3】プログラミングによ≤ファイル入出力操¥Uするこhができる_ ファイル入出力操¥U理©できÅいるかU前a中間試験，レポートで評±する
_

【A3】オブジェクト指向型プログラムU理©するこhができる_ オブジェクト指向型プログラムT特∏であるインスOンス化，コンストラクO，ク
ラスT継ºが理©できÅいるかU前a定a試験，レポートで評±する_

【A3】提øされã問¬U©√できるようなプログラミングUおこなうこhが
できる_

プログラミングによる問¬©√能力U総合演習，プレゼンテーションhプレゼン
関係資料，そTレポートで評±する_

成—は，試験35%　レポート30%　プレゼンテーション10%　総合演習15%　プレゼン関係資料10%　hしÅ評±する_
試験“は前a中間試験h前a定a試験T平‘U試験成—hしÅ評±する_100“満“で60“以ÿU合Ÿhする_尚，場
合によ≤臨時試験U実fiする_臨時試験では，70“以ÿU合Ÿhし，当該試験T“‚U60“hする_

「プログラミング言fC ANSI規Ÿ準Ë」：B.W. カーニハン（共立出版}
「Java言fプログラムレッスン ÿÙ」：結城浩（SBクリエイティブ}
「入門 Python 3」：Bill Lubanovic著，斎藤康毅監修，長尾高弘訳（オライリー・ジャパン}
「プログラ�T‚学 第2版」：結城浩（SBクリエイティブ}

情報基ß，プログラミングI，ソフトウェア工学，‚値©析，電子工学実験実習

履修:�
注意事項

本科�では，プログラミングIUさ\に実践XなもTへh発展させるこhU�指す_そTãめ，プログラミングIT内�U十分理
©しÅおñ必 がある_!えÅ，電子工学科におけるプログラミングは電子工学T知%h密'に関わっÅいるTで，実験実
習などT実習系科�についÅもそT+しさU理©しÅおñ必 がある_
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授4計画AプログラミングⅡ）

テーマ 内容A目標・準Nなど）

1

2 関‚h変‚についÅT講義U-う_

3

4 配.hポインO，構Q/TポインO，ポインOTポインOU学習し，そT使用方2についÅ理©U3める_

5

6 科学計5U-うÿで，バイナリファイル U7うこhは重 である_ここでは，バイナリファイルT入出力に関しÅ学習U-う_

7 演習 ファイル入出力に関する演習U-う_

8 中間試験

9 試験問¬T©9h©説_オブジェクト指向型プログラミングT説明

10 クラスhオブジェクト，インスOンスT生成方2U講義し，そT使い方U理©する_

11

12

13 オブジェクト指向言fにおけるファイル入出力操¥U理©する_

14 オブジェクト指向言f演習 オブジェクト指向言fに関する演習U-う_

15 総合演習 これまでT内�に関する総合演習U-う_

16

17

18 個人開発プレゼンテーション

19

20

21

22

23

24

25 前>に?き@き，課¬にB≤Cむ_

26 個人開発プレゼンテーション

27

28 前>に?き@きチーム課¬にB≤Cむ_

29 前>に?き@きチーム課¬にB≤Cむ_

30 チーム開発プレゼンテーションh総括

C言fT復習1 2年Fに学習しãC言fT復習U-う_ここでは，標準入出力õ四則演5，2進‚T計5に必 な論理演5õシフト演5，科学計
5にLかせない5í演5関‚についÅ復習する_

C言fT復習2

ポインO1 C言fでは，ポインOU利用しÅメモリÿTアドレスにアクセスするこhができる_ここでは，メモリにR≤当Å\れãポインO変‚が
どTようなSるTいU-うかU学q，そT使用方2についÅ理©U3める_

ポインO2

ファイル入出力1
プログラミングにおいÅ，デーOUUVWんだ≤，結ZU[き出しã≤する処理は重 である_こTような処理ファイルは入出力h呼
ばれるが，そT概 Uøす_まã，ファイルにはテキストファイルhバイナリファイルが存bするが，ここではテキストファイルU中心
にそT入出力方2U学ぶ_

ファイル入出力2

1～7>に関する内�T中間試験

中間試験問¬T©9Uøし，そT©説Uする_そT後，オブジェクト指向型プログラミングT説明U-い，手@き型プログラミング
hTgいU学習する_まã，Java言fベースであるProcessing言f等U用いÅオブジェクト指向型プログラミングU理©する_

オブジェクト指向言f1　クラスhインスOンス

オブジェクト指向言f2　コンストラクO クラスか\オブジェクトUインスOンス化する際，そT初a化処理U-うコンストラクOhいう概mが存bする，そT使用方2U学
q，理©U3める_

オブジェクト指向言f3　継º あるクラスに，nしいメソッドõフィールドU追!しÅnしいクラスU¥るこhU継ºhいう_これ\T概mU理©し，演習U通しÅ理
©U3める_

オブジェクト指向言f4　ファイル操¥h入出力

Web技í入門 1 HTML，CSSU用いãWebページ¥成TãめT基本事vU学習する_

Web技í入門 2 WebフレームワークU用いãWebページ¥成手2U学習する_

前a演習で制¥しãアプリケーションU紹介するWebページU¥成し，そT発zU-う（1人2分程&}_

JavaScript入門 1 JavaScript言fU用いã動XなWebアプリ¥成技íU学習する_

JavaScript入門 2 前>に?き@き，動XなWebアプリ¥成技íU学習する_

JavaScript入門 3 前>に?き@き，動XなWebアプリ¥成技íU学習する_

Python入門 1 各分~で幅ïñ用い\れÅいるスクリプト言fであるPython言fT基本U学ぶ_特∏XなインデントT[き方õ変‚õ配.T
7い，ifõforなどT制御構QについÅ©説する_

Python入門 2 Pythonは様Éなライブラリが充実しÅお≤，そT使いこなしが重 である_ここではそTライブラリT紹介h使い方についÅ講義
する_

発展プログラミング言fh個人開発 1 Öえ\れã�標に基づき，各áが希âする課¬U設定し，課¬に合っãプログラミング言fU選定し，そT実装方2U学ぶ_本講
義で紹介しÅいない言fでもçしéえない_

発展プログラミング言fh個人開発 2

24>�か\25>�T内�に関する発zU-う（1人2分程&}_

チーム開発 1 Öえ\れã�標に基づき，チームで課¬U設定し，課¬に合っãプログラミング言fU選定し，そT実装にB≤Cむ_本講義で紹介
しÅいない言fでもçしéえない_

チーム開発 2

チーム開発 3

チーム課¬についÅTプレゼンテーションU-う（1チーム4分程&}_まã，こT講義T総括Uおこなう_

N
考

前a中間試験およq前a定a試験U実fiする_
後aは試験U実fiせず，かわ≤にプレゼンテーションおよqレポートで評±する_
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科　目

担当教員 橋本 好幸 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-D1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 単���し��えるか�中間試験�定期試験およ$レポー(によ*評,する．

2

3 電�0算2できるかどうか中間試験およ$レポー(によ*評,する．

4

5 静電容9�算2できるか定期試験およ$レポー(によ*評,する．

6

7 誘電体中<電=0算2できるか�定期試験およ$レポー(によ*評,する．

8

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「電気学会大学講座 電磁気学」： 山田直平�桂井 誠（電気学会）

参考書 「電気学会大学講座 電気磁気学問題演習詳解」：桂井 誠（電気学会）

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年fシラバス

電気磁気学Ⅰ (Electromagnetics I)

電子工学科・3年・後期・必修・2単�【講義】 ( 学修単�II )

授4�
概6�方針

電気磁気学は�電気Ö磁気にÜする各種法ä�学習し�様åç電気的・磁気的ç現ê�体系的に把ìする学問である．本
講義では�真空中�導体�誘電体における静電=について�ベク(û解ü�†いてÜ係¢<導2�£い�それらにÜする種å
<法äについて理解する．

【A4-D1】SI単�系�理解し��しい単�表™Ö諸計算0できるようにçる
．

【A4-D1】クーロÆ<法ä�†いて電荷間に∞じる≤�計算すること0で
きる．

クーロÆ<法äで電荷間に∞じる≤�計算できるか�中間試験およ$レポー(
によ*評,する．

【A4-D1】電�<定義�理解し�導体系における電��計算すること0でき
る．

【A4-D1】ガウス<法ä�理解し�導体系における電=�計算すること0で
きる．

ガウス<法ä�†いて電=0算2できるか�中間試験およ$レポー(によ*評
,する．

【A4-D1】導体系における静電容9�計算できる．

【A4-D1】誘電体<特∏Ö性∫について説ºできる． 誘電体<特∏Ö性∫について説ºできるか�定期試験およ$レポー(によ*評
,する．

【A4-D1】誘電体中<電=0計算できる．

【A4-D1】誘電体�Ωんø系<静電容90計算できる． 誘電体�Ωんø系<静電容90算2できるか�定期試験およ$レポー(によ*
評,する．

成¡は�試験80%　レポー(20%　として評,する．çお�試験成¡は�中間試験と定期試験<合計2ƒ<平均∆とす
る．100∆満∆で60∆以 �合Àとする．また�各試験060∆未満で再試験�実—する場合は�70∆以 で合Àとし�当
該試験<∆÷は60∆とする．

÷学I�÷学II�物理�電子工学序論�電気磁気学II�応†物理

履修:�
注意事項

授業ではベク(û解ü�中€に‹めてい�．履修flに�微分・積分およ$ベク(ûについて十分に理解してお�こと．また�物
理において電気磁気学<基礎的ç定理について理解してお�こと0Êましい．
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授4計画（電気磁気学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 電荷とクーロÆ<法ä

2 真空中にある∆電荷による電= 電=とはÁか�学習し�真空中に∆電荷0存Èする場合<電=0計算できるようにçる．

3 仕事9と電� 仕事9と電�<Ü係�理解し�電�とはÁ�™すか0説ºできるようにçる．

4 ガウス<定理 ガウス<定理について解説する<で�ガウス<定理0説ºできるようにçる．

5 帯電したÌÖ円Ôによって∞じる電�と電=0計算できるようにçる．

6 帯電した無限平面�同€Ìçどによって∞じる電�と電=0計算できるようにçる．

7 真空中で<電=およ$電�<計算について演習�£う．

8 中間試験

9 導体系<ıするエネûギーと導体に˘�≤（中間試験返˚�Ωむ）

10 静電容9について理解し�導体Ì�円Ô<静電容90˝められるようにçる．

11 平£平板�平£導ˇ<静電容90˝められるようにçる．また�様åç静電容9<演習問題0解けるようにçる．

12 誘電体<性∫ 誘電体とはÁか0説ºできるとともに�そ<性∫と分�0∞じる原理について理解する．

13 誘電体中<電= 誘電体中<電=0計算できるようにçる．誘電体0Ωまれる場合<静電容9Ö電�0計算できるようにçる．

14 電=<エネûギーと誘電体に˘�≤ 誘電体中に�えられるエネûギー0˝められる．また�誘電体に˘�≤0計算できるようにçる．

15 静電容9�誘電体に˘�≤�静電エネûギー<計算にÜする演習�£う．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

電荷�物∫<電気的性∫�クーロÆ<法äについて解説する．クーロÆ<法ä�†いて�電荷間<クーロÆ≤0計算できるようにç
ること．

静電=<計算1

静電=<計算2

演習1

クーロÆ<法ä�電�<定義と導体系における電�<計算� ガウス<法ä<理解と導体系における電=<計算について2題す
る．

導体系に�えられるエネûギー0計算できるようにçる．同様に�導体系に˘�≤0計算できるようにçる．（授業<最�に中間試
験<返˚と簡単ç解説�£う．）

静電容9<計算1

静電容9<計算2

演習2

K
考

後期中間試験およ$後期定期試験�実—する．
本科�<修	には�30 時間<授業<受講と 60 時間<事fl・事後<自己学習0必�である．事fl学習では�次ƒ<授業にÜする資��閲�し�各自で内容�理解してお�こと．
事後学習では�当�<授業<復習�£い�理解f�確�すること．また�適宜�課題�配�する<で�指定期�までにレポー(提2すること．
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科　目

担当教員 西 敬生 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-D2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「半導�デバイ�」松波弘之，吉本昌広（共立出版）

参考書

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2025年7シラバ�

電;デバイ� (Electronic DeviceF)

電;工学科・3年・前期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授4�
概6�方針

我VW生XWいたるところ_X`する電;デバイ�W開cW歴eや，動作原理，そW構mについp解rするstに，どW部
wがどんz役|}~たすWか，実ÅW部wとtÇが合Ñすること}目Üすs

【A4-D2】pn接合ダイオーå}çé種VWダイオーåW簡単z原理や役|
についprëすることが_きるs

種VWダイオーåW動作原理についprëする問î}レポーóと前期中間試
õ_出îú評ûするs

【A4-D2】バイポーラóランジ�°やFETzどW簡単z原理や役|につい
prëすることが_きるs

バイポーラóランジ�°やFETzどW動作原理についprëする問î}レポ
ーóと前期中間試õ_出îú評ûするs

【A4-D2】半導�}§いたc光素;や受光素;zど光デバイ�W原理や
®い©についp簡単にrë_きるs

光デバイ�W原理や®い©についprëする問î}レポーóと前期定期試õ
_出îú評ûするs

【A4-D2】集積回Æやパワーデバイ�zどW電;デバイ�についp紹≤_
きるs

集積回ÆW応§¥やパワーデバイ�W原理についprëさせる問î}レポ
ーóと前期定期試õ_出îú評ûするs

成∏は，試õ85%　レポーó15%　とúp評ûするs試õ成∏は2回W試õW平ºとするs総合評ûにおいpは100点満
点中60点以√}合ƒとするsまた，各試õにおいp再試õ}実»する場合は，70点以√_合ƒとú，当該試õW点Õ}60
点とするs

「電;デバイ�工学」古川静二郎，萩田陽一郎，浅野種正（森北出版）
「‹か›学fi半導�デバイ�工学」谷口研二，宇野重康（昭晃堂）
「半導�・ICWすべp」菊地正典，高山洋一郎，鈴木俊一（電波新聞社）
「半導�デバイ�入門」大豆生田利章（電気書院）
「電;情報通�レクチャーシリーズ A-9 電;物Çとデバイ�」：益一哉・天川修平（コロ�社）

電;工学序論（1年），半導�工学（4年），光エレクóロニク�（5年）

履修:�
注意事項
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授4計画（電Cデバイス）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1 電;デバイ�と半導�についp

2

3 種VWダイオーåW紹≤およびそWtÇについp解rするs

4 前回W�き}�うs

5

6

7

8 中間試õ

9 中間試õW解答，解r，半導�光物Ç

10 c光素;

11 受光素; フォóダイオーåやフォóóランジ�°zど光センサーとúp§い›れるデバイ�W構mや種�についprëするs

12

13

14

15 前回に き�き，パワーデバイ�についprëするs

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

電;デバイ�W主役_あるダイオーåやóランジ�°は半導�という物#}原$に作›れるsこW半導�とは%かについprë
するs

pn接合 p形半導�とn形半導�}接合úたpn接合Wt'や整流Ç}*す原理についprëするs

種VWダイオーåW仕,みと.きI

種VWダイオーåW仕,みと.きII

バイポーラóランジ�°I 半導�Wp形とn形}npnやpnpWように接合úp作ったバイポーラóランジ�°W動作原理についprëするs

バイポーラóランジ�°IIと電界効~2óランジ�°(FET)I 前回に き�いpバイポーラóランジ�°についp解rするsまたFETW種�と構m，動作原理についprëするs

電界効~2óランジ�°(FET)II 前回に き�き，FETについprëするs

電;デバイ�W意4や分�，半導�やpn接合，種VWダイオーå，バイポーラóランジ�°，FETについp理解7}6かéる問î
}出すs

中間試õW解答と解rおよび学生による学習目標達成7評û}�うsまた半導�:光が入;úた<に生じる現?や効~につい
p，また半導�か›Wc光についprëするs

@るA_目にするようにzったc光ダイオーå(LED)についp，動作原理，c光色，®われpいる材$や構mにFúp解rするs

集積回ÆI 集積回Æ(IC)W必然Çや役|についprëするとともに，半導�集積回ÆW¥}紹≤するs

集積回ÆII NOTやAND，ORzど論理回Æ}óランジ�°}§いた集積回Æ_どWように実現úpいるWか}rëするs

パワーデバイ�I pn接合が多Mに形成された電力制御§デバイ�_ある種VWサイリ�°W紹≤とそW動作原理や構mについp解rするs

パワーデバイ�II

L
考

前期中間試õおよび前期定期試õ}実»するs
本科目W修Qには，30 <間W授業W受講と 60 <間W事前・事SW自己学習が必V_あるs事前学習_は動Wや教科書zど教Xか›Ü定された教材}§いp内Z}まとép
おくことs事S学習_は宿îとúp]された]îに^_,むことs
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科　目

担当教員 尾山 匡浩 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-D1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年!シラバス

電気回)Ⅱ (Electric Circuit II)

電子工学科・3年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

電気回)BCDE立F法HI理KしM回)NKOP必QR各種手法PFいW習Yする．さらP伝送回)としWN電気回
)N基cI学d意fCM二端子対回)N各種パラメータMフィルタ回)PFいW学習する．

【A4-D1】交流回)N各種定理I理KしM電気回)N計uP応wCきる．
キルヒホッフN法H}テブナÅN定理RどN各種定理IwいW電É}電流R
どIuÑCきるかどうかI中間試験(前期・後期)éè定期試験(前期・後期)M
レポーíPよE評ïする．

【A4-D1】最大有効電力定理}スターデルタ変ùPFいW理KしM公üI
wいW計uP応wCきる．

スターデルタ変ù公üIwい†計u}最大有効電力定理N導Ñ方法PFい
W理KCきWいるかどうかI中間試験(後期)éè定期試験(前期・後期)Mレポ
ーíPよE評ïする．

【A4-D1】相互誘導N概ßI理KCきる．ま†M相互誘導I©™電気回)
N計uがCきる．

相互誘導回)}相互イÅダクタÅスI©™ブリッ∞回)N電É}電流がuÑ
CきるかどうかI中間試験(後期)éè定期試験(後期)MレポーíPよE評ïす
る．

【A4-D1】ベクíル軌≥N概Qが理KCきMイÅピーダÅス}アドミタÅスM
電流N軌≥I∏すことがCきる．

交流回)Pおけるベクíル軌≥I∏すことがCきるかI中間試験(後期)éè
定期試験(後期)MレポーíPよE評ïする．

【A4-D1】2端子対回)PFいW理KしMアドミタÅスパラメータMイÅピーダ
ÅスパラメータM基cパラメータRど各種パラメータがºめられる．

イÅピーダÅスパラメータ}アドミタÅスパラメータRどI理KしM各種パラメー
タNuÑがøえるかどうかI定期試験(後期)MレポーíPよE評ïする．

【A4-D1】低域通√フィルタM高域通√フィルタM帯域通√フィルタRどNフ
ィルタ回)N概ßI理KしM各種回)I設計Cきる．

低域通√フィルタM高域通√フィルタM帯域通√フィルタRどNフィルタN概ß
}設計方法PFいW理KCきWいるかどうかI定期試験(後期)PよE評ïす
る．

D∆はM試験85%　レポーí15%　としW評ïする．試験D∆は4回N試験(前期中間M前期定期M後期中間M後期定期)N
平均Àとする．100À満ÀC60À以œI合—とする．RおM臨時試験Iøう場合Pは最高60ÀC評ïする．

「専修学校教科÷シリーズ1 電気回) (1) 直流・交流回)編」：早川義晴M松下祐輔M茂木仁博 Áコロナ社）
「専修学校教科÷シリーズ2 電気回) (2) 回)B・√渡現象編」：阿部鍼一M柏谷英一M亀田俊夫M中場十三郎 Áコロナ社
）

「大学課程 電気回)Á1）」：大野克郎M西哲生 Áオー�社）
「詳細電気回)演習 œ・下」：大下 眞二郎 Á共立Ñ版）
「マグロウヒル大学演習　電気回)」：Joseph A. EdministerÁオー�社）
「電気回)論 (電気学会大学講座) 」：平山 博M大附 辰夫Áオー�社）
「例�と演習C学d電気回)」：服藤 憲司Á森北Ñ版）

D1「数学I」éè「数学II」MD2「電気回)I」MD4「電気回)III」éè「電子回)I」

履修:�
注意事項

c授業I受講するPあ†っWはM複素数N計uがCきること．ま†M簡単R直流およè交流回)PおいWMイÅピーダÅスM
電ÉM電流等がºめられること．
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授4計画（電気回EⅡ）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1 キルヒホッフN法H

2 キルヒホッフN法Hと等ï電源

3 ./合わせN理 ./合わせN理PFいW学èMそれIwい†電流源}電É源I©ん4交流回)NKO方法PFいW説6する．

4 鳳8テブナÅN定理 鳳8テブナÅN定理PFいW説6しMこれIwい†交流回)NKO方法I演習I通じW学d．

5 ノーíÅN定理 ノーíÅN定理PFいW説6しMこれIwい†交流回)NKO方法I演習I通じW学d．

6 帆足8ミルマÅN定理 帆足8ミルマÅN定理PFいW説6しMこれIwい†交流回)NKO方法I演習I通じW学d．

7 演習

8 中間試験

9 中間試験NK説と補>N定理 中間試験NK?およèK説Iøう．ま†M補>N定理PFいWそN概ßI説6する．

10 補>N定理と相@N定理 演習I通しW補>N定理Iwい†交流回)N計u方法PFいW学d．ま†相@N定理PFいW説6する．

11 相@N定理とスターデルタ変ù

12 スターデルタ変ù スターデルタ変ùIwい†各種回)N変ùI演習I通しW学習する．

13 最大有効電力定理N概QPFいW説6しM各種回)PおいW負BP供Dされる電力が最大とRる時N条FI導Ñする．

14

15 演習

16 相互イÅダクタÅス イÅダクタNGき}電磁誘導M自己誘導M相互誘導PKする説6IøいMそれぞれN現象PFいW理Kする．

17 相互誘導回)と結合係数 相互イÅダクタÅスPおける結合係数NuÑ方法I学èMこれI©ん4相互誘導回)N計uIøう．

18 結合回)N等ï回) 磁気結合回)から電気OP結合し†等ï回)PPきùえる方法PFいW学習する．

19 合DイÅダクタÅスとブリッ∞回)

20

21

22 演習

23 中間試験

24

25

26

27

28 影Rパラメータ

29

30 演習

前期M後期ともP中間試験およè定期試験I実Uする．

交流回)PおけるキルヒホッフN法HPFいW学èM実VPキルヒホッフN枝電流法とB電流法Iwい†回)方程üN立W方
PFいW説6する．

前回PXきYきMキルヒホッフIwい†交流回)NKOPFいW演習Iøう．ま†等ï電É源M等ï電流源とそれらIwい†回)
構DPFいW学d．

第1～6週^C学習し†内`PKする演習問�Iøう．演習問�IKきRがらM各bN理K!N確dIøう．

第1週～第7週まCN講義内`PFいW中間試験Iøう．

各種交流回)PおいW相@N定理がDE立FかM演習I通しWfべる．ま†Mスター結線(Y結線)とデルタ結線(Δ結線)N概ßM
スターデルタ変ùN公üPFいW説6する．

最大有効電力定理(1)

最大有効電力定理(2) 前回PXきYきM各種回)PおいW負BP供Dされる電力が最大とRる時N条FI導Ñする．ま†MそN条FIwい†回)NK
OIøう．

第9～14週^C学習し†内`PKする演習問�Iøう．演習問�IKきRがらM各bN理K!N確dIøう．

直列接Yし†コイルN合DイÅダクタÅスIºめる方法I説6する．ま†M相互イÅダクタÅスI©™ブリッ∞回)N平衡条FN
導Ñ方法PFいW学習する．

ベクíル軌≥(1) ベクíル軌≥N概QとR-X直列回)PおいWM抵rが変sし†時NイÅピーダÅス・アドミタÅス・電ÉNベクíル軌≥PFいWK
説する．

ベクíル軌≥(2) R-X直列回)PおいWMリアクタÅスが変sし†時NイÅピーダÅス・アドミタÅス・電ÉNベクíル軌≥PFいWK説する．

第16～21週^C学習し†内`PKする演習問�Iøう．演習問�IKきRがらM各bN習tN確dIøう．

第16週～第22週まCN講義内`PFいW中間試験Iøう．

中間試験NK説と2端子対回)B 中間試験NK?およèK説Iøう．ま†M2端子対回)N概QPFいW説6する．

ZパラメータとYパラメータ ZおよèYパラメータN概ßM計u方法PFいW学習する．

Fパラメータ FパラメータN概Qと導Ñ方法PFいW学d．

2端子対回)BN各種接Y 2端子対回)BN直列接Y}並列接YM縦列接YPよる各種パラメータN計u方法PFいW学習する．

2端子対回)N影RイÅピーダÅスéè伝達定数PFいW説6する．

フィルタN概Qと定K{フィルタ フィルタN種|とそN動作M各種N定K{フィルタN設計方法PFいW学d．

第24～29週^C学習し†内`PKする演習問�Iøう．演習問�IKきRがらM各bN理K!N確dIøう．

L
考
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科　目

担当教員 森田 二朗 特任教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-D3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「はじめ���電気電子計 」"松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）

参考書

関連科目

特になし．

神戸市立工業高等専門�校 2025年Dシラバス

計 工� (Instrumentation Engineering)

電子工�科・3年・前期・必修・2単位【講義】 ( �修単位II )

授4�
概6�方針

我cdeかg計 しようとすl場合，電気電子技pgqいlことdtい．計 guしく，効率yにzうには，信|}性�Ä 
定Ç}原ÑgÑÖすlことd重áであl．計 工�では，計 }基ãとし�電気yなå}計 çについ��び，さらに代
表yな電気電子関ï}計 Ç}動作原ÑgÑÖすl．

【A4-D3】計 手ç（零位ç，偏位ç等）}基本原Ñg説ùできlようにな
l. 雑音，雑音指£につい�説ùできlようになl．

計 手ç§び雑音につい�ÑÖしたかg， 前期中間試©と事前・事後課≠に
よÆ評∞すl．総合評∞におい�，60点以∂で到達目∫g達ªしたという基準
にすl.

【A4-D3】基本単位，Ωæ立�単位，接頭辞等}∫準につい�説ùできl
ようになl．有効£字，誤差，不«かさについ�説ùできlようになl．

基本単位等，有効£字等つい�ÑÖしたかg， 前期中間試©と事前・事後課
≠によÆ評∞すl. 総合評∞におい�，60点以∂で到達目∫g達ªしたという
基準にすl.

【A4-D3】偶然誤差g ÀデーŒ処Ñ，誤差伝—}ç則，最小二乗çgÑ
Öし，説ùできlようになl．

デーŒ処Ñ，誤差伝—}ç則，最小二乗çについ�ÑÖしたかg，前期中間試
©と事前・事後課≠によÆ評∞すl. 総合評∞におい�，60点以∂で到達目
∫g達ªしたという基準にすl.

【A4-D3】電圧・電÷} 定◊におい�，入Ÿインピーダンス}影響，分圧，
分÷によl範囲拡大，可動コイÊ形計Ç}原ÑgÑÖし， 説ùできl.

各項目につい�ÑÖしたかg， 前期中間試©と事前・事後課≠によÆ評∞す
l. 総合評∞におい�，60点以∂で到達目∫g達ªしたという基準にすl.

【A4-D3】整÷形計Ç，電位差計，熱電形計Ç，静電形計Ç，可動鉄片形
計Ç，電÷Ÿ形計Ç等}アナロÚ計Ç}原ÑgÑÖし， 説ùできl.

アナロÚ計Ç}原Ñについ�ÑÖしたかg， 前期定期試©と事前・事後課≠
によÆ評∞すl. 総合評∞におい�，60点以∂で到達目∫g達ªしたという基
準にすl.

【A4-D3】大電圧，大電÷ 定，ブリッˆによl抵抗 定}方çについ�原
ÑgÑÖし， 説ùできl.

各 定方çについ�ÑÖしたかg， 前期定期試©と事前・事後課≠によÆ評
∞すl. 総合評∞におい�，60点以∂で到達目∫g達ªしたという基準にす
l.

【A4-D3】低抵抗 定，高抵抗} 定，絶縁抵抗計，接地抵抗} 定}方
çについ�原ÑgÑÖし， 説ùできl.

各 定方çについ�ÑÖしたかg， 前期定期試©と事前・事後課≠によÆ評
∞すl.総合評∞におい�， 60点以∂で到達目∫g達ªしたという基準にす
l.

【A4-D3】各˛ブリッˆによl，インダクŒンス，容å，周波£} 定}方ç
につい�原ÑgÑÖし， 説ùできl.

各 定方çについ�ÑÖしたかg， 前期定期試©と事前・事後課≠によÆ評
∞すl. 総合評∞におい�，60点以∂で到達目∫g達ªしたという基準にす
l.

ª�は，試©80%　事前課≠6%　事後課≠14%　とし�評∞すl．試©評∞は2�}試©}平�とすl．ただし，必áに

じ�臨◊試©gzなう場合dあl， 100点満点で60点以∂g合
とすl.

「電気・電子計 」"新妻弘ù・中鉢憲賢著（朝倉書店）
「基ã電気電子計 」"信太克規著（£Ñ工�）
「電子計 」"岩崎俊（森北出版）
「改訂　電磁気計 」"菅野允著（コロナ社）

電子工�実©実習（2年），電子計 （5年)

履修:�
注意事項
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授4計画（計測工学）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 計 手ç，雑音，雑音指£ 計 ç}分類，零位ç，偏位ç等，内部雑音と外部雑音，雑音-gÖ説すl．

2

3 単位，∫準，有効£字，誤差と不«かさ 単位，∫準，有効£字，誤差と不«かさgÖ説すl．

4 偶然誤差g ÀデーŒ}統計処Ñ，不«かさ}伝搬（誤差伝—） 偶然誤差g ÀデーŒ}統計処Ñ，不«かさ}伝搬（誤差伝—）gÖ説すl．

5 誤差伝—}0き，最«値，最小二乗ç 誤差伝—}0き，最«値，最小二乗çgÖ説すl．

6 電圧・電÷} 定，入Ÿインピーダンス}影響， 定範囲}調整（分圧，分÷）gÖ説すl．

7

8 中間試©

9 中間試©}Ö説，整÷形計Ç，電位差計，熱電形計Ç，静電形計Ç，可動鉄片形計Ç}Ö説gzう．

10 電÷Ÿ計形計Ç，電Ÿ 定，大電圧，大電÷} 定，線路電÷計（クランプメーŒ）gÖ説すl．

11 抵抗Äインピーダンス} 定，ブリッˆによl抵抗 定 抵抗Äインピーダンス} 定，ブリッˆによl抵抗 定gÖ説すl．

12 低抵抗} 定（四端子 定ç），ホイートストンブリッˆ，ケÊビンダブÊブリッˆ等gÖ説すl．

13 高抵抗} 定，インピーダンス} 定 高抵抗} 定，インピーダンス} 定gÖ説すl．

14 各˛ブリッˆによlインダクŒンス，容å} 定 各˛ブリッˆによlインダクŒンス，容å} 定gÖ説すl．

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

1/f雑音，ショット雑音，素子}雑音，雑音対策 1/f雑音，ショット雑音，素子}雑音，SN比，雑音対策gÖ説すl．

電圧・電÷} 定，入Ÿインピーダンス}影響， 定範囲}調整（分圧
，分÷）

指示計Ç（アナロÚ計Ç）}分類，可動コイÊ形計Ç，1～6週目まで}
総復習 指示計Ç（アナロÚ計Ç）}分類，可動コイÊ形計ÇgÖ説すl．また，1～6週目まで}総復習gzう．

1週から7週}内容に関し�試©gzう．

中間試©}Ö説，整÷形計Ç，電位差計，熱電形計Ç，静電形計Ç，可
動鉄片形計Ç

電÷Ÿ計形計Ç，電Ÿ 定，大電圧，大電÷} 定，線路電÷計（クラ
ンプメーŒ）

低抵抗} 定（四端子 定ç），ホイートストンブリッˆ，ケÊビンダブ
Êブリッˆ等

各˛ブリッˆによl周波£} 定，9週目から14週目まで}総復習 各˛ブリッˆによl周波£} 定}Ö説，9週目から14週目まで}総復習gzう．

I
考

前期中間試©および前期定期試©g実Mすl．
本科目}修Nには，30 ◊間}授業}受講と 60 ◊間}事前・事後}自己�習d必áであl．前半，後半とS各7�分}T}部分gUいた講義ノートプリントg事前配Xすl．事
前�習では，classroomに完全版講義ノートgアップし�いl}で，毎�}授業開始前にT}部分g講義ノートプリントに書き`Àこと，これg事前課≠とすl．事後�習とし�は，
毎�}授業課≠g期限内で}提出すlこと，これg事後課≠とすl．
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科　目

担当教員 木場 隼介 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

総合評価

テキスト 適�プリン�など�資��配�する．

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年0シラバス

コンピュー9工学 (Computer Engineering)

電子工学科・3年・後期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授4�
概6�方針

コンピュー9U産業用XYZY用途・個人^_用途・研究用途などbc現代社g�基iとなっている．そこp本科rpU，
コンピュー9�動作原理・内yディジ9}回路・周辺機É�接続方á�学àし，アセンブリ言é�概ê�ëることp，ハード
・ソフ�両ó�基礎ëô�修ö�rõとする．

【A3】コンピュー9�構成ê件・使途，コンピュー9�各種設計思想・構成
と動作�理¶し，説®pきる．

コンピュー9�構成ê件・使途，ノイマン≠コンピュー9，ハーバード・アーキテ
クチャ，CISC，RISCなど�項rについて説®pきるか�レポー�およΩ中間試
¡p評√する．

【A3】コンピュー9UCPU，メモリ，周辺イン9ーフェースからなり，数ÃÕ符
œU2Ã信œ（high，low’によって表現されていること�理¶する．

コンピュー9�基本構成Ÿ説®pきるか， 2進数・10進数・16進数�基数変
›ÕBCD符œ�変›Ÿpきるか，補数演‚Ÿpきるかなど�レポー�およΩ
中間試¡p評√する．

【A3】コンピュー9�回路�構成するXY„わÂ回路と順序回路，ゲー�と
フリップフロップ，演‚回路，レジス9，ディジ9}ICについて理¶し説®p
きる．

各種ゲー���ランジス9回路pÎし説®pきるか，フリップフロップ�機Ï�
9イムチャー�p説®pきるかなど�レポー�およΩ中間試¡p評√する．

【A3】デコーダ，エンコーダ�機Ï�理¶し，これら�応用について説®p
きる．

デコーダ�ゲー�回路�用いて説®pきるか，デコーダÕエンコーダ�機Ï�
入出力表�用いて説®pきるか，デコーダÕエンコーダ�応用�Ù�用いて
説®pきるか�レポー�およΩ中間試¡p評√する．

【A3】各種メモリとこれら�記憶単位について説®pきる．
メモリ�分類，SRAM / DRAM / フラッシュメモリそれぞれ�特˝と記憶単
位，˛きZY・ˇY出し�プロセスについて，回路Ù�用いて説®pきるか�レ
ポー�およΩ中間試¡p評√する．

【A3】CPUとメモリ・入出力ポー��結„について理¶し，説®pきる．
CPUとメモリ�バスによる結„について理¶しているか，また，スイッチ・LED
等�入出力装��CPUに接続し，デー9�入出力する回路について理¶して
いるか，レポー�およΩ中間試¡またU定期試¡p評√する．

【A3】CPU�命令実���れ，機械é命令とアセンブリ言éプログラム�
概êについて理¶し，簡単なアセンブリプログラムŸ記�pきる．

各種命令�用いて，アセンブリ言éプログラムŸ˛_て説®pきるか，また入
出力装�と�間�デー9�入出力するため�プログラム�作成pきるか�レ
ポー�およΩ中間試¡またU定期試¡p評√する．

【A3】CPUとイン9フェイスIC�用いてLEDÕスイッチ回路�Uじめとした
外y機É�制�する回路とプログラムについて理¶する．

外y機Éと接続したCPU�制�用プログラム�記�Ÿpきるか�レポー�お
よΩ中間試¡またU定期試¡p評√する．

【A3】入出力制�方��理¶し説®pきる．CPU�内蔵�りZY機Ï�
理¶し説®pきる．

入出力機Éと�デー9�Õり�り�方áについて具体õにÙ・プログラム�
用いて説®pきるか，内蔵�りZY�理¶し説®pきるか�，レポー�およΩ定
期試¡p評√する．

【A3】コンピュー9にお_る�ラブ}，例外処理と高速化技!�概ê�理¶
し説®pきる．

�ラブ}Õ例外処理�種類，パイプライン化など�高速化技!�概êについ
て，理¶pきているかどうか�レポー�およΩ定期試¡p評√する．

成$U，試¡90%&レポー�10%&として評√する．試¡成$U中間試¡と定期試¡と�平均)とする．100)満)p60
)以,�„-とする．教.�判0により臨時試¡�実3する場„Ÿある．

「ビジュア}7コンピュー9ー&テクノロジー¶体新˛」：ロン・ホワイ�(ソフ�バンククリエイティブ)
「コンピュー9アーキテクチャ 改訂37」：馬場敬信(オーム社)
「Ù¶PICマイコン実à」：堀桂太郎（森北出7’

D2「論理回路」，D3「電子工学実¡実à」(PIC(ワンチップ・マイコン)�実¡)，D5「コンピュー9アーキテクチャ」

履修:�
注意事項

D2「論理回路」�理¶しておcこと．
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授4計画AコンピューG工学）

テーマ 内容A目標・準Mなど）

1

2

3

4

5

6

7 復à・演à

8 中間試¡

9 中間試¡結K�フィードバックと¶答¶説，プロセッM�内y構成

10 命令とプログラム，基本õなアセンブリ言é�命令とアドレス指定方�

11 入出力機É�接続と制�方�

12 分岐・反復構Q�実現，ス9ック，ス9ックポイン9とMブ}ーチン

13 �りZY処理，�ラブ}，例外処理

14 高速化技! 近年�計‚機�高速化技!について概ê�学à��う．

15 復à・演à

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

コンピュー9・CPUアーキテクチャ�基礎 CPU・コンピュー9�構成，ノイマン≠コンピュー9�構成と動作，XYZYシステム�基礎，CPUアーキテクチャ�基礎について
理¶する．

2Ã信œによる数ÃおよΩ符œ�表現，論理ゲー� ビッ�・バイ�，MSB・LSB，2進数・10進数・16進数�基数変›，BCD符œ，2�補数による負数�表現，ASCIIコードなど，各種�
デー9表現について復àTUめ理¶する．論理ゲー�・ブー}代数�基本・論理��簡単化について復àし理¶する．

加‚É・演‚回路・エンコーダとデコーダ・クロック・フリップフロップ・レ
ジス9

全加‚É，並列加‚回路，デコーダとエンコーダについて理¶する．クロックによる信œ�同期と各種フリップフロップ�動作につ
いて復àし理¶する．レジス9�構成について理¶する．

MOSFETによる論理ゲー��実現 TTLとCMOS�^いÕファンアウ�，各種ロジックIC間�接続，オープンドレイン≠について理¶する．MOSFETによる論理ゲー
�Õフリップフロップ�構成について理¶する．

メモリ(1) 半導体メモリ�中cとする各種メモリ�分類について，揮発性，˛きZYÏ力，アクセス性�観)から理¶する．SRAM・DRAM・
フラッシュメモリ�記憶単位・動作原理について理¶する．

メモリ(2)・3状iゲー�と基本õなプロセッM�主êピン構成 kき続きSRAM・DRAM・フラッシュメモリ�記憶単位・動作原理について理¶する．新原理メモリについてT概ê�ëる．また．3
状iゲー�による信œ選mについて理¶し，続いて，簡単なプロセッM�例に，汎用CPU�主êピン構成について学àする．

第1回から第6回まp�授業内p�復àと問題演à��う．

第1回から第7回まp�授業内pについて試¡する．

中間試¡�フィードバック��い，試¡問題�¶答¶説��う．そ�後，プロセッM内�演‚論理ユニッ�ALU，各種レジス9，制
�ユニッ�CU等について理¶する．

機械é命令とアセンブリ言é，CPU�命令Mイク}について学àし，命令実�時にメモリ�参wしていること�理¶する．動作周
波数，命令実�時間について理¶する．転送命令と各種アドレス指定方�，演‚命令，シフ�・ローテイ�命令について理¶する．

CPUとイン9フェイスIC�用いた入出力ポー��接続について理¶する．スイッチ入力回路ÕLED表ÎÉ�題{に，メモリマップ
�I/Oとポー�マップ�I/O，入出力制�命令について理¶する．

無条件・条件�きジャンプ命令，フラグレジス9�役�，分岐・反復制�について学àする．ス9ック機構について学àする．また，
ス9ックに関連�_なŸらMブ}ーチンとそ�動作について学àする．

制�用マイクロコンピュー9にお_る外y変化�検ë方�Õ外y�りZY処理�概êについて学àする．CPU�初期動作と
RESETについて学àする．チャ9リング，ハザードなど��ラブ}�原Ñと対処áについて学àする．内y�りZYと例外処理に
ついて学àする．

第9回から第14回まp�授業内p�復àと問題演à��う．

M
考

後期中間試¡およΩ後期定期試¡�実3する．
本科r�修öにU，30 時間�授業�受講と 60 時間�事前・事後�自己学àŸ必êpある．事前学àpU，事前配åされる次回範è�プリン��ˇY，疑問)�まとめておcこ
と．事後学àpU，授業pëされるレポー�またU提出不ê�演à問題�実3すること．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-D1(40%), B1(20%), C4(20%), D1(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 �テー���実�へ����み�達成度�報告"�提出状&'評)する．

2 �テー�ごと�報告"�内0'評)する．

3 安23実�45われているか;�テー�へ�実����み'評)する．

4

5

6 「シーケン@制BCへ���み�達成度およF報告"�内0'評)する．

7

8

9

10

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

実�実習計画"3記K�実�L�準NO5って実�3Qむこと．

神戸市立工業高等専門学校 2025年度シラバ@

電子工学実�実習 (Laboratory Work in Electronic Engineering)

木場 隼介 准教授, [後期] 小矢 美晴 教授, [後期] 尾山 匡浩 教授, [L期] 佐伯 崇 非常勤講師

電子工学科�3年�通年�必修�4単位【実�実習】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

電子工学3õする基礎事üおよF現°O座学とõ£させて実�実習し;座学�理®O©めるととも3;創造性教Ø�基礎
となる製作実習3も≥O¥れる．また;報告"�"∑方;期限内'�報告"�提出O∫3つける．1クラ@O4æ3øけ;æ単
位'実�実習O5う．4æ並¬3√なる実�実習O5うため;�æ'実ƒする実�実習テー��≈∆√なる4;1年«'5
う実�実習�テー�∆»じ'ある．

【C4】グルーÕ'協œして実�実習3–み;期限内3実�報告"O提出
'∑る.

【B1】実�結”O適’3÷す図�÷4ÿける．

【D1】機⁄���€い3注›し;安23実�3���むこと4'∑る．

【A4-D1】�fi�計flハードウェ‰3よる並¬計fl手Ê3ついて理®'∑
る．

「�fi計flハードウェ‰3よる並¬化実�Cへ���み�達成度およF報告"
�内0'評)する．

【A4-D1】トランジ@ÍO使Ïした代÷Óな増幅回Ú�特性3ついて理®
'∑る．

「トランジ@Í増幅回Ú�実�Cへ���み�達成度およF報告"�内0'
評)する．

【A4-D1】シーケン@制BO通じて;電子回Ú�基礎およF�部ı3つい
て理®'∑る．

【A4-D1】PICOÏいた簡単な装˘O作製'∑る． 「PIC˙ワンチッÕ��イコン��実�Cへ���み�達成度およF報告"�内0
'評)する．

【A4-D1】オペ‰ンÕOÏいた基本回Ú�特性O測�'∑;そ�›�O理
®'∑る．

「演fl増幅⁄˙オペ‰ンÕ��実�Cへ���み�達成度およF報告"�内0
'評)する．

【A4-D1】VHDL3よるディジÍル回Ú設計3ついて理®'∑る． 「VHDL3よるディジÍル回Ú設計実�Cへ���み�達成度およF報告"
�内0'評)する．

【A4-D1】PBL教Ø3よるシ@テ�開�3ついて理®'∑る． 「PBL教Ø�実�Cへ���み�達成度およF報告"�内0'評)する．

成�∆;���みと達成度50%　報告"50%　として評)する．1通'も未提出レポート4あると∑;原�として年«総合
評)∆不�となる．詳�∆第1≈ �ガイダン@'説$する．100点満点'60点以)O合*とする．

「電子工学科�第3学年実�実習シラバ@(計画")C+Õリント
「電子工学科�第3学年実�実習指導"C+Õリント

「知Óな科学�技術文3�"∑方C+中島利勝�塚本真也共著˙コロ>社�
「神戸高専安2�ニュ‰ルC+神戸高専編

電子工学実�実習(1年�2年);そ�他実�テー��õ£科 

履修:�
注意事項
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授4計画（電子工学実験実習）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1 ガイダン@およF実�テー��概要説$

2

3

4

5

6

7

8 リレー3よるシーケン@制B

9

10

11

12

13

14 実�とレポート�講評およF実�報告"˙レポート��指導

15 工場見学;ビデオ鑑Iなど 適宜;工場見学;ビデオ鑑IなどO実ƒする．

16 オペ‰ンÕ�基本回Ú'ある反転増幅回Ú;非反転増幅回Ú�¥出≥特性O測�し;オペ‰ンÕ�基本ÓなN∑O理®する．

17 オペ‰ンÕOÏいた応Ï回Ú�¥出≥特性O測�し;そ�N∑O理®する．

18 オペ‰ンÕ�周波数特性;@ルーレートO測�し;周波数;振幅3よる¥出≥特性�変化O理®する．

19

20

21

22

23 開�ツール3ついて学習し;ウォーÍーフォールX�開�フロー3ついて理®する．

24 シ@テ�開�3Yけて;�グルーÕ'環[O構]する．

25 シ@テ�開�3^った設計�製作O5う．

26 シ@テ�開�3^った設計�製作O5う．

27 シ@テ�開�3^った設計�製作O5う．

28 シ@テ�開�3^った設計�製作O5う．

29

30 工場見学;ビデオ学習など 適宜;工場見学;ビデオ学習などO実ƒする．

電子工学実�実習シラバ@˙実�実習計画"�O配`し;2般Óな説$˙評)方Ê;レポート�作成�提出�提出先;欠d�€い;
æ構成;実ƒeなど�O5った後;�テー��3内0�説$O5う．また;「電子工学科�安2�手f∑COもと3安2教ØO5う．

�fi計flハードウェ‰3よる並¬化実�(1) CPU;GPUとFPGAOÏいた並¬計fl3ついて学習�理®し;これらOÏいた実�O5う．

�fi計flハードウェ‰3よる並¬化実�(2) CPU;GPUとFPGAOÏいた並¬計fl3ついて学習�理®し;これらOÏいた実�O5う．

�fi計flハードウェ‰3よる並¬化実�(3) CPU;GPUとFPGAOÏいた並¬計fl3ついて学習�理®し;これらOÏいた実�O5う．

トランジ@Í増幅回Ú�実�˙1� エミッÍ接地増幅回Ú�実�(シミュ
レーÍ)

簡単なエミッÍ接地増幅回ÚO実o3設計し;シミュレーÍOÏいて直線性;周波数特性O測�すること'シミュレーÍ�使Ï方
Ê;rF;エミッÍ接地増幅回ÚO理®する．

トランジ@Í増幅回Ú�実�˙2� 負帰還増幅回Ú�測�(シミュレー
Í)

小信号増幅⁄として;直¬結合2段増幅⁄OシミュレーÍ'作成し;直進性;周波数特性;帰還率;そして;増幅率O測�し;負帰還
�重要性と小信号増幅回ÚO理®する．

トランジ@Í増幅回Ú�実�˙3�負帰還増幅回Ú�測� 2≈ 3シミュレーÍ'作成した負帰還増幅回ÚO実o3回Úとして実装し;シミュレーÍと»|�計測実�O5うこと';シミュ
レーÍと実機�}いO理®する．

|~なø�'必要とされているシーケン@制B�基本O理®�習Äするため;@イッチ�リレー�Íイ��カウンÍなど�部ıO適’
3�み合わせてシーケン@制BO実現する．また;Çら設計したシーケン@制B�構成É動作O展開接続図ÉÍイ�チャートO利
Ïして説$'∑るよう3なる．

PLC3よるシーケン@制B PLCとàばれるシーケン@制BÏ�コントローラOÏいたシーケン@制B回Ú�設計手ÊO学F;PLC3よるシーケン@制B�
実現方ÊO実o3簡単なシ@テ�O構]すること3よ�理®する．

PLCOÏいたシーケン@制B�応Ï L2≈ '理®した内0Oふまえて;リレーとPLCO両方Ïいた複合Óなシーケン@制Bシ@テ�O構]すること3よ�;シーケン
@制B�実現方Ê3ついてさら3理®O©める．

PIC˙ワンチッÕ��イコン��実�˙1�Õログラ�開� PIC˙ワンチッÕ��イコン+PIC16F88��Õログラ�開�およF実装方Ê3ついて実習O5い;�イコン�みèみ機⁄�開�方
Ê並F3ワンチッÕ��イコン�機ê3ついて学習する．

PIC˙ワンチッÕ��イコン��実�˙2�応Ï課題 ワンチッÕ��イコン˙PIC16F88�3あるCCP�PWM信号�生機êおよFDA変換機êOÏいて出≥O5い;外部機⁄�制B
動作O実現する．

PIC˙ワンチッÕ��イコン��実�˙3�回Ú�製作
ワンチッÕ��イコン˙PIC16F88�OÏいたテ@ト回ÚOブレッドボード)3製作し;ワンチッÕ��イコン�実装技術およF機êO
学習する．ラダー抵öOÏいたDA変換回ÚO接続して簡易信号�生⁄O構成し;�fi信号˙�こぎ�波;三角波�O�生させるÕ
ログラ�O作成する．

実�とレポート�講評OHR教†'5った後;�æ�実�†3移動し;提出されたレポート3ついて;�実�担当§4個¶3指導
する．

演fl増幅⁄(オペ‰ンÕ)�実�(1) 帰還増幅回Ú(反転増幅回Ú;非
反転増幅回Ú)

演fl増幅⁄(オペ‰ンÕ) �実�(2) 応Ï回Ú

演fl増幅⁄(オペ‰ンÕ) �実�(3) 周波数特性と@ルーレート

VHDL3よるディジÍル回Ú設計(1) VHDL3よ�FPGAボード'動作するÕログラ�O作成する．

VHDL3よるディジÍル回Ú設計(2) VHDL3よ�FPGAボード'動作するÕログラ�O作成する．

VHDL3よるディジÍル回Ú設計(3) 1～2≈'作成したÕログラ��ÕレゼンテーションO5う．また;Õレゼンテーション後;講評O5う．

)記2テー�˙演fl増幅⁄とVHDL�3ついて�総評 演fl増幅⁄とVHDL��実�3ついて総評O5い;理®O©める．

創造実�(1)　「PBL教Ø3よるシ@テ�開�(1)C

創造実�(2)　「PBL教Ø3よるシ@テ�開�(2)C

創造実�(3)　「PBL教Ø3よるシ@テ�開�(3)C

創造実�(4)　「PBL教Ø3よるシ@テ�開�(4)C

創造実�(5)　「PBL教Ø3よるシ@テ�開�(5)C

創造実�(6)　「PBL教Ø3よるシ@テ�開�(6)C

創造実�(7)　「PBL教Ø3よるシ@テ�開�(7)C 1～6≈'設計�製作したシ@テ��ÕレゼンテーションO5う．また;Õレゼンテーション後;講評O5う．

L
考

中«試�およF�期試�∆実ƒしない．
授業計画3記K�実�テー�∆4æ�中�1æ3¨して�計画'あ�;他�æ∆L期と後期�3≈3よ�√なったテー�O実ƒする4;L期と後期�32員»じ実�実習O5う．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A5-1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

成長産業技術者教�プログラム（ロボッ�分野）履修!の#選択可

神戸市立工業高等専門学校 2025年5シラバス

ロボッ�入門 (Introduction to RoboticE)

田原 熙昻 講師, 尾山 匡浩 教授, 清水 俊彦 准教授, 小澤 正宜 准教授, 佐藤 徹哉 教授, 酒井 昌彦 准教授 【※成長
産業技術者教�プログラム(ロボッ�分野)開講科目】

電子工学科・3年・通年・選択・1単位【講義・演習】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

現在社uv活xしている}ロボッ�」の概ÄÅ特ÉÑ理Üするà同äにå産業çロボッ�の制御方ëの基ìについて学習
する．

【A5-1】ñえられö課úにùしてå作üÑ設計・製作しå動作させるこàがv
きる． }創造実験」の演習課ú作üおよØ報告書（レポー�)の内∑v評πする．

【A5-1】産業çロボッ�の概Äが説ªvきる． 報告書（レポー�)の内∑v評πする．

【A5-1】ロボッ�シミュレーæの基本操作がvきる． ロボッ�シミュレーæの演習課ú作üおよØ報告書（レポー�)の内∑v評πす
る．

成¡はå演習課ú作ü80%　報告書(レポー�)20%　àして評πする．100点満点v60点以»Ñ合 àする．

プリン�
K-ROSETマニュアル

『実◊ロボッ�プログラミング第2版―LEGO MindEtormE EV3v目‡せロボコン!』å近代科学社åISBN:9784764905597

D4 ロボッ�Ä素技術åD5 ロボッ�応ç実◊

履修:�
注意事項
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授4計画Aロボット入門）

テーマ 内容A目標・準Lなど）

1 ガイダンス 年間計画等Ñ説ªå連ıする．

2 レゴマインドス�ームの取扱方ëおよØ基本動作について学習する．

3 レゴマインドス�ームのセンサーの使ç方ëおよØその応çについて学習する．

4 レゴマインドス�ームÑçいてåñえられö課úに˛っö作üÑå設計・製作する．

5 レゴマインドス�ームÑçいてåñえられö課úに˛っö作üÑå設計・製作する．

6 レゴマインドス�ームÑçいてåñえられö課úに˛っö作üÑå設計・製作する．

7 レゴマインドス�ームÑçいてåñえられö課úにùする�ライアルÑ�う．

8 ロボッ�àは�かåまöåロボッ�の現状等についての講演Ñ�きåその内∑について理Üする．

9 産業çロボッ�の概Äå使ç»の安全管理等についての講演Ñ�きåその内∑Ñ理Üする．

10 ロボッ�シミュレーæの使い方について学習する．

11 ロボッ�シミュレーæの使い方について学習する．

12 ロボッ�シミュレーæÑçいて実習Ñ�う．

13 ロボッ�シミュレーæÑçいて実習Ñ�う．

14 ロボッ�シミュレーæÑçいて実習Ñ�う．

15 ロボッ�シミュレーæÑçいて実習Ñ�う．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

中間試験およØ定期試験は実�しない．

創造実習1

創造実習2

創造実習3

創造実習4

創造実習5

創造実習6

ロボッ�に�する講演1

ロボッ�に�する講演2

ロボッ�シミュレーæ1

ロボッ�シミュレーæ2

ロボッ�シミュレーæ3

ロボッ�シミュレーæ4

ロボッ�シミュレーæ5

ロボッ�シミュレーæ6

L
考
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科　目

担当教員 藤 健太 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7 実力試験，前期試験，後期試験�レポー��評�する．

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年3シラバス

応用数学Ⅰ (Applied Mathematics I)

電子工学科・4年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授4�
概6�方針

3年WX電気数学Z[\]\，電気電子系専門科_X基a�しc重efベク�i解析，フーリn級数，フーリn変qZつい
c修tする．

【A1】空間曲x�曲yXz{性}~ベク�i~用いc表Äするこ�が�\
る．

具体Öf位Üベク�i�áされä空間曲x{曲yZãしc，曲xXåさ{単
位接xベク�i，単位法xベク�i~èしêëめられるかどうか~，前期中間試
験�評�する．

【A1】ベク�iòあるいöスカラーòZãしc，勾配・発散・回°~計£�\
る��もZ，そX物理Ö意味・幾何学Ö意味~¨≠理解�\る．

Æえられäスカラーò，あるいöベク�iòZãしc，勾配・発散・回°~èしê
ëめられるかどうか~前期定期試験�評�する．

【A1】x積≤�y積≤X意味が理解�\，発散定理�ス�ークスX定理X
≥い¥がわかる．

簡単fòX問∏Zãしc，ガウスX発散定理�ス�ークスX定理~適用しcベ
ク�i関数X積≤~ëめるこ�が�\るかどうか~前期定期試験�評�する．

【A1】任意X周期波z（関数¡が，sin， cos関数から合≈�\るこ�~理解
し，フーリn級数X重e性~理解する．

簡単f周期波z~フーリn級数Z展«�\，フーリn級数X基本Ö性}が説
 �\るこ�~後期中間試験�，幾つかX周期関数Zãしcフーリn級数�
合≈�\るこ�~レポー��評�する．

【A1】周期~Àäfい関数Zãしcö，フーリn積≤~Ãえるこ��，それか
ら複素zフーリn積≤~œいc，フーリn変qX定義–がœかれるこ�が
理解�\る．

基本Öf関数Zãしcフーリn積≤表á�\るこ�，まä，こX関“~積≤~ë
めるXZ応用�\るか~後期定期試験�評�する．

【A1】離散フーリn変qZついc説 するこ�が�\，それ~用いä音声・
画◊fどX情報圧€X基本原理~説 するこ�が�\る.

離散フーリn変qZついc簡単ffiZよ‡理解�\cいるか，後期定期試験�
レポー��評�する．

【A1】3年WZ学·しä数学IX基本Öf内容(微≤・積≤・微≤¥程–)~
応用数学Z≥える．

≈Êö，試験80%　レポー�15%　実力試験5%　�しc評�する．試験≈Êö，中間・定期X4回X試験X平È�する．
状ÎZよ‡臨時試験~Ófうこ�があるが，そXò合最高60Ò�評�する．fお，総合評�ö100Ò満Ò�60Ò以ˆ~合
˜�する．

「応用数学」：ˆ野健爾(監修)，高専X数学教材研究会(編) 高専テキス�シリーズ （森北出版¡
「応用数学問∏集」：ˆ野健爾(監修)，高専X数学教材研究会(編) 高専テキス�シリーズ （森北出版¡

「新訂応用数学」：高遠節夫・斎藤斉他著(大日本図書)
「新版応用数学」：岡本和夫他著(実教出版)
「道具�しcXベク�i解析」：涌井貞美編(日本実業出版社)
「道具�しcXフーリn解析」：涌井良幸・涌井貞美共編(日本実業出版社)

D1～D3X「数学I」，「数学II」，D3「電気数学」�D4「応用数学II」

履修:�
注意事項

電気数学Z'らず，1年～3年�·っä数学~よê理解�\cいるこ�が大*�ある．+Z微≤積≤学，三角関数，指数関数
，ã数関数~よê理解しcおいc/しい． 授業X進2Xペースが4いX�，予·・復·Z7め，そX都3授業内容~理解す
るよう9がけcほしい．
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授4計画（応用数学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 年間X授業ガイダンス�実力試験

2

3

4 ベク�iZよる曲x・曲yX表Ä

5 スカラーò�ベク�iò， スカラーòX勾配

6 ベク�iòX発散�回° ベク�iòZãしc発散�いうスカラー?�，回°�いうベク�i?~定義しcáし，それらX物理Ö意味~説 する．

7 x積≤

8 前期中間試験

9 試験解@�復· 中間試験X解@~Óう��もZ，再3，重efÒZついc理解~Bめる．

10 スカラーòXy積≤ スカラーòXy積≤~定義し，それら~具体ÖZëめる手D~áす．

11 ベク�iòXy積≤ ベク�iòXy積≤~定義し，それら~具体ÖZëめる手D~áす．

12 ベク�iX発散�ガウスX発散定理 ベク�iX発散�ö何かZついc説 する��もZ，ガウスX発散定理X物理Ö意味，証 X手D~解説する．

13 グリーンX定理�ス�ークスX定理 ベク�iX回°�ö何かZついc説 する��もZ，グリーンX定理�ス�ークスX定理X証 XÃえ¥~áす．

14 ベク�i解析X応用 ベク�i解析X応用Zついc講義~Óう．

15 総合演·

16 周期関数�三角関数X積≤ 周期関数ZついcX説 �フーリn解析�重ef三角関数X積≤X計£¥法~学ぶ．

17 フーリn級数展«

18 フーリn級数X収束値 フーリn級数がどXようf値Z収束するXかZついc説 する��もZ，不連]Ò�ÄれるギブスÄPX解説~する．

19 周期関数が奇関数X�\öè弦波関数Zよっc表Ä�\，偶関数X�\ö余弦波関数Zよっc表Ä�\るこ�~説 する．

20 偏微≤¥程–へX応用 フーリn級数X応用�しc，偏微≤¥程–X解法Xfi~紹Xする．

21 複素フーリn級数展«

22 総合演·

23 後期中間試験

24 試験解@�これま�X復· 前Yö後期中間試験X解@~Óい，後Yöフーリn級数Xま�め�復·~Óう．

25 フーリn積≤X定義�定理

26 フーリn変qX性}�公– フーリn変qX基本Öf性}�基本Öf公–Zついc説 する．

27

28 境\が有'�fい偏微≤¥程–Xò合，フーリn変q~用いるこ�Zよ‡解êこ�が�\る．具体fiZよ‡，解法~学ぶ．

29 離散フーリn変qZついc

30 総合演·

シラバス~配^しc簡単f授業ガイダンス~Óい，3年WZ学·しä数学IX内容Zついc実力試験~Óう．

ベク�i�スカラ，ベク�iX表á�基本演£(加£，減£，スカラー倍，
内積�外積)

ベク�iX表Ä，加£，減£，スカラ倍X演£Zついc復·する��もZそれぞれがどXようZ用いられるか紹Xする．まä，ベク�
iX内積Zついc復·する��もZ，ベク�iX外積Zついc，そX定義�応用Zついc学ぶ．

ベク�i関数(ベク�iX微≤，43，加43) 空間内X物体位Üöベク�i�表Äされ，そX物体X運eöベク�i変数X微≤Zよ‡，43，加43�しc表わされる．物体X
運e~ベク�i~用いc表Äする．

3W元空間Zおける曲x・曲yZついcベク�i~用いc表Äする��もZ，そX幾何学Öf+gづける接xベク�i・法xベク�
iZついc学ぶ．

空間内Z大\さだけが定義されるもX~スカラーò，大\さ�¥j~もつもX~ベク�iò�しc表Äする.これら~数学ÖZkう
手法Zついc説 する．まä，スカラーòφZãしc，x， y， z �偏微≤しäもX~≈≤�するベク�i�しcスカラーòX勾配~定
義する．勾配Xëめ¥，物理Ö意味fどZついc解説する．

スカラーò�ベク�iòXx積≤X定義�，媒X変数 t X積≤Z変qしcそれらX値~ëめる¥法~áす．

2qから7qX内容ZついcX理解3~sるäめX試験~Óう．

ベク�i解析全般(+Z10qから14qZ重Ò~おいc)Z関しc，演·~Óう．

周期TX周期関数が，定数wびそX周期X整数倍Xè弦波関数・余弦波関数Zよっc表Ä�\るこ�~説 する��もZ具体
Öf計£¥法~áす．

フーリn級数X収束定理X応用�フーリnè弦級数， フーリn余弦級
数

è弦波関数・余弦波関数ö，複素指数関数�表Ä�\るこ�よ‡(オイラーX公–)，複素指数関数Zよるフーリn級数展«(複素
フーリn級数展«)Zついc説 する．

17qから21qZ関する内容Zついc，総合Öf演·~Óう．

フーリn級数Z関しc17qから22q�学んだこ�X理解3~試験Zよ‡評�する．

フーリn級数展«ö，周期関数Zãしc定義されるもX�あっäが，一般X関数ö周期関数�ö'らfい．こXようf一般X関数
~周期無'大X周期関数�しc拡�する�級数表áが積≤ZÄわ‡，フーリn積≤�ÅばれるzZfる．こXフーリn積≤X定
義�基本Öf定理Zついc紹Xする．

フーリn変qX応用1 時間領Ñ�表Äされä信Ü~フーリn変qするこ�Zよ‡周波数領ÑX信Üがëめられる．これZよ‡，いろいろf信Ü処理~理
解するこ�~âける．Ä表Öffi~紹Xする．

フーリn変qX応用2

離散フーリn変qö，離散äされä信Ü~フーリn変qする�\Z用いられる手法�あ‡，画◊圧€fどディジタi信Ü処理Z広
ê応用されcいる．基本Öf変q¥法Zついc説 する．

25qから29qま�X内容Z関しc総合Öf演·~Óう．

K
考

前期，後期�もZ中間試験および定期試験~実ëする．
本科_X修tZö，60 時間X授業X受講� 30 時間X事前・事後X自己学·が必e�ある．
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科　目

担当教員 小倉 和幸 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「初等力学」：甲木伸一 著（裳華房）

参考書

関連科目

微分，積分，微分方程(とそ+解，およ/ベクト3解4+知67必9となる+<復>しておくこと．

神戸市立工業高等専門学校 2025年Pシラバス

応用物理 (Applied Physics)

電子工学科・4年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授4�
概6�方針

自然科学+基tとなっている力学w学>する．ニュート|+運動方程(かÄ出Çして種Ñ+物Ö+運動7Üまることw理
解する．運動と座標，質ã+運動，保存則，質ãè+運動，剛Ö+運動w数学+知6w活用してìえる力wïにつける．また
，例õw解きな7Ä理解wùめる．üく+課õw°える+<，レポートにして提出する．

【A2】速P・加速Pおよ/ニュート|+運動+法則w理解し，慣性èにおけ
る基本´な質ã+運動w運動方程(wたててÜめること7<きる．

速P・加速P・位置・軌Æ+(+計算，およ/重力・復元力・束縛力等7µくと
き+慣性èにおける質ã+運動w運動方程(wたててÜめÄれるかw，本校
7∑めた期πに∫ª試Ωと適時∫ªレポート<理解Pw評¡する．

【A2】質ãに種Ñ+力7µくとき，慣性èと非慣性èにおける質ã+運動
w運動方程(wたててÜめること7<きる．

慣性èにおける質ã+運動に加え，慣性èに√して等速P・加速P・回転運
動等する座標èにおける質ã+運動w運動方程(wたててÜめÄれるかw，
本校7∑めた期πに∫ª試Ωと適時∫ªレポート<理解Pw評¡する．

【A2】物理学における基本´な保存則w理解し，これÄw用いて質ãおよ
/質ãè+運動wÜめること7<きる．

仕«とポテ|シャ3エネ3ギー+計算，質ãè+重Õ+計算，およ/保存則w
用いた運動+Üめ方w，本校7∑めた期πに∫ª試Ωと適時∫ªレポート<
理解Pw評¡する．

【A2】剛Ö+運動方程(w理解し，基本´な剛Ö+運動wÜめること7<
きる．

剛Ö+つŒœい条—+Üめ方，慣性モーメ|ト+計算，剛Ö+固∑’+まわŒ
+回転運動と平面運動+Üめ方w，本校7∑めた期πに∫ª試Ωと適時∫ª
レポート<理解Pw評¡する．

成⁄は，試Ω85%　レポート15%　として評¡する．なお，試Ω成⁄は，中π試Ωと∑期試Ω+平均ãとする．100ã満ã
<60ã以‚wœ„とする．

「力学」：小出昭一郎 著（裳華房）
「物理学演>‚」：後藤憲一，山本邦夫，神吉健 共著（共立出版）
「力学」：原島　鮮 著（裳華房）
「ビジュア3アプローチ　力学」：為近和彦 著（森北出版）
「力学+ìえ方」：砂川重信 著（岩波書店）

物理(本科1，2，3年)，数学(本科1，2，3年)

履修:�
注意事項
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授4計画（応用物理）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 ガイダ|ス，座標èと力・速P・加速P

2 軌Æと加速P+接線成分・法線成分 加速Pw軌Æ+接線成分と法線成分に分けて
す接線加速Pと法線加速P+意�w理解する．

3

4 重力と速Pに比例する抵抗力7µくとき+質ã+運動

5 束縛運動

6 単振動

7 演> これま<+内�+復>と演>によŒ理解wùめる．

8 中π試Ω 中π試Ωま<+授業内�に�する試Ωw∫ª．出õ方�は試Ω�に通知する．

9 中π試Ω解答，抵抗力・強制力7µくとき+運動方程(

10 ばねに�ばれた質ã+運動

11 万有引力

12 ガリレイ+相√性原理 慣性èに√して等速直線運動する座標èは慣性è<あることw理解する．ガリレイ変'による運動方程(とそ+解wÜめる．

13 慣性èに√して加速P運動する座標è<+質ã+運動

14 慣性èに√して回転する座標è<+質ã+運動

15 演> これま<+内�+復>と演>によŒ理解wùめる．

16 運動(と力積+�)およ/運動(保存則w理解する．また，力+モーメ|トと角運動(+意�w理解する．

17

18 ポテ|シャ3エネ3ギーと力学´エネ3ギー保存則

19 質ãè+重Õ üく+質ãかÄなる質ãèにおける重Õ（質(中Õ）+意�w理解する．具Ö例に√して重ÕwÜめる．

20 質ãè+運動方程(と保存則

21 衝突

22 演> これま<+内�+復>と演>によŒ理解wùめる．

23 中π試Ω 中π試Ωま<+授業内�に�する試Ωw∫ª．出õ方�は試Ω�に通知する．

24 中π試Ω解答，剛Ö+運動方程(

25 剛Ö+つŒœい 剛Ö+つŒœい条—w理解し，具Ö例に√してつŒœい条—wÜめる．

26 固∑’+まわŒ+剛Ö+運動

27 慣性モーメ|ト 回転運動に√する慣性w
す慣性モーメ|トw理解する．基本となる形/+慣性モーメ|トw計算する．

28 剛Ö+回転運動

29 剛Ö+平面運動

30 演> これま<+内�+復>と演>によŒ理解wùめる．

授業+0め方，到達目標と評¡方法などw説6する．物Ö+位置w
す座標è，力+成分，物Ö+位置+時π´変7w
す速
Pと加速Pw理解する．

ニュート|+運動+3法則，重力だけ7µくとき+質ã+運動 ニュート|+運動+3法則w確:する．力として重力だけ7µくとき+質ã+運動について，座標èw;め，運動方程(wたて，初
期条—+もとに運動方程(w解くと質ã+運動7Üまることw理解する．

重力に加え速Pに比例する抵抗力7µくとき+質ã+運動について，運動方程(+立て方とそ+解き方w理解する．また，終速
Pw理解する．

物Ö+運動7特∑+線または面‚に限∑される束縛運動について，そ+ときにµく束縛力（垂直抗力，摩擦力等）w理解する．そ
して，束縛力7µくとき+運動wÜめる．

単振動+意�w理解する．距Eに比例する復元力7µくとき+質ã+運動，Fに�ばれた質ã+微小振動（単振Œ子）7単振動
になることw運動方程(とそ+解よŒ理解する．

中π試Ω+�Gw確:する．また，復元力に加え，速さに比例する抵抗力およ/強制力7µくとき+運動方程(+立て方w理解
する．

種Ñ+形H+ばねに�ばれた質ã+運動wìえる．質ãにµく力，運動方程(+立て方，平衡位置+Üめ方，振動+周期等w理
解する．

ニュート|+万有引力+法則w確:する．重力は万有引力<あることw理解する．惑L+運動，静止衛L，振Œ子時計+周期等w
ìえる．

慣性èに√して加速P運動している座標è<は，実Q+力とともに加速Pによるみかけ+力wìえると，慣性èとSじよªに運動
方程(7立てÄれることw理解する．慣性èと加速Pè<運動方程(w立て，そ+解w比Uする．

慣性èに√して一∑+角速P<回転する座標è<は，コリオリ+力と遠Õ力wìえれば，慣性èとSじよªに運動方程(7成Œ
立つことw理解する．

運動(保存則，角運動(保存則(1)

角運動(保存則(2)，仕«と運動エネ3ギー 力+モーメ|トと角運動(+�)およ/角運動(保存則w理解する．また，仕«と運動エネ3ギー+�)，仕«+計算方法w理
解し，具Ö例に√して仕«w計算する．

仕«7経ZによÄ[座標だけ<;まる保存力w理解し，保存力に√するポテ|シャ3エネ3ギー（位置エネ3ギー）wÜめる．運
動エネ3ギーとポテ|シャ3エネ3ギー+和<ある力学´エネ3ギーについて，そ+保存則w理解する．

質ãèに外力と内力7µくとき+運動方程(w理解する．質ãè+重Õは全質(7重Õに集中し，外力もすべて重Õにµいて
いるとき+1つ+質ãとSじ運動wすることw理解する．また，質ãè+保存則w理解する．

質ã+衝突+問õwìえる．弾性衝突と非弾性衝突，bねcŒ)数（反Ç)数），およ/これÄと運動エネ3ギー+�)w理解す
る．

中π試Ω+�Gw確:する．剛Ö+運動w重Õ運動とそ+まわŒ+回転運動にわけてìえるとき+運動方程(+ìえ方w理解
する．

固∑’+まわŒに回転する剛Ö+運動方程(w回転角w用いて
す．質ã+並0運動と剛Ö+回転運動における運動方程(
wfg物理(+√比�)w理解する．

慣性モーメ|トに�する∑理w理解し，それw用いて慣性モーメ|トwÜめる．そして，具Ö´な剛Ö+回転運動に√して運動方
程(w立て，それw解くことによŒ剛Ö+回転運動wÜめる．

剛Ö7平面内<並0運動と回転運動する平面運動に√して，運動方程(w立て，それw解くことによŒ剛Ö+平面運動wÜめる
．

K
考

�期，後期ともに中π試Ωおよ/∑期試Ωw実hする．
本科目+修iには，60 時π+授業+受講と 30 時π+«�・«後+自己学>7必9<ある．
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科　目

担当教員 戸崎 哲也 教授

対象学年等

学習・教育目標 A3(50%), A4-D4(50%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 仕��作��ソフトウェ�設 !レポート�演&'評)する．

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 適/プリント!配4する

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年Bシラバス

ソフトウェ�工学 (Software Engineering)

電子工学科・4年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授4�
概6�方針

システムエンジニ�にとってj顧lから�要p!分rしてシステム設 !tいjプログラム!実yしてテスト!zねj運用・保
�する技ÅÇpめられる．本講義'はjこれら�プロセス!チーム開ã!通して学&すること!目çとする．前è'はjソフト
ウェ�工学�意義と構造ìプログラミングにzï!ñきj後è'はグラフィックライブラリ!用いûゲーム開ã!通してソフ
トウェ�工学�理°!¢める．

【A3】ソフトウェ�開ã�プロセスと基礎概念ßモジュラリティ・段階ç詳細
ì・情報隠蔽・抽象ìなど）Ç理°'きる．

ソフトウェ�開ã�プロセスと基礎概念�理°B!前è中間試∫と演&'評
)する．

【A3】分ªコンパイルjプリプロセッサjバージョン管理j変√�ƒ≈∆い方
等!理°'きる．

分ªコンパイルjプリプロセッサjバージョン管理j変√�ƒ≈∆い方Ç理°'
きているか!前è中間試∫と演&'評)する．

【A3】グラフィックライブラリ!用いûプログラム開ãÇ'きる． グラフィックライブラリ!用いûプログラミング�理°B!後è中間試∫と演
&'評)する．

【A4-D4】要pに»じû仕�!作�しjソフトウェ�!設 することÇ'きる
．

【A4-D4】チーム'作�しû作 !プレゼンテーション形Õ'紹œしj実際
に利用してもらう．

プレゼンテーション�内’�jクラス内�相互評)等'チームごと�作 �評
)!tう．

�Ÿはj試∫50%　レポート20%　演&10%　プレゼンテーション€‹作 評)20%　として評)する．試∫ïはj前è
およ‹後è�中間試∫�単純平·�50%'評)する．総合評)100ï満ï中60ï以Á!合Ëとする．

「新訂新C言語入門シニ�編」：林晴比古ßソフトバンク）
「ソフトウェ�工学」：高橋直久j丸山勝久ß森北出版）
「OpenGLによる3次�プログラミング」：林武文j加藤清敬

プログラミングIjプログラミングII

履修:�
注意事項

本科目は「仕��からプログラム!実際に実�'きること」!学&する．こ�科目�特徴Áj試∫とそ�他演&等�評)比
�!�じとする．
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授4計画AソフトウェF工学）

テーマ 内容A目標・準Mなど）

1 ソフトウェ�工学�基礎概念

2 開ãプロセス

3 要p分r

4 構造ì分rとオブジェクト指向分r 要p!仕�ìする技�に構造ì分rとオブジェクト指向分rÇある．ここ'はjデータフロー!用いû分r手�について れる．

5 �ーキテクチ"設 

6 プログラミング ユーザインタフェース設 jモジュール設 !%てjこれら!具体ìするûめ�プログラミング�技�に(して れる．

7 チーム編�!tいj要p!分rして仕�ìしj構造ì分r��ーキテクチ"分r等ディスカッション!tう．

8

9

10 モジュールìと機能分ªに(する講義

11

12

13 途中%過報告 チームごとに途中%過!プレゼン形Õ'報告する．作業�進捗状況j仕�変3�有無j完�目処j問題ï等!報告する．

14

15 作 ã表 完�させû作 �報告!tう．まûj相互に動作!確@しj作 � 評!tう．

16 グラフィックライブラリ!用いûゲーム開ãに(する要p!提Bしj仕�!検Dする．

17

18

19

20 グラフィックライブラリ�利用に(する演&課題にƒ≈Fむ．

21 グラフィックライブラリ�利用に(する演&課題にƒ≈Fむ．

22 中間試∫ グラフィックライブラリ�利用に(する知I!中間試∫'問う．

23 試∫返Kと仕��再検D

24

25

26

27 途中%過報告 途中%過!プレゼン形Õ'報告する．作業�進捗状況j仕�変3�有無j完�目処j問題ï等!報告する．

28

29

30 作 ã表 完�させû作 �報告!tう．まûj相互に動作!確@しj作 � 評!tう．

ソフトウェ�工学�基礎概念について概Mしj本授業�1年間�Nれ!MOする．まûj演&環Q�チーム開ãについてMOする
．

要p分rから保�・運用にRるま'�ソフトウェ�開ã�プロセスモデル!MOする．ウォーターフォールTモデルj進ìTプロセ
スモデルj�ジ"イルプロセスモデル等�MO!tう．

ソフトウェ�開ãにおいてj顧l�利用U�要p!正確に把XすることÇz要'ある．ここ'はj要p獲得j要p仕�ìj要p確@
に(して れる．

�ーキテクチ"設 'はj性能�変3’易性など�非機能^から要p分rしてど�ような構造にすべきか!`める．ここ'はj�
ーキテクチ"�設 手�について れる．

チーム開ãß第1課題）�提Bとグループディスカッション

中間試∫(教bにて) 1週目から7週目ま'�知I!試∫'問う．

試∫返Kとチーム開ãß第1課題）�MO 中間試∫!返KしてMO!tう．まûjチーム開ãß第1課題）�課題!提Bする．

チーム開ãß第1課題）�内’に基づいてモジュールìと機能分ª�MO!tいjfごとに仕�!検Dする．

チームごと'�作業1 チーム開ãß第1課題）�作業!tう．

チームごと'�作業2 チーム開ãß第1課題）�作業!tう．

チームごと'�作業3 チーム開ãß第1課題）�作業!tう．こ�g'完�!目指す．

チーム開ãß第2課題）�MO

グラフィックライブラリ�利用1　キ"ラクタ�作� グラフィックライブラリとして有hなAPI'あるOpenGLに(するMO!tいj簡単なオブジェクト�描l�シェーディングに(し
てMOしjゲームに登nするキ"ラクタ�作�に(する知I!実&!通して得る．

グラフィックライブラリ�利用2　オブジェクト�移動 平t・g転・拡大変sすること!総tして�フィン変sとuぶ．これ!用いてキ"ラクタ等�オブジェクト!変sしû≈j�ニメーシ
ョンに(するMO!tいj実&!通して理°!¢める．

グラフィックライブラリ�利用3　いろいろなイベント glutとよばれるユーザツールキット!用いûマウス�キーボードイベントに(するMO!tいj実&!通して理°!¢める．

グラフィックライブラリ�利用に(する演&1

グラフィックライブラリ�利用に(する演&2

中間試∫!返Kしてそ�MO!tう．まû16週目'作�しû仕��再検D!tいj開ã�分担Çめ!tう．

チームごと'�作業1 チーム開ãß第2課題）�作業!tう．

チームごと'�作業2 チーム開ãß第2課題）�作業!tう．

チームごと'�作業3 チーム開ãß第2課題）�作業!tう．

チームごと'�作業4 チーム開ãß第2課題）�作業!tう．

チームごと'�作業5 チーム開ãß第2課題）�作業!tいj完�させる．

M
考

前è中間試∫およ‹後è中間試∫!実Éする．
本科目�修得にはj60 時間�授業�受講と 30 時間�事前・事後�自己学&Ç必要'ある．
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科　目

担当教員 橋本 好幸 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-D1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7 電磁�と��か�説�できるか�定期試"およ%レポー)で評+する．

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 「電気学会大学講座 電気磁気学問題演習詳解」：桂井 誠（電気学会）

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年Qシラバス

電気磁気学Ⅱ (Electromagnetics II)

電子工学科・4年・前期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授4�
概6�方針

電磁気学�p物質st電子t運vによっyzじるさまざま�現Å�記Éする学問でありp洗áされâ体ã�もっyいる．こ
t講義で�p3年で学んë静電ìにま つわる諸法òにôきöきp電子t運vとしyt電úとpそれにûっyzじる磁ìp電
ìと磁ìt対応pそしyそれら�統£するマクスウェ®方程´まで�理解で きるようp教科ÆにØっy∞めyいく．

【A4-D1】電気ãt基礎法ò�理解できる．まâp電úと静電ìt関∂�
説�できる．

電気ãt基礎法ò�理解しyいるかp電úと静電ìt関∂�説�できるか�
s間試"およ%レポー)で評+する．

【A4-D1】ビオサバー®t法òpアンペア周回積¡t法ò�理解しp計√に
適応できる．

ビオサバー®t法òpアンペア周回積¡t法ò�理解しp計√に適応できる
か�s間試"およ%レポー)で評+する．

【A4-D1】磁性体t性質�理解しp磁性体sでt電磁ì現Å�説�できる
．

磁性体st磁ìt変化p磁性体t種類p磁束密Qと磁ìtÃい�理解できy
いるかpまâ電磁誘Œt物理的理解�できyいるか�定期試"およ%レポー
)で評+する．

【A4-D1】インダクタンスt意‘�理解しp各種Œ体ãにおけるインダクタ
ンス�計√できる．

インダクタンスt意‘�理解しp各種Œ体ãにおけるインダクタンス�計√で
きるか�定期試"およ%レポー)で評+する．

【A4-D1】電磁誘Œt法ò�◊いâ各種計√�できる． 電磁誘Œt法ò�◊いâ各種計√�できるか�定期試"およ%レポー)で評
+する．

【A4-D1】マクスウェ®t方程´�説�できp各種計√に適応できる． マクスウェ®t方程´�説�できp各種計√に適◊できるか�定期試"およ
%レポー)で評+する．

【A4-D1】電磁�と��か�説�できる．

成Ÿ�p試"80%　レポー)20%　としy評+する．�おp試"成Ÿ�ps間試"と定期試"t平均›とする． 100›満›
で60›以·�£‚とする．まâp各試"�60›未満で再試"�実Êする場£�p70›以·で£‚としp当該試"t›数
�60›とする．

「電気学会大学講座 電気磁気学」： 山田直平p桂井 誠(電気学会)

電気磁気学Ip応◊数学p数学Ip数学IIp物理

履修:�
注意事項

3年zで学習しâ電気磁気学It静電ìt内についy十¡に復習し理解しyおくこと．
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授4計画（電気磁気学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 連öŒ体sでt電ú¡布 Œ体sでt電úp電út場と静電ìt関∂についy学習しp各種問題に適応できるように�る．

2 ビオサバー®t法ò�◊いyp直線状Œ線t˜る磁束密Q�計√できるように�る．

3 ビオサバー®t法ò�◊いyp円˘コイ®t˜る磁束密Q�計√できるように�る．

4 アンペア周回積¡t法ò アンペア周回積¡t法òについy理解しp説�できるように�る．

5 磁束¡布t計√ 無限長˘状p有限長˘状における磁束¡布t計√�できるように�る．

6 電úによる磁束と電úにˇく力

7

8 s間試"

9 磁性体t概要（s間試"答�t返�と解説��む）

10 磁性体tある場£t磁ì 磁性体�ある場£t磁ìについy計√できるように�る．

11 磁気回
と電気回
 磁気回
と電気回
t相�についy理解しp磁気回
t計√�できるように�る．

12 インダクタンス

13 電磁誘Œ現Å 電磁誘Œ現Åt基礎についy学習�
う．電磁誘Œ現Åと��かについy説�できるように�る．

14 マクスウェ®t方程´と電磁�

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

ビオサバー®t法ò�◊いâ磁束密Qt計√（1）

ビオサバー®t法ò�◊いâ磁束密Qt計√（2）

電úによりzじる磁ì�計√できるように�る．フレミン�t法ò�理解しp各種Œ体t電ú�úれâときにzじる力�計√できる
．

演習(1) 第1�と第6�t授業内t演習�
う．

電気回
t諸定理pビオサーバー®t法òpアンペア周回積¡t法òおよ%フレミン�t法ò�◊いy各種計√�できるように
しyおくこと．

磁性体t性質p減磁力p磁ìtエネ®ギーについy学習しpそれらt説��できるように�る．まâpヒステリシス���強磁性体
t性質についyも理解する．�おp授業最�にs間試"t答�返�と解説�
う．

インダクタンスt定義�理解しpそれ��か説�できるように�る．まâp簡単�˘tインダクタンス� めること�できるように�る
．

マクスウェ®t方程´�´で!せpそれらt´t意‘�説�できるように�る．電磁�と��か�説�できるように�る．まâp電
磁���v方程´で!すこと�できるように�る．

演習(2) 第9�から第14�t授業内についy演習�
う．

K
考

前期s間試"およ%前期定期試"�実Êする．
本科$t修%に�p30 時間t授業t受講と 60 時間t事前・事)t自己学習�必要である．事前学習で�p次回t授業に関する資.�閲0しp各自で内�理解しyおくこと．
事)学習で�p当1t授業t復習�
いp理解Q�確3すること．まâp適宜p課題�配7するtでp指定期1までにレポー)提:すること．
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科　目

担当教員 西 敬生 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-D2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「半導�デバイ�」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）

参考書

関連科目

毎,-授./電12持4すること．

神戸市立工.高等専門学校 2025年Fシラバ�

半導�工学 (Semiconductor Engineering)

電子工学科・4年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授4�
概6�方針

現d-エレクトロニク�k半導�/よっnoえられnいる．こ-半導�2，エネルギバンxy電子輸送現|など-固�物理
-基Éから学ぶととも/，ダイオーxyトランジ�ã/dåされる半導�デバイ�としn，応用ëからもíì理îできるよó学
んでいì．授.で出nìる数ö-ほとんどk実生ùでkûわない†-も-ばかりであるため，演ßなどで比較検´すること
で¨れながら理îすること2目Øす．

【A4-D2】半導�といó物∞-結晶構¥yそ-特∑-概π/ついn説明
できる．

半導�とkど-よóな∑∞2もった物∞か2Ωóこと2レポートおよ¿前期中
間試∆-中で«い評…する．

【A4-D2】金属，半導�，絶縁�-抵抗–2バンx構¥-—いなどから定
∑”/説明できる．

グラ’y÷2ûっn3つ-—い2説明するΩÿ2レポートおよ¿前期中間試∆
-中で«い評…する．

【A4-D2】半導�中-キャリ‹密F-導出y，状態密F，占有確–と-関
‰/ついn説明できる．

キャリ‹密F-Ây状態密F，占有確–-意Áy実際Èからö2計Îさせる
Ωÿ2レポートおよ¿前期定期試∆で出ÿすることで評…する．

【A4-D2】xリ’ト電流（オーÓ-法則）y拡散電流（’ィック-法則）がわ
かり，抵抗–と移動Fyキャリ‹密F-関‰がわかる．

物∞中-オーÓ-法則yキャリ‹-拡散/よる拡散電流-Â2説明させるΩ
ÿy，実際Èからö2計ÎさせたりするΩÿ2前期定期試∆で出ÿしn評…
する．

【A4-D2】pn接˘-整流∑yそ-起¸2，エネルギバンx÷y文˛で説明
できる．

pn接˘-整流∑2エネルギバンx÷で説明させたり，拡散電位-起¸2説明
させるΩÿ2後期中間試∆で出ÿし，評…する．

【A4-D2】pn接˘-空乏層�y静電容�2，不純物密Fなど-諸条�と
数Âから見�もることができる．

pn接˘-接˘状態/よっn空乏層�y容�2導出させるΩÿ2レポートおよ
¿後期中間試∆で出ÿし，評…する．

【A4-D2】MOS構¥-周波数特∑yMOS-FET-�チャネル効�/つい
n説明できる．

MOS構¥/ついnエネルギバンx÷y構¥÷，周波数特∑-グラ’など2用
いn説明するΩÿy，MOS-FET-�チャネル効�/ついn説明させるΩÿ
2後期定期試∆で出ÿし評…する．

成�k，試∆90%　レポート10%　としn評…する．100点満点中60点以�2˘ とする．4,-試∆-平"2試∆点と
する．また，各試∆/おいn再試∆2実&する場˘k，70点以�で˘ とし，当該試∆-点数260点とする．

「半導�デバイ�-基É理+とプロセ�技術　第2版」：S.M. ジィー （産.÷書）
「応用物∑」：佐藤勝昭（オーÓ社）
「半導�工学　第3版　-半導�物∑-基É- 」：高橋清（森北出版）
「電子情報通?レクチャーシリーズ A-9 電子物∑とデバイ�」：益一哉・天川修平（コロG社）

電子デバイ�(3年)，Hエレクトロニク�(5年)

履修:�
注意事項
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授4計画（半導体工学）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 半導�-電子構¥：半導�材料，結晶構¥，不完全∑

2 半導�-電子構¥：エネルギバンx構¥，エネルギ準位

3 半導�-電子構¥：結晶中-電子

4 半導�-電子構¥：状態密Fと占有確–

5 半導�-電子構¥：キャリ‹密F-導出と真∑キャリ‹密F

6 半導�-電子構¥：’ェルP準位

7 半導�-電子構¥：これまで-まとめ これまで出nきたÂy現|2ûっnΩÿ2îき，理î2定Qさせる．

8 中間試∆

9 試∆î説 試∆îR-î説およ¿学生/よる学ß目標達成F評…2«ó．

10 半導�.U-企.-Wy，半導�-研Y2されnいる研YZから-講演2聴講する．

11 半導�/おける電気伝導：キャリ‹-熱運動，xリ’ト電流

12 半導�/おける電気伝導：ホール効�

13 半導�/おける電気伝導：キャリ‹密F-温F特∑

14 半導�/おける電気伝導：拡散電流

15 半導�/おける電気伝導：連d-Âと拡散W程Â

16 半導�.U-企.-Wy，半導�-研Y2されnいる研YZから-講演2聴講する．

17

18

19

20

21

22 前,-授.でfられた空乏層�2導出するÂなど2用いn定�”/評…する．

23 中間試∆

24 試∆î説 試∆îR-î説およ¿学生/よる学ß目標達成F評…2«ó．

25 異種材料Uë

26 異種材料Uë

27

28

29

30

金属y半導�，セラPック�など材料-分類，単結晶y多結晶，非晶∞など-固�-分類，ダイヤモンx構¥，閃亜鉛鉱構¥といó
結晶構¥/よる分類y結晶-不完全∑/ついnsえる．

一原子-中，そしn固�-中-電子がとるエネルギ準位/ついnsえる．こ-エネルギ準位から形成されるバンx構¥，また電子
-存wがxされない禁制{/ついn発}させる．予ßk教科書pp.5～72よìÄみ，Â(1.1)2理îしnìること．

前,-バンx構¥2ûっn金属，半導�，絶縁�2描Éし—い2sえる．またÑ遷移”といó言à-意Áy，禁制{�が物∞固有
-も-で，禁制{で-電子遷移/より正äが生じることなど/ついnsえる．予ßkpp.7～102よìÄむこと．

多数-荷電粒子-挙動2êóため，一ë-粒子-運動W程Âでkなì，統計力学2用いn粒子î2å現する．粒子-ë数/対
応する「キャリ‹密F」2å現するため-「状態密F」と「占有確–」/ついnsえる．また「有効∞�」/ついnもî説する．

あるエネルギ-範囲ò/あるキャリ‹-密F2導出する/k，前,導いたÂ2�分しnôめる．そ-Â-}ö/よっn導電{（…
電子{）中-電子（正ä）密F-Â2導出する．真∑キャリ‹密F，pn�/ついnsえる．前,-講義2よì復ßしnおìこと．

半導�デバイ�-動作説明/よì用いられる「’ェルP準位」/ついnsえる．水ë-高さ/ûn，’ェルP準位も電子がど-エネ
ルギ-高さまでいるか2åす�である．予ßkpp.20～232よìÄみ，わからないところ2チェックしnおìこと．

半導�-特†2，電気”な∑∞yバンx構¥など-観点から説明させる．授.中-重π語§/ついn説明させたり，キャリ‹密F
-導出など2«ó．

半導�.U/関する講演会I

熱/よる原子-¶れ動き（ 子振動）yキャリ‹-熱運動，外部電U/よるxリ’ト電流/ついnsえる．キャリ‹-流れでsえた
とき-オーÓ-法則も導出する．予ßkpp.25～282Äむこと.抵抗–/ついn復ßしnおìこと．

xリ’ト電流と印加磁U/よっn生じる起電力-関‰2説明するホール効�/ついnsえ，こ-効�-測定/よっnØがわかる
かまで発}する．電磁気学-ローレン∞力/ついn学ßしnìること．

金属と半導�-—いとしnよìå現される抵抗–-温F依存∑/ついn，半導�-キャリ‹密F-温F依存∑と-関‰からs
える．予ßとしnpp.30～312よìÄむこと，金属-抵抗–-温F依存∑/ついn≤べnìること．

粒子が拡散する様子2数Âでåすとどóなるか，それ2電子y正ä/適用した場˘/電流がど-よó/記∑できるか/ついns
える．また‹インシュãイン-関‰Â/ついnもπれる．予ßkpp.31～332よìÄむこと，電流-定義2復ßすること．

半導�中で-キャリ‹-生成と消ªy，キャリ‹-拡散/よる流れ2記∑した拡散W程Â/ついnsえ，p.38-Â(2.37)-各項
/ついn理îする．半導�-中で重πな役æ2演じる「トラップ」/ついnもsえる．予ßkpp.33～412Äんでおìこと．

半導�.U/関する講演会II

pn接˘：整流∑-原理，拡散電位-導出 ダイオーxとしn用いられる整流作用がなø起こるか2エネルギバンx÷からsえ，電流電圧特∑と-関連2理îする．また空乏
層中-電U分¡から拡散電位-Â2導出する．予ßkpp.45～492よìÄむこと．

pn接˘：少数キャリ‹-注入，拡散W程Â/よる理想特∑-導出 理想”なpn接˘k電圧印加∆/拡散/よる荷電粒子-流れが起こり，それが過剰少数キャリ‹となる．予ßとしnpp.49～512
Äんでおìこと．

pn接˘：拡散W程Â/よる理想特∑-導出 電圧印加∆/理想”なpn接˘中/流れる拡散電流2拡散W程Â2用いn導出する．2˛-拡散W程Â2用いnpn接˘中-
電流2導出する．予ßとしnpp.52～552Äんで，…れnいるÂなどがあれば1，2˛-該当部分2Äみ しnおìこと．

pn接˘：理想特∑から-ずれ，再結˘電流 前,ôめたpn接˘-理想特∑/対しn，実際-pn接˘-特∑がどれだけずれnいるか2確Õし，そ-ずれ-理Œ2sえる．キャ
リ‹-生成と再結˘/ついn2˛-pp.33～40-関連部2復ßしnおìこと．またpp.56～602よìÄんでおìこと．

pn接˘：空乏層-静電容�と� pn接˘-p形－空乏層－n形といó構¥kコンデン–とsえられ，静電容�2有しnいる．こ-静電容�と空乏層�2導出する．
階段接˘y傾斜接˘といった接˘形態でどó’わるか2確Õする．電磁気学-ポ‹ソン-W程Â2学ßしnおìこと．

pn接˘：空乏層-静電容�と�

pn接˘2エネルギバンx÷で説明させたり，拡散電位y空乏層�など-導出2«ó．

半導�と金属-接π/よっnfられる電気特∑/ついn学ぶ．予ßとしnpp.78～822よìÄんでìること．

前,-dき2«ó．pp.86～892よìÄんでìること．

MOS構¥-特∑ MOS-FET-原理となるMOS構¥/ついnsえ，蓄�，空乏，反転状態-エネルギバンx÷2描ì．またそ-とき-静電容�-’
⁄y周波数特∑/ついnもsえる．予ßとしnpp.89～942よìÄんでìること．

MOS構¥-特∑およ¿MOS-FET 前,-dきおよ¿MOS-FET-構¥と原理/ついnsえる．MOS-FET-電流－電圧特∑/ついnnチャネルypチャネルなど-
—いでど-よó/’わるかなど/ついnsえる．予ßとしnpp.122～1282よìÄんでìること．

MOS-FET：MOS-FET-�チャネル効� MOS-FET-前,-dきとMOS-FET-�チャネル効�/ついnsえる．予ßとしnpp.129～1312よìÄんでìること．

MOS-FET：�チャネル効�とSOI構¥，FinFET MOSトランジ�ã-�チャネル効�とそれ2€‹トランジ�ã-構¥/ついnsえる．予ßおよ¿復ßとしnpp.129～1312よì
Äんでìること．

K
考

前期，後期とも/中間試∆およ¿定期試∆2実&する．
本科目-修f/k，60 ∆間-授.-受講と 30 ∆間-事前・事後-自己学ßが必πである．
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科　目

担当教員 荻原 昭文 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-D1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年!シラバス

電気回)Ⅲ (Electric Circuit III)

電子工学科・4年・前期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授4�
概6�方針

電気回)においてF起電HIJえてかM十Oに時QR経TすればF各YZ電[\電]^定常状bになるe本講義で^F電
気回)R定常状bにhるまでZ電[\電]R変kする現象（T渡現象pについてFLR回)FRC回)FLC回)F RLC回)
等Z基本方程wについて学xするe

【A4-D1】RL回)I微O方程wIzいて{しFT渡電[およ~T渡電]
R計Äできるe

RL回)ZT渡電[およ~T渡電]IÄÇできるかどうかIF中Q試áおよ~
レポーãZ内çで評èするe

【A4-D1】RC回)I微O方程wIzいて{しFT渡電[およ~T渡電]
R計Äできるe

RC回)ZT渡電[およ~T渡電]IÄÇできるかどうかIF中Q試áおよ~
レポーãZ内çで評èするe

【A4-D1】LC回)I微O方程wIzいて{しFT渡電[およ~T渡電]
R計Äできるe

LC回)ZT渡電[およ~T渡電]IÄÇできるかどうかIF中Q試áF定期
試áおよ~レポーãZ内çで評èするe

【A4-D1】RLC回)I微O方程wIzいて{しFT渡電[およ~T渡電]
R計Äできるe

RLC回)ZT渡電[およ~T渡電]IÄÇできるかどうかIF定期試áおよ
~レポーãZ内çで評èするe

【A4-D1】RLC電気回)におけるインダクタンスF抵抗FコンデンöなどZ各
要úZùに関üし†°なる減衰状bについて計Äできる.

RLC回)Z各要úZùにおける減衰状bZ•いIÄÇできるかどうかIF定
期試áおよ~レポーãZ内çで評èするe

成ß^F試á85%　レポーã15%　として評èするe試á成ß^中Q試áと定期試áZ平均¨とするe100¨満¨で60
¨以∞I合≤とするeなおF臨時試áI¥う場合に^最高60¨で評èするe

「基礎T渡現象」：本郷忠敬(オーø社)

「T渡現象Z¡え方」：雨宮好文（オーø社p
「例∆で学«T渡現象」：大重 HF森本義広F神田一伸 （森北Ç版p
「回)Z応答」：武Y幹（コロ÷社p

2年 電気回)IF3年 電気回)IIF3年 数学IF4年 応z数学

履修:�
注意事項

授業IŸけるにあ†って^F微O方程wIzい†計ÄRできることeなおFレポーãI実fiするZでF予x・復xI十Oに¥う
ことe
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授4計画（電気回EⅢ）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1

2

3

4

5

6

7

8 中Q試á

9 中Q試áZ解‚と„エネルギー回)

10

11 „エネルギー回)に直]起電HIÈえ†場合Z充放電現象において微O方程wIzい†取Ìについて学xするe

12

13 インダクタンスF抵抗FコンデンöIÓÔ電気回)ZT渡現象Z概要について学xするe

14 インダクタンスF抵抗FコンデンöIÓÔ電気回)に直]起電HIÈえ†場合Z特性方程wZ導Çについて学xするe

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

ガイダンスF RL回)ZT渡現象 授業Zıˆ方F 到達目˙と評è方˚などI‚¸する. 抵抗RとインダクタンスLかM構成される単エネルギー回)におけるT渡
現象Z概要について‚¸しF微O方程wIzい†電]・電[Z時QZ{し方について学xするe

RL回)ZT渡現象（直]回)Ip 抵抗RとインダクタンスLかM構成される単エネルギー回)に直]起電HIÈえ†場合Z微O方程wでZ{し方と導Çについ
て学xする.

RL回)ZT渡現象（直]回)IIp 抵抗RとインダクタンスLかM構成される単エネルギー回)に直]起電HIÈえ†場合Z回)定数R変kし†場合Z微O方程
wでZ{し方と導Çについて学xする.

RL回)ZT渡現象（交]回)pと演x 抵抗RとインダクタンスLかM構成される単エネルギー回)に交]起電HIÈえ†場合ZT渡現象について学xするeま†FRL
回)に関してこれまでに学xし†内çに関する演xI¥いF理解!Z確�I¥うe

RC回)ZT渡現象（直]回)Ip 抵抗RとコンデンöCかM構成される単エネルギー回)に直]起電HIÈえて充電され†場合ZT渡現象についてF 微O方程
wIzい†導ÇZ仕方について学xするe

RC回)ZT渡現象（直]回)IIp 抵抗RとコンデンöCかM構成される単エネルギー回)においてF充電され†コンデンöかMZ放電現象Z場合ZT渡現象につ
いて学xするe

RC回)ZT渡現象（交]回)pと演x 抵抗RとコンデンöCかM構成される単エネルギー回)に交]起電HIÈえ†場合ZT渡現象について学xするeま†FRC回)
に関してこれまでに学xし†内çに関する演xI¥いF理解!Z確�I¥うe

第1週～第7週までZ講義内çについて中Q試áI実fiするe

中Q試áZ解答
~解‚I¥うeインダクタンスLとコンデンöCかM構成される„エネルギー回)においてF エネルギーZ授Ÿ
等に関する微O方程wIzい†取�Ìいについて学xするe

LC回)ZT渡現象 インダクタンスLとコンデンöCかM構成される„エネルギー回)に直]起電HIÈえ†場合Z概要について学xするe

LC回)ZT渡現象(直]回)p

LC回)ZT渡現象（交]回)pと演x „エネルギー回)に交]起電HIÈえ†場合Z微O方程wIzい†取Ìについて学xするeま†FLC回)に関してこれまでに
学xし†内çに関する演xI¥いF理解!Z確�I¥うe

LRC回)ZT渡現象

LRC回)ZT渡現象（直]回)p

LRC回)Z減衰状b インダクタンスF抵抗FコンデンöIÓÔ電気回)においてFこれM各要úZùに関üし†°なる減衰状bにおける取Ìいについ
て学xするe

L
考

前期中Q試áおよ~前期定期試áI実fiするe
本科目Z修�に^F30 時QZ授業ZŸ講と 60 時QZ事前・事�Z自己学xR必要であるe事前学xで^F次回Z授業範�について教科書等I��各自で理解できないとこ
ろI整理しておくこと.事�学xで^F授業中に‚¸され†問∆等Z復xI¥うと�にF授業最�に課∆RÇされ†場合^指定期�までにレポーãI提Çすること.
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科　目

担当教員 木場 隼介 准教授 【実務経験者担当科目】

対象学年等

学習・教育目標 A4-D1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「アナロ"電子回&'永田　真+オー.社）

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年@シラバス

電子回&Ⅰ (Electronic Circuit I)

電子工学科・4年・前期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授4�
概6�方針

エレクトロニクス`技術革de広gかi急kである．しかし基rとなるべきことx十分理|しておくことによりÉdしÑ素子・
回&・技術に対áすることâ可ãである．本科目でeダイオーèêバイポーラトランジスタ(BJó)É電界効öトランジスタ
(FEó)x利ùしû電子回&`基本üな†°¢と|析・設計手ßx®にiける．本講義eÉ担当教™â実務x´じて≠û知
Øê経験x∞ま°û内≥となってÑる．

【A4-D1】ダイオーè・BJó・FEó`特徴・電気特性・"ラπâ理|できる． ダイオーè・BJó・FEó`特徴・電気特性・"ラπâ理|できてÑるかx中間試
験およΩレポートで評øする．

【A4-D1】BJó・FEó`直流等ø回&と交流等ø回&â理|できる． BJó・FEó`直流等ø回&ê交流等ø回&â理|できてÑるかx中間試験
およΩレポートで評øする．

【A4-D1】簡易計≈によるバイアス回&`設計âできる． 簡易計≈によりバイアス回&`設計âできるかx中間試験およΩレポートで
評øする．

【A4-D1】基本増幅回&â理|できる． BJóêFEó`基本増幅回&â理|できてÑるかx中間試験およΩレポートで
評øする．

【A4-D1】周波数特性とボーè線図É高周波等ø回&â理|できる． BJóêFEó`周波数特性êボーè線図ÉおよΩ高周波等ø回&â理|できて
Ñるかx中間試験まûe定期試験およΩレポートで評øする．

【A4-D1】差動増幅回&およΩそ`性ã向上手ßâ理|できÉ基本üな
設計âできる．

差動増幅回&`原理・動作・利÷êÉそ`性ã向上`ûめに必ÿな電流源
(カレントミラー)回&・ã動負荷等にiÑて理|できてÑるかx中間試験まû
e定期試験およΩレポートで評øする．

【A4-D1】増幅回&`多段‡ê負帰還・位相補Â`目üと効öâ理|で
きる．

増幅回&`多段‡ê負帰還・位相補Â`目üと効öâ理|できてÑるかx
定期試験およΩレポートで評øする．

【A4-D1】基本üな集Áアナロ"増幅回&êそ`ùËâ理|できる．
差動増幅回&など`ÿ素技術x集Áしû集Áアナロ"増幅回&É特にそ`代
Îである演≈増幅Ì`内部回&`うちÉ基本üなも`â理|できるかÉまûそ
`ùËâ理|できるかx定期試験およΩレポートで評øする．

成ÛeÉ試験90%　レポート10%　として評øする．なおÉ試験成ÛeÉ中間試験と定期試験`平均÷とする．100÷満÷
で60÷以上x合˚とする．担当教™`判˝により臨時試験x実�する場合âある．

「LSI設計者`ûめ`CMOSアナロ"回&入門'谷口研二+CQ出版）
「アナロ"電子回&－集Á回&時代`－　第2版'藤井信生+オー.社）
「アナロ"電子回&演�'石橋幸男+培風館）
「定本 トランジスタ回&`設計'鈴木雅臣+CQ出版）
「定本 OPアン 回&`設計'岡村廸夫+CQ出版）

D2「電気回&I'ÉD3「電気回&IIÉ電子デバイス'ÉD4「半導体工学'ÉD5「電子回&II'

履修:�
注意事項

電気回&IÉ電気回&IIÉ電子デバイス`内≥x修≠してÑることx前*とする．
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授4計画（電子回EⅠ）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1 電子回&`基r知Ø

2 バイアスと小信号等ø回&

3

4

5 利≠`周波数特性とボーè線図 利≠`周波数特性とボーè線図にiÑて理|する．

6 増幅回&`周波数応答

7 演�・復�

8 中間試験

9 中間試験結ö`πィーèバックと|答|説É差動増幅回&

10 負帰還`原理É効öÉ種類

11 負帰還`種類と入出6インピーダンス`変‡

12 回&`多段‡と位相補Â`†°¢

13 集Á回&`内部回&

14 電子回&`応ù

15 演�・復�

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

電子回&`構成ÿ素であるダイオーè・バイポーラトランジスタ(BJó)・MOSFEó`構造・動作・特性xeじめとしてÉ電子回&`
学�に必ÿな事<x復�も=めて理|する．特にd規事<としてアナロ"電子回&とディジタ?電子回&`@Ñê制御電源に
iÑて理|する．

信号x直流バイアスと交流小信号に分けて計≈する†°¢ÉおよΩã動素子であるBJó・FEó`増幅作ùê直流・小信号それ
ぞれ`適Fな等ø回&ÎGx理|する．

BJó基本増幅回& エミッタ接Ix中JにÉBJó`小信号増幅回&`種類と挙動ÉùËx理|する．

MOSFEó基本増幅回&・基本増幅回&`まとめ FEó`交流等ø回&にiÑて理|する．MOSFEóxùÑû小信号増幅回&`種類と挙動ÉùËx理|する．BJóおよΩ
MOSFEó`基本増幅回&にiÑてまとめる．

≥量成分â回&`周波数特性に影NxO°ることx説PしÉ等ø回&`≥量成分`影NによるBJóêFEó`周波数応答にi
Ñて理|する．特に高周波で`等ø回&におÑてÉミラー効öも†Qしû周波数応答へ`影Nx理|する．

第1回かS第6回まで`内≥`復�と問題演�xVう．

第1回かS第7回`授業内≥にiÑて試験する．

中間試験`設問`意図É正答ZなどにiÑてπィーèバックxVÑÉ試験問題`|答|説xVう．そ`後É差動増幅回&`回&構
成êそ`特徴É性ã指]であるCMRRにiÑて理|する．

特性â多少不完bでeあるâcきな利≠xdする増幅ÌとÉ特性`eれû減衰Ìxhi合わせて温@変‡などに対するb体
`特性x改nする技術として負帰還âあることx理|する．負帰還により帯pâ改nされることx理|する．

負帰還`種類とÉ負帰還`接続¢ßにより入出6インピーダンスも変‡することx理|する．増幅回&`利≠と帯p幅にeÁâ
一定とÑう関uâあることx理|する．

回&`多段‡により増幅Zx増cさせSれることÉ2段以上`増幅回&でe不安定となる可ã性âあることÉ不安定となる回&x
安定‡させる手ßである位相補ÂにiÑて理|する．

BJó・MOSFEóそれぞれ`増幅回&`構成xùÑてÉ集Á回&内で`演≈増幅Ì`基本回&構成x理|する．まûÉMOSFEó
`演≈増幅ÌにiÑてÉ基本回&x改wしûÉさSに高性ãな増幅Ì`内部回&にiÑて理|する．

アナロ"電子回&e信号増幅`ùËで様yな場zで{われてÑる．生体センサπロントエンè回&ÉCMOSイメージセンサにお
けるノイÄ低減回&である相関2Çサン リン"回&そ`ÑにiÑて学�しÉこれSx´じアナロ"電子回&応ù`Çÿ性x理
|する．

第9回かS第14回まで`内≥`復�と問題演�xVう．

L
考

前期中間試験およΩ前期定期試験x実�する．
本科目`修≠にeÉ30 時間`授業`受講と 60 時間`事前・事後`自己学�â必ÿである．事前学�でeÉ次回`gâ`教科äxãiÉ疑問÷xまとめておくこと．事後学�で
eÉ授業でçされる演�問題x実�しÉ指éâある場合eレポートとして*出すること．
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科　目

担当教員 小矢 美晴 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-D1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年!シラバス

電子回)Ⅱ (Electronic Circuit II)

電子工学科・4年・後期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授4�
概6�方針

エレクトロニクスI技術革MN広範QかS急Uである．しかし基\となるべきことb十分理fしておくことによりmMしn素
子・回)・技術に対qすることs可uである．本教科でN電子回)Iにwきxきm電子回)I基本yなz{|と設計手Äb
ÅにSけさせる．

【A4-D1】A級電力増幅回)mB級電力増幅回)にSnて理fできる． A級電力増幅回)mB級電力増幅回)にSnて理fしてnるかbレポートと小
テストm中間試êで評íする．

【A4-D1】同調増幅回)s理fできm基本yな設計sできる． 同調増幅回)s理fできておりm基本yな設計sできるかbレポートと小テス
トm中間試êで評íする．

【A4-D1】演算増幅óbònô演算回)I設計sできる． 演算増幅óbònô演算回)I設計sできるかbレポートと小テストm中間試
êで評íする．

【A4-D1】発振回)I発振条ùb導üできる． 発振回)I発振条ùb導üできるかbレポートと小テストm定期試êで評í
する．

【A4-D1】振幅変調回)と復調回)I動作原理s理fできる． 振幅変調回)と復調回)I動作原理s理fできるかbレポートと小テストm
定期試êで評íする．

【A4-D1】周波数変調回)と復調回)I動作原理s理fできる． 周波数変調回)と復調回)I動作原理s理fできるかbレポートと小テスト
m定期試êで評íする．

成™Nm試ê80%　レポート10%　小テスト10%　として評íする．なおm試ê成™N2回(中間・定期)I試êI平均Æと
する．100Æ満Æで60Æ以≤b合¥とする．

「アナロ∏電子回)π大類重範(日本理工ü版会)

「演習 電子回)π桜庭一郎m佐々木正規（森北ü版）
「テーŒ別 電子回)例—と演習π島田一雄m南任靖雄（工学図書）
「アナロ∏電子回)π藤井信生（オーfl社）

D2 電気回)ImD3 電気回)IImD3 電子デバイスmD4 電子回)I

履修:�
注意事項

電気回)Im電気回)IIm電子デバイスm電子回)II内Êb修Áしてnることb前Èとする．まômD5I通信実êにÌ関連
するôめm科目間I連Úb重Ûして履修すること．
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授4計画（電子回EⅡ）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1

2

3

4 単同調増幅回)・複同調増幅回)・スタ˜同調回)

5 理想演算増幅ó

6 演算増幅óI基本回)

7 演算増幅óI線形演算回)へI応ò

8 中間試ê

9 中間試êI返˛と発振回)I原理およˇ発振条ù

10 高周波発振回)I同調形発振回)b理fしm説�できる．高周波発振回)I三素子形発振回)b理fしm説�できる．

11 低周波発振回)I移相形発振回)b理fしm説�できる．低周波発振回)Iウィーンブリッ
発振回)b理fしm説�できる．

12 水晶発振回) 高周波発振回)で高精!に発振s�{る回)I水晶発振回)b理fしm説�できる．

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

電力増幅回)(1) トランジスタI代表yな大信号増幅回)であるA級電力増幅回)sある．これらI原理にSnて理fしm説�できる．

電力増幅回)(2) 大信号増幅回)にNB級プッシュプ�電力増幅回)Ìある．B級プッシュプ�電力増幅回)N電力効�N�nsクロスオーバ
ひずみs生じる．これらI原理にSnて理fしm説�できる．

LC並列共振回) 特定I周波数Iみb増幅する回)(周波数選択回))にSnて理fしm説�できる．

1)I共振回)b負+にÌS周波数選択増幅回)にSnて説�しm理fできる．まôm2)I共振回)b負+にÌS周波数選択
増幅回)にSnて説�しm理fできる．広範QI周波数選択,bÌSスタ˜同調回)にSnてÌ理fしm説�できる．

演算増幅óN別-オペアンプとÌ/ばれm入力インピーダンスと差動利Ás非7に大きn差動増幅回)である．これらb理fし
m説�できる．

演算増幅óI基本回)にN反転増幅回)と非反転増幅回)sある．これらb理fしm説�できる．まôm演算増幅óbònô増
幅回)I利Áと帯域幅にN<s一定とn=関>sある．これらb理fしm説�できる．

演算増幅óbònô加算m減算m<分などI回)b理fしm説�できる．まôm演算増幅óbònô非線形回)b理fしm説�でき
る．

1週目～7週目I内ÊにSnて中間試êb実Eする.

中間試êI返˛およˇ問—If説b�=．まôm発振回)I原理にSnて理fしm説�できる．発振回)N正帰還回)I�ープ
利Áb1以≤にすることとm位相条ùから発振周波数b決定することsできる．これらにSnて理fしm説�できる．

高周波LC発振回)

低周波RC発振回)

AMとFMにSnて 情Ob正弦波I振幅にQせる変調b振幅変調(AM)と/ぶ．振幅変調ISさb表す指Uとして変調!sある．まôm情Ob正弦
波I周波数V位相にQせる変調b周波数変調(FM)Wˇ位相変調(PM)と/ぶ．これらb理fしm説�できる．

AMI変復調回) 振幅変調b�=回)にN平衡変調回)VトランジスタI非線形,による振幅変調回)sある．振幅変調波I復調回)にN包
絡線検波回)等sある．これらb理fしm説�できる．

FMI変復調回)
情Ob正弦波I周波数にQせる変調b周波数変調(FM)と/ぶ．周波数変調b�=回)にNリアクタンストランジスタによる周
波数変調回)V可変Ê]ダイオー^による周波数変調回)sある．まômFM波bAM波に変_することでFM波I復調信号bÁ
る回)・原理b理fしm説�できる．

L
考

後期中間試êおよˇ後期定期試êb実Eする．
本科目I修ÁにNm30 時間I授業I受講と 60 時間I事前・事後I自己学習s必eである．事前学習でNm次回I授業に関する部分Iテキストb閲jしm各自で内Êb理fし
ておくこと．事後学習でNmレポート課—などbònて授業I復習b�nm次I授業で�=小テストにむけて理f!bSめておくこと．まôm指定日までにレポートbÈüすること．
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科　目

担当教員 阪下 和弘 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「数値計算」高橋大輔著（岩波書店）

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年2シラバス

数値解析 (Numerical Analysis)

電子工学科・4年・通年・必修・2単位【講義・演習】 ( 学修単位III )

授4�
概6�方針

情報技XY著し[発]によりあらゆd分fghgもj手lにコンピューrs活ugきd時xとなった}電子工学Y分fg
~各種機ÇÉシステÖY設計・評価・環äへY影çなどに数値解析j頻êに利uされî数学的思考òによdô[洞õj
úられdことjû[}こY講義g~î電子工学にお[†重¢な種£Y数学的主•に¶すd数値解析Y基本的な手òと技
XY習ús目的とし†[d}

【A3】数値s2進数g¨す方òîÆØ誤差î有効数¥につ[†説∑gきd} 数値s2進数g¨す方òîÆØ誤差î有効数¥につ[†説∑gきdことsレポ
ー∫と前期中間試¿g60%以上正解s合∆とし†評価すd}

【A3】1変数方程…Y数値的解òs説∑gきd} 1変数方程…Y数値的解òs説∑gきdことsîレポー∫と前期中間試¿g
60%以上正解s合∆とし†評価すd}

【A3】関数Y数値的な補間òî合成òs説∑gきd} 関数Y数値的な補間òî合成òs説∑gきdことs前期中間試¿と前期定期
試¿g60%以上正解s合∆とし†評価すd}

【A3】関数Y数値的積分òs説∑gきd} 関数Y数値的積分òs説∑gきdことs後期中間試¿g60%以上正解s合
∆とし†評価すd}

【A3】関数Y数値的微分òs説∑gきd} 関数Y数値的微分òs説∑gきdことs後期中間試¿g60%以上正解s合
∆とし†評価すd}

【A3】常微分方程…Y数値的解òs説∑gきd} 常微分方程…Y数値的解òs説∑gきdことsレポー∫と後期中間試¿g
60%以上正解s合∆とし†評価すd}

【A3】連立1次方程…Y数値的解òs説∑gきd} 連立1次方程…Y数値的解òs説∑gきdことsレポー∫と後期定期試¿g
60%以上正解s合∆とし†評価すd}

成”~î試¿80%　レポー∫20%　とし†評価すd}試¿成”~î前期・後期それぞれY中間試¿・定期試¿Y計4◊Y
平均⁄とすd}試¿成”80⁄とレポー∫評価⁄20⁄Y100⁄満⁄に¶し†60⁄以上s合∆とすd}

「数値計算ò入門」松田忠重著（三恵社）
「数値計算Y常識」伊理正夫著（共立出版）
「Scilabg学ぶわかりÉす[数値計算ò」川田昌克著（森北出版）

数学IîIIî情報基礎îプログラミングIî IIî電気数学î応u数学Iî IIî電気◊路Iî IIî IIIî電気磁気学Iî II

履修:�
注意事項

数学IîIIY理解j前˝gあd}
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授4計画（数値解析）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 数値解析へY案内

2

3 演習

4 曲�Y推定（ラグランジュ補間） û項…によd補間ògあdラグランジュ補間につ[†学習すd}

5 曲�Y推定（スプライン補間） û項…によd補間ògあdスプライン補間につ[†学習すd}

6 演習

7 曲�Y推定（最小二乗ò） �えられた離�デーrから近似曲�s推定すd最小�乗òにつ[†学習すd}

8 中間試¿

9 試¿返却 中間試¿Y返却と解説}

10 演習 曲�Y推定（最小二乗ò）につ[†計算機su[た演習s�う}

11 関数Y合成（テイラー級数） �えられた関数sテイラー級数g数値的に合成すd方òにつ[†学習すd}

12 関数Y合成（フーリ�級数） �えられた関数sフーリ�級数g数値的に合成すd方òにつ[†学習すd}

13 関数Y合成（離�フーリ�変換î複�フーリ�級数）

14 演習

15 数値積分ògあd台形則îシンプソン則につ[†学習すd}

16 差分òおよ"微分方程…Y数値解ògあdオイラーòにつ[†学習すd}

17 微分方程…Y数値解ògあdホインòとルンゲ・クッròにつ[†学習すd}

18 演習

19 偏微分方程…gあd拡�方程…Y数値的解òにつ[†学習すd}

20 偏微分方程…gあd波動方程…Y数値的解òにつ[†学習すd}

21 演習

22 課•によd復習

23 中間試¿

24 試¿返却 中間試¿Y返却と解説s�[î演習課•につ[†Y補.s�う}

25

26

27 演習

28

29 演習

30 課•によd復習

シラバスに基づ[†1年間Y授業計1s説∑すd}またîアルゴリズÖîプログラÖî計算量î数値¨現î有効数¥îÆØ誤差î89切
り誤差につ[†学習すd}

方程…Y根（2分òî�ュー∫ンò） 方程…Y解ògあd2分òî�ュー∫ンòにつ[†学習すd}

2◊目Y内<につ[†計算機su[た演習s�う}

4◊目î5◊目Y内<につ[†計算機su[た演習s�う}

1◊目から6◊目Y内<に関すd試¿s実>すd}

�えられた離�デーrに¶し†離�フーリ�変換î複�フーリ�級数su[†近似関数s数値的に合成すd方òにつ[†学習
すd}

12◊目î13◊目Y内<につ[†計算機su[た演習s�う}

数値積分（台形則îシンプソン則)

常微分方程…Y数値的解ò(1)

常微分方程…Y数値的解ò(2)

16◊目î17◊目Y内<につ[†計算機su[た演習s�う}

偏微分方程…Y数値的解ò(1)

偏微分方程…Y数値的解ò(2)

19◊目î20◊目Y内<につ[†計算機su[た演習s�う}

16から21◊目Y内<につ[†Y課•およ"復習s�う}

16◊目から21◊目Y内<に関すd試¿s実>すd}

連立1次方程…Y解ò（ガウスY消去ò） 連立1次方程…Y解ògあdガウスY消去òにつ[†学習s�う}

連立1次方程…Y解ò（LU分解） 連立1次方程…Y効率的な解òにu[られdLU分解Y手òにつ[†学習s�う}

25◊目î26◊目Y内<につ[†計算機su[た演習s�う}

連立1次方程…Y解ò（反復ò） 連立1次方程…Y解ògあd反復òにつ[†学習s�う}

28◊目Y内<につ[†計算機su[た演習s�う}

25◊目から29◊目Y内<につ[†Y課•およ"復習s�う}

K
考

前期î後期ともに中間試¿およ"定期試¿s実>すd}
本科目Y修úに~î60 時間Y授業Y受講と 30 時間Y事前・事後Y自己学習j必¢gあd}
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科　目

担当教員 田原 熙昻 講師

対象学年等

学習・教育目標 A4-D3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 根軌���す�理解��後期定期試!"評$す�．

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年�シラバス

制御工学Ⅰ (Control Engineering I)

電子工学科・4年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授4�
概6�方針

フィードバッY制御Z[基礎的事`[abcやそれg相互j[理論的l一貫o�pgか�しs古典制御理論[体Z�理
解させ�．

【A4-D3】ybgれz条|かg微分c程Ä�作Çしs伝達�Ö�Üめ�こ
とが"き�．

微分c程Äかg伝達�ÖがÜめ�ことが"き�か�å�前期中j試!"評
$す�．まzs伝達�Ö��す�課ë�ybsレポーî�提ñさせそ[理解��
評$す�．

【A4-D3】伝達�ÖかgブロッY線öがõせsこれgかg制御Z[特ù�
理解す�ことが"き�．まzsブロッY線ö�簡略†す�ことが"き�．

ブロッY線ö��す�理解��å�前期中j試!"評$す�．まzsブロッY
線ö��す�課ë�ybsレポーî�提ñさせそ[理解��評$す�．

【A4-D3】制御Z[時j応£�理解しsそ[特ùが理解"き�．
時j応£��す�理解��å�前期定期試!"評$す�．まzs1次•れZ
[時j応£[¶い��す�課ë�ybsレポーî�提ñさせそ[理解��評
$す�．

【A4-D3】ボード線ö�©くことが"きs周波Ö応£やゲイØ余裕等�Üめ
�ことが"き�．まzsボード線öかg伝達�Ö�Üめ�ことが"き�．

ボード線ö��す�理解��後期中j試!"評$す�．まzsボード線ö��
す�課ë�ybsレポーî�提ñさせそ[理解��評$す�．

【A4-D3】各種安定判別∑[¶い�理解しs制御Z[安定判別が"き�． 各種安定判別∑��す�理解��後期中j試!"評$す�．まzs安定判別
��す�課ë�ybsレポーî�提ñさせそ[理解��評$す�．

【A4-D3】根軌��©くことが"きs最πlゲイØ�決定す�ことが"き�．
まzs補償∑�よ�効ø�定量的�評$"き�．

Ç¡はs試!70%　レポーî30%　としƒ評$す�．前期中j・定期試!s後期中j・定期試![4≈[平均»[70%と
課ë・レポーî[30%[合計100»満»[60»以Œ�合œとす�．状—�よ“臨時試!�‘うことがあ�がsそ[場合は
最高60»"評$す�.

「制御工学 第2版」：斉藤 制海・徐 粒 共著（森北ñ版）

「演Í"学Î基礎制御工学」：森 泰親 著 （森北ñ版）
「制御工学基礎ÓフィードバッY制御Z設計�けƒ」：水本 郁朗・佐藤 昌之(編著)／佐藤 孝雄・髙橋 将徳・大塚 弘文(著)

応用Ö学Is電気≈路IsIIsIIIs電気Ö学s制御工学II

履修:�
注意事項

3年ま"[電気≈路や物理s微分積分lど[知
�必�とす�["復Íしƒおくこと．まzsラプラス変�[知
は重�"
あ�["しっか“と修�しƒおくこと．

- D–173 -



授4計画（制御工学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 制御工学[概�

2 Ö学的準備（ラプラス変�）

3 動的システ�とÖÄモデル 動的システ�[入ñ力�"[ÖÄモデルが微分c程Ä"あgわせ�．

4

5 ybgれz条|かgs微分c程Ä等モデル�zƒ伝達�Ö�Üめ�．

6 ブロッY線öとブロッY線ö[合Ç

7 これま"[まとめ ラプラス変�s伝達�ÖsブロッY線ö�ついƒ演Í�‘う．

8 中j試!

9

10

11 動的システ�[安定o

12 ラウス・フルビッ'[安定判別

13 周波Ö領)�おけ�応£

14 ベYîル軌�とナイキスî軌�

15 ラウス・フルビッ'[安定判別∑およ-ベYîル軌�とナイキスî軌�[演Í�‘う．

16 ボード線ö

17 ボード線ö[合Ç

18 フィードバッY制御Z[構Çとabc フィードバッY制御Z構Ç[基本的labcとフィードバッY制御Z[/つ利»�理解す�．

19 ナイキスî[安定判別∑とそ[特ù�説pす�．特oc程Äかgナイキスî[安定判別∑"安定判別�‘う．

20 ナイキスî[安定判別"はsゲイØ余裕�Üめ�こと�説pす�．実3�安定判別と同時�ゲイØ余裕�Üめ�．

21 ゲイØ余裕と位相余裕 ボード線öかg5安定判別が"き�こと�説pす�．ボード線ö�用いƒ安定判別しsゲイØ余裕s位相余裕�Üめ�．

22 これま"[まとめ フィードバッY制御Z[安定o[判別�理解しs安定o�判別す�．

23 中j試!

24 中j試![解£・解説等 中j試![£6�返8し解£およ-解説�‘う．「フィードバッY制御Z[定常特os過渡特o[評$」[概<�説pす�．

25

26

27 補償=[設計

28 極配@と根軌�

29 根軌��用いz補償=[設計

30 制御Z[設計s補償=[設計[演Í�‘う．こ[一年j"‘っz「制御工学」�総Bす�．

専門学科�CわDπ用され�制御工学[特ù�理解す�．自動制御技G[歴I�知“sこれかg学Î制御工学[概<�把Kす
�．

制御工学"使用され�Ö学的知
[準備�‘う．複素Öとそ[演算sラプラス変�sPラプラス変�lど�理解し使b�よう�す
�．

基本的�素と伝達�Ö1 ラプラス変�されz伝達�Ö�用いƒ議論す�こと[メリッî�理解す�．複Ö[基本的�素が接Uされz場合�ついƒs全体
[伝達�Ö�Üめ�．

基本的�素と伝達�Ö2

ブロッY線ö[特ù�理解しs伝達�ÖかgブロッY線ö�Üめ�．各�素W�õされƒい�ブロッY線ö�簡略†させs全体[
伝達�Ö�Üめ�．

第1≈かg第7≈ま"[内Y�試!す�．

中j試![解説s時j領)�おけ�応£1 中j試![解説�‘う．制御Z[応£�はs時j応£と周波Ö応£[2つがあ�こと�説pす�．まzs1次•れZ[伝達�Ö�
Pラプラス変�す�こと�よ“時j応£[Ä�導ñ"き�こと�理解す�．

時j領)�おけ�応£2 2次•れZ[減衰"Ö[¶い�よ�応£[¶い�理解しs一][伝達�Ö[極[^�よ�応£o[¶い�理解す�．

動的システ�[安定o[定義s特�BIBO安定o�ついƒ説pす�．s平b�おけ�安定根と不安定根�基づいƒ伝達�Ö[
安定o�判e"き�こと�理解す�．

ラウス[安定判別∑とフルビッ'[安定判別∑�ついƒそ[判定c∑や特ù�説pす�．特oc程Äかgラウス[安定判別∑
とフルビッ'[安定判別∑"安定判別�‘う．

周波Ö応£[abcと周波Ö伝達�Öと伝達�Ö[�f�ついƒ説pす�．周波Ö応£�はsベYîル軌�とボード線öが代
表的"あ�こと�理解す�．

周波Ö伝達�ÖかgベYîル軌�sナイキスî軌��©く．特�s1次•れZ[ベYîル軌�と周波Ö伝達�Ö[�f�理解す�．

ラウス・フルビッ'[安定判別∑およ-ベYîル軌�とナイキスî軌�
[演Í

ボード線ö[特ù�ついƒ説pす�．まzs1次•れZや1次ijZlど[基本的l�素[ボード線ö�©く．

複Ö[ボード線öが合Ç"き�こと�説pす�．ボード線ö[合Ç�‘うとと5�s合Çされzボード線öかgそ[伝達�Ö�Ü
め�．

ナイキスî[安定判別1

ナイキスî[安定判別2

22≈ま"[範l�ついƒ中j試!�‘lう．

フィードバッY制御Z[応£特oと仕様(1) フィードバッY制御Z[応£特oと仕様�ついƒs過渡特o��す�パラメーp�中q�説pす�．各パラメーp[/つ意s�理
解しsybgれz伝達�Ö�tしƒ各パラメーp�Üめ�．

フィードバッY制御Z[応£特oと仕様(2) フィードバッY制御Z[応£特oと仕様�ついƒsuループ周波Ö応£とvループ周波Ö応£�ついƒ説pす�．フィードバッY
制御Z[定常特o��す�定常偏x�見積5�c∑�説pす�．

ゲイØ補償s位相ij補償s位相•れ補償lど�ついƒ説pす�．位相補償�よっƒど[ようl効øが�gれ�か�定量的�評
$す�．

2次[伝達�Öや2次以Œ[伝達�Ö�tす�極配@[abc�説pす�．根軌�とエバØ{[根軌��ついƒ解説しs根軌
��©け�よう�l�．

ゲイØK[決定c∑�根軌�があ�こと�説pす�．ybgれz伝達�Öかg根軌��©きs条|�π合す�最πlゲイØ�Ü
め�．

制御Z[設計s補償=[設計[演Í�‘う．こ[一年j"‘っz「制
御工学」�総Bす�．

K
考

前期s後期と5�中j試!およ-定期試!�実}す�．
本科~[修��はs60 時j[授業[受講と 30 時j[事前・事後[自己学Íが必�"あ�．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-D1(10%), A4-D3(10%), A4-D4(20%), B1(10%), C1(10%), C2(10%), C4(20%), D1(10%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2 実験結��解��適��図・�����きるか�実験報告%�評'する．

3 前期実験課-.プレゼンテーション�7評'する．

4

5

6

7

8

9

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年Gシラバス

電子工学実験実習 (Laboratory Work in Electronic Engineering)

髙田 崚介 准教授, 橋本 好幸 教授, 藤本 健司 教授, [前期] 尾山 匡浩 教授, [後期] 佐伯 崇 非常勤講師 【実務経験者
担当科目】

電子工学科・4年・通年・必修・4単位【実験実習】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

電子工学実験実習1～3年�習ã�å電子工学�çする基礎原ëí測定技術óまåó座学�通じ7修ã�å知ú�活û�
óよ†高G°実験技術�習ãする．前期は1クラス�10程G.•�¶けó課-解決能™�´うåめ�ó企業�.実務経験教
Ø∞テー±�企≤�ó実務�必≥°構µか∂実�ま�一∏�åグループワーク�ºう．後期は4•�¶けó•単位�実験実
習�ºう．

【B1】実験内æ�適��文¿����きる． 適�°文¿���的¬�実験報告%∞作ƒ�き7いるか�実験報告%�評
'する．

【C1】実験結��解��適��図・�����きる．

【C2】∆え∂れå課-�つい7解決方À�提Õ�きる．

【C4】グループ�協œ�7実験実習�–みó期限内�実験報告%�提出
�きる．

実験へ.’†÷み◊達ƒGóまåó実験報告%∞期限内�提出され7いるかど
うか�評'する．

【D1】機‹.’†›い�注fl�ó安·�実験�’†÷むこ◊∞�きる． 機‹.’†›い�注fl�ó安·�実験�’†÷むこ◊∞�きるかどうか�ó実
験へ.’†÷み◊達ƒG�評'する．

【A4-D1】簡単°電子回Ê.動作原ë∞ë解�きる．まåó簡単°電子回
Ê∞設È�きる．

簡単°電子回Ê.動作原ë∞ë解�き7いるかóまåó回Ê.設È∞�きる
か�実験.’†÷み◊達ƒGおよÎ実験報告%�評'する．

【A4-D3】ヒュー±ンセンシング.動作原ë�ë解�ó簡単°センシング回
ÊおよÎ可視Òソフトウェ˜�作†ó¯.動き�認ú�きる．

±イコンóPC�ûい7センシング回ÊおよÎソフトウェ˜�構˝�きるかóセン
˛ˇ�適��処ë�¯.動き�認ú�きるか�ó実験.’†÷み◊達ƒGお
よÎ実験報告%�評'する．

【A4-D4】原�プログラ�∞目的プログラ��変�される仕÷み∞ë解�
きる．

小数命�セット�
つ仮µCPU.コンパイラ�作ƒするこ◊�よ†ó到達目標
∞達ƒ�き7いるか�ó実験.’†÷み◊達ƒGおよÎ実験報告%�評'す
る．

【A4-D4】Docker�ûいåLAN環�.構˝◊深層学習�çする各種実
��ºうこ◊∞�きる.

Docker�ûいå˛ーバí深層学習ûÈ算機環�.構˝およÎ深層学習�
ûいå回�í≤像¶��ºえるか�ó実験.’†÷み◊達ƒGおよÎ実験報
告%�評'する．

ƒ はó実験報告%50%　各テー±.’†÷み◊達ƒG50%　◊�7評'する．ƒ はó前期◊後期�それぞれ50#◊�
100#満#�60#以'�合)◊する．前期�実*するプレゼンテーションは’†÷み◊達ƒG�+まれる．1通�,未提
出レポート∞ある◊きóまåはレポート0れ∞·体回数.1/3以'.◊きはó原3◊�7総合評'は不可◊°る．

「電子工学科・第4学年実験実習シラバス(È≤%)」9プリント
「電子工学科・第4学年実験実習指導%」9プリント
「電子工学科・安·.手>き」9プリント

「知的°科学・技術文¿.%き方」9中島利勝ó塚本真也(コロF社)
「神戸高専安·±ニュ˜ル」9神戸高専編

電子工学実験実習(本科5年)óそ.他実験テー±.ç連教科

履修:�
注意事項

履修'.注fl等.詳Nは第1週目.ガイダンス�配Sする実験È≤%�ûい7説Uする．前期.実験�おい7ロボット
∞完ƒ�7い°い学X�つい7はó夏季休業中.学習支援期^°ど�利û�7ºうこ◊◊する．
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授4計画（電子工学実験実習）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1 ガイダンスó安·教育ó前期実験テー±.概≥説U

2 基板加工機およÎレーc加工機�つい7

3 ±イコン�モーe�制gする実験�ºう．

4 ±イコン�フォトセン˛ー�使ûする方À�つい7実験�ºう．

5 簡jロボットカー�ûい7ライントレース機能.実��ºう．

6 創造実験.課-�発�する.�ó各•�¶かれ7∆え∂れå課-�解決�きるロボット.検p�ºう．

7 各•�作業¶担�決める◊◊,�ó作qするロボット.·体設È�ºう．

8 作qするロボット.回Ê設Èó本体およÎ部s.設È�ºう．まåó±イコン�ロボット�制gするåめ.プログラ��作ƒする．

9

10 基板へ.部s実�ó本体.÷み立7等�ºう．

11 作q�åロボット.動作試験等�ºう．

12 作q�åロボット.試uおよÎœv�ºう．

13 作q�åロボット.試uおよÎœv�ºう．

14 作q�åロボット.試uおよÎ最終œv�ºう．

15 プレゼンテーションおよÎuº会 各•�作q�åロボット.プレゼンテーションおよÎuº会�ºう．

16 後期実験�çする説U◊安·教育 後期実験�çする説U◊ó実験�おける安·教育�ºう．

17 センシング環�.構˝

18 フォトリフレクe�ûいåヒュー±ンセンシング.実験 赤外|フォトリフレクe�ûい7¯.動き�センシング�óそ.認ú精G�評'するこ◊�óセン˛.~る�い�ë解する．

19 超音Çセン˛�ûいåヒュー±ンセンシング.実験 超音Ç�ûい7¯.動き�センシング�óそ.認ú精G∞評'するこ◊�óセン˛.~る�い�ë解する．

20

21

22

23 発~回Ê�çする実験�ºう

24 増幅回Ê�çする実験�ºう．

25 フィルe回Ê�çする実験�ºう．

26

27

28

29 特別実験

30 ま◊め 各àテー±ご◊�ó実験◊レポート.講評�ºう．

電子工学実験実習シラバス(実験実習È≤%前期¶)�配S�ó実験.äめ方ó評'方Àóレポート.作ƒ・提出方Àó•構ƒó実
*ã°ど.説U�する．まåó当学年.安·�çする·般的°注fl事é�説Uする．そ.後óロボットq作�必≥°電子回Ê�つ
い7説Uする．

回Ê設ÈおよÎ基板加工機.使û方À�つい7説Uする．まåóロボット本体í部s.設È方ÀおよÎレーc加工機.使û方
À�つい7説Uする．

基礎実験1

基礎実験2

基礎実験3

創造実験1

創造実験2

創造実験3

創造実験4 作qするロボット.回Ê基板.加工ó本体およÎ部s.加工�ºう．まåó±イコン�ロボット�制gするåめ.プログラ��作ƒ
する．

創造実験5

創造実験6

創造実験7

創造実験8

創造実験9

ArduinoおよÎProcessing�ûいåセン˛.制g環��構˝する．

Docker�ûいå環�構˝およÎ深層学習�çする実験(1) Docker�ûいåWeb˛ーバ構˝◊深層学習.åめ.È算環�構˝�çする実験�ºう.

Docker�ûいå環�構˝およÎ深層学習�çする実験(2) Deep Neural Network(DNN)�ûいå時系ôデーe.回�íóConvolutional Neural Network(CNN)�ûいå≤像¶�
�çする実験�ºう.

Docker�ûいå環�構˝およÎ深層学習�çする実験(3) 精G向'.åめ.手À◊�7óデーe拡張óドロップ˜ウト�2回目�作ƒ�åCNN�実�する実験�ºう.まåó転移学習.実�ó
およÎóオリジFルデーe�ûいå≤像¶�.実験�ºう.

電子回Ê.設È(1)

電子回Ê.設È(2)

電子回Ê.設È(3)

コンパイラ(1) コンパイラ1§字句解�）

コンパイラ(2) コンパイラ2§構文解�1）

コンパイラ(3) コンパイラ3§中^コードおよÎ目的コード変�）

各担当教®∞特別�準™�å実験�ºっå†ó企業か∂講師�¨い7講演会�開Ø�å†ó工場見学í電子産業�ç連�å内
æ.ビデオ鑑µ�ºう．

L
考

中^試験およÎ定期試験は実*�°い．
前期は10程G.•�¶かれ7ó同時äº◊する．後期はó4•�¶かれ74つ.テー±�3週ずつ回る． 第1•はA→B→C→Dó第2•はB→C→D→Aó第3•はC→D→A→Bó第
4•はD→A→B→C◊àテー±�巡回する．後期.第1週目�ó安·教育�ºう．
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科　目

担当教員 藤 健太 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年 シラバス

応用数学Ⅱ (Applied Mathematics II)

電子工学科・4年・後期・選択・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授4�
概6�方針

3年FG電気数学IJKLKM電気電子系専門科OG基QとしT複素関数XIついT修[する^複素関数X_変数a複
素数をとる関数IついTG理XでありM身hなところで_回路理XでnわれるaM電磁気学などG物理現uG解wxフー
リエ・ラプラス解wG基QM定積分解ÅへG応用などÉい分ÑInわれる強Üなツーàとなる.

【A1】複素関数G連LãG判定xM関数G正則ãIついT理解でKる^ 複素関数G連LãG判定xM関数G正則ãIついT理解でKTいるかM後期
中間試ìおよñレポーôで評õする^

【A1】正則関数G基本ùなãûを理解するとともIMそG写¢を£くことa
でKる^

正則関数G基本ùなãûを理解するとともIMそG写¢を£くことaでKTい
るかM後期中間試ìおよñレポーôで評õする^

【A1】コーシーG積分定理MコーシーG積分表ßを簡単な複素関数G積分
I適用でKる^

さまざまな関数G積分問ÆIØしTMコーシーG積分定理とコーシーG積分
表ßを用いTM積分∞を±めることaでKるか後期中間試ìおよñ後期定期
試ìで評õする^

【A1】留数G意µを理解しMそGãûをnっT実数関数G無限積分等G
特ªな積分を±めることaでKる^

簡単な複素積分を留数をnっT±めることaでKるかMさらI_これを応用し
T実関数G無限積分を±めることaでKるかをM後期定期試ìおよñレポーô
で評õする^

成æ_M試ì80%　レポーô20%　としT評õする^試ì成æ_M中間・定期G2回G試ìG平¡とする^状√Iより臨時
試ìを∆なうことaあるaMそG場合最高60Ãで評õする^なおM総合評õ_100Ã満Ãで60Ã以–を合—とする^

「応用数学」：–Ñ健爾(監修)M高専G数学教材研究会(編) 高専テキスôシリーズ ‡森北出版）
「応用数学問Æ集」：–Ñ健爾(監修)M高専G数学教材研究会(編) 高専テキスôシリーズ ‡森北出版）

「新版応用数学」：岡本和夫他著(実教出版)
「新訂 応用数学」：高遠節夫他著(大日本図書)
「道ıとしTG複素関数」：涌井貞美編(日本実業出版社)
「なるほど 複素関数」：村–雅人著(海鳴社)
「弱Ã克服　大学�G複素関数」：江川博康M本田龍央村共著(東京図書)

D1～D3G「数学I」M「数学II」MD3「電気数学」MD4「応用数学I」

履修:�
注意事項

電気数学I限らずM1年～3年で�っ�数学をよく理解でKTいることa大�である^特I微分積分学M三角関数M指数関数
MØ数関数をよく理解しTおいT�しい^ 授業G進�Gペースa�いGでM予�・復�I"めMそG都 授業内%を理解す
るよう&aけTほしい^
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授4計画（応用数学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 複素数と複素関数 複素数G極形*を復�しMそれとオイラーG公*G関.をßしM基本ùな複素関数を説0しM演�する^

2 複素関数とそG微分 基本ùな複素関数を紹3しM複素関数G極限M連LãM微分という一連G5れをßしM演�する^

3 正則関数G基本

4 調和関数と逆関数 逆関数GãûとØ数関数を紹3する^ま�M正則関数G実8と虚8a調和関数であることを説0しM演�する^

5 等角写¢ 正則関数Iよる写¢_等角ãを:つことをßしM演�を;しT基本ùな関数IついT確=する^

6 複素積分

7 コーシーG積分定理

8 後期中間試ì

9 試ì解>と復� 中間試ìG解>を∆うとともIM再 M重AなÃIついT理解をBめる^

10 コーシーG積分表ß

11

12 留数G定義と留数G計算方Å

13 留数定理とそG応用

14 複素積分G応用

15 演�

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

正則関数G意µを説0しM複素関数a正則関数である�めG必A十分条Iであるコーシー・リーマKG関.*をLKM演�する^

実変数関数G積分で_M積分経路IよっT積分∞aNなること_無いaM複素関数IØする積分G場合I_M積分経路IよっT
∞aNなることaある^どGような条Iで積分経路Iより積分∞aNなるか調べTみる^

複素関数XIおける基本ùでMかつ重Aな定理であるコーシーG積分定理IついT説0しMそG応用IついT学ぶ^ま�MこG定
理a複素積分G定義*IグリーKG定理とコーシー・リーマKG関.*を適用することIよっTLかれることをßす^

1Sから7SG内%IついTG理解 をUる�めG試ìを∆う^

単一閉曲XG内8で複素関数 f(z)a正則であるとKMそG内8G一ÃαIおける複素関数G∞ f(α)Mあるい_そG微分形aM
コーシーG積分表ßと\ばれる積分形G*で^えられることをLく^ま�Mそれを複素積分G計算I適用でKることをßす^

孤立特NÃと関数G展開(ローラK展開) 孤立特NÃG定義を説0しMそGhdで関数を級数展開する‡ローラK展開）とMfGべK乗hをiうことをßすとともIMローラ
K展開を±めるı体ùな方Åをßす^

孤立特NÃαを内8Ikl単一閉曲XまわりG f(z) G積分を2mi でnし�もGを留数と定義しMそれaローラK展開Iおける
1/(zpα)G.数I等しいことをLく^

留数G拡張形としT留数定理a%sILかれることMま�留数定理を用いればı体ùな実積分問ÆM特I無限積分問Æa比較
ù%sI解けることをßす^

複素積分G応用としT逆ラプラス変換(ブロムウィッ|積分)G計算x制御工学G安定判Äで利用される偏角G原理などIつい
T紹3する^

ÑI10Sから14SG内%IついT演�を∆う^

K
考

後期中間試ìおよñ後期定期試ìを実Öする^
本科OG修[I_M30 時間G授業G受講と 60 時間G事前・事後G自己学�a必Aである^事前学�で_MF回G授業範åIついT教科書・資éをèみM各自で理解でKない
ところを整理しTおくこと^事後学�で_M授業最後I課Æを配îするGでM指定期日までIレポーôを提出すること^
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A5-2(50%), A5-3(50%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 ロボットシミュレー���い�演習課��レポート 評"する．

2 レポート 評"する．

3 レポート 評"する．

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

成長産業技術者教/プログラム（ロボット分野）履修:の<選択可

神戸市立工業高等専門学校 2025年Lシラバス

ロボット要素技術 (Elemental Technology of Roboticb)

田原 熙昻 講師, 尾山 匡浩 教授, 清水 俊彦 准教授, 小澤 正宜 准教授, 佐藤 徹哉 教授, 酒井 昌彦 准教授 【実務経
験者担当科目】（※成長産業技術者教/プログラム(ロボット分野)開講科目）

電子工学科・4年・通年・選択・1単位【講義・演習】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

ロボットの基本ñó構ôö動úについü理°し£ロボットに必要ó要素技術（•えば£アクチュエー�£機構£センサ£マイコン
£制御£電気回路£技術基∏óど）の原理についü学習する．本科目の指ªにあ�っüは£実務経験教ø ある小澤 正宜 
准教授£佐藤 徹哉 教授£酒井 昌彦 准教授が£実務 必要ó実践ñó技術¬√めü指ªする��¬に£ロボット分野の企
業か«講師�»いü指ª�…う．

【A5-2】ロボットシミュレー� 産業�ロボットの制御が きる．

【A5-2】ロボットの要素およŒ機構ついü説– きる．

【A5-3】産業�ロボットがどんó現” どんó‘え’ ÷われüいるか�
理°する．

成Ÿは£演習課�50%　レポート50%　�しü評"する．100点満点 60点以fi�合‡�する．

プリント
K-ROSETマニュアル

「ロボティクス」：（日本機械学会 ）
「イラスト 学ぶ ロボット工学」：木野 仁£ 谷口 忠大（講談社）
「実践 ロボット制御: 基˘か«動力学ま 」：細田 耕（オーム社）

D3 ロボット入門£D5 ロボット応�実践

履修:�
注意事項
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授4計画Aロボット6素技術）

テーマ 内容A目標・準Mなど）

1 ガイダンス 年間計画等�説–£連	する．

2 ロボットシミュレー���いüロボットプログラムの実習�…う．

3 ロボットシミュレー���いüロボットプログラムの実習�…う．

4 ロボットシミュレー���いüロボットプログラムの実習�…う．

5 ロボットシミュレー���いüロボットプログラムの実習�…う．

6 ロボットアクチュエー� ロボットアクチュエー�の概要についü°説する．

7 動力源 動力源の概要についü°説する．

8 ロボットアームの概要およŒ特
についü°説する．

9 ロボットアームの概要およŒ特
についü°説する．

10 ロボットハンド ロボットハンドの概要およŒ特
についü°説する．

11 ロボットセンサ ロボット ÷�する各�センサの特
ö÷い’についü°説する．

12 視覚情報認識 視覚情報認識の簡単ó原理ö’�についü°説する．

13 ロボット制御 ロボットの制御’�の概要についü°説する．

14 ロボットコントローラ ロボットのコントローラの概要についü°説する．

15 見学会等 ロボット関連企業�見学し£産業�ロボットがどんó現” どんó‘え’ ÷われüいるか�学習する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

中間試験およŒ定期試験は実 しóい．

ロボットプログラミング1

ロボットプログラミング2

ロボットプログラミング3

ロボットプログラミング4

ロボットアーム1

ロボットアーム2

M
考
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科　目

担当教員 田原 熙昻 講師 【実務経験者担当科目】

対象学年等

学習・教育目標 C2(50%), D1(50%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価 実習証明書，実習報告書およ'実習報告()内+によ-単/0認2する．

テキスト なし，ただし実習:に配<する=インターンシッD参Fにあたって」K熟M)こと．

参考書

関連科目 電子工学実験実習，卒業研究

神戸市立工業高等専門学校 2025年bシラバス

学外実習 (Practical Training in Factors)

電子工学科・4年・通年・選択・1単/【実験実習】 ( 学修単/I )

授4�
概6�方針

企業またKそ)~)�ÄÅÇ機ÑÖ業務)一á0実àに経験することによって，技術者に必åな人間è0êうとともに，
工学技術ì社(ï自óにòえる影õにÑする理ù0ûめる．

【C2】実習機Ñ)業務内+0理ùし，実習†Ö)具体£な到達目¶0達
ßする．

実習機Ñ)業務内+に®する理ùbおよ'実習†Ö)具体£な到達目¶
)達ßb0実習証明書と実習報告書Ö評™する．

【D1】実習0通じて工学技術ì社(ï自óにòえる影õにÑする理ù0
ûめる．

実習0通じて工学技術ì社(ï自óにòえる影õにÑする理ù0ûめたこと
0実習報告書と実習報告(Ö評™する．

=情報処理テキス∞」神戸市立工業高等専門学校生活協同組合（www2Ö閲覧可能）
=高等専門学校生)キャリアDラン」 実業之日本社

履修:�
注意事項

実習機Ñに�ÄÅÇ0依≈して実∆する科目な)Ö，節b0»って行 するとともに，健康管理，安全管理に留—して真
”に‘-組むこと．
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授4計画（学外実習）

内容（テーマI目標I準Jなど）

1 :÷)全÷間0通して下ÿ)ŸÇ0留—)⁄Ö‘-組むこと．

1) インターンシッD(学外実習)説明(（4月）

・担当教fiよ-インターンシッD)—義，目£，内+およ'実習†)希望方法，学内調整å領，そ)Á)手Èき)概å)説明0
行う．

2) 実習†)希望，調整，辞ÌにÑして（4月～7月）

・実習†企業K，自業界研究0行った⁄Ö希望する進路（キャリアDラン）もÙまえた⁄Ö有—義な実習となるように希望する
こと．

・希望者ˆì募集ˆ0˘えた実習†についてK調整0行う．（調整K担当教fiに¸う．）

・学内調整Ö希望ì認めÇた学生K，˝ちに実習†所2)応募書�0作ßして提�する

・学内調整Ö希望ì認めÇなかった学生，およ'実習†Ö)選�によ-実習ì認めÇなかった学生K，~)実習†)�か
再b希望0提�する．

（原
として，�Å†ìなくなるまÖ希望することとするì，�む0
ない状�となった場合にK本校所2)=選択科目�講辞Ì
願書」Ö辞Ì0願い�る）

3) 学外実習届，保険料，そ)~)必å書�（5月～7月）

・実習†ì決2したÁ，本校所2)=学外実習届」0担当教fi�提�し，所2)保険料0納<する．

・�せて実習†か)指�によ-，履歴書，誓約書，Å寮申請書，ユニフォー)貸ò申請書等)~)必å書�ìある場合も，担
当教fiに提�する．

4) 学外実習)実∆（8月～9月）

・実習÷間K原
として夏季休業÷間�とする．ただし，必åに応じて9月0まÖK公2として参F0認めることìある．

・実習÷間K5日以⁄Ö総実習時間30時間以⁄とする．

5) 学外実習報告書)提�およ'実習報告()実∆（10月）

・インターンシッD終了Á，本校所2)=学外実習報告書」0丁9に作ßし，十;なチェッ>)Áに担当教fiに提�する．また，学
科?に実習報告(0実∆する．

・=学外実習報告書」K担当教fiか実習†�提�し，学科)全教職fiì評™するだÄÖなく，Á輩学生ì参�)ために閲覧
する)Ö，丁9なÿB0CìÄるとともに，守Eすべき事H0書くこと)Iいように留—すること．（守E事J)遵守K実習報告
(Öも同LÖある）

J
考

�間試験およ'2÷試験K実∆しない．
学外実習0希望していても，�ÄÅÇ†ìIい場合にK，辞Ìとなる．
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科　目

担当教員 黒木 治 非常勤講師 【実務経験者担当科目】

対象学年等

学習・教育目標 A4-D3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「メーカー$技術者'(いたやさし.計0'わか3工業計67制9$基;」=川村貞夫，石川洋次郎（工業技術社）

参考書

関連科目

授業にL原則電PQ持Sしてお.こ7'Wましい．

神戸市立工業高等専門学校 2025年gシラバス

電子計6 (Electronic Measurements)

電子工学科・5年・前期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授4�
概6�方針

発電プランáや化学プランáにおけ3温g，圧力，流量，液位，環境計器等$計6原ìや用ïQìñす3こ7．また，それö計
6Qも77したプランá制9$基;Q「工業計67制9$基;」ハンドブッ†Q用いて学°し，工業計6$知£Qさöに§め
3．本講義L，担当教®$実務経験Q©まえて，工業計6について教授す3．

【A4-D3】制9¨$基本構成，各種検出原ì$説¥'でき3． 各種検出原ìについて説¥および，制9構成かöπöれ3計6信号，6定値
$計æ'でき3こ7Qレポーáおよび前期中間試験で評≈す3．

【A4-D3】操作端（調節弁）$種類，動作原ì，操作端補助機器$説¥'
でき3．

各種調節弁・操作端補助機器$特徴，動作原ìについて説¥および，調節弁
作動圧力等$計æ'でき3こ7Qレポーáおよび前期中間試験で評≈す3．

【A4-D3】制9$基本動作（比例，積分），フィードバッ†制9，制9方⁄$
種類，一次‹れ$説¥'でき3．

比例積分，一次‹れ$計æ，フィードバッ†制9$動作方向等$説¥'でき3
こ7Qレポーáfiび前期定期試験で評≈す3．

【A4-D3】システ‡設計，安全設計，総合精gについて説¥'でき3． ノイÈ対策，フェールセーフ設計について説¥および，故障率，誤差計æ，ルー
プ精g$計æ'でき3こ7Qレポーáおよび前期定期試験で評≈す3．

成ÙL，試験70%　レポーá30%　7して評≈す3．試験成ÙL2ˆ$試験(前期中間，定期試験)$平均˘7す3．100˘
満˘で60˘以˝Q合˛7す3．

「電子計67制9」=田所嘉昭（森北出版）
「計6工学」=前田良昭，木村一郎，押田至啓(コロ
社)

D3「計6工学」

履修:�
注意事項
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授4計画（電子計測）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 計07L 計0$歴史，計0システ‡$基本構成，これかö$授業に向けて$基;的知£Q学°す3．

2 検出�7変換�・温g計6について 制9¨$基本構成，温g検出$種類7原ìについて学°す3．（ゼーベッ†効果，ブリッ�ˆ路）

3 圧力計6について 圧力検出$種類7原ìついて学°す3．（パスカル$原ì）

4 流量計6について 圧力検出$種類7原ìついて学°す3．（ベルヌーイ$定ì，フレミン�$⁄則）

5 液位計6について 液位検出$種類7原ìついて学°す3．

6 工業用分析計について 工業用分析計$種類7原ìついて学°す3．

7 操作端（調節弁）について 調節弁$種類，動作原ì，操作端補助機器について学°す3．

8 中間試験

9 中間試験$ñ説・調節弁$流量特 について

10 制9動作$基本・調節計について 比例，積分，微分動作，フィードバッ†制9について学°す3．

11 制9ループ$構成について 制9$種類，一次‹れ，演æ器等について学°す3．

12 システ‡設計について 信頼 ，故障率，環境条件，各種ノイÈ$発&プロセス，ノイÈ対策について学°す3．

13 安全設計について フェールセーフ設計，データセキュリティについて学°す3．

14 総合精g・電+7空気+について 誤差計æ，ループ精g$.え方，発電所$電+・空気¨/について学°す3．

15 制9機器$選定・保2$.え方について 制9機器$選定，保2$種類等について学°す3．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

第1ˆかö7ˆまで$授業内5について試験す3．

中間試験$ñ6およびñ説，調節弁$流量特 ，Cv値$計æ方⁄について学°す3．

J
考

前期中間試験および前期定期試験Q実9す3．
本科目$修πにL，30 時間$授業$受講7 60 時間$事前・事=$自己学°'必@であ3．事前学°L次ˆ$授業$内5Qテキスáで確Cしてお.こ77す3．事=学°L授
業で出された課EやレポーáQñ6す3こ77す3．
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科　目

担当教員 小矢 美晴 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-D4(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年!シラバス

通信方式 (Communication Systems)

電子工学科・5年・前期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授4�
概6�方針

通信方式についてJ概LM学びOアナロSTびディジタY通信方式J構[\要素O信_J周波数帯dなどについて学習
する．さらに通信Jmにnじる雑qについてr学習する．

【A4-D4】通信方式J基本的事wM理yできる
通信方式に|する基本的事w}理yできているかどうかM前期中間試験Oレ
ポーáTび小テスáによä評åする

【A4-D4】アナロS通信方式J変éM説êできる
AM変é方式\FM変é方式J理ì}理yできているかどうかM前期中間試
験OレポーáTび小テスáによä評åする

【A4-D4】ディジタY通信方式J変é・復éM説êできる
標本化定理ò時間多重方式などに|する事wOTびOディジタY通信方式に
おける変é・復é}理yできているかどうかM前期中間試験Tび前期定期試
験\レポーáTび小テスáによä評åする

【A4-D4】各種雑q}説êできる
通信†における雑qに|する概LM理yできているかどうか前期定期試験O
レポーáTび小テスáによä評åする

[°はO試験80%　レポーá10%　小テスá10%　\して評åする．なおO試験[°はO2•J試験(前期中間O前期定期)
J算術平©\しO試験OレポーáO小テスáMあわせて100点満点\し60点以±で合≥\する．

「通信方式入門」：宮内一洋(コロナ社)

「電気通信工学」：重井芳治(朝倉書店)

D2「ì理•†」OD3「電気数学」OD4「応用数学I」O「電子•†I」Tび「電子•†II」

履修:�
注意事項

D2「ì理•†」OD3「電気数学」OD4「応用数学I」O「電子•†I」Tび「電子•†II」M理yするこ\．
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授4計画（通信方式）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 通信方式\はO通信方式J構[\要素 通信方式J構[\要素M理yしO説êできる．

2

3 情報伝送速!\符_速!O周波数スペクáY\電“スペクáY

4 角!変éについて 周波数変éおよび位相変éJ基本原理について理yしO説êできる．

5 ディジタY通信方式J構[\特徴O標本化および標本化定理 ディジタY通信方式J基本的構[O特徴\標本化Tび標本化定理M理yしO説êできる．

6 種ÿJ符_化方式

7 時分割多重化Oフレー‹同期およびスタッフ同期

8 中間試験

9 中間試験Jy説\パYス信_ 中間試験Jy答Tびy説M·う．符_間干„J原‰\なるパYス信_について理yしO説êできる．

10 符_間干„ 符_間干„J原‰について説êできる．

11 再n中継•ÁJ構[\劣化要‰ 再n中継•ÁJ構[\劣化要‰OタイミンS•†J構[\劣化要‰について理yしO説êできる．

12 符_Ïä率 符_Ïä率について理yしO説êできる．またOガウス雑qM用いた符_Ïä率J計算M理yしO説êできる．

13 搬送波ディジタY伝送における各種変é方式

14 信_空間ダイアSラ‹ 信_空間ダイアSラ‹M理yしO各特ˆJ比¯\基本的な•Á構[}できる．

15 科目˙ま\め 通信方式J学習内¸M˝まえて通信J現�について説êする．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

AM波J変é 振幅変éJ基本原理について理yしO説êできる.

情報量O情報伝送速!\符_速!OデシベY表示O周波数スペクáY\電“スペクáYOインピーダンス整合O1オー‹�M理yしO
説êできる．

PCMODPCMODMOADPCMOADMなどJ符_化方式M理yしO説êできる．

時分割多重化における多重化フレー‹J構[O多重化•†J動�\構[O多重化分離•†J構[\動�Oスタッフ同期M理yし
O説êできる．

第1週～第7週までJ講義内¸について中間試験M·う．

搬送波ディジタY伝送におけるASKOPSKOQAMOFSKなどJ変é方式M理yしO説êできる．

J
考

前期中間試験および前期定期試験M実�する．
本科目J修�にはO30 時間J授業J受講\ 60 時間J事前・事�J自己学習}必要である．事前学習ではO次•J授業に|する部分JテキスáM閲"しO各自で内¸M理yし
ておくこ\．事�学習ではOレポーá課%などM用いて授業J復習M·いO次J授業で·う小テスáにむけて理y!M'めておくこ\．またO指定)までにレポーáM提+するこ\．
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科　目

担当教員 藤本 健司 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-D4(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2 各種変���えるかどうか前期中間試!"�い$評&する．

3

4

5

6

7 ルー+についてそ0役2"理4しているか$後期中間試!にて評&"�う．

8

9

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 通信方式

　

神戸市立工業高等専門学校 2025年Kシラバス

情報通信ネットワーク (Data Communications and Computer Networks)

電子工学科・5年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授4�
概6�方針

前期は$ローカルエリアネットワーク0構築$管理$運�に必ÄÅ基本技ÑについてTCP/IPプロトコル"中äに4ãする．
後期は$ネットワークにåする基礎内èにêëíë$ネットワーク"構築するため0基本ïÅ知óò技Ñ"学ôする．

【A4-D4】TCP/IP通信にåする基礎用õ0ãú�でëる． TCP/IP通信にåする基礎ïÅ用õ"ãúでëるかどうか$前期定期試!"
�い評&する．

【A4-D4】2進数$16進数$10進数0変��でëる．

【A4-D4】TCP/IP通信0仕£み�ãúでëる． 現¶0ネットワーク0主®であるTCP/IP通信0仕£みについて理4でëて
いるかどうか前期定期試!"�い評&する．

【A4-D4】IPアドレス0クラス¨けÆサブネット0作≤�でëる． クラスフルアドレッシンµòネットワーク0セµメント∏にåして理4でëてい
るかどうか$前期定期試!"�い評&する．

【A4-D4】OSI 各ªについてºしΩãúするこÆ�でëる． OSI各ª0øëについて理4でëているかどうか$前期中間試!にて評&"
�う．

【A4-D4】クラスB程K0ネットワークに¬して適ƒにIPアドレス02≈∆≈
"�える．

サブネット0概»�理4でë$クラスB程K0ネットワークに¬して適ƒÅIP0
2≈…て�でëるか$前期定期試!にて評&"�う．

【A4-D4】ルー+について（WAN 機ÕÆして0役2"Œめœ簡単にãúす
るこÆ�でëる．

【A4-D4】クラスフルアドレッシンµÆクラスレスアドレッシンµ0—いÆ$そ
れら"用いた各種ルーティンµ技Ñ"理4するこÆ�でëる．

クラスフルアドレッシンµÆクラスレスアドレッシンµ0—いò$それら"用いた
各種ルーティンµ技Ñ（スーパーネット$FLSM$VLSMÅどœ"$演ô課題fiび
$後期中間試!によ≈評&する．

【A4-D4】ルーティンµ・プロトコル（RIP$EIGRPœについて理4するこÆ�
でëる．

ルーティンµに用いられるプロトコル�理4でëているかどうか$演ô課題fi
び$後期定期試!によ≈評&する．

≤‰は$試!85%　演ô課題15%　Æして評&する．100点満点で60点以È"合ÎÆする.Åお$試!≤‰0最終≤‰は
$中間試!Æ定期試!0単純平ÚÆする．Åお$科目担…ı�必ÄÆ判˜した場合には$臨時試!"実¸するこÆ�ある．

Web教材
プリント

ネットワークシステˇ構≤論(岩崎 一彦著$コロ�社)

履修:�
注意事項
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授4計画（情報通Eネットワーク）

テーマ 内容（目標・準Oなど）

1 基本ïÅネットワーキンµ 交通ò郵便$そして情報Åど$いろいろÅ�"あ�ネットワーク0定義"ãúし$ネットワーク0概»"学ôする．

2

3 ローカルエリアネットワーク0概Ä

4

5 リピー+・ハブ$ネットワークトポロジ

6

7

8 中間試!

9

10

11 TCP

12 UDP

13 セッションª0主Åøëについて学ôする．

14 プレゼンテーションª0主Åøëについて学ôする．アプリケーションª0主Åøëについて学ôする．

15 前期学ô¨0復ô

16 ルー+0仕£み

17

18 クラスフルアドレッシンµÆクラスレスアドレッシンµ

19

20 CIDR

21 経路集約 ルーティンµ"�Åう�に非�に重ÄÆÅる経路集約について$設定方""問題点"$まえ学ôする．

22

23 中間試!

24

25

26

27

28

29

30 後期学ô¨0復ô

OSI参'モデル ネットワーク0基本モデルでもあるOSI参'モデルについて$そ0≤≈立ちò機,について学ôする．

一般ïÅローカルエリアネットワーク0定義òそれに.ってWANòMANについてもãú"�う．

レイヤ1:信3Æ回線 レイヤ1における$信30種6òメディア0種6について学ôする．また$帯域90計;Åど"�う．

レイヤ10ネットワーキンµデバイスであるリピー+òハブ0øëについて学ôする．また$ネットワーク"構≤するÈで必ÄÆÅるネ
ットワークトポロジ0概»òそ0構≤についてãú"�う．

レイヤ2:アドレッシンµ
レイヤ2でMACアドレス"もちいたアドレス制御方式について学ôする．IEEE"�に>�$MAC副ª$LLC副ªにåする動作ò
機,についてãúする．また$ネットワークで使用されるアドレス�2進数ò16進数で表DされるこÆò変�方"についてもãú
する．

レイヤ2で使用される規Îfiび機Õ IEEEに代表されるようÅIEEE802.3$IEEE802.5$IEEE802.2Åど0規Îについてãúし$イーサネットÅどÆ0—い"学ôす
る．また$レイヤ20機ÕÆしてスイッHÆブリッジについて学ôする．

1～7回目まで0範Lにおいて中間試!"実¸する．

中間試!04MÆ4ã$および$レイヤ3:イン+ーネットプロトコル
中間試!04MÆ4ã"�う．そ0後$イン+ーネットプロトコル�ど0ように使用されている0か$また$2≈∆られている0かÆ
いうこÆò$実�0通信0仕£みについて学ô"�う．また$クラスÆいう概»について学び$クラスフルアドレッシンµについてã
ú"�う．

レイヤ3:ルーティンµÆルー+ ルー+�最適経路0選O"�う原理について学ôする．また$ルー+0ºしいøëについて学ôする．また$サブネット0概»につ
いてãúし$サブネット0原理について学ôする．

OSI参'モデルではレイヤ4にあたる部¨であ≈$スリーハンドシェイクÅど$信頼T0高い通信"�う仕£みについて学ôする．

現¶最も使用されているUDPについて$信頼T0問題òそ0U0問題点ò利点$fiび仕£みについて学ôする．

レイヤ5:セッションª

レイヤ6:プレゼンテーションª$レイヤ7:アプリケーションª

1～14Wで学ôしたOSI 参'モデル$LAN$IPアドレッシンµにåする概»について復ô"�う．

WAN0機Õ$テクノロジー$規Îについて学ôする．さらに$WANÈ0ルー+0機,についても学ôする．

IPv4ÆIPv6について IPv4からIPv6Z移�するÈで0経\ò$IPアドレス枯^"防`するため0手""学ôする．

前期で学んcネットワーク機Õ"dうÈで必ÄÅクラスフルアドレッシンµÆクラスレスアドレッシンµ0—いについてよ≈ºeÅ
内èについて学ôする．

FLSMÆVLSM FLSMÆVLSMについて学ôし$それぞれ0利点Æ欠点について学ôする．

クラスレスアドレッシンµであるCIDR0概»について学ôし$さらに$IPアドレス0効率ïÅ使用方"について学ôする．

NATÆPAT µローバルアドレスÆプライベートアドレス0変�方"についてãúし$実�に利用されているNATòPAT0概»について学ô
する．

第16～22回まで0内èについて中間試!"�う．

中間試!04MÆ4ã$および$ルーティンµプロトコル（RIPœそ01 中間試!04MÆ4ã"�い$そ0後$ルーティンµプロトコルであるRIP0仕£みについて学ôする．

ルーティンµプロトコル（RIPœそ02 RIPで使用されているベルマンフォードアルゴリズˇについて学ôする．

ルーティンµプロトコル（RIPœそ03 RIP0問題点であるルーティンµループについて04消方"（スプリットホライズン等œ"学ôする．

ルーティンµプロトコル（EIGRP)そ01 ディス+ンスベク+rÆリンクステートr0長t"u≈vれたハイブリッドr0EIGRPについて概Ä"学ôする．

ルーティンµプロトコル（EIGRP)そ02 EIGRP0動作方"について学ô"�う．

ルーティンµプロトコル（EIGRP)そ03 ルーティンµループ"防`するDUALについて学ô"�う．また$自¨でネイバーテーブル$トポロジテーブル$ルーティンµテーブ
ル0設定"�えるように学ô"�う．

16～29Wに学ôした内èであるルー+0動作ò各種ルーティンµプロトコルについて$理4でëているか再K復ô"�う.

O
考

前期$後期Æもに中間試!および定期試!"実¸する．
本科目0修zには$60 時間0授業0受講Æ 30 時間0事前・事後0自己学ô�必Äである．
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科　目

担当教員 原口 俊樹 非常勤講師 【実務経験者担当科目】

対象学年等

学習・教育目標 A3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「情報理論」：三木成彦，吉川英機著/コロ2社）

参考書

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2025年Dシラバス

情報理論 (Information TheorU)

電子工学科・5年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授4�
概6�方針

情報理論_情報通`abわd重fg基礎理論であり，そn理o_pしr数学aつrてn知wxfyされd|本授業で_，
理論部ÄÅÄかりやすÖoÜすdことaâめ，学ãx情報理論n本åÅ理oできdことÅ目éとすd|本講義_，担当教員
n実務経験Åëまえて，情報bîaつrて教授します|

【A3】予備知wとしてn情報理論abóすd確ôn計õxできd| 簡単g通`ùモデ†a°して，条件§き確ôとベイßn定理gどÅ適´して
確ôn計õxできdか，演習課Øで評±すd|

【A3】情報，情報≤Å理oし≥¥で，情報nµきさx計õできd| 1つn情報xもつ情報量，∏π情報≤xもつ情報量であdエントロピæn意
¿と計õ方¬x理oできてrdか，前期中間試験で評±すd|

【A3】情報≤符号 n意¿Å理oし≥¥で，基本Àg符号 n方¬とそ
n効ÕÅ評±できd|

情報≤符号 n意¿Å理oし≥¥で，Œえられ≥情報≤a°して符号Å構成
し，そn符号n効ôÅ評±できdか，前期定期試験で評±すd.

【A3】Œえられ≥情報≤a°して結”エントロピæ，条件§きエントロピæ，
相互情報量x計õできd|

簡単g情報≤a°して結”エントロピæ，条件§きエントロピæ，相互情報量
n計õxできdか，演習課Øで評±すd|

【A3】通`ùモデ†a°して通`ù容量，復号ÿりôx計õできd| 簡単g通`ùモデ†a°して通`ù容量と復号ÿりôn計õxできdか，後
期中間試験で評±すd|

【A3】通`ù符号 n意¿Å理oし≥¥で，Œえられ≥符号n符号 ∏
π復号x⁄えd|

通`ù符号 n意¿Å理oし≥¥で，Œえられ≥符号aおけd符号 ・復号
 x⁄えdか，後期定期試験で評±すd|

成›_，試験85%　演習課Ø15%　として評±すd|100点満点で60点以¥Å”„とすd|gお，試験成›_中間試験と
定期試験n平均点とすd|

「情報理論」：白木善尚編，村松純，岩田賢一，有村光晴，渋谷智治著/オæ˘社）
「情報と符号n理論」：宮川洋，原島博，今井秀樹著/岩波書店）

D1：情報基礎，D4：確ô統計，D4：通`方式，D5：情報通`ネットワæク

履修:�
注意事項
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授4計画（情報理論）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 情報理論と_ 情報通`ネットワæクaおけd基礎技�として情報理論xÕ≥す役�aつrて概Üすd|

2 通`システ˘nモデ† 情報n発`，通`，受`からgd基本Àg通`システ˘，∏π符号 と復号Å中�として，情報理論x目�すところÅ概Üすd|

3 確ô論n基礎 確ô変数と確ôÄ布，条件§き確ô， マ†コ�過程，ベイßn定理gど，情報理論abón�r確ô論n基礎Å理oすd|

4 情報≤nモデ† 情報≤n表現，情報n定量Àg表現であd情報量，!a確ôとnbî"aつrて理oすd|

5 エントロピæ 情報≤全$xもってrd情報量Å表すエントロピæ/平均情報量）n意¿と計õ方¬Å理oすd|

6 冗長D 情報≤から発ãすd情報nã起確ôn)りaよd冗長"aつrて理oすd|

7 演習

8 中間試験

9 中間試験no答・oÜ，平均符号長

10 一意復号可能符号，瞬時符号 情報≤符号n良1Å評±すd≥めn尺Dであd一意復号可能"・瞬時"aつrて理oすd|

11 情報≤符号 定理 情報≤符号 ayめられdf件Å理oし，情報≤符号 n限4aつrて学ぶ|

12 情報≤符号 情報≤符号 Å実現すd方¬aつrて，そn原理や!6Å理oすd|

13 ハ�マン符号 具$Àg情報≤符号 n方¬としてハ�マン符号Å学π，平均符号長Å計õすd|

14 ランレングス符号

15 演習

16

17 結”エントロピæと条件§きエントロピæ

18 相互情報量

19 マ†コ�情報≤nエントロピæ

20 通`ùnモデ†と通`ù容量

21 復号ÿりô

22 演習

23 中間試験

24 中間試験no答・oÜ，通`ù符号 定理

25 ÿり検<と訂>n理論 ÿり訂>，検<符号n概?Å理oし，符号Å構成すd≥めnf件aつrて理oすd|

26 パリテB検査符号 ÿり検<符号n基本とgdパリテB検査符号aつrて理oすd|

27 線形符号 符号 ∏πÿり検<，訂>n操Gx数学À規Iaよって⁄うことxできd線形符号aつrて理oすd|

28 各Ln通`ù符号 n方¬とそn"å これまでa学んでき≥各Ln通`ù符号 n方¬とそn"åaつrて再確Oすd|

29 演習

30 総復習 年間Å通じ≥授業内容abして，演習問ØÅTって理oÅ�めd|

1週目から6週目までn授業内容abして，演習問ØÅTって理oÅ�めd|

1週目から7週目n授業内容abして試験Å⁄う|

中間試験n答WÅ返Yしo答およπoÜÅ⁄う|情報≤符号n良1Å評±すd≥めn1つn尺Dであd平均符号長aつrて理
oすd|

あd!定n情報xîZしてã起しやすr情報≤で_，ã起すd情報Å1つずつ符号 すdより，情報nîZ数/ランレングス）Å
符号 し≥方x効ô_良r|こn符号 方¬であdランレングス符号とそn"åaつrて理oすd|

9週目から14週目までn授業内容abして，演習問ØÅTって理oÅ�めd|

ZL符号 符号 n前a情報≤n確ôÄ布Å知らgÖとも，そn情報≤a°して最適g符号 ・復号x⁄えd符号Åユニバæサ†符号と
rう|ユニバæサ†符号n代表ÀgdであdZL符号aつrて符号 ・復号Å理oすd|

2つ，あdr_それ以¥n情報≤a注目し≥とき，情報≤間abóx存gすdことxあd|各情報≤n結”事iÅもつ情報≤Å新
≥g情報≤とすd結”エントロピæÅ理oすd|ま≥，各情報≤n条件§き事iÅもつ情報≤Å新≥g情報≤とすd条件§きエ
ントロピæÅ理oすd|

2つ，あdr_それ以¥n情報≤xあdとき，一方n情報≤aつrて他方n情報≤から一部n情報量x間接Àamられdことx
あd|他方n情報≤からmられd平均Àg情報量であd相互情報量Å理oすd|

相互情報量n発展形で，過oaã起し≥情報a影qさせd情報≤xマ†コ�情報≤であd|こnマ†コ�情報≤aおけdエント
ロピæaつrて理oすd|

情報xどnようa伝tされdかaつrて，ÿりnãじd確ôÅ´rて統計Àauわれd通`ùnモデ†Å理oすd|ま≥，通`ù
xŒえられ≥とき，t`vから受`va伝tされd情報量n¥限であd通`ù容量n意¿と計õ方¬Å理oすd|

通`ù符号n良1_，そn符号Å´rdことaよって受`vで復号結ÕÅÿd確ôÅどれだけxさÖできdかで評±できd|受
`vで平均として復号結ÕÅÿd確ôであd復号ÿり確ôn計õ方¬Å理oすd|

16週目から21週目までn授業内容abして，演習問ØÅTって理oÅ�めd|

16週目から22週目n授業内容abして試験Å⁄う|

中間試験n答WÅ返Yしo答およπoÜÅ⁄う|通`ù符号 aよって`yできd情報伝tÅ⁄う≥めn伝t速Dn限4Å学
ぶ|

24週目から28週目までn授業内容abして，演習問ØÅTって理oÅ�めd|

K
考

前期，後期ともa中間試験およπ定期試験Å実{すd|
本科目n修ma_，60 時間n授業n受講と 30 時間n事前・事後n自己学習x必fであd|
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科　目

担当教員 田原 熙昻 講師

対象学年等

学習・教育目標 A4-D3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 それぞれ�特��理�できているか!前期中間試'によ*評,する．

2

3

4

5

6

7

8

9

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年?シラバス

制御工学Ⅱ (Control Engineering II)

電子工学科・5年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授4�
概6�方針

4年^�制御工学I�基`とし!状態方程gに基づiシステk�表現!制御n�設計!評,方q�講義する．また!実uにコ
ンピュー{�|いて制御�}~場Äに必Åとなるディジ{Ü制御についてà講義する．

【A4-D3】古典制御と現代制御�åい�説éできるよ~になる．

【A4-D3】単èな連続nシステk�モデÜìができ!状態方程gによる線
ñシステk�記òができるよ~になる．

電気回路!物ù�運üなど�°として!レポー§•¶前期中間試'によ*評,
する．

【A4-D3】可制御性!可観測性�意¨�理�し!≠えられ線ñシステkに対
して!可制御!可観測�評,ができるよ~になる．

簡単な状態方程g�°として!可制御性・可観測性�判≥�レポー§•¶前
期≥期試'によ*評,する．

【A4-D3】連続n線ñシステkにおいて!安≥性について説éができるよ~
になる．

安≥であるとい~ことがど~い~ことか!またそ�判≥�ど~}な~かなどにつ
いて!前期≥期試'によ*評,する．

【A4-D3】連続n線ñシステkにおいて!状態フィードバッª制御�コン§ロ
ーラ�設計できるよ~になる．

Ωつか�制御方qについて制御æ�設計ができるか!前期≥期試'およ¶
後期中間試'によ*評,する．

【A4-D3】最適制御とはど�よ~な制御であるか説éができ!線ñシステk
において最適制御�設計できるよ~になる．

最適制御について説éができ!簡単な線ñシステkにおいて最適制御�設計
できるか!後期中間試'で評,する．

【A4-D3】オブザーバについて説éでき!簡単なシステk�オブザーバ�
構«できるよ~になる.

オブザーバ�説éができ!簡単なシステk�オブザーバが設計できるか!レポ
ー§•¶後期中間試'で評,する.

【A4-D3】離散時間信Õ�数学œに表現する方q(Z変換)�学¶!実uに
簡単な離散信Õ�Z変換�|いて表現できるよ~になる．また!システk�
パÜス伝達関数�◊めることができるよ~になる．

代表œな関数についてZ変換�◊めることができるか!レポー§•¶後期≥期
試'によ*評,する．簡単なシステk�°として!パÜス伝達関数�◊めれる
か!後期≥期試'によ*評,する．

【A4-D3】離散時間nシステkで�安≥性について学¶!離散nで�安≥
条⁄�説éできるよ~になる.また!双一^変換による連続n›変換して連
続nで�判≥基fiによ*安≥判flができるよ~になる．

簡単な離散nシステk�°として安≥判flできるか!後期≥期試'によ*評
,する．

«‡は!試'80%　レポー§20%　として評,する．試'«‡は中間試'と≥期試'�単è平„とする．状‰によ*再試
'�}な~ことがあるが!そ�場Äは最高60Áとする．総Ä評,は100Á満Áで60Á以Î�ÄÏとする．

「シリーÔ知能機械工学3 現代制御」ı山田・矢野・毛利・遠藤共著(共立出版)

「演�で学ぶ 現代制御理論 新装版」ı森泰親著(森北出版)
「はじめて�現代制御理論」ı佐藤和也・下本陽一・熊澤典良共著(講談社)
「°�で学ぶ 現代制御�基`」ı鈴木隆・板宮敬悦共著(森北出版)

D4「制御工学I」!D3「電気数学」!D4「応|数学I」!D4「応|数学II」

履修:�
注意事項

本講義では!4年^で学�する制御工学Iに!えて!線ñ代数(}"など)�知#が必Åとなる�で!十分復�しておiこと．
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授4計画（制御工学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 古典制御と現代制御

2 状態空間表現（状態方程gによるシステk�表現）

3

4

5 状態方程g��とシステk�安≥判fl

6 システk�安≥性

7 演�

8 前期中間試'

9 試'��答説é!^+�概Å説é 前期中間試'��答�詳.に�説し内0�理��1める．また!2*�時間で!^+で�~こと�概Å�説éし!そ�導4とする．

10 可制御性と可観測性

11 線ñシステk�構造

12 状態フィードバッªによるシステk�安≥ì

13 状態フィードバッª以6�フィードバッª制御設計

14 フィードバッª制御n�設計

15 総Ä演�

16 前期≥期試'��答�詳.に�説し内0�理��1める．最適制御�基本œな概7�説éし!最適レギュレー{�設計する．

17

18 最適制御�性質

19

20

21 オブザーバ�|いたフィードバッª制御

22 演�

23 後期中間試'

24 試'��答説é!^+�概Å説é 後期中間試'��答��説し内0�理��1める．また!2*�時間で!^+で�~こと�概Å�説éし!そ�導4とする．

25 離散時間システk

26

27 状態方程g�離散ìとパÜス伝達関数

28

29 離散時間システkにおける状態フィードバッªとオブザーバ

30 総Ä演�

4年^�制御工学Iと比<しながら!今年?}~制御工学II�内0について説é�}~．特に!現代制御では!}"�|いた!線ñ
代数!微分方程g�よi|いる�で!}"に関する復��}~．

4年^に学ん@古典制御では伝達関数qによ*制御システk�表現し!制御n�設計など�}ってきた．こ�方qは便利である
が!不十分なÁがいiつかある．これら��Dする表現�1つとして状態空間表現がある．具ùœな制御対Fとして航空機など�
°として!両I�比<しながらそ�åい�説éする．

状態空間qによるシステk表現1
連続時間関数となる制御対Fとなるシステk�Jiは微分方程gで表現される．ここでは!まL最Mに線ñ常微分方程gで表さ
れるà�について!状態方程gとい~ñで整理し!議論する．また!非線ñÅR�Sする制御対Fについて!平衡Á�近Vで線ñ
近Wする方qについて説éする.

状態空間qによるシステk表現2 複Yな機械システk�運ü方程g�導出する方qとしてラグランジュ�運ü方程gがよi|いられる.ここでは!ラグランジュ�
運ü方程g�|いた運ü方程g�導出�°��|いて紹\する．

状態方程g��qについて説éする．これまで�ってきた微分方程gと]え方は変わらないが!変数(状態変数)がベª§Ü!係
数が}"になるため!新たに}"指数関数�導4する．また!こ��よ*!システkが安≥となる条⁄�]える．

前回は!状態方程g��よ*安≥判fl�}ったが!方程g���導出することなi安≥判fl�}~2つ�方q（ラウス―フÜビッ
e�安≥判flı4年^�復�!リアプノフ�安≥判flq）について学ぶ．リアプノフ�安≥判flqは!線ñ!非線ñ�場Äでà利|
できる適|範j�kい方qである．

1lから6lまでに�ったこと�演�問��通して!さらに理��1める．

1lnから7lnに学ん@内0について!到達nqがど�程?達«されたか試'�}~．

伝達関数に基づi制御(古典制御)では!4rによって出rが変ìするà��sっている．しかし!実u�システkではtて�内部
状態が4r�影w�xけるとはyらL!また!tて�内部状態が出rに影w�≠えるとàyらない．それら�可制御性!可観測性
として判flすることができる．これら�]え方と判fl方qについて学ぶ．

システk�状態変数表現は一意ではなi!線ñ変換によってàシステk�特性(伝達関数とか固S{など)は変ìしない．したが
って!モデÜ�状態方程gで表現する場Ä!制御n�設計する場Äなど!状‰に応じて|*sいやすい表現�とることができる．い
iつか�代表œなqfiñgについて学ぶ．

可制御なシステkでは!各状態変数に適�な係数�Äけた和�制御4rにÅすことによ*(状態フィードバッª)!任意�応答が実
現できる．すなわち!システk�安≥ì!応答改Öが可能である．こ�こと�Üすととàに!改Öさせたいà›�配置qについて学
ぶ．

状態フィードバッª以6�フィードバッª制御手qとして!出rフィードバッª制御!直"補償æなどがあ*!そ�特�と設計手qに
ついて説éする．

これまで説éしてきた制御設計についてモー{など�簡単なà�から航空機�よ~に複Yなà��具ù°としてÜすととàに!同
ê�システkについて制御n設計�演��}~．

前期に学�した内0(特に10lから14l)について総Äœな演��}~．

問��説およ¶線ñシステk�最適制御(1)

線ñシステk�最適制御(2) 最適制御が2^ñgで表現された評,関数�最ëにする意¨�説éする．評,関数�íみ�åいによって最適レギュレー{�
適|したとき�応答特性がîなること�確ñする．

最適制御は≠えられた評,関数�最ëにする@けでなi!安≥性に関してóれた特性�òっている．最適制御�ロバス§性につ
いて説éする．

オブザーバ1(同一^ôオブザーバ) システk�4出rよ*t状態変数�推≥するオブザーバ(同一^ôオブザーバ)について説éする.

オブザーバ2（最ë^ôオブザーバ） 前回はt状態�推≥するオブザーバについて説éしたが!実uには!観測できない状態@け�推≥できればよい.それ�実現する
最ë^ôオブザーバについて説éする.

オブザーバで推≥した状態�状態フィードバッª制御に|いた場Ä�特性とオブザーバ�à配置!制御n�à配置�関係につ
いて説éする.

16lから21lまでに�ったこと�演�問��通して!さらに理��1める．

16lnから22lnまでに学ん@内0について!到達nqがど�程?達«されたか試'�}~．

ディジ{Ü技ù�進üによ*!複Yな制御æàマイªロコンピュー{やDSP�利|して実現できるよ~になってきた．離散時間シス
テkについて概Åと離散時間n�数学œな|sについて説éする．

Z変換q 離散時間�表現する場Ä!従•�ラプラス変換では!時間¶れがS理gとならL!システk�Ä«!応答など�◊めることがßし
iなる．そ�Á��®する手©として!Z変換�導4し!そ�基本œな性質�理�する．

連続時間で表現されている状態方程g�!一≥時間間™でサンプÜしたときに同等となる離散時間方程g(状態推移方程g:差
分方程g)�導出する．また!状態推移方程g�Z変換し!連続時間nで�伝達関数に相�するパÜス伝達関数�◊める．

∞Üープn�安≥性と双1^s-z変換q
離散時間nでは!サンプラで区¥られた連続応答R子で1つ�ブロッªとな*!システk�Ä«�}~場Äには!どこでブロッª�
区¥るか注意する必Åがある．これら�注意Á�°�によ*確ñする．また!離散時間nで�システk�安≥性!双一^変換によ
*連続時間で�安≥判fl�利|などについてà説é�}~．

連続時間システkで学�した状態フィードバッªとオブザーバについて!離散時間システkに適|するために状態フィードバッª
とオブザーバがど�よ~に変わるか�説éする．

24lから29lに�ったこと�演�問��通して!さらに理��1める．

K
考

前期!後期とàに中間試'およ¶≥期試'�実∑する．
本科n�修∏には!60 時間�授業�x講と 30 時間�事前・事後�自己学�が必Åである．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-D1(10%), A4-D2(5%), A4-D3(5%), A4-D4(20%), B1(10%), C1(10%), C4(20%), D1(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9 �テー��������達成��評!する．

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2025年�シラバス

電子工学実験実習 (Laboratory Work in Electronic Engineering)

小矢 美晴 教授, 荻原 昭文 教授, 西 敬生 教授, 田原 熙昻 講師 【実務経験者担当科目】

電子工学科・5年・通年・必修・4単位【実験実習】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

座学o通じq修rしt知vo確xするとともに|実験原理・方�o修rする．7週連Éo1サイクáとし|A|B|C|D�4つ�大
テー�についq4ãが1年oかけq巡êしqいく．ãíけì出席番号ò�等íすることによ�õう．本実験実習ì担当教員
�企業における光電子デバイスなど�研究開発経験o©まえq教授する.

【A4-D1】光変ÆØ周波数特¥�原理o理µし|波∂Ø画∏�伝達変化
についq説º�きる．

光変ÆØ周波数特¥�原理o理µし|波∂Ø画∏�伝達変化についq説º
�きるかo����と達成���報告書(レポート)�内≈�評!する．

【A4-D2】半導»デバイス�作製手òØÃいられる技–o経験oふまえq
説º�きる．

半導»デバイス�作製手òØÃいられる技–o経験oふまえq説º�きるか
|実験�����と達成���報告書(レポート)�内≈�評!する．

【A4-D3】温�制‘oPID制‘��On/Off制‘によっqõうこと�|制‘
⁄ØÃいられる要‹�意味��|そ�有Ã¥についq説º�きる．

PID制‘ØOn/Off制‘など�制‘⁄ØÃいられる要‹�意味��|そ�有
Ã¥についq説º�きるかo����と達成���報告書(レポート)�内≈
�評!する．

【A4-D4】AM変Æ��復Æ�原理が理µ�き|復Æê„o作成�きる．ま
t|ワイヤレス�イクo設計・製作し|FM変Æ�原理が理µ�きる．

AM変Æ波�波∂・スペクトáo観Î�きるか|AM復Æê„o作成�きるか|
ワイヤレス�イクo設計し発Ïさせること�FM変Æ�原理o理µ�きるかo
����と達成���報告書(レポート)�内≈�評!する．

【A4-D4】VHDLによる設計�特Òと基本ÛなÙれ・技–についq説º�
き|ıら考˜しtディジタáê„oVHDL�設計し|そ�結¸についq発
˝�きる．

VHDLによる設計�特Òと基本ÛなÙれ・技–についq説º�きるか|ıら
考˜しtディジタáê„oVHDL�設計し|そ�結¸についq発˝�きるかo
����と達成���報告書(レポート)�内≈�評!する．

【B1】適ˇな文章˝��Û確に実験報告書が作成�きる． �テー��報告書(レポート)�内≈�評!する．

【C1】4年生以��学ん�工学Û基礎知vo応Ãしq課
に����|結
¸oí�することが�きる． �テー��報告書(レポート)�内≈�評!する．

【C4】グáー
�協Æしq実験実習に��|期限内に実験報告書o提出
�きる． �テー��報告書(レポート)�提出状��評!する．

【D1】機�����いに注意し|安�に実験に���むことが�きる．

成�ì|������達成�50%　報告書(レポート)�内≈��提出状�50%　としq評!する．1通�も未提出レポー
トがあるとき|まtìレポート�れが3通以 �ときì|原⁄としq年間総合評!ì不%となる．詳'ì第1週目�ガイダン
ス�説ºする．100点満点�60点以 �合/とする．

「電子工学科・第5学年実験実習シラバス(計画書)」2
リント
「電子工学科・第5学年実験実習指導書」2
リント
「電子工学科・安��手5き」2
リント

「知Ûな科学・技–文章�書き方」2中島利勝|塚本真也(コロ?社)

電子工学実験実習(本科4年)|そ�他実験テー��関連教科

履修:�
注意事項
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授4計画（電子工学実験実習）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1 ガイダンス|安�教育|実験テー��概要説º

2 光情報通Fに関する課
Æ査 光情報通Fに関する課
Æ査

3 光電子デバイスとデータ処理に関する手òと基本操作

4 光変Æ方J�波∂観Î

5 光変Æ方J�周波数特¥�Î定

6 光パワーレベá�Î定と光損失Î定

7 光出Pとデータ処理

8 光情報通Fに関する実験総括 光情報通Fに関する個別実験あるいì発展ÛなÆ査

9

10

11

12

13 ワイヤレス�イク�設計と製作

14 
レゼンテーション

15

16 半導»加工技–に関する課
Æ査 半導»加工技–と特¥評!��計Î制‘に関する課
Æ査

17 計Î制‘に関する実験 小XヒータoÃいt温�制‘�実験

18

19

20

21

22 半導»加工技–と特¥評!に関する実験総括 半導»加工技–と特¥評!に関する個別実験あるいì発展ÛなÆ査

23 �種計[ハードウェ`に関する課
Æ査 �種計[ハードウェ`�活Ãに関する課
Æ査

24 並列計[�基本と実習

25

26

27 ı由課
と
レゼンテーション準備

28 
レゼンテーション

29 �種計[ハードウェ`に関する実験総括 �種計[ハードウェ`に関する個別実験あるいì発展ÛなÆ査

30 実験実習�»�総評 こ�科目�»o通しt総評�確xと意見交換

詳'な電子工学実験実習シラバス(実験実習計画書)o配kし|評!方�|レポート�作成・提出方�・提出�れ��い|�刻・欠
席��い|ã構成|実施pなど�説ºoする．まt|当学年�安�に関する�般Ûな注意事so説ºする．そ�後|�テー��概
要とテー�に関uする安�にvする注意事s�説ºoõう．

光情報通Fに関する実験(1)

光情報通Fに関する実験(2)

光情報通Fに関する実験(3)

光情報通Fに関する実験(4)

光情報通Fに関する実験(5)

AMF号とFMF号に関する課
Æ査 AMとFMに関する課
Æ査

AMF号とFMF号に関する実験(1) AM変ÆF号�波∂とスペクトá観Î

AMF号とFMF号に関する実験(2) AM復Æê„�設計

AMF号とFMF号に関する実験(3) 発Ïê„�設計とFM変Æ

AMF号とFMF号に関する実験(4)

AMF号とFMF号に関する実験(5)

AMF号とFMF号に関する実験総括 AMF号とFMF号に関する個別実験あるいì発展ÛなÆ査

半導»加工技–と特¥評!(1) MOS構x�作製（熱処理工程）

半導»加工技–と特¥評!(2) MOS構x�作製（エッチングと電極∂成）

半導»加工技–と特¥評!(3) MOS構x�電気特¥Î定とpn接合�作製

半導»加工技–と特¥評!(4) pn接合�電気特¥Î定

�種計[ハードウェ`�活Ã(1)

�種計[ハードウェ`�活Ã(2) VHDLoÃいtFPGA ��ディジタáê„設計�特Òと基本ÛなÙれ・技–

�種計[ハードウェ`�活Ã(3) VHDLoÃいtFPGA ��ディジタáê„設計

�種計[ハードウェ`�活Ã(4)

�種計[ハードウェ`�活Ã(5)

L
考

中間試験およ�定期試験ì実施しない．
第1ãìA→B→C→D|第2ãìB→C→D→A|第3ãìC→D→A→B|第4ãìD→A→B→Cと大テー�o巡êする．ここにì|第1ã�計画oáす．
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科　目

担当教員 電子工学科講義科目担当教員

対象学年等

学習・教育目標 B1(20%), B2(10%), C2(70%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 中�およ�最終発表会，報告%&評(シー+,評(する．

4 中�およ�最終発表会0質疑応4&評(シー+,評(する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 各研8テー:;<する文献・論文等

参考書 各研8テー:;<する文献・論文等

関連科目 電子工学実験実習

神戸市立工業高等専門学校 2025年Pシラバス

卒業研8 (Graduation Thesis)

電子工学科・5年・通年・必修・9単位【研8】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

特l0テー:&設lし，授業等,修pしq知st技v&総xしy自主|か~計画|;指導教É0もt,研8&Öう．研8
&通じy，問âへ0接å0方é&理êし，文献調íì実験，理論|î考ñîど0問âêò0手ö&修pしy，総xõおよ
�デザイü能õ&高める．まq，研8成§&口¶,発表し論文;まtめるこt,コミュニケーショü能õ&Æ;~ける．

【C2】研8活動：研8テー:0背¥t目µ&|∂;把∏し十∫î準備活
動&Öい，指導教É，共同研8¿t連¬しîがƒ自主|;研8&遂Ö,き
る．

研8へ0«»…み，達成Pt卒業研8報告%0内Õ&評(シー+,評(する
．

【C2】研80発展性：pƒれq研8結§&“”考ñし，今’0課â等&示
し，研80発展性&展ÿするこtが,きる．

研8活動0状況，研8成§t卒業研8報告%0内Õ&評(シー+,評(す
る．

【B1】発表およ�報告%：研80発表方é&工€し，‹えƒれq時�内;
明‡,わか»ìす”発表,きる．まq．報告%がx理|î構成,研8全体
が簡潔・|∂;まtめるこtが,きる．

【B2】質疑応4：質問0内Õ&把∏し，質問¿;|∂;回4,きる．

研8活動(C-2)30%，研80発展性(C-2)30%，卒業研8報告%0構成(B-1)10%，卒業研8発表0内Õ(C-2)10%，そ0
発表(B-1)10%，質疑応4(B-2)10%tしy総x評(tし， 総x評(は100点満点,60点以&xÒtする．

履修:�
注意事項

卒業研8は，5年�学ん,きqこt&発展させy自ƒ創意工€する高専生活0集大成,あ»，本来，単˝î授業時�,区
ˇƒれるも0,はîい．研80進�;応じy，指lされyいる時�以�0�いyいる時�も卒業研8tしy活�するこt．
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授4計画（卒4研究）

内容（テーマJ目標J準Kなど）

中�試験およ�l期試験は実�しîい．

■卒業研80進め方
教員0指導0もt;，輪講・文献調í・実験・研8発表・討論îど&Öう．卒業研8は，各学生0自主性&尊
しy進めƒれる0
,，積極|・計画|;«»…むこtが
�,ある．

■年�スケジュール
例年0年�スケジュールは以�0tお»,ある．今年Pも同�;Öう予l,あるが，多少変�するこtがある．
 前年P03月中�;配属òl， 
 10月�;中�報告会
 2月�;卒業研8報告%提出
 3月�;最終報告会&Öう予l,ある.

■主î研8テー:一覧
靴�多機能フィッティüグツール0開発t検証
NeRF&活�しq文化40包括|3Dデジタルアーカイ;化システ<0開発
感情∫?&�いq物語�B;<する研8
大腿骨転子部骨G0有Iおよ�骨G箇K0特l;<する研8
大腿骨転子部骨G検出モデル0精P向;<する検証
MediaPipe&�いqカメラ映Tかƒ0手話翻訳
EMG&�いq黙声単語t舌動\0推l
BCItFES&�いqリハビリシステ<0開発
BCIt画T処理&融xしqロボッ+アー<制御
有機複x体材j&�いq調光機能デバイス0光学特性t内部構造ê?;<する研8
液晶・高∫子材j&�いq光機能デバイス0\ot光学特性評(;<する研8
��光変調素子&�いq光パターü0設計t応�;<する研8
rîる波t&�いqホログラフィックメモリ0\o;よる光再構成;<する研8
音声認s0qめ0対応点探索
不妊治Ä;おける卵胞内0卵子0特l
ÉざんされqJPEG画T0検出Ü�Éざん箇K0特l手é;~いy0研8
スピü波伝送�磁性ガーネッ+薄é0\o
MODé;よるビス:ス置ëセリウ<îガーネッ+薄é0\o
Fe添加CuAlS2薄é0透過õ0Fe濃P依存性
広帯°:イクロ波発生�パルス電¢0開発tそ0特性評(
多相交•プラズ:生成装置;おけるプラズ:密P0測l
電磁波照¨が種子発芽特性へ‹える影響
プラズ:照¨が種子発芽特性へ‹える影響
モüテカルロé&�いqSiC-MESFET0電気|特性0ê?
3Dモデル生成AI:ShapE0LoRA;よるファイüチューニüグ
:イクロコü+ローラ0ソースコー∑;おける回路情報0表πtEDAツールへ0統x
仮想筋電義手開発;<する研8
デプスカメラ&�いqæ0歩Ö動\0評(;<する研8
物理接¿&¡う双√ロボッ+\業0自動化;向けqõ加ƒ&考≈しq模倣学習システ<0開発
複雑\業;対する\業¿0認知負荷低ƒ&目|tしq\業工Ã&拡張π実tしyVR;提示する\業支—システ<0開発
自己認s|不∂実性&考≈しq知sグラフベースLLM&�いqæロボッ+コミュニーケーショüシステ<0開発
移動’サイネージ0qめ0昇降機構&�いq天井移動ロボッ+
運転手0目&表示しqディスプレイ;よる歩Ö¿へ0運転¿意図提示システ<
テキス+&指,îぞる速Pt音声0速さが連動する電子%籍‚み„システ<
脈波&�いq手Âì√0圧ÁジェスチÈ検出

K
考
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科　目

担当教員 木場 隼介 准教授

対象学年等

学習・教育目標 B4(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 適宜，資料�プリン��配�する．

参考書

関連科目

語"#習%においては，"生,ら.継続1に実3�おこなうこと�期9する．

神戸市立工業高等専門"校 2025年Hシラバス

工業英語 (ESP, Engineering)

電子工"科�5年�前期�選択�2単位【講義】 ( "修単位II )

授4�
概6�方針

本科fでは，電子工"�工"全iにjする英文記事�論文等�題pに，研究開発業uで役立w英語x#基z�{うこと�
f|とする．言語障�#解消手Éとして急Üに発áしておà今ä#áãå期9されている機械翻í#利点�欠点，活ó#
仕ôと注意点にwいてå"習する．

【B4】工"1題p#英文�理解するため#必要語°�習%すること.で
きる． 必要語°�習%できているか�中間試験，定期試験©™´テス�で評Æする．

【B4】文構∞�理解し意±�1≤に≥えること.できる． 文構∞�理解し意±�1≤に≥えること.できるか�中間試験，定期試験，´
テス�©™レポー�で評Æする．

【B4】語°と文構∞#知π�åとに，,ら英文�∫ª立てること.できる． 語°と文構∞#知π�åとに,ら英文�∫ª立てること.できるか�中間試
験，定期試験，´テス�©™レポー�で評Æする．

【B4】英文#内Ω�理解し，英語で要æ�作¿すること.できる． 英文#内Ω�理解し，英語で要æ�作¿すること.できるか�中間試験，定期
試験，´テス�©™レポー�で評Æする．

【B4】機械翻í#利点�欠点�理解し，¡しい活ó.できる． 機械翻í#利点と欠点�理解したうえで¡しい活ó.できているか�，レポー
�で評Æする．

¿¬は，試験70%　レポー�15%　´テス�15%　として評Æする．なお，試験¿¬は，中間試験と定期試験#平均点とす
る．100点満点で60点以…�合Àとする．担当教Œ#判–によà臨時試験�‘うこと.ある．

BBC Future⁄インターネッ�サイ�）
CNN English Express⁄雑誌）
The Japan Times⁄オンラインニュース）
NHK World⁄オンライン情報番∫）

英語(1～3年)，英語演習(3～5年)

履修:�
注意事項
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授4計画（工4英語）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 オリエンテーション�文法要点#復習

2

3

4

5

6

7

8 中間試験

9

10

11

12

13

14

15 復習�演習およ™科fˇまとめ

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業#臨ªô��めô©™評Æô法にwいて説�するととåに， これまで#英語系科fで習ってきた読解に重要な文法事	に
wいて復習�‘う．

文法要点#復習�Theme 1 前
に続き文法事	にwいて復習�‘った#ち，Theme 1(工"全iにjする英文)#内Ωにwいて概説する．また，機械翻í#
代表�にwいて紹介し，実�に使óし，体�し，考��‘うため#演習�提�する．

Theme 1， 2 前
提�した演習に�するフィードバッ�と解説�‘い， 機械翻í#特� メリッ��デメリッ�にwいて解説した#ち， Theme 
2(工"全iにjする英文)#演習�提�する． 文中#単語#品$#判%.文構∞#把'に役立wこと�理解する．

Theme2， 3
前
提�した演習に�するフィードバッ�と解説�‘う． (に， Theme 3(電子工"にjする英文)#演習�提�し， 実)する． 
前
に*き続き文中#単語#品$#判%.文構∞#把'に役立wこと�理解する． また， 背景知π�理解すること#重要-å
理解する．

Theme 3， 4 前
提�した演習に�するフィードバッ�と解説�‘う．Theme 4(電子工"にjする英文)#演習�提�し，実)する．文構∞#
¡≤な把'#ô法にwいて理解するととåに，前
に*き続き，背景知π�理解すること#重要-å理解する．

Theme 4， 5 前
提�した演習に�するフィードバッ�と解説�‘う．Theme 5 (電子工"と医ó工"にjする内Ω#英文)#演習�提�す
る．前
に*き続き文構∞#¡≤な把'#ô法にwいて理解する．

Theme 5， 復習�演習 前
提�した演習に�するフィードバッ�と解説�‘う．Theme5まで#授業内Ωにwいて復習と演習�‘う．

第1
～第7
#内Ωにwいて中間試験�‘う．

中間試験#解答�解説， Theme 6～8 中間試験#返3�‘い問題#解説�‘う． (に， Theme 6～8(CT， MRI， PETなど#医工"技9にjする英文)#演習�提
�する． 文構∞�把'しな.ら， ¡≤かwできる:àÜ;文意�把'するô法にwいて理解する．

Theme 6～8#フィードバッ��解説(1) Theme 6～8#演習に�するフィードバッ�と解説�‘う．前
に*き続き， 文構∞�把'しな.ら， ¡≤かwできる:àÜ;文
意�把'するô法にwいて理解する．

Theme 6～8#フィードバッ��解説(2)， Theme 9 前
に続いて， Theme 6～8#演習に�するフィードバッ�と解説�‘う． (に， Theme 9(航空分@にjする英文)#演習�提
�する． 前
に*き続き， 要点�AªBるô法にwいて理解する．

Theme 9， 10 Theme 9#演習に�するフィードバッ�と解説�‘う． (に， Theme 10(航空分@にjする英文)#演習�提�する． これまで
#知π�ˇ合して， 簡Dな英文�óいて要æ�,分で作¿するô法にwいて理解する．

Theme 10， 11 Theme 10#演習に�するフィードバッ�と解説�‘う． (に， Theme 11(航空分@にjする英文)#演習�提�する． 前
に
*き続き， これまで#知π�ˇ合して， 簡Dな英文�óいて要æ�,分で作¿するô法にwいて理解する．

Theme 11， 復習�演習 Theme 11#演習に�するフィードバッ�と解説�‘う． (に， 第9
～第14
#内Ωにwいて復習と演習�‘う．

*き続き第9
～第14
#内Ωにwいて復習と演習�‘う． また， 本授業#ˇE�‘いまとめとする．

J
考

前期中間試験およ™前期定期試験�実)する．
本科f#修%には，30 時間#授業#受講と 60 時間#事前�事ä#,己"習.必要である．事前"習では，(
#テーH英文#予習�‘い，単語#意±�Jべる�翻í�‘う
などして，各,で理解できないところ�整理してお;こと．事ä"習では，授業でOれた語°#復習�‘うととåに，授業で課題.課された場合はそ#内Ω�実)し，指�.ある場
合は提Sすること．
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科　目

担当教員 髙田 崚介 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-D2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

本科�では�机�で�理��理� !え�学生%ら'積極* 実,をおこなうことを期4する．

神戸市立工業高等専門学校 2025年Eシラバス

電子応用 (Applied Electronic Engineering)

電子工学科・5年・前期・選択・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授4�
概6�方針

さまざまな入出力装mを利用しpq�五stq�uるvい 作用し�コンピュー~と情ÄをtÅÇÅできる装mであるÖヒ
ューマン・イン~フェース」 ついp設計・評価方íを学び�実îをïえpヒューマンエラー�種òを学ぶ．そ�ため 必ûな
qü�情Ä処理モデ£§学ぶ．

【A4-D2】qü�情Ä処理モデ£'理�できる． ヒ•�s覚ßメカニズム�そ�処理 ついp理�しpいるかを中ü試験・定期
試験・レポー• p評価する．

【A4-D2】ユーザイン~フェース設計を理�できる． 適∑なユーザイン~フェース�設計方íを理�できpいるか�中ü試験・定期
試験・レポー• p評価する．

【A4-D2】ユーザイン~フェース評価を理�できる 適∑なユーザイン~フェース�評価方íを理�できpいるか�中ü試験・定期
試験・レポー• p評価する．

【A4-D2】ヒューマンエラー�種òと原因�対ª'理�できる． ユーザ�入力 ºÅ'Ωまれpいた場¿�原因とそ�対ªついp理�できp
いるか�中ü試験・定期試験・レポー• p評価する．

成¬は�試験70%　レポー•30%　としp評価する．試験成¬は�中ü試験と定期試験�平均«とする．100«満«で60
«以�を¿Àとする．

Öイラス•で学ぶヒューマンイン~フェース」�北原義典（講談社）
配”プリン•

Öイラス•で学ぶ認知科学」�北原義典（講談社）
Öÿ�ため�デザイン？�D.A.ノーマン（新曜社）
Ö失flから学ぶユーザイン~フェース 世·はBADUI(バッド・ユーアイ)であふれpいる」�中村聡史（技術評�社）
Ö認知バイアス辞典」�山崎�宮代�菊池（フォレス•出版）

D3Ö計測工学」�D4Ö応用数学�数値�˘」�D5Ö電子計測」

履修:�
注意事項
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授4計画（電子応用）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 ヒューマンイン~フェース概�

2 コンピュー~とヒューマンイン~フェース

3 qü�情Ä処理モデ£

4

5 qü中心設計

6 入出力系設計

7 演習 これまで�授業 関�した�アプリケーション制作演習を�う．

8 中ü試験

9 中ü試験�返却・��と概�

10 イン~ラクション系設計

11 ユーザ�アシス•とユーザビリテ�評価

12

13

14 イン~ラクション�拡張

15 総括 これまで学ん�ヒューマンイン~フェース ついp総括する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

qü'道�を�い�めたときからÖユーザイン~フェース」という概�は生じpいた．こ�言�は�� 近年はコンピュー~とq�
会話手 を!しp用いられpいる．これまで学ん�電子工学からコンピュー~ ついp�"し�q�ため�コンピュー~およびそ
�かかわÅ方を学ぶ．

コンピュー~�進& よっp�よÅq'�いtすいイン~フェース'登場した．� グラフ�カ£ユーザイン~フェース（GUI）�登
場は革命*であÅ�身近 利用されpいる．GUIを発/させた種1�イン~フェース§あÅ�これらイン~フェース�歴史*変4を
学ぶ．

近年はqü�s覚ß（センサ）およびそ�情Ä処理過8'"らか なっpきpいる．我1�体%身�イン~フェース ついp学び
�� ヒック�í則�フ�ッ<�í則�キース•ロークレベ£モデ£等�我1��@を"らか したモデ£を学ぶ．

ヒューマンエラーとBADUI
コンピュー~�操作�エラー は�コンピュー~%身 起因するエラーおよびユーザ 起因するエラー'存Dする．こ�うEユー
ザ起因�エラー�事îおよびそ�理G ついp学び�対ª方íを学ぶ．また�ついついエラーを誘起しpしまう世�中 Iれる
BADUI�事îを学ぶ．

ユーザイン~フェース��位概�としpユーザエクスペリエンス（体験）中心*な設計'Kばれpいる．ユーザ とっpÖ気NE良
い」イン~フェースとはな か�ど�よう 設計すればよいかを学ぶ．

ユーザとコンピュー~'相R 情ÄをSえるため�入出力イン~フェース ついp�そ�種òおよび�@を学び�適∑な入出力イ
ン~フェースを選択・評価する方í ついp学ぶ．

第1～7Vまで�内X ついp試験する．

中ü試験�返却・��を�うとと§ �10V�～14V� Yう•ピックス ついp概ûを�"する．

ユーザとコンピュー~'双方[ 入出力を�うÖイン~ラクション」 ついp�適∑な分˘・設計'できるよう 事îをïえp��
する．

ユーザ']^体験を提`するため �ヘ£プtチュー•リア£�ようなマニュア£*な習熟手íから�"示*・暗黙* ユーザを
AI等'補hする方íを学ぶ．またユーザイン~フェースを設計・実装したi �そ��用stエラーjをkしl評価することで�改
nをoること'できる．評価�!pt手í��˘方íを学ぶ．

VRとメ~バース メデ�ア�歴史を学び�メデ�ア�一îとしp近年隆uしpいるバーチャ£リアリテ�（仮想現実s）tメ~バース�定義t事ît�
メデ�アをzしたqü�体験t知覚へ�影}を学ぶ．

GUIデザイン演習
第2Vで学ん�GUI ついp�視覚*な理�'簡単であÅ�ユーザ�受X@'高l�ヒューマンエラーをコン•ロー£しtすいとい
う�Åを学ぶ．また�GUIで実装されるウ�ジェッ•�種òtメ~フÑ Öづlアイコン設計を学ぶ．さら �Figmaを用いたGUIプロ
•~イピング演習を�う．

近年�技術�進ä よÅVRtAR�ウェアラブ£コンピューテ�ング等�様1なç�イン~ラクション'登場しpいる．各種イン~ラ
クション ついp�Åt今ê�/]を学ぶ．

K
考

前期中ü試験および前期定期試験を実ëする．
本科��修í は�30 時ü�授業�受講と 60 時ü�事前・事ê�%己学習'必ûである．本科�は事前 授業�内Xをテキス•を用いp予習し�事ê 授業で学ん�•ピッ
クス 関�する事î�調óをレポー• まとめ�Äòする必û'ある．
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科　目

担当教員 荻原 昭文 教授 【実務経験者担当科目】

対象学年等

学習・教育目標 A4-D2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「新版　!エレクトロニク(入門」：西原　浩，裏　升吾　共著5コロ7社）

参考書 「!エレクトロニク(:基礎」：桜庭　一郎他 著5森北出版）

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2025年Rシラバ(

!エレクトロニク( (Optoelectronic`)

電子工学科・5年・後期・選択・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授4�
概6�方針

!:偏!o干渉，コヒーレン(特性，!増xなz!:{|固~:性質，!電子デバイ(oレーÇなz:構Ño特徴，原理
等á理àし，!エレクトロニク(:基礎á修äするç本講義è担当教ê:企業における!デバイ(:研究開発経験áôま
えú教授する.

【A4-D2】!エレクトロニク(:発ûによる!通信・!記£なzと:関¶o
，電磁界基礎方程´と!:伝≠o， 反射・透過≤≥偏!特性に|いú理
àし， 説∂できる.

!エレクトロニク(:発ûと!通信・!記£なzと:関¶o， !:伝≠，反射・
透過≤≥偏!特性等に関する理àRá中間試験とレポートによΩ評øするç

【A4-D2】!共振¡o，!と電子:相互作用，!:吸収・発!現…に|い
ú理àし，コヒーレント特性に|いú説∂できるçレーÇ:基本構Ñと特徴
に|いú理àし，レーÇ:発振原理等に|いú説∂できるç

!共振¡o，!:吸収・発!現…，レーÇ!:発振原理oコヒーレント特性な
z:理àRá定期試験とレポートによΩ評øするç

成Ãè，試験85%　レポート15%　としú評øするçなお，試験成Ãè，中間試験と定期試験:平均–とするç100–満–
で60–以‘á合÷とするçなお，再試験áÿŸ場合にè最高60–で評øするç

半導体工学(本科4年)，!波電子工学(専攻科1年)

履修:�
注意事項
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授4計画（Bエレクトロニクス）

テーマ 内容（目標・準Mなど）

1 ガイダン(およ≥!エレクトロニク(:発û

2 !ファイバ通信，!半導体加工技術 !ファイバ通信:概Èと半導体加工技術における!技術:重È性á理àするç

3 平面波:伝≠，偏! 平面波:伝播定Ìo媒質中:屈折Òo波長，偏波方Ûに|いú理àするç

4 導波路中:伝≠条件

5 大気中:!ビー˙と!ファイバ ガウ(ビー˙:(ポットサイ˛:定義o!導波路としú:!ファイバ:構Ñと!学特性に|いú理àするç

6 誘電体界面で:!:反射と透過 誘電体境界面で:!:反射と透過に関する関¶´:導出過程に|いú理àするç

7 反射鏡 金属反射鏡と誘電体反射膜反射鏡と:構Ñ:�いによる反射特性に|いú理àするç

8 中間試験 中間試験まで:授業内�に関する試験áÿŸç

9 中間試験à	とファブリペロー共振¡

10 ファブリペロー共振¡における伝≠特性

11 !と電子:相互作用 半導体:バン
構Ñ中で:電子:エネルギー分�に�Ÿ!と電子:相互作用に|いú理àするç

12 !:発!と吸収:メカニ˛˙

13 自然放出と誘導放出

14 レーÇ:基本構Ñ レーÇ:基本構Ñと種�に|いú学�し，レーÇ:特徴なzに|いú理àするç

15 レーÇ発振:原理

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業:��方，到達目 と評ø方!なzá説∂するçまた，レーÇ:発∂に�Ÿ!エレクトロニク(:発û:経#と応用分%に|
いú理àするç

導波路中:伝≠o境界で:反射，TE波oTM波による伝≠なzに|いú理àするç

中間試験:結*á確,するçファブリペロー共振¡:概Èに|いú理àする.

ファブリペロー共振¡中で:多重反射に基づ/!:伝≠á0す´:導出過程に|いú学�し，共振条件に|いú理àする.

半導体材料種�に基づ/バン
構Ñに基づ/!:吸収o，直接遷6と間接遷67:�いによる発!現…と:関¶に|いú理à
する ç

電子エネルギー:確Ò分�関Ìに基づ/熱平衡状;o反転分�状;に|いú学�し， 自然放出o誘導放出によるコヒーレント
特性:�いに|いú理àする.

共振¡中で:!:伝≠o利ä:影?に|いú学�し，レーÇ発振に|いú理àする.

M
考

後期中間試験およ≥後期定期試験á実@するç
本科目:修äにè，30 時間:授業:受講と 60 時間:事前・事後:自己学�G必Èであるç事前学�でè，次K:授業範Mに|いú教科書等áOP各自で理àできないとこ
ろá整理しúお/こと.事後学�でè，授業中に説∂された問題等:復�áÿŸと共に，授業最後に課題G出された場合è指定期\までにレポートá提出すること.
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科　目

担当教員 尾山 匡浩 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-D4(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 配�プリント

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年'シラバス

画像処理 (Image Processing)

電子工学科・5年・前期・選択・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授4�
概6�方針

高'情報化時OP進RとともにV画像処理技XY産業[医療VそP他`くP分cd急fに発Rしているl本講義dYV2
次oディジタt信号処理としてP観xかzディジタt画像{処理V解析~�理解する技Xについて講義するl

【A4-D4】ディジタt信号処理P2次o拡Éとしてディジタt画像処理{
ÑえることがdきるlまたV各種画像について理解することがdきるl

ディジタt画像処理P本ç{理解出èているか{中間試験V定期試験Vレポ
ートd評ôするl

【A4-D4】画ç改õPためP濃'変換V平滑化[エッジ強•PためP各
種空間フィtタについて理解dきるl

濃'変換[空間フィtタP内©{理解出èているか{演習課題VレポートV中
間試験V定期試験d評ôするl

【A4-D4】2値化画像処理P内©{理解dきるl 2値化画像処理P内©{理解dきているか{演習課題VレポートV中間試験V
定期試験d評ôするl

【A4-D4】画像認∞PためPパターン認∞処理P内©{理解dきるl 各種パターン認∞手≥について理解dきているか{演習課題VレポートV定期
試験d評ôするl

【A4-D4】フーリエ変換などP直交変換について理解dきるl 画像解析PためPディジタtフーリエ変換が理解dきているか{演習課題Vレ
ポートV定期試験d評ôするl

成πYV試験70%　レポート10%　演習課題20%　として評ôするl試験xYV中間試験と定期試験P平ªd評ôするl
総合評ô100x満xd60x以¡{合¬とするl

「ディジタt画像処理」≈酒井幸市…コロÃ社）
「ディジタt画像処理」≈CG-ARTS協会
「画像処理アtゴリズŸ」≈斎藤恒雄…近O科学社）
「C言‡d学·実践画像処理」≈井¡誠喜他…オーŸ社）

プログラミングIVプログラミングIIVソフトウェア工学

履修:�
注意事項

本授業dY画像処理プログラŸ{作成する演習課題が出題されるlこPためVD2「プログラミングI」VD3「プログラミング
II」P内©{十分復習しておくことが必Ùdあるl
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授4計画（画像処理）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 イントロダクションVディジタt画像処理V画像表˚プログラŸP解説

2 濃'変換

3 空間フィtタP基本˛な概�と平滑化PためP平滑化フィtタについて学�V演習{�うことd理解{�めるl

4

5

6 画像P細線化VチェインコードV境界線追跡等について講義V演習{�うことd理解{�めるl

7 幾何学変換 画像P�きさ[形V位�など{変換する幾何学変換P方≥について学�V演習{�うことd理解{�めるl

8 中間試験

9 中間試験P返�およ�解説{�うlまたVパターン認∞処理P概Ùについて学·l

10 画像における特徴�[画像間P距�{�める手≥に�して�{�げて説!しV演習{�うことd理解{�めるl

11

12 ハフ変換 画像中かz直線[#{検出するためPO表˛な方≥dあるハフ変換Vおよ�画像かzP特徴x検出P方≥について紹&するl

13 直交変換

14 動画像処理P基礎 動画像処理P基礎としてV差分画像[背景差分≥VオプティカtフローなどP概Ùについて紹&するl

15 生体情報としてP医用画像

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

本講義P全体P2れについて説!するlまたVディジタt画像処理P基礎{講義するlさzにV演習課題用サンプtプログラŸ{
提˚しVそP説!{�うl

濃'変換P必Ù5について学·lまたV非線型濃'変換VヒストグラŸ{用いた濃'変換等について講義するとともに演習{�う
ことd理解{�めるl

空間フィtタ(1)

空間フィtタ(2) エッジ強•PためP1次~�2次微分フィtタVこれ{用いた画像鮮鋭化フィtタV画像P特徴抽出フィtタ等について講義しV演
習{�うことd理解{�めるl

二値化画像処理(1) 閾値処理V閾値決定処理V近傍V孤立x除C[穴EめPためP膨É・収縮処理Vラベリング処理ついて講義しV演習{�うことd
理解{�めるl

二値化画像処理(2)

第1週～第7週P内©P中間試験{�うl

試験返�と問題解説およ�パターン認∞(1)

パターン認∞(2)

パターン認∞(3) パターン認∞PO表˛な手≥としてVテンプレートマッチングが�げzれるlこPテンプレートマッチングについて学·とともにV演
習{�うことd理解{�めるlまたVDPマッチングP概Ùについても説!するl

直交変換P�としてVディジタtフーリエ変換[2次oフーリエ変換について説!しV画像へP適用方≥について学·lまたVフー
リエ変換{用いた各種フィtタについて講義しV演習{Qして理解{�めるl

生体情報{画像化する機SとしてCT[PETVMRIが�げzれるlこれzP撮影原理について紹&するl

J
考

前期中間試験およ�前期定期試験{実Yするl
本科ZP修[にYV30 時間P授業P受講と 60 時間P事前・事^P自己学習が必Ùdあるl事前学習dYV次aP授業内©に対cする配�資e{fみV各自d理解dきなかっ
たこと{整理しておくことlまたV事^学習dYV課題レポート[プログラミング演習課題{課すためV指定P期kまdに完成させて提出すること.
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科　目

担当教員 佐伯 崇 非常勤講師 【実務経験者担当科目】

対象学年等

学習・教育目標 A4-D4(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年.シラバス

コンピュータアーキテクチャ (Computer Architecture)

電子工学科・5年・後期・選択・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授4�
概6�方針

コンピュータシステV各XY構[\機能，効率化・高速化Y手eについi理kするこ\をねらい\する.これらを理kするた
めには，ハードウェア\ソフトウェアY両�Y知ÅÇ要Ñされる.また，コンピュータY動作原理をハードウェアäからåç理
kし，目èにêじたシステVを構[できる基礎èñ設計能ô\そYõにúじる問題k決能ôを修†する.本講義は担当教
£Y企業におけるコンピュータ関®Y技術経験を´まえi教≠する.

【A4-D4】コンピュータアーキテクチャY歴Øを理kできる． コンピュータアーキテクチャY歴Øを理kできiいるかどうかをレポート\中間
試験で評πする．

【A4-D4】命ªセット，制御，演算，メモƒñどY各アーキテクチャを理kでき
る．

命ªセット，制御，演算，メモƒñどY各アーキテクチャを理kできiいるかどう
かをレポート\中間試験で評πする．

【A4-D4】ノイマン»\非ノイマン»…ハーバードアーキテクチャ），CISC\
RISCY特Œを理kできる．

ノイマン»\非ノイマン»…ハーバードアーキテクチャ），CISC\RISCY特Œを
理kできiいるかどうかをレポート\中間試験で評πする．

【A4-D4】キャッシュメモƒ\仮–メモƒY特Œ—原理を理kできる． キャッシュメモƒ\仮–メモƒY特Œ—原理を理kできiいるかどうかをレポー
ト\定期試験で評πする．

【A4-D4】割‘’手e÷び，パイプライン�⁄による高速化手eを理kで
きる．

割‘’手e÷び，パイプライン�⁄による高速化手eを理kできiいるかどう
かをレポート\定期試験で評πする．

【A4-D4】オペレーティングシステV—入出ôアーキテクチャを理kできる
．

オペレーティングシステV—入出ôアーキテクチャを理kできiいるかどうか
をレポート\定期試験で評πする．

【A4-D4】シングルボードコンピュータを‰いたシステVY構[，÷び動作
原理を理kする．

シングルボードコンピュータを‰いたシステVY構[，÷び動作原理Ç理kで
きiいるかどうかをレポート\定期試験によÂ評πする．

[Êは，試験85%　レポート15%　\しi評πする．ñお，試験[Êは中間試験\定期試験Y平均Í\する．100Í満Í
で60Í以Óを合\する．ñお，臨時試験をÛう場合には最高60Íで評πする．

「図kコンピュータアーキテクチャ入門　第3版」:堀桂太郎…森北出版）

「コンピュータY構[\設計 第5版 Ó，�」: D.A.Patterson / J.L.Hennessy 著，[田光彰 訳…日経BP社）

本科2年Y「論理回�」÷び，3年Y「コンピュータ工学」

履修:�
注意事項

本科2年Y「論理回�」÷び，3年Y「コンピュータ工学」を復�しiおçこ\Ç�ましい．
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授4計画Aコンピュータアーキテクチャ）

テーマ 内容A目標・準Pなど）

1 コンピュータY発展

2 ノイマン»コンピュータ\非ノイマン»コンピュータYアーキテクチャ

3

4 演算アーキテクチャ

5 制御アーキテクチャ

6 メモƒアーキテクチャ

7 キャッシュメモƒアーキテクチャ

8 中間試験

9 試験返�\問題k および仮–メモƒアーキテクチャ

10 割Â‘’アーキテクチャ÷び，パイプラインアーキテクチャ

11 入出ôアーキテクチャ÷び，システVアーキテクチャ

12 シングルボードコンピュータY構[—動作原理についik する．

13 シングルボードコンピュータY操作�e，÷びプログラミング概要についik する．

14

15 シングルボードコンピュータに関するま\め これまでYシングルボードコンピュータに関するま\めYk をÛい，よÂ理kをåめる．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

コンピュータアーキテクチャY歴Ø，様&ñトレードオフ問題ñどについik する.

ノイマン»コンピュータ÷び非ノイマン»コンピュータY基本構[\動作についik する. また，基本èñ命ªセットアーキテク
チャ÷び，各'アドレッシング�⁄についi(具体+を‰いik する.

CISC»アーキテクチャ\RISC»アーキテクチャ CISC»\RISC»アーキテクチャY構[—特Œñどについik する.

データY表現�e÷び，乗算，除算Y演算アルゴƒズV—演算アーキテクチャについik する.

布線制御�⁄÷びマイクロプログラV制御�⁄についik する.

ICメモƒ装置÷び，各'Y外Xメモƒ装置Y分9\動作原理についik する.

キャッシュメモƒY目è—動作原理についik する.

1:から7:までに学ん=内?についiY筆記試験をÛう．

中間試験Y返�・k Y後，仮–メモƒY目è—動作原理÷び，仮–メモƒにおける分割�⁄—マッピング�⁄についik す
る.

割Â‘’処理Y目è—動作原理についik する. パイプライン�⁄Y目è—動作原理÷び，遅延分E\分E予Gについik
 する.

入出ô装置Y制御�⁄÷び，構H\動作原理についik する.　さらに，オペレーティングシステVY役割—機能についik
 する.

シングルボードコンピュータ1

シングルボードコンピュータ2

シングルボードコンピュータ3 シングルボードコンピュータにおけるプログラミング+，およびシングルボードコンピュータにおけるシステV拡K\そYプログラミ
ングについik する．

P
考

後期中間試験および後期定期試験を実Lする．
本科目Y修†には，30 時間Y≠業Y受講\ 60 時間Y事前・事後Y自己学�Ç必要である．事前学�では，次回Y≠業範Vについi教科書等をX’各自で理kできñい\こ
ろを整理しiおçこ\．事後学�では，≠業中に [された問題等Y復�をÛう\\に，≠業最後に課題Ç出された場合は指定期日までにレポートを提出するこ\.
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A5-2(50%), A5-3(50%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

成長産業技術者教�プログラム（ロボッ�分野）履修$の&選択可

神戸市立工業高等専門学校 2025年6シラバス

ロボッ�応用実践 (Applied Practice of RoboticL)

田原 熙昻 講師, 清水 俊彦 准教授, 小澤 正宜 准教授, 佐藤 徹哉 教授, 酒井 昌彦 准教授, 尾山 匡浩 教授 【実務経
験者担当科目】（※成長産業技術者教�プログラム(ロボッ�分野)開講科目）

電子工学科・5年・通年・選択・1単位【講義・演習】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

ロボッ�の安全管理概ÉÑ学習する．まâ各ãの実際çé問êÑ解íするâめにï開ñするあるいô適õに用いるâめの
ロボッ�基ùû応用についてï実践çé課ê学習Ñとおして学習する．本科目の指ßにあâってôï実務経験教©である小
澤 正宜 准教授ï佐藤 徹哉 教授ï酒井 昌彦 准教授´実務で必Éé実践çé技術≠Æめて指ßする．まâロボッ�分野の
最新動≤≠理解できるよµ指ßÑ∂µ．

【A5-3】ロボッ�の安全管理について説∏しï実∂できる． 実施内容(演習課ê)ºΩレポー�内容で評¬する．

【A5-2】課êÑ解íするâめにロボッ�ûその関≈ユニッ�û部品ïシステ
ムの基本çé設Ãû設Õ´できる．

実Œûシミュレー—Ñ用いての設Ã・設Õについてïその実施内容(演習課ê)
およΩレポー�内容で評¬する．

【A5-2】各“で設Ã・設Õしâロボッ�ûそのシステムÑ用いて課ê解í
に実際にアプロー‘すること´できる．

課êに対応しâ実Œûシミュレー—Ñ用いâ実施内容(演習課ê)およΩñ表
内容(プレゼンテーション)で評¬する．

【A5-3】課ê€‹›&fiにflてきâ問ê‡に対してï解·してïよ‹‚い解
Ñ„めて活動できる． 実施内容(演習課ê)ºΩñ表内容(プレゼンテーション)で評¬する．

成Âôïレポー�15%　プレゼンテーション5%　演習課ê80%　として評¬する．100‡満‡で60‡以ÍÑ合Ïとする．

プリン�
K-ROSETマニュアル

課êに関する文献・論文等
授業fiに紹˘する文献・書籍・Webサイ�

D3 ロボッ�入門ïD4 ロボッ�É素技術

履修:�
注意事項
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授4計画Aロボット応用実践）

テーマ 内容A目標・準Nなど）

1 ガイダンスïロボッ�安全法規 年間Ã	û授業方�Ñ説∏する．まâ安全法規概ÉÑ説∏する．

2 ロボッ�‡検ï安全管理 ロボッ�について日常çに実施するハードウエアïソフ�ウエアの‡検維�û安全管理Ñ学習する．

3

4 同Í

5 同Í

6 同Í

7 同Í

8 同Í

9 課ê検討 実�させâロボッ�の内容Ññ表するとと≠にï問ê‡ûその改善方法Ñ討論する．

10

11 同Í

12 同Í

13 同Í

14 ñ表・プレゼンテーション 課ê学習として€‹›ん�ロボッ�の内容Ññ表するとと≠にï問ê‡ûその改善方法Ñ討論する．

15 ロボッ�ñ展学習

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

fi間試験およΩÕ期試験ô実施しéい．

課ê学習1 社$û工場ï家庭等で省力化ï“動化ï“律化´„められている各ã課êÑï実際にロボッ�Ñ用いて実�させるâめの課ê学
習Ñ∂µ．

課ê学習2

課ê学習3

課ê学習4

課ê学習5

課ê学習6

課ê学習7 社$û工場ï家庭等で省力化ï“動化ï“律化´„められている各ã課êÑï実際にロボッ�Ñ用いて実�させるâめの課ê学
習Ñ∂µ．

課ê学習8

課ê学習9

課ê学習10

企業ûロボッ�展示$にfl≤くïまâô第一5の技術者Ñ6いての講演$によ‹ロボッ�の7われ方ûñ展内容等の情報収集
活動Ñ∂µ．

N
考
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